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まえがき

北海道に林業試験場が創設されたのは明治 41 年 6 月で，札幌郡江別町野幌字志文別にささやかな庁舎

がたてられ，初代場長斉藤音作氏のもとで， 3， 426 町歩の試験林を対象に試験が進められた。当時，北海

道の森林の管理機構もようやく整い，広大な森林を取扱ううえの科学的な裏づけが必要となってきた。と

くに当時は北海道における造林の揺らん時代であったので，苗畑と人工造林事業とに重点をおいて試験が

進められ，野幌における各樹種のパイロット造林は明治 42 年から大正 10 年の聞にほぼ終了したのであ

る。その後，営林の理念はしだいに天然更新を主潮とする方向に進んだ。

当時造成された人工林の成績の一部は前報(林業試験場報告第 202 号〉で，主要樹種 7 種， 20 か所の測

定値をまとめ，発表したが，今回は残りの多くの樹種についてその成績を取りまとめたものである。これ

らの調査した試験地のなかには，植栽林が見本林的にわずか 0.1-0.2 ha の小面積に植えられているため

外囲林をとることのできなかったものや， また野鼠・兎の被害で立木度の疎な林分等もあり，厳密な収

穫試験地とはし、いがたいものもあるが， 内外産の各樹種の人工林の成長についておおよその傾向を把あ

くし，各造林樹種の生産性を比較するうえでは貴重な資料であって，北海道では他に比類のないものであ

る。

今回報告する野幌のパイロット人工林は，創設当時いろいろな樹種が模索的に取り入れられたが，外国

樹種のなかには寒凍害や野鼠・兎の食害，虫・菌害に抵抗性が弱く，当時被害防除対策も確立していなか

ったので，全く不成績となって改櫨したものが少なくない。これは造林したという事実も忘れられがちで

あるが，前車の轍をふむのを避けるため，一応不成績のものについても植栽の経過をできるだけ記録する

こととした。また，わずかの人員で人工林の造成にあたられた創設当時の先輩各位の労を謝するため担当

の旧職員名を記しさらにこの人工林造成に労力を提供し，人工林の監護に協力された地元森林防火組合

や創設当時の林政などの諸事情についても付記することにした。

この人工林は過去半世紀にわたる長い間歴代の支場長をはじめ，調査室および各部研究室の協力のもと

に調査をつづけてきたものであるが，本文を草するにあたり，ご指導をいただいた小幡前支場長，高樋調

査室長，本場の原経営部長，大友科長，西沢室長の各位に心から謝意を表するしだいである。また，この

人工林の土壌調査は塩崎技官の担当するところで，ここにご指導をいただいた土壌研究室蔵本室長，内田

博士に謝意を表する。

人工林の概況，調査および取りまとめ方法

1. 人工林造成の沿革

i) 人工林の創業時代:明治 41 年 6 月，河島長官のとき野幌国有林に林業試験場が設けられた。当時

の庁舎は野幌国有林のほぼ中央，江別町大字野幌字志文別に約 50 坪のささやかな建物が設けられたにす

ぎなかった。初代の場長は斉藤音作技師がこれにあたり，試験の重点を苗畑，人工造林におき，天然林の

取り扱いについては傘伐作業および択伐作業の優劣の問題について研究の歩をすすめた。しかし，斉藤場

長は在職 2 年足らずで朝鮮総督府に栄転せられ，ついで、保科宮城技師(明治 42-43)，有国正盛技師(明

治 43-45) が継がれ，明治 45 年 4 月より北海道大学教授(当時東北帝国大学農科大学〉新島善直博士が

兼務し，昭和 9 年にいたる 22 年間の長きにわたり，とくに人工林の造成・保育に関する研究に努められ
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た。しかし，創業時代は実験営林署的性格の試験場で 3， 426 町歩の膨大な試験林の測量，施業案の編成，

広面積の各種人工林造成試験，樹木園の造成などに加えて伐採木の売却，森林の監護取締りなど，多端の

しかも兼務であった仕事を少数の場員で負担しなければならなかった。そのうえ，場長は頻繁に交替し，

から実務はもっぱら次席場員 2 名によって運ばれねばならなかった。また，当時の試験場の所在地は野幌

駅から 6km，厚別駅から 8km 余の距離にあって，電話はおろか，電灯もないところで創業の設営が行

なわれたので、あるから，ひとかたならぬ労苦があったこととしのばれる。人工林造成は明治 42~45 年に

大正 10 年まで毎大正 4 年ごろから自苗畑生産の苗木を用い，は他苗畑から保管換の苗木を用いたが，

年 10 町歩内外ずつ造林を進めている。現在は野焼試験林 209 ha のうち人工林は最近の植栽地を含めて

100.46 ha となっているが，その大部分は 40， 41 林班の壮齢の人工林である。

ii) 人工林造成の旧職員:創設当時の現地職員は次席属兼技手小泉昇平(明治 41. 7~43. 7)，技手佐藤

仙太郎(現治 41. 12~大正 8.3)，事業手松山智衛(明治 41. 12~43. 11) のほか定夫 5 名という小規模の

ものであった。

人工林の造成にあたった関係職員と在職期聞は下記のとおりである。

次席または育林部首席長場

(在職期間〉

(明 41 ~ 43) 

(明 43 ~大 2)

(明 41 ~大 8)

(大 8 ~ 10) 

(大 10 ~昭 3)

(昭 4 ~ 15) 

名

小泉昇平

柳内耕三

佐藤仙太郎

永根信雄

長谷部半一

石原供三

氏(在任期間〉

(明 41 ~ 42) 

(明 42 ~ 43) 

(明 45 ~ 45) 

(明 45 ~昭 9)

名

作
滅
盛
直

音
宮
正
善

藤
科
田
島

氏

斉
保
有
新

(昭 9 事務取扱)

(昭 9 ~ 15) 

(昭 15 ~ 21) 

夫
三
相

常
供
正

林
石
服 (昭 4 ~ 13) 

(昭 13 ~ ) 

泰
喜

田

井

原

松

原

部 善

苗畑，造林事業に関係した旧職員(技手〉の氏名はつぎのごとくである。

(在職期間)

石川政次郎

市川信義

庄司弥造

山f ロ千之助

新妻五郎

高橋建三

(明 42 ~ 43) 

(大 6 ~ 8) 

(大 11~ 昭 9)

(大 13 ~昭 5)

(大 14 ~昭 3)

(昭 5 ~ 14) 

名

加賀美彦道

服部正相

平沢和三郎

林 行五

紀藤海三

石崎厚美

氏(在職期間〉

(明 42 ~ 43) 

(大 4 ~ 7) 

(大 8 ~ 10) 

(大 11 ~ 14) 

(昭 4 ~ 13) 

(昭 9 ~ 13) 

名氏

まなお，初期の時代には近藤直人民のように，兼務で試験林の測量や施業計画に参加した方もあるJ

保，ついで井上元則の諸氏，天然林施業についてはた，これら人工林の病虫獣害防除については，相沢

実，ついで松江賢修の諸氏が担当しておられた。広田

野幌の人工林は当初の斉藤，新島各場長の企画と指導のもとに多数の方々の協力によって造成されたも

のであるが，とくにこの人工林を終始責任をもって造成された故佐藤仙太郎氏の略歴を記して氏の労に敬，

意を表したい。氏は山形県鶴岡市生，明治 41 年 3 月北大林学実科卒業，北海道庁に入り，野幌林業試験
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場が創設されるとともに同年 12 月試験場勤務，大正 8年 3 月まで 12 年|品1にわたって現在の人工林の造

成に尽力せられ，その間，野幌林業試験場報告第1， 2. 3. 4, 5, 7 号記載の苗畑，造林関係の実験資料

を取りまとめられた。不幸にして早く病没せられ，氏の努力が人に知られずにいることを残念に思って紹

介する次第である。

当時，わずかな職員で膨大な商畑，造林事業を遂行したので，これら人工林の造成のうらには熱心な補

助者の協力のあることを評価しなければならない。創業時代から長く苗畑，造林事業に従事された定夫の

方の名を記し，これらの方々の植え育てた各種人工林が成績の取りまとめ段階にきたので，ここに特記し

てその労に謝意を表したい。

故山上六太(明治 42~昭和 3). 故奥出芳吉(明治 41~大正 8)，西村策治(明治 42~大正 8)，故都

築熊之助(大正 2~8)，故松川洋三(明治 43~大正 5)。

iii) 人工林造成の労力と監護:大正 3 年野幌森林防火組合が結成され，試験林をめぐって 14 の組合が

設置されたが，野幌地区組合は山口多門次を組合長とする 114 名の組合員からなり，試験場と近接の地に

あったので造林地の労力提供や山火取締りなどの監護にあたった。

人工林の急速な造成と保育，各面の試験調査に労力が不足してきたので，大正 10 年に林内植民の制度

が設けられ，試験林第 4 施業区 42 ha に 14 戸の農家が入地し，ついで昭和元年第 1 施業区 15 ha に 5 戸

入植，これら農家の労力によって人工林の保育や造成を容易に行なうことができた。

iv) 人工林の位置:人工林試験に供したのは第 3 施業区(現 40. 41 林班) 423.1 ha の大部分と，旧第

1 施業区 1. 11. 12 林班の 1 部山火跡地，旧第 4施業区 40 林班の 1 小部， 山火被害地などである。 こ

れら人工林のうち 11. 12, 40 林班は戦後開拓地に開放されている。野幌部落史(昭 22) によれば当時禁

伐林であった国有林が試験場の設置により明治 42 年には苗畑，造林試験地など 20 IÐJ余の天然、林の皆伐が

行なわれ，以後，大正 10 年まで毎年木材の伐出と植栽がつづけられたので， トマンベツ地区には造材の

小屋，雑貨，酒，菓子などの商店が軒をならべて急造され，一時的市街地が形づくられたといわれている。

v) 人工林造成時の林政的背景:明治 40年北海道国有林整理綱領が閣議で決定され，土地利用区分や

国・公・私有林の区分大綱がきまり， 国有林の計画的経営のために施業案の編成が開始された。明治 41

年に営林区署，同分区署制度が設けられ，野幌に林業試験場を設置し，育林技術の研究確立にあたらせる

とともに国有林の本格的経営が推進されるようになった。野幌試験場には付属試験林として 3.426 町歩の

森林が設けられた。

御料林は明治 41 年から本施業案を編成し，道有林は明治 40 年に道有模範林を管理する地方費森林事

務所が設けられ，明治 42 年ころから造林事業が進められ. 44 年には公有林を設定している。また，現在

の大手の会社株の大部分は明治末期から大正中期までに林地の払下げをうけ，または私有林の買収によっ

て創設された。

vi) 人工林造成当時の技術的背景:以上のように野幌試験林における人工林造成期の明治 42 年から大

正 10 年には本道園・道・民有林の創業時代で，造林事業への積極的な発足推進時代でもあったので， こ

れら育林技術の基礎を確立するために野幌試験林のうち第 3 施業区の大部分を皆伐して，試験営林署的性

格をもって外来樹種と本道産樹種の造林試験が大規模に進められた。当時造林技術はまだ幼稚で養苗，適

地造林，野鼠兎・虫菌害，寒凍害，常風害の防除技術も確立されておらず，野鼠の大発生年次には被害を

傍観するの止むなき状態であった。したがって，大正 10 年ごろから鼠害対策など研究され，防除法も報
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告されているが，明治末から大正初期年代に植えたマツ類のなかには野鼠の食害をうけ不成績となった造

林地が少なくなし、。

本道は開拓初期時代に欧米，本州など広く各地からのいろいろな造林樹種を暗中模索的に導入したが，

明治末葉ごろにはある程度本道に適する樹種が筒い分けられた感がある。したがって，野幌試験林に明治

42~ 大正 10 年に楠えられた主要造林樹種は，当時本道の国・公・民有林の植栽樹種として期待されてい

た樹種で，カラマツ，ヨーロッパトウヒ， トドマツ，エゾマツ，ヨーロッパアカマツ，ストロ{プマツ，

スギ，ヤチダモ，グイマツなどを主体としている。

2. 調査と取りまとめ方法

野幌試験林の明治 42 年以降造林されてきた主要人工林については，前編林業試験場報告第 202 号で主

要樹種 7 種， 20試験地の測定成績をまとめ発表した。野幌試験林には明治・大正年代に暗中模索的にいろ

いろの外来樹種を造林しており，これらは小面積の見本林的な人工林も少なくなく，また当時予期しなか

った野鼠，野兎，アブラムシ類，その他病菌害虫の被害にたいし防除の対策も確立してレなかったので被

害をこうむり，ついに不成績地として改植したものも少なくない。これらの経過については職員の交代，

戦時・戦後の空白時代などのため記録されず，まだ報告されていないので，今回造林台帳から試験林にい

ままで植栽された樹種をあげて，不成績のものはその実態を記録にとどめるようにした。今回測定した標

準地はおか所で，これを針・広葉樹に分け，さらに導入地域別に調査成績を記載した。

調査資料は合計 75 か所，うち針葉樹は 58 か所で，その内訳は郷土産 40，本州産 10，東亜産 2，ヨ

ーロッパ産 17，アメリカ産 6 か所である。広葉樹は 17 か所で，郷土産 14，本州産 3か所である。

調査人工林のうち 65 か所は明治 42 年から大正 10 年の聞の植栽， 10 か所はそれ以降昭和 8年までの

植栽林で，後者はトドマツ 8 か所，アカエゾマツ 2 か所である。

(1) 調査様式

試験地番号は針葉樹 1~58，広葉樹 59~75 としたが，そのうち針葉樹は郷土産，本州産，外国産樹種

の)1原とし，下記の様式にしたがって取りまとめた。

1) 試験地の所在地，来歴，標準地面積，土性，植生

2) 直径対樹高相関表 (2 次的な混生広葉樹についても同様に表示した〕

3) 総括表

記載項目 1) 2) 3) については設定以来現在 (1966年 5 月現在〉までの調査記録を示し， 3) の項目に

ついては 1 ha あたりの換算数値で示した。

(D 調査と計算方法
調査の方法と計算方法は下記によった。

1) 胸高直径は，毎木について輸尺により 2mm 単位に測定した。

2) 樹高は，毎木 (1 部標本抽出)についてワイゼ式測高器により 0.5m 単位に測定した。

3) 胸高直径対樹高相関表における樹高は， 0.5m 括約で示したが，しかし樹高を抽出測定したものに
r >Z

ついては Näslund 法によって樹高曲線をもとめ十 樹高曲線式は H=1. 3 十7τ芸市である。
ー。 (a 十 bDつ

4) 林分材積算出に使用した立木材積表は

a) トドマツ，ダグラス:'177 ーについては札幌営林局調製トドマツ立木幹材積表(胸高1.3) : 1960 

b) エゾマツ，アカエゾマツ，ヨーロッパトウヒ，グラウカトウヒについては札幌営林局調製エゾマ
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ツ立木幹材積表(胸高1.3) : 1960 

c) カラマツ，チョウセンカラマツ，グイマツについては，中島広吉氏調製カラマツ立木幹材積表

(胸高1.3) : 1944 

d) ヨ{ロッパアカマツ，パンクシアナマツ，ストロープマツ，チョウセシマツについては，東京営

林局調製アカマツ立木幹材積表(胸高1.2) : 1961 

e) ヒパ，サワラについては，名古屋営林局調製サワラ，ヒパ立木幹材積表(胸高1.2) : 1960 

f)ヒノキについては，東京営林局調製ヒノキ立木幹材積表(胸高1.2) : 1961 

g) スギについては，北方林業会編集の北海道スギ立木幹材積表(胸高1.2) : 1961 

h) 広葉樹については，中島広吉氏調製北海道広葉樹立木幹材積表(胸高1.3) : 1944 

によった。

5) 試験地の成長量，成長率，枯損率は次の式によった。

純成長量=日+E一円+Vz-V1

純成長率(%)内純比考量、 -空旦
V4一日+1 乏土ニ!':.)E+I己二四 )M+Vz+V1 " 

¥nl  ¥nl  

枯損量 200 枯損率(%)n 、 ド 、
日一日+(互主二引E+{三三二引M+Vz+V1 n 

¥ n I ¥ n I 

ただし，

V4 =今回調査の材積 m3

Vs=下位径級よりの進級木材積

Vz=上位径級への進級木材積

V1 =前回調査時の残存木材積

E=調査期間の収穫材積

M=今回調査時および期間内の被害，枯損木の材積

以上の方法と記載様式によって取りまとめたが，個々の特殊な事項についてはそのつど“注"に記載す

ることとする。

調査地のなかには樹種間の成長の優劣を比較するため..20X50 m のような長方形の植栽を組み合わせた

標準地があり，隣接林分が成長に優劣のある樹種，または広葉樹など側方陽光の射入ある林分と接する場

合，さらに林内歩道に接して林縁木の肥大成長が良好となりうる場合などがある。標準地の面積が狭いの

で植栽面積をそのまま標準地としたが，測定を重ねるにしたがい上記の矛盾が生じてきたが，今回はかか

る林分は周縁環境を付記するにとどめた。しかし本表は多数植栽樹種間の成長の比較検討には大過なく利

用できょう。また，今回の調査林分は前回より除・間伐の遅れた林分が多いので両者を比較検討する必要

があろう。

なお今回の調査から除かれた道産広葉樹の人工林は，多くは混交林として植えられたもので， 2 次的混

入木との区別が判然としないものもあって測定から除いたが，最近広葉樹林の取扱いの解明が望まれてい

るのでつぎの機会に調査したい。

3. 立地の概況

i) 試験地の位置:今回調査した人工林は札幌事業区 31， 35, 38, .39, 40, 41; 42 林班の明治 42 年か

ら昭和 8 年にわたり植栽したものであるが，大部分は 40， 41 林斑の明治，大正年代パイロット造林的に
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植栽した人工林である。これら人工林は江別市字西野幌に位し，野幌国有林内の試験林 209 ha の主要部

分を構成している。

人工林の集団地区は札幌市の東方約 23km，野幌駅をへだたる西南約 5km で，東経 1410 32'，北緯

430 2'50" にあたり，海抜高 60m 内外の丘陵地帯に位し，平坦地ないし東西のきわめてゆるやかな緩斜

地にたっている。

ii) 気候:年平均気温は 7.1 0C， 5-9 月の生育期の平均気温は 17.00C， 8 月は 21. 80 C, 1 月は -6.7

OC である。降水量は年平均 1， 185mm，最多雨月は 9 月の 153.4mm，最少雨月は 4 月の 56.3mm で，

降水量は全道の平均に近い。風は四季を通じて南西風が多く，年平均 4.4 mjsec で，早春はとくに強い。

降霜は初霜の平均が 10 月 8 日，終霜は 5 月 12 日，無霜期聞が 148 日である。根雪の期間は 11 月 26 日よ

り 4 月 10 日まで 136 日間である。

昭和 29 年の春の旋風と秋の 15 号台風は本人工林にも甚大な被害を与え，とくにヨ{ロッパトウヒ，グ

イマツ，チョウセ γカラマツ，ストロープマツ， トドマツなどの人工林の一部を倒壊せしめた。本試験林

は暴風の吹走しやすい平坦な地形で， また表土の浅い植土質土壊であることなどから暴風雨のたびに風

折・倒の被害をこうむりやすい。

iii) 土壌:野幌丘陵は野幌層および元野幌層と呼ばれる洪積層台地で，壌土ないし埴壌質土壌が多く，

表層は火山灰が覆うているが，ところによって層に厚，薄があり，さらにこれに腐植が混じて厚く堆積し，

黒色土となっている。

人工林の土壌型としては B1D 型， Blc 型， BE 型， BF 型， BD(W) 型， Bc 型がみられる。各人工林

のたっている立地の土壌の組成は第 1 ， 2 表に記載している。本林のA層は化学性にとみ，組成が膨軟な

ので根系が発達して林木の生育が概して良好である。本試験地の土壌調査は土壌研究室塩崎正雄技官の担

当するところである。

No 同樹種|層位|日|色|腐植含量|喜重|土性|構 造ド密度陣|土壌型
1 I 31. トドマツ F 2.5 

し、-6 AI 10.0 黒 すこぶる富 壌土 堅果状 粗 潤 B1D 

A2 15.0 " " " 軟 " 
As 15.0 黒褐 富 " やや堅 湿

DB 20.0( +) 紅褐 埴壌土 " " 
2 39. と " F 2.0 

H 

AI 9.0 黒褐 富 砂壌土おもに団粒 軟 潤 BD(W) 

A2 12.0 " " 円3x5有 " 堅果状含む " 湿
BI 12.0 茶褐 含 " " " やや堅 " 
B2 10. O( +) 黄褐 "含 " !z " 

3 I 40. " F 2.5 
を-5 AI 13.0 黒 すこぶる富 砂壌土 粒 状 軟 潤 BID 

A2 18.0 黒褐 壌土堅果状含むやや堅 " 
DB 25.0( +) 黄褐 埴壌土 堅 湿

キ北海道支場土壌研究室
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州、班|樹種|駈 1 fcm5 1 色 1 腐植含量 I~
41ι|ト叶 No.13 と同|じ | 
5140. /f F 1.5 

をー 10
H 1.0 

A 7.0 淡黒褐 富 砂嬢土 粒 状 軟 潤 Bn(w) 

A/B 16.0 /f 含 壊土堅果状含む 堅 /f 

llB 20.0( +) 黄褐 /f /f 湿

6140. わ /f F 2.0 

Al 12.0 黒褐すこぶる富 砂壌土 事立 状 軟 潤 Bln 

A2 15.0 " /f /f おもに粒状 /f 湿

llB 35.0( +) 灰貰褐 埴土 堅 /f 

7 1 41. I1 F 1.5 
tま-6

Al 11. 0 黒褐 すこぶる富 砂壌土 堅果状 軟 潤 Blc 

A2 20.0 " I1 I1 I1 やや堅 湿

llB 13.0(+) 糞褐 埴嬢土 堅 I1 

8142. ぬ /f F 1.5 

Al 1.0 黒褐 すこぶる富 埴壊土 団粒状 粗 潤 BF 
11 

A2 19.0 淡黒褐 合 む Va 含む 砂壌土 軟 湿

II B 17.0(+) 黄褐 埴土 やや堅 /f 

星回構

1 1 

造恒樫|土嬢型
1 _ 1 1 Bln 

42Jil F1 ¥ NO.[7 と十| c
 

l
 

B
 

13 41. /f L 0.5 
』ま -38

F 2.0 

Al 13.0 黒褐 すこぶる富 砂嬢土おもに粒状 粗 潤 Bln 

A2 15.0 " I1 壌土 11 軟 /f 

llB 15. O( +) 埴土 堅 湿

14 38. へ トドマツ F 1.5 
アカェゾ

Al 9.0 淡黒褐 富 砂壌土 堅果状 軟 潤 Bc 
マツ

A2 10.0 /f /f " /f やや堅 /f 

Bl 11. 0 淡褐 含 /f 堅 湿

B2 20.0( +) 淡賀補 " /f /f 

15 40. エゾマツ F 2.0 
を-23

Al 12.0 黒褐 すこぶる富 砂壌土 粒 状 軟 潤 Bln 
18 

A2 15.0 /f /f /f おもに粒状 " 湿
llB 35.0( +) 灰黄褐 埴土 堅 /f 

Bln 

Blc 

21 

Blc 
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第 1 表 〈つづき〉

No.1林小班|樹種|献|弘51 色|腐植含量 I~ 重|土性|構 造|塁密度|森喜土壌型
22 35.tこ アカエゾ F 2.5 

マツ A1 8.0 淡黒褐 富 砂壌土 堅果状 軟 潤 BD(D) 
A2 12.0 " " 壌土 " やや堅 " As 12.0 " H " " 竪 湿

II B 20.0( +) 黄褐 埴壌土 " " 
24 41. カラマツ F 1.0 

tま-29 A1 7.0 灰黒褐すこぶる富 砂壌土 粒 状 軟 湿 BF 
A2 15.0 " " " 堅果状 やや堅 " llB 20.0( +) 黄褐 埴土 堅 過湿

25 41. " F 4.0 
』まー30 A 15.0 黒褐 富 砂壌土 団 粒 軟 潤 BE 

B1 24.0 淡黄褐 " " おもに粒状 " 湿
B2 20.0( +) 灰黒褐 " " やや堅過湿

26 41. " F 2.0 
ほ-40 A1 9.0 黒褐 すこぶる富 壊土 団粒状 粗 湿 B1D 

A2 17.0 " " 砂嬢土 堅果状 軟 " nB 16.0(+) 責褐 埴土 堅 過湿

23 41. ヒ ノー F 2.5 
ほ:ー 16 A1 15.0 黒褐 すこぶる富 砂嬢土 堅果状 軟 i閏 B1D 

A2 20.0 " " " " " " nB 12. O( +) 賞褐 壌土 堅 湿

27 41. スギ F 2.5 
tまー34 A 3.0 黒 すこぶる富 砂壌土 団粒状 粗 i関 B1D 

5.0 茶褐 含 砂土 軟 11 

mA 18.0 黒褐 すこぶる富 埴嬢土おもに堅果 " 湿状
mB 19.0 淡黄褐 壌土 堅 " mc 1O.0( +) 明黄褐 " 

すこぶ

" る竪

28 41. " F 2.0 
』ま -42

A1 3.5 黒褐 すこぶる富 壌土 状粒回状含粒竪状果 粗 潤 BE 
Az 7.0 淡黒褐 富 " 軟 湿
As 15.0 灰黒褐 含 " " " " nB 10. O( +) 糞褐 埴壌土 堅 過湿

29 40. ヒノキ F 2.0 
を-20 A1 11. 0 淡黒褐 富 砂壌土 粒 状 軟 湿 BE 

Az 16.0 " " 壌土 竪果状含むやや堅 " llB 20.0 寅褐 埴土 堅 " n c 5.0( +) 明黄禍 " " 
30 40. サワラ F 2.0 

を 22
A1 9.0 泉褐 すこぶる富 砂壌土 事立 状 軟 潤 BD(W) 
A2 16. 。 黒褐 富 " やや堅 " 
llB 25. O( +) 黄褐 埴土 堅 湿



- 12 林業試験場研究報告第 205 号

第 1 表 (つづき〉

BID 

BID 

33 41. " F 2.0 
』まー17

Al 8.0 淡黒褐 富 砂嬢土 堅果状 軟 潤 Bc 

A2 15.0 " " " " やや堅 " 
llB 20. O( +) 黄褐 " 堅 " 

34 40. ヨーロッ F 2.5 
を-5 ノ4 トウヒ

Al 13.0 黒 すこぶる富 砂壌土 粒 状 軟 潤 BID 

A2 18.0 黒褐 " 嬢土 塁果状含 やや堅 " 
II B 25.0( +) 黄褐 植壌土 堅 湿

35 40. " F 1.0 
を-8

Al 8.0 黒 すこぶる富 埴壌土 粒 状 軟 i閏 BID 

A2 15.0 " " 嬢土 堅果状含む " 湿
As 30.0 " " " " " " 
II B 20. O( +) 明黄 埴壌土 堅 " 

36 40. " F 1.5 
を-10 H 1.0 

A 7.0 淡黒褐 富 砂嬢土 粒 状 軟 潤 BD(W) 

A/B 16.0 " 合 嬢土 堅果状含 堅 " 
llB 20.0( +) 黄褐 " 湿

37 40. " F 3.0 
を-13

Al 10.0 黒 すこぶる富 砂壌土 堅果状 軟 j閏 Blc 

A2 20.0 " " 埴壌土 " やや堅 湿

llB 20.0( +) 黄褐 堅 " 
じ向井

』
q
d
 o

 
N
 

口
フ

。
ο

引
ほ

n
w
J
 

Q
υ
 

qu 
D
 

l
 

B
 

40 42. ち " F 1.5 

Al 1.0 黒褐 すこぶる富 埴壌土 団粒状 粗 潤 BF 

A2 19.0 淡黒褐 合む Vs含む 砂嬢土 軟 湿

llB 17.0( +) 黄褐 埴土 やや堅 " 
41 40. ヨ Fーロ、y F 1.5 

を-25 パトウヒ
Al 3.0 黒褐 すこぶる富 砂壌土 団粒状 組 潤 BD(D) 

カラマツ

A2 12.0 " " " 堅果状 軟 " 
A3 12.0 " 富 壌土 堅果状含む 竪 湿

llB 20.0( +) 黄褐 埴土 " " 
42 41. 

ヨ-ロッ
F 1.5 

パトウヒ

43 
ほ-7 パンクシ Al 5.0 黒褐 すこぶる富 砂壌土 粒 状 粗 湿 BE 

アナマツ
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山市種l 層位|日|色|腐植含量 I~ 霊|土佐|構 造|堅密度|表選|土脚
Az 8.0 黒褐 すこぶる富 埴壌土おもに粒状 軟 湿

Aa 12.0 淡黒褐 含 " " 
II B 20.0( +) 黄褐 堅 " 

44 41. ヨーロ、y F 2.0 

45 
』まー12 パトウヒ Al 10.0 黒 すこぶる富 埴壌土 粒 状 軟 潤 BlE 

ポプラ
Az 23.0 " " " " やや堅 湿

II B 1O.0( +) 黄褐 " 堅 過湿

4641 叫9 � Il'\I I じ BE 

47 41. " F 2.0 
tま-4 Al 9.0 黒褐 すこぶる富 砂壌土 団 粒 粗 湿 BE 

Az 12.0 " " " 堅果状 軟 " A/B 7.0 淡黒褐 含 " やや塁 " 
II B 12.0( +) 黄褐 埴壌土 堅 " 

48 41. " F 3.0 

49 
tまー 14 Al 10.0 黒 すこぶる富 砂壌土 堅果状 軟 潤 Blc 

Az 20.0 " " 埴壌土 " やや堅 湿
II B 20.0( +) 黄褐 " 堅 " 

50 41. ヨーロッ F 2.0 
l まーl パアカマ Al 12.0 泉 すこぶる富 砂壊土 団粒状 粗 潤 Bl(E) 

ツ
ノミン夕、ン Az 19.0 " " " 粒 状 軟 湿
アナマツ A/B 12.0 淡黒褐 富 " " " 

II B 30.0( +) 黄褐 埴壌土 やや竪 " 
BE 

BlD 

|ん |200 l "i " |ム| " I ~ I~I II B 112.0(+) 黄褐

40|パW シ|
53 をー10 アナマツ

54 1 40 か| " 1 NO.I …|と同じ| BlD 

げ|山ス1 NO.I ー|じを-12 フアー Blc 

|ω |グラウカ i56 をー21 トウヒ NO.I 15~18 1 と同じ| BlD 

| |チョウセ|57 I~ほ1ー.177 ラマ NO・ 1 33 と同|じ Bc 

I411…| 58 ほー12 ポプラ NO.I 44~45 1と同じ| BlE 
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層位向m51 色|腐植含量 I~ :1 土性|構 土嬢型

59 

状|軟|湿 BF

BF 

BF 

6441 l " BF 
tま-22

| |ドグノレ|63 I~:. ミ BF 
i まー24 ヤチダモ

64 40. ミズナラ F 1.0 
を-16

Al 9.0 黒褐 すこぶる富 壊土 粒 状 軟 湿 BE 

Az 15.0 " " " 堅果状含む " " 
II B 20.0( +) 黄褐 埴壌土 堅 " 

65 40. " F 1.0 
をー17

Al 13.0 黒褐 すこぶる富 砂嬢土 粒 状 軟 潤 BE 

Az 22.0 " " 壌土 堅果状含むやや堅 湿

II B 1O.0( +) 黄褐 植壌土 堅 " 
66 41. " F 1.5 

ほ-9
Al 5.0 黒褐 すこぶる富 砂壌土 粒 状 粗 湿 BE 

Az 8.0 " " 埴壌土おもに粒状 軟 " 
A3 12.0 淡黒褐 合 " " " 
llB 20.0( +) 黄褐 " 堅 " 

67 41. " F 3.0 
tまー 13

Al 10.0 黒 すこぶる富 砂壌土 堅果状 軟 潤 Blc 

Az 20.0 " " 埴嬢土 " やや堅 湿

II B i20.0( +)黄褐 " 堅 " 
642叫ん|一日|じ
691 ti~91 " 1 NO.18 と同|じ

1 1 BE 

1 1 BE 

70 31. ドロノキ F 3.5 

\，，-~~ Al 3.0 泉 すこぶる富 埴壌土 粒 状 粗 湿 BIE 、 -32

Az 13.0 " " " " 軟 " 
A3 20.0 " " " " 11 

II B 20.0( +) 灰黄 " 堅 過湿

じ
一
じ

一
同
一
同

一
と
一
と

一

4

一

O

一

f
D

一

7
2

i

;

 

←

O

一

O

一
N

一
N

一
ル
一
キ

一
グ
一
ノ

一
ワ
一
チ

-
サ
ミ
一
ト

一
日
一
に

J

;

 

÷
ωを
一
泊

-
A

一
つ
，
“

勺J

一
句

J

1 1 BE 

I 跳



野幌試験林における各種人工林の調査成績(後編) (松井ほか〉 - 15 ー

第 2 表 (つづき〉

吋小班|樹種|白位丙引色
73 1 起こIII ゥペ叫6 と同|じ
74 4 1.り ミズナラ F 

カシワ
Al 10.0 黒褐クヌギ

A2 30.0 " 
n B 25. o( +) 黄褐

トネリコ

40. 
ヤチハン

75 を-17
ノキ，イ No. 65 と同 じ
タヤ，ナ

ナカマド

liz 
すこぶる富

" 

霊|土性|構
-11 

造|堅密度|表選|土壌型

1 1 1 BE 

砂嬢土 堅果状 軟 潤 BE 

" 事立 状 やや竪 湿

植嬢土 堅 " 

BE 

iv) 植生:野幌試験林は温帯林の北部に位し，クリ，コナラ，エゾエノキなどの温帯樹種のほぼ北限に

あたり，一方丘陵地のトドマツ，エゾマツ林としては南限に近いので，温，亜寒帯雨要素の樹種が包含さ

れ，植物の種類の多い針広混交林がみられる。

人工林の多くは天然林を皆伐して植栽したもので，全刈，火入，樹冠閉鎖などによって前植生が撹乱減

退したが，その後の侵入回復によって人工林特有のいろいろの種類の草・藤・木本類から構成されている。

カラマツ，広葉樹などの陽樹林下はクマイザサが優占し，低湿地のヤチダモ林下はクマイザサと大型草本

とが占め，陰樹の人工林下は当初吸着性藤本類が入ってくるが，しだいに各種草・藤・木本類が混生して

くる。また，ところによりエゾイヌガヤ，エゾユズリハなどの低木類が優占している。以上各調査地の植

生型を一覧的に記すると第 3 表のごとくである。このうち代表的な植生型を抽出してその構造を記した。

人工林の植生の特徴は天然林のような特定の優占径がないこと，侵入木本類には鳥が散布したと思われる

妓質ないし肉質の種実を有する種類が多く混じていることであるが，カラマツ，広葉樹林などのササ類の

侵入した林床はササが優占種となって，他の植生を抑圧している。この人工林には草本型植生とササ類が

優占種となっている植生が多いが，これらの型の植生も第 4. 5 表のように多数の草・藤・木本類の集合

した群落から構成されている。

4. 人工林の概況

調査した人工林を産地別に記すとつぎのようである。

i) 道産樹種の人工林:道産樹種は外来樹種とともに明治年代から多少造林されてきたが，大正後期ま

ではトドマツ，エゾマツの養苗方法も確立されず，したがって積極的に造林が進められなかった。野幌試

験林には明治 43 年以降ヒパ，オニグルミ，ヤチダモ， トドマツ，エゾマツ，アカエゾマツ，イチイ，サ

ワグルし ミズナラ，カシワ，シラカンパ，サイハダカ γパ，エゾイタヤ，ヤマモミジ， トチノキ，カツ

ラ，ホオノキ，ヒロハノキハダ，メイゲッカエデ，ヤチハンノキ，ナナカマドなどいろいろの樹穫が試植

されている。広葉樹は 2~3 種ずつ混植しているものが多く，侵入介在木の影響をうけて成績の明らかで

ないものが多いが， トドマツの造林地はいずれもよい成長をしている。今回成績調査した人工林は第 6 表

のごとくである。

ii) 本州産樹種の人工林:スギ，アカマツ，ヒノキ，ウノレシ，キリなどの本州産樹種は藩政，幕領時代

から道南地方で植栽されていたが，明治，大正年代には道央地帯にもかなり植栽されてL 、る。
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第 3表各調査地の林床植生型

番号G*主|小班 樹 種 植 生 型

l 31 し、- 6 ト ド ーマ ツ サ サ・草本型

2 39 と " 草木型

" 39 と " " 
3 40 を- 5 " 草 -藤本型

4 40 を- 9 " " 
5 40 を -10 " 1/ 

6 40 わ 1/ 1/ 

7 41 ほ- 6 1/ (ネマガリダケ〉草・藤本型

8-11 42 ぬ 1/ 藤本型

12 41 ほ- 5 " 草 -藤本型

13 41 』ま 38 1/ 藤 -草本型

14 38 '" トドマツ・アカエゾマツ 藤本型
15~18 40 を- 23 .:r. ゾ -マ ツ ネマガリダケ・草本型

19 40 を- 24 1/ " 
20 41 ほ- 8 1/ 草 -藤本型
21 41 ほ- 15 1/ ネマガリダヶ・草・藤本型

22 35 tこ ア カ .:r. ゾ -マ ツ {忌 木・藤本型

23 41 ほ- 16 ヒ ，、- 草 -藤本型
24 41 ほ- 29 カ フ 'マ ツ ササ型

25 41 ほ- 30 1/ 1/ 

26 41 ほ- 40 1/ " 
27 41 ほ- 34 ス ギ サ サ・草本型

28 41 ほ- 42 1/ ネマガリダヶ・草本型

29 40 を- 20 ヒ ノ キ 草 -藤本型

30 40 を- 22 サ ワ ブ 1/ 

31 31 い- 8 チ ヨ ウセンマツ ササ型

32 40 台、
" ネマガリダケ・低木・草木型

33 41 ほ- 17 " サ サ・草本型

34 40 を- 5 ヨーロッ Jミ トウヒ 草 -藤本型

35 40 を- 8 " 1/ 

36 40 を -10 1/ 1/ 

37 40 を- 13 " 1/ 

38 41 ほ- 39 1/ 草 -ササ型

39 41 ほ- 39 1/ 1/ 

40 42 ち 1/ 藤 -草本型

41 40 を 25 ト ウ ヒ・カ ラマツ サ サ・草本型

42 41 ほ- 7 トウヒ・ノミンクシアナマツ 草本型

43 41 ほ- 7 ト ウ ヒ 草 -ササ型

44 41 ほ- 12 ト ウ ヒ . ポプラ 草本型

45 41 ほ- 12 1/ 1/ 

46 40 を- 20 ヨーロッパアカマツ サ サ・草本型

47 41 ほ- 4 1/ ササ型

48 41 ほ- 14 1/ ネマガリダケ・草本型

49 41 ほ- 14 1/ 1/ 

50 41 ほ- 1 
ヨ{ロッノξ アカマツ・

ササ型
パンクシアナマツ
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第 3 表 (つづき〕

番号|林班|小班| 樹 種 植 生 型

51 40 を- 20 ス ト ロープマツ 草 -藤本型

52 41 ほ- 16 " サ サ・草本型

53 40 を- 10 パ γ クシアナマツ 低木・草・藤本型

54 40 台、

" " 
55 40 を- 12 オ レゴンノ宅イ ン ネマガリダケ・草本型

56 40 を- 21 グラ ウカ ト ウ ヒ " 
57 41 iまー 17 チョウセソカラマツ ザサ・草・藤本型

58 41 ほ- 12 グイ マツ・ポプラ 草 -低木型

59 40 を- 33 ヤ チ ダ モ ササ・大型草本型

60 40 を- 34 ". " 
61 40 を- 35 " " 
62 41 ほ- 22 " " 
63 41 ほ- 24 ヤチダモ・オニグノレミ サ サ・草本型

64 40 を- 16 、、、 ズ ナ フ ネマガリダヶ・草本型

65 40 を- 17 " 草 -低木型

66 41 ほ- 9 η ササ・低木・草本型

67 41 ほ- 13 " 草 低木型

68 40 を- 16 シ フ カ ン ノ、 ササ・低木・草本型

69 41 ほ- 9 " " 
70 31 ~， -30. 32 ド ロ ノ キ サ サ・草本型

71 40 を- 15 サ ワ グ ノレ 、ーー， (ササ〉・草本型

72 31 ト チ ノ キ ササ型

73 41 ほ -11 ウ ノレ シ サ サ・草本型

74 41 り ミズナラ・カシワ・クヌギ " 
75 40 yをー 17 トネリコ・ヤチノ、 γノキ・

低 木・草本型イタヤ・ナナカマド

野幌試験林には明治 42 年以降大正 10 年までにカラマツ，スギ，アカマツ，ヒノキ，サワラ，チョウ

センマツ，ホンシュウトウヒ，ヒメグルミ， クヌギ， トネリコ， シオジ， ケヤキなどが植栽されている

が，アカマツなど鼠害をうけやすいものは食害をうけ，ほとんど枯損消失している。今回成績調査したの

は第 7表の各試験地である。

iii) ヨーロッパ産樹種の人工林:ヨーロッパ産のアカマツ，クロマツ， トウヒ，カラマツの種子はアメ

リカ樹種についで古くから本道に導入された。これらの樹種の現存のもっとも古い人工林は旭川市外神楽

見本林に明治 31 年植栽のヨーロッパ産のトウヒ，アカマツの各林分である。野幌試験林には明治 42 年

から大正 10 年にわたってヨーロッパ産のトウヒ，アカマツ，カラマツ，クロマツとウラジロポプラが植

えられている。初期の林業技術を先進国のドイツに求めた点もあって，ヨーロッパ産のトウヒとアカマツ

は本道では大正年代にかなり広く植栽されていた。野幌試験林ではヨーロッパトウヒはもっとも広く植栽

され，またカラマツと混植している林分がある。ヨーロッパアカマツはドイツ産，スウェ{デン産，ソ連

産などの各産地のものが植栽されている。ヨーロッパカラマツは大正 2~5 年間に植栽し，ニホンカラマ

ツ，グイマツ，チョウセンカラマツと成績が比較できる。ヨーロッパ産のマツ類は野鼠の食害をうけ枯損

が相つぎ，ことにカラマツは一部先枯病にかかり，生育の停滞期があり，成績の良好ならざるものが多

い。ヨ{ロツバクロマツは野鼠の食害をうけることが著しく，現在 1 団地にわずか 1 本ずつしか残ってい
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第 4表おもな植生型の群落構造

木・藤本類

形育生 種 名 |藤叫む草|手国liifキ|主主主|路室
ツ ノレ ア :/ サ イ 3 2 2 l + 
イ ワ ヲf フ

、、. 2 3 l 1 + + 
ツ タ ウ ノレ シ 3 2 2 l l 

ツノレウ メ モ ドキ 2 + l l 2 

藤本層 ヤ -マ プ ド ウ l + l l l 

ア 'マ チ ヤ ヅ ノレ l 2 

サ fレ ナ シ + + + + + 
ツ fレ リ ン ド ウ + 
ツ Jレ -マ サ キ + 

一!1マイザサ|

サザ層|ホソパネマガリダヶ | 3 I 4 I 
4 

こ己 ソ. イ ヌ ガ ヤ 3 2 l 

ごr. ゾ =:L ズ リ ノ、 2 

ニ巴 ゾ ワ ト コ l 1 

ノ リ ノ キ l 1 1 

低木層 ツ /レ シ キ 、、‘ + 
すf -マ ズ 、、. + 
イ ヌ ツ ゲ + l 

=r. ゾ イ ポ タ

二巳 ゾ イ チ ゴ

ト ド -マ ツ 2 2 l 

イ チ イ + 
シ ナ ノ キ + l l l l l 

、、、 ズ キ l 2 l + + l 

キ タ コ プ シ + l + l l 

=r. ゾ イ タ ヤ + l + + + + 
セ ン ノ キ + 2 + l + 
、、、 ズ ナ フ + + + + + 
、、‘ ヤ -マ サ ク フ + + + 

木本層
シ ウ リ + + + + 
ナ ナ カ -マ ド + 2 + + 
ヤ -マ グ ワ + + + + 1 l 

コ シ ア プ フ + l 

ア サ ダ + l + 十

ーー レ + l + 
オ グ ノレ 、、、 + + 
ヒ ロノ、ノ キハダ l + 
ツ リ ノ、‘' ナ + + 
メイ ゲッカエデ 十 + 
ヤ -マ モ 、、. ミF 十
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第 5 表おもな植生型の群落構造

草本類

形育生 種 名 大
型

・
本

サ
草

サ
形

・
型

サ
本

サ
草

州
割
ー

カ
・マ

ケ
型

ネ
ダ
本

一
草
型

一
・
本
・

7
木
藤

一
低
・

一
藤-

型
草
本型本藤

イ チヤ ク ソ ウ類 1 

-マ イ ズ ノレ ソ ウ 3 2 2 
小形草本

ク /レ ノ、守 ソ ウ + l l 'マ

ス 、、‘ レ l l + 

オ シ !f l 2 2 l l 1 

ジュウモ γ y.:ンダ + l 2 2 2 l 
シダ類

、、、 ヤマベニシダ + l 2 2 l l 

そ の 他 シ !f 類 + l 

ノ、 ニ己 ド IJ ソ ウ l 2 + 
ナ ガ ジ フ 、、‘ l + l + 

付着伝播性 キ でJ 、‘ 、 ズ ヒ キ + 
植 物 ウ 'マ ノ 、、、 ツ J 、' l 2 1 

ヤ プ ン ジ ン l + 
その他付着草本 l + + 

ア ザ 、、‘ l l l 2 

フ キ + + l l 2 

ス ゲ l + 2 + 2 2 

湿地に多い ト リ カ プ ト + 2 

植 物 ノ、 ナ ウ ド 2 

オオパイ フ グサ 2 

コ 、J ロ てJ ソ ウ l l 

ム カ ゴイ フ クサ l 2 2 

チパニト ンジン + + + 
フ ツ キ ソ ウ 2 2 2 2 2 

チ コ. ,:1. リ 1 l 

= てJ レ イ ソ ウ 1 l + 
蔭性草本 ,:1. キ ザ サ l 

オオアマ ドコ ロ 2 

ヒ ト リ シ ズ カ + + 
、、‘ 、、‘ コ ウ モ リ + + l 

ノレイヨウショウマ + + + + l 

ノ プ キ + + 
ヒ ヨ ド リ "、. ナ 十

フ ウ ロ ソ ウ + 
半陽性

ス ギ ナ 十
草 本

カ ナ + ア ノ、

ア カ ザ + 
、、、 ゾ ソ ノ、4・ + 
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一概|小班|樹 種|事前ffl設定年月|土壌型|植生型|施業経過
1 1 31 し、-6 トドマツ 1925 0.064 1954.11 B1D ササ，草本型

2 と " 1933 0.015 1963. 10 BD(W) 草本型 小苗斜植

と " " 0.035 " " " " 
3140 を 5 " 1919秋 0.121 1956. 10 B1D 草，藤本型

4 40 を-9 " " 0.070 " BID " 
5 40 を-10 " " 0.100 1957.12 BD(W) " 
6 40 わ " 1927秋 0.108 1956. 9 BID " 
7 1 41 ほ-6 " 1917 0.100 1954. Blc (ネマガ藤リ本ダ型ケ〕

草，

8142 ぬ " 1930 0.117 1955. 10 BF 藤本型 1950年第 l 回間伐

9142 ぬ " 1930 0.037 1956. 10 " " 6尺方形績 " 

" 0.023 " " " 4尺方形植 " 

" 0.033 " " " 6尺方形植 " 

10 42 ぬ " 1930 O. 120 " " " " 
11 42 ぬ " 1930 0.022 " " " 6x3尺植 " 

11 0.035 " " " 6尺方形植 " 
12 41 ほ-5 " 1928秋 0.030 1950. 11 Blc 草，藤本型 対象区 1956枝打

" 0.030 " " 11 枯枝打区

" 0.030 " " " 力校下打区

" 0.030 " " " 生校 1/3 枝打区

13 41 ほ-38 " 1927 0.035 1956. 11 BID 藤，草木型 対象区

" 0.035 " " 枯枝打区

" 0.035 " " 力校下打区

" 0.035 " " 生校 1/3 枝打区

14 38 "" 
トドマツ，ア

1933 0.023 1961 藤本型カエゾマツ

15 40 を-23 エゾマツ 1917秋 0.200 1956. 5 BID ネマガリダケ
6尺方形植

草本型

16 40 を-23 " " 0.300 1956. 11 " " 5尺方形植

17 40 を-23 " " 0.300 1956. 5 " " 5尺正三角植

18 40 を-23 " " 0.202 1956. 5 " " 4尺方形植

19 40 を-24 " " 0.100 1954. 8 " " 
20 41 』ま-8 " " O. 100 1954. 8 Blc 草，藤本型

21 41 ほ-15 " 1916 O. 100 1954. 10 " 
ネマガリダケ
草，藤本型

22 35 アカエゾマツ 1931 0.075 1961. 5 BD(D) 低木，藤本型

23 41 ほ-16 ヒ ノ、@ 1916 O. 116 1958. 8 B1D 草，藤本型

59 40 を-33 ヤチダモ 1914 O. 100 1958. 10 BF ササ，大型草本

60 40 を-34 " " を' " " " 
61 40 を-35 " 1913 " " " " 
62 41 ほ-22 " 1914 O. 105 " " 

η 

ヤチダモ， (オニグノレミ吋
63 41 ほ-24 オニグルミ 1911 O. 100 " " " 地モ植に栽1915 ヤチ

ネマガリダケ
64 40 を-16 ミズナラ 1918秋 0.100 1956. 5 BE 

草木型

65 40 を-17 " 1918 0.100 1956. 8 BE 草，低木型 1956 間伐

66 41 ほ-9 " 1917秋 O. 100 1955. 8 BE ササ，低木型
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吋班|小班|樹 種|聖書|喜;~~I設定年月|土獲型|戸生型|施業経過
67 41 ほ-13 " 1916 0.1∞ 1955. 8 Blc 

68 40 を-16 シラカンパ 1918秋 O. 100 1956. 5 BE ササ，低木型

69 41 ほ-9 1/ 1917秋 O. 1α3 1956. 5 BE 1/ 

70 31 L 、-30， 32 ドロノキ 19131/ 0.329 1956. 5 BIE ササ，草本型

71 40 を-15 サワグルミ 19201/ 0.1∞ 1956. 5 BE (ササ〉草本型

72 31 トチノキ 1913 0.1∞ 1956. 5 BIE ササ型

吋班|小班|樹 種|聖書|開設定年月|土嬢型|植生型|施業経過
24 41 ほ-29 カラマツ 1910 O. 100 1959.11 BF ササ型 1944 間伐

25 41 ほ-30 1/ 1/ " 1/ BE 1/ 1/ 

26 41 ほ-40 I1 1909 1/ 1962. 9 BID 1/ 1/ 

27 41 ほ-34 ス ギ 1911 0.107 1958. 9 BID ササ，草本型

28 41 ほ-42 " 1909 0.088 1958. 8 BE ネマガリダケ
草本型

29 40 を-20 ヒノキ 1918 0.106 1955. 7 BE 草，藤本型 1955 間伐

30 40 を-22 サワラ 1918 0.093 1955. 7 BD(W) 1/ 1958 間伐

31 31 L 、-8
チョウセン

1915秋 0.109 1958. 11 BID ササ型 1958 除伐
マツ

32 40 台、 " 1920秋 0.099 1956. 7 BID 
ネマガリダケ

1956 1/ 
低木，草本型

33 41 ほ-17 1/ 1916 0.050 1958. 8 Bc ササ，草本型

73 41 り ミズナラ， 1916秋 O. 100 1960.10 BE 1/ 

カシワ

74 41 tまー11 ウノレシ 1916秋 0.048 1960. 8 BE 1/ 

75 40 を-17
ヤチハンノ

1918 O. 100 1962. 7 BE 低木，草本型
キ，イタヤ
ナナカマド

ない。ヨーロッパトウヒは比較的成績が良好であるが，中年以降は浅根性と埴質土壌と強風地帯という諸

条件に影響されて風害木の発生が多L 、。

今回測定したヨーロッパ産樹穫の人工林は第 8 表のごとくである。

iv) アメリカ産樹種:北海道開拓使は寒地農業の確立のため招轄したアメリカの農業技師の忠告にした

がって造林樹種については広く外来樹種を導入し，これらの試植のなかから北海道に適する優良樹種を選

択しようとし，明治 10 年秋以降アメリカ産の主要樹種の種子が播かれている。しかし，林地に造林され

ている例は少なしアメリカ産の古い試植林としては旭川市外神楽の明治 31 年に試植されたスト戸{プ

マツ林がもっとも古いものである。野幌試験林におけるアメリカ産樹種は明治 42 年植栽のスト戸ープマ

ツをはじめとし大正 8年までの閑にかなりいろいろな樹種が植えられているが，寒凍害，兎鼠害などの

ために不成績となり，改植されたものが少なくない。成績を測定した林分には，ストロープマツ，パンク

シアナマツ，グラウカトウヒ，ダグラスフ 7 ー，アメリカグロポプラなどの林分がある。大正年代に植栽
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吋概|小班|樹 種|車産|時|設定年月|土嬢型|植生型|施業経過
34 40 を-5

ヨーロ ')1/ξ
1919秋 0.100 1960. 1O! Blo 草，藤本類 1960 間伐

トウヒ

35 40 を-8 " 1920秋 0.046 1957. 9 " " 1957 間伐

36 40 を-10 " 1919秋 O. 100 1960.10 Bo(w) " 1960 間伐

37 40 を-13 " " O. 100 " Blc " 
38 41 ほ-39 " 1909 0.097 1954. 10 Blo 草，ササ型 1940, 1954 間伐

39 41 ほ-39 " " 0.100 1959.10 Blo " 
40 42 ち " 1911 0.1∞ 1954. 8 BF 藤，草本型 1954 間伐

41 40 を-25 1912 0.100 1958.11 Bo(o) ササ，草本型カラマツ
トウヒ

42 41 ほ-7 パンクシア 1917 O. 100 1662. 9 BE 草本型 1940 間伐
ナマツ

43 41 ほ-7 トウヒ 1918 O. 100 1962. 9 BE 草，ササ型

44 41 ほ-12 1916秋 O. 100 1954. 8 B1E 草本型 1954 間伐
ポプラ

45 41 ほ-121{ " 1916秋 0.050 1959.10 B1E " 
46 40 を 20

ヨ-ロッノξ
1918秋 0.100 1960. 9 BE ササ，草本型

アカマツ

47 41 tま -4 " 1917 O. 100 1960. 9 BE ササ型

48 41 ほ-14 " 1916 0.100 1955. 9 Blc 
ネマガリダケ

1940 間伐
草本型

49 41 lまー 14 " 1916 O. 100 1955. 9 " " 1/ 

50 41 
アカマツ

1917秋 0.1(わ 1960. 9 B1E ササ型 1940 間伐lまー 1 li;~γクシア
ナマツ

されたが，現在成林していない樹種にはシトカトウヒ，ローソンヒノキ，ニグラグノレミ，アメリカトネリ

コ，サトウカエデ，レ γタカ γパがあり，多少残っているものにはエンゲルマントウヒ， 日ギダマツがあ

る。概してアメリカ西部の太平洋岸の海洋性気候を呈し，冬季の温暖な地方産の樹種は寒凍害をこうむ

り，生育不良であり，また北海道と気候の近似するアメリカ東部産の樹種でも，野鼠に喰害されやすい樹

種は当時鼠害防除技術が確立していなかったので食害をうけ成績が不良である。以下アメリカ産樹種の成

績調査地を記すると第 9 表のごとくである。

V) 東亜産樹種の人工林::東亜産樹種の本道への導入は欧米産樹種に比するとやや遅く，主として大正

年代以降である。ただグイマツは戦前は郷土樹種であったので，早くから民間で植栽されていた。チョウ

樹班棚号番

51 40 を 20 ストロープマツ 1918秋 0.1∞ 1955. 7 BE 草，藤本型 1955 間伐

52. 41 iまー16 " 1916 0.278 1958. 8 Blo ササ，草本型 1961 間伐

53 40 を-10 パンクシアナマツ 1916秋 O. 100 1963. 9 Bo(w) 低木，草，藤本型 1963 間伐

54 40 か " 1920秋 0.101 1956. 7 Blo " 
55 40 を-é- 12 ダグラ‘スファー 1920秋 0.075 1955. 5 Blc ネマガリダケ，草型

56 , 40 を-:-:-21 グラウカトウヒ 1918秋 0.051 1963. 9 Blo " ? 

種|聖霊|でま|設定咋
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センカラマツは大正年代以降かなり造林されている。野幌試験林には明治 43 年植栽のシベリヤそし大

正 3 年以降にグイマツ，チョウセンカラマツ，昭和 11 年にトウシラペが植栽されている。

シベリヤモミ， トウシラベは不成績で，現存していないが，グイマツ，チョウセンカラマツはかなりの

生育をしており，グイマツについては前報でも成績を報告している。成績調査した林分は前回グイマツ 3

か所であるが，今回はつぎの 2 か所である(第 10 表〉。

第 10 表 東亜産樹種の人工林

番号棚I/J、班| 樹 種 |里震|時|設定年月
57 41 ほ-17 チョウセンカラマツ 1916 0.100 1962. 9 

58 41 ほ-12
イ
プ

A. 北海道産針葉樹人工林

1) トドマツ人工林

'マ 1ツ 1916秋 0.1∞ 1954. 10 
ラ

1 針葉樹人工林の調査成績

土壌型

B1D 

B1E 

植生型 施業経過

ササ型

草，低木型 1954 間伐

トドマツ (Abies sachalinensis MAST.) は前報で 6 か所の測定成績を報告している。本報告では 13 か

所の測定値を取りまとめた。

本道におけるトドマツの造林は大正末期から積極的に進められ，最近の国有林の総植栽面積の 56，%は

トドマツで占められている。野幌試験林ではトドマツの造林は大正 2 年春以降行なわれてきたがi 当初の

造林は山首を用いている。昭和初期までのトドマツ造林地をあげればつぎのごとく・である。

i) 31 林班いー16 小班 0.2 ha に大正 2 年春植栽，前報の試験地 No. 1 

ii) 41 林班ほー2 小班1. 0 ha に大正 6 年春植栽，前報の No. 3, 4, 5 

iii) 同ほ-6 小班1. 0 ha に大正 6 年植栽，一部 15 号台風によって疎開，本報の No. 7 

iv) 40 林班を-5 小班 0.2 ha に大正 7 年秋植栽，本報の No. 3 

v) 同を-6 小班 0.2 ha に大正 8年秋植栽

vi) 同をー7 小班 0.1 ha に大正 9 年植栽

vii) 向を-9 小班 0.1 ha に大正 8年秋植栽，本報の No. 4 

viii) 同を-10 小班 0.2 ha に大正 8 年秋植栽，本報の No. 5 

ix) 35 林班は小班 0.3 ha に大正 14 年植栽，前報の No. 2 

x) 40 林班わ小班 0.1 ha に昭和 2 年秋植栽，本報の No. 6 

xi) 31 林班い-6 小班 0.2ha に大正 14 年植栽，本報の No. 1 

xii) 41 林班ほー5 小班 0.7ha に昭和 3年秋植栽，前報の No. 6，本報の No. 3 

xiii) 同ほー38 小班1.0 ha に昭和 2 年植栽，本報の No. 13 

xiv) 42 林班ぬ小班1.3 ha に昭和 5 年春植栽，本報の No. 8~1l 

xv) 39 林班と小班0.05 ha に昭和 8 年春，幼苗を斜値，本報の No. 2, 3 

以上のほか混交林として i) 31 林班い-3 小班1.2 ha にカラマツと混植， ii) 向い-6 小班 0.5'ha に

大正 12 年ヨーロッパカラマツの下木植栽としてエゾマツと混植， iii) 38 林班へ小班 0.03 ha に昭和 8
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年アカエゾマツと混植，本報の No. 14, iv) 40 林班を-37 小班 0.45 ha に大正 4 年クロポプラと混植，

その他従来の不成績造林地の改植として昭和 10 年以降植栽したものが多い。

以上トドマツ人工林のうち大正 10 年までは山苗を採取床替した苗木が使用され，昭和 8 年植えの幼苗

斜植はトドマツ 2 年生矯種苗を植穴を掘らず，簡易に斜植鎮を使用して斜めに植付けたもので，当時天然

林の伐採跡地の補植のために当林業試験場の指導奨励した造林法で天然林の孔状伐採跡地に密植したもの

であり，小面積のかかる植栽地が多し、。大正 8~10 年植栽のトドマツ人工林は他樹種との成長比較のため

長方形ないし帯状の 0.1~0. 2 ha の植栽地であるから外四林をとることのできないものもあった。 No.6

の人工林はわずかの外囲林を経て農耕地と接しているので常風の影響をうけやすい。

No. 8~11 の昭和 5 年植栽の旧苗畑跡に植栽したものは苗畑の休閑地に植付けたもので，植栽間隔試験

のほか，槌栽当時は枝条被覆の効果試験などが組み合わされていた。しかし l日苗畑の排水溝などの介在

があってi 面積が小区画に区切られ，外囲林をとる余裕がないなどの欠点がある。以上トドマツ人工林に

は収穫試験地としての条件を具備していないものもあるが，本道の拡大造林はトドマツとカラマツを主柱

として推進されつつあるが， トドマツの古い人工林がなく，収穫資料にきわめて乏しい現状であり，他方

農家林などの小規模の造林地のなかには小団地の外囲林のないトドマツ人工林がみられるので，これらの

参考として多少林縁が介入し，不備な点はあるが，本報告に掲上するしだし、である。

NO. 12, 13 のトドマツ林は枝打試験地として枝打ちの程度別に組み合わせているが，設定前の林分が

必ずしも均一でなく，枝打ちの程度が成長量に及ぼす影響は明らかでないので，本調査では枝打ちにふれ

ず，成長量試験地として取りまとめた。またトドマツ，アカエゾマツ混交林はアカエゾマツは数量，生育

ともトドマツより劣っているので， トドマツ林の方に入れている。

トドマツ人工林 No. 1~14 の調査成績は付表第 1~76表に記載している。これら林分の土壌と植生型

は第 1~5 表に掲げている。

2) エゾマツ人工林

エゾマツ (Pi・cea jezoensis CARR.) の造林はトドマツに準じて大正末葉から積極的にとりあげられてき

たが，昭和初葉ごろからエゾマツの造林地の大部分はカサアプラの被害をこうむり，生育が著しく阻害さ

れたのでエゾマツの造林は大幅に後退した。野幌試験林にはエゾマツ人工林は大正 2 年以降造林されてい

るが，古い人工林を記すとつぎのようである。

i) 31 林班い 12 小班 0.122 ha に大正 2 年植栽

ii) 41 林班ほー15 小班1.0 ha に大正 5 年植栽

iii) 41 林班ほ 8 小班1.0 ha に大正 6 年植栽

iv) 40 林班を 23 小班1.0 ha に大正 6 年秋植栽

v) 聞を-24 小班 0.5 ha に大正 6 年秋植栽

vi) 同を-5 小班 0.37 ha に大正7 年秋植栽

vii) 同をー10 小班 0.2ha，同をー13 小班 0.1 ha，同を←6 小班 0.2ha，同を-9 小班 0.15 ha に

大正 8年植栽

viii) 同を 3 小班 0.25 ha に大正 10 年植栽などがある。

以上のうち大lE 6 年秋植栽の 40 林班をー23，を-24 小班のものは前報 No. 1, 2 として報告してい

るが，本報告では 7か所の測定成績を取りまとめている。エゾマツ林はカサアプラの被害をとうむって，
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1 団地の人工林でも土築地表水の高低によってその生育に優劣の差がみられたが，被害から立ち直って順

調な生育をしている現状では局部的な生育の偏差があまりみられなくなったので，植栽距離別に調査地を

区画して成長の測定を行なった。大正 8~9 年植えの人工林は長方形ないし帯状に小面積に植栽されたも

のが多く，外四林をとることができなく，エゾマツはカサアプラのため一時成長不振となっていたので，

他の隣接樹種の樹冠の侵入をうけている場合が多いため今回の測定から除外した。調査地 No. 15~21 の

成績は付表第 77 表から第 112 表にわたって渇上している。

3) アカエゾマッ

アカエゾマツ (Picea Glehnii MAST.) は内陸山岳地の急峻な表土の浅い地帯に多いが，また道北，道

東の高位泥炭地，砂丘，崩壊性の蛇紋岩地帯，活火山地帯などの酸性土嬢に多くみられる。この造林が当

初エゾマツのように普及されなかったのはこの分布の偏在性によるものであろう。しかしエゾマツのよ

うにカサアプラの被害をこうむることなしまた開釘期が 1 週間内外遅れ，晩霜の被害をこうむることが

少ないので，国有林では最近アカエゾマツの造林をかなり積極的にとりあげている。

野幌試験林では 31 林班い-6 小班 0.2 ha に大正 2 年の春にエゾマツ人工林のなかに混じて植えられ

たアカエゾマツがあるが，エゾマツがカサアプラの被害をこうむっているのに，アカエゾマツはほとんど

被害をうけることがなかったので順調に優勢木として生育し， 48 年生で平均径 27.3 cm，平均高 15.2m

となっている。 No. 19 は， 38 林班に小班に昭和 8年トドマツを混植した植栽地であるが，面積が狭少で

ある。アカエゾマツのみ植えた人工林は 35 林班に小班に昭和 6 年春植栽の小面積があるにすぎない。下

木状に植栽したものは 40 林班をー17 小班 0.2 ha に昭和 6 年植栽したものがある。今回の成績は前者に

ついて測定したものである。 No. 22 の調査成績は付表第 113~116 表に記している。

4) ヒノキアスナロ人工林

ヒノキアスナロ (Thujopsis dolabrata var. Hondai MAKINO) は通称ヒパと呼んでおり，本道の南西

部に天然分布し，ヒパ材は松前藩の重要な収入源であったが，ヒパは造林の実績が少なく，明治後期にな

って道南の御料林でヒパの掃木造林が行なわれていたが，一般にはこの造林は普及していなかった。野幌

試験林には 41 林班ほ-16 小班の 0.5ha に大正 5 年植栽のものと， 41 林班ね小班の天然林内の一部孔

状部 0.08 ha に明治 42 年に植えたヒパの造林地がある。陰樹のヒパは当初の成長が遅く，とかく介在す

る広葉樹に被圧され，蔓や雑草の競合に圧せられ，よい成長を期待できなかった。しかし気候的には寒凍

害をうけることが少なく，野鼠・兎にたいする抵抗性もあるので晩生型の本種にたいしては今後の成長が

どのように上向いていくか測定を続ける必要があろう。本報告には 41 ほー16 の No. 23 の調査成績を

第 117~122 表に掲上している。

5) イチイ(オンコ〉

イチイ (Taxus cusþidata) は別名オンコと呼び， 本道の道東地方の沢頭などの肥沃で，やや湿潤を帯

びる地域に多くみられ，広葉樹 トドマツ林の中層林冠を占め，特有の群落を構成している。イチイは材

が床柱，水槽，風呂，鉛筆材として特有な用途があったので，この造林が試みられたもので，野幌試験林

にはつぎの 4 か所の造林地がある。 i) 41 林班ほ 10 小班 0.2 ha に大正 6 年秋植， ii) 40 林班を 22 小

班 0.2ha に大正 7 年春植. iii) 40 林班を 12 小班 0.1 ha に大正 9 年植， iv) 40 林班を-2 小班 0.08 ha 

に大正 10 年秋植がある。

イチイは壮齢木でも樹高 12~13 m に達するにすぎず，しかも百数十年の年月を経てはじめてかかる大
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きさとなるもので，とくに当初の成長は緩徐である。植栽したイチイは枝条や小枝，葉が密に四方に叢生

するが，主梢の伸長は遅々としているのでササ，蔓類の被圧をこうむることが多く，他方広葉樹類の侵入

被圧などもあって成林の見込がたたないので，他樹種に改植するようになった。イチイのような蔭樹は陽

樹の広葉樹林下に植栽すれば本植栽林のような失敗がなく，林地の集約的利用上からも有効であったであ

ろう。最近はイチイ類の庭園樹的要求が大なので，かかる面の造林的研究も必要としよう。

B. 本州産針葉樹

1) カラマツ人工林

カラマツ (Larix leptolePis GORDON) が本道に移入されたのは明治 13 年以降で，この造林は道南と札

幌地方とを中心に漸次全道に普及していき，ことに開墾の火入から延焼した広大なる山火跡地の緑化樹種

として明治末葉から急速に造林が進展した。野幌試験林には 41 林班ほ小班に明治 42 年， 43年植栽のカラ

マツ人工林が 8 団地， 5 ha あり，また 31 林班いー23 小班に大正 2 年植の l'ha の団地があったが，戦時

供出のため一部皆伐し，その後風害などでつぎつぎと倒壊して，現在林分の比較的本数密度のたかいとこ

ろに試験地が設けられてきた。カラマツは強風にたし、する抵抗性が弱く，壮齢期をすぎ林冠が疎開してく

ると上伸成長は強風に阻害されて主風の方向に樹梢が曲がって停滞状態を呈するようになる。 3 か所の測

定試験地のうち No. 25 は風あたりの弱い沢面の傾斜地を含む地帯で平均樹高はたかく， 24.8m である

が，南東の季節風のl吹きあたる林縁に近い NO.24 の平均高はわずか 19.6m にすぎず， NO.26 は両者

の中間の高さとなっている。測定したカラマツ人工林 3 か所 No. 24-26 の成績は付表第 123-132 表に

掲上している。

2) スギ人工林

スギ (Cryptomeria jゆ仰cia D. DON) は松前藩，幕領時代から道南地方で広く植栽されてきた。明治

初葉に行政の中心地札幌に官園が設けられ，スギの造林を奨励したのでスギの養苗，造林は一層北上し，

広汎にわたって造林が進められた。野幌試験林には明治 42 年に 41 林班ほ 42 小班 0.67 ha に績栽し，

ついで明治 44 年同ほ-34 小班 0.35 ha に績栽している。このスギは葉の形態からみると秋田地方の寒

地系スギのようで，当初寒凍の被害などで生育がやや停滞し，野鼠の食害も加わって枯損となるものも生

じたが，残存木の成長はしだいに順調となり，単木的にかなりの大きさとなっているものもあるが，林分

としては広葉樹の侵入介在などのため立木度が疎となり，蓄積・成長量は低い値となっている。これらス

ギ人工林 2 か所 No. 27, 28 の成績は付表第 133-141 表に掲上している。

3) ヒノキ人工林

ヒノキ (Chamaec;沙'aris obtusa SIEB. et Zucc.) の本州における天然分布は福島県の北緯 3~ 10' か

ら九州地方にわたっており，福島県の垂直分布は 400-6∞m あたりである。

本道におけるヒノキの造林はスギのように普及しなかったが，幕領時代にはスギ，マツについでこの造

林が奨励されていた。明治年代に入ると他の外来樹種とともに一層造林が進められたが，造林成績と適地

の関係から造林の重点がスギ，マツに移っていった。

道南地方ではヒノキのかなりよい人工林があるが，一般にスギのようによい生育の林分は少ない。野幌

には大正 7 年春に 40 林班を 19 小班に~. 35 ha，同を-20 小班に 0.25 ha 造林しているが，本成績は

比較的本数のたっているを 20 小班で測定している。この No. 29 の成績は付表第 l42-147 表に示し

ている。
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4) サワラ人工林

サワラ(Chamaecyparis ρisifera S:EB. et Zucc. )は本州の中部地方の山岳地帯に分布している。サ

ワラの造林はヒノキのように普及しなかったが，北海道神宮の境内には明治 8 年に献植したサワラ人工林

があり，かなりよい成長をしている。従来のヒノキの造林地のなかにはサワラが植えられている事例もあ

るのではなし、かと思う。野幌試験林には 40 林班をー19 小班と同を 20 小班のそれぞれ o. 4 ha , O. 3 ha 

の団地に大正 7 年春に植栽されているが，野鼠・兎の被害も少なく，成長は当初緩徐であったが，漸次順

調となり，現在の成績は良好で、ある。この No. 30 の測定成績は付表第 148~152 表に示している。

5) チョウセンマツ人工林

チョウセンマツ CPinus Koraiensis SIEB. et ZUCC.) はチョウセンゴヨウマツとも称し， 明治初期か

ら他の外来樹種とともに養苗，試値されている。しかし林地に造林された例は比較的少ない。野幌試験林

には 31 林班い-8 小班 0.4 ha に大正 4 年秋植栽したものがもっとも古く，ついで 41 林班ほー16 小

班 0.2ha に大正 5 年植栽， 40 林班か小証 0.1 ha に大正 9 年秋植栽の人工林がある。これらの成績は近

接のストロープマツ林に比べると被害による消失率が多く，立木度が疎であり，単木的成長もやや劣って

いる。 No. 31~33 の調査成績は付表第 153~168 表に掲上している。

6) アカマッ

アカマツ CPinus densiflora SIEB. et Zucc.) は藩政，幕領時代からスギとともに道南地方に植えられ

てきたが，人工林として事業的に造林されたのは大正年代に入ってからである。アカマツは野幌試験林に

つぎのように値栽されたが，野鼠に食害され不成績地となっている。 i) 41 林班ほ-38 小班 0.19 ha に明

治 44 年秋にシパグリと混植したが，野鼠の被害をうけ，ことに大正 8 年秋に激害をこうむり大部分枯損

となり，昭和 2 年にトドマツに改植している。 ii) 40 林涯を-19 小班 0.1 ha に大正 7 年秋植栽， iii) 40 

林班を 4 小班 0.09 ha に大正 10 年秋植栽， iv) 41 林班ほ-38 小班のヨーロッパクロマツの不成績地

0.1 ha に大正 8 年アカマツを植栽したが，以上の ii~iv 植栽林は野鼠の被害をうけ，ほとんど全滅して

いる o iv) はその後トドマツに改植したが. 2. 3 本残存の 44 年生のアカマツは平均径 35.3 cm，平均高

16.3m，樹冠径 6.3m となっている。

7) マツノ、ダ(イラモミ〉

マッハダ CPicea bicolor MAYR) は本州中部山地に分布し， 北は日光の恵那山から， 南は赤石山脈に

わたる山岳地帯に分布するトウヒである。野幌試験林の成績をみると. i) 31 林班に小班に大正 14 年秋

マッハダがトドマツと混植されたが，林縁で風あたりが強いのと土壌が湿潤を帯び，ササ・雑草の繁茂が

大なるため成長悪く，カサアプラや野鼠の害をこうむって逐年減少し，現在はほとんど残存木がみられな

い。 ii) 40 林班そ小班に同年次にマッハダが試植されたが，鼠害と林縁のため寒風の害をうけ成林せずに

終わっている。 iii) 41 林班ほ 34 小班のスギ人工林内の不成林部分に同年マッハダを植えているが，広

葉樹とスギの被圧をうけ消失している。残存木 1 本の成長は 44 年生で胸高直径 12cm，樹高 13m とな

ってL 、る。

c. ヨーロ .Y パ産針葉樹

1) ヨーロッパトウヒ人工林

ヨーロッパトウヒ(オウシュウトウヒ. ドイツトウヒ ) Picea abies KARST. は外来樹種中カラマツに

次いで明治末から昭和初葉にわたって全道各地に造林されている。野幌試験林には明治 42 年以降大正 10
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年までに混植を含めると主要造林地 16 か所がみられる。これらトウヒの造林地はつぎのとおりである。

i) 41 林班ほ-39 小班1.0 ha に明治 42 年植栽(本報の No. 38, 39) 

ii) 同ほ-43 小班1. 0 ha に明治 42 年植栽

iii) 31 林班い-21 ， 23 小班 0.4 ha に大正 2 年植栽(前報で報告〉

iv) 41 林班ほー3 小班1.0 ha に大正 6 年植栽

v) 40 林班を-5 小班 0.17 ha t;こ大正 7 年秋植栽 (No. 34) 

vi) 40 林班を-13 小班 0.17 ha，を 14 小班 0.45 ha に大正 8 年植栽 (No. 37) 

vii) 40 林班をー10 小班 0.2 ha，を-6 小班 0.17 ha に大正 8年秋植栽 (No. 36) 

viii) 同を-8 小班 0.4 ha に大正 6 年植栽 (No. 35) 

ix) 同を-3 小班 0.12 ha に大正 10 年植栽

x) 同を 3 小班 0.25 ha に大正 10 年秋植栽

また野i梶試験林にはつぎのようなヨーロッパトウヒとカラマツとの混交林およびクロポプラとの混交林

がある。

i) 41 林班ほ-41 小班1.0 ha に明治 42 年カラマツと混植

ii) 40 林班を-25 小班，各 0.15 ha に明治 45 年カラマツと混植 (No. 41) 

iii) 同な，ら，ね小班 0.3 ha と 0.22 ha に大正元年カラマツと混植

iv) 31 林班いー1 小班1. 0 ha に大正 2 年秋カラマツと混植(前報に報告)

v) 同い-18 小班 0.2 ha，同いー17 小班 0.2 ha に大正 2 年カラマツと混植

vi) 旧 11 林班い小班1.0 ha に明治 45 年カラマツと混植

vii) 41 林班ほー12 小班 0.5 ha に大正 5 年秋クロポプラと混植 No. 44, 45 

viii) 41 林班ほー7 小班パンクシアナマツ不成績地1. 0 ha に大正 7 年トウヒ植栽，混交状に成立 No.

42, 43 今回調査した No. 34~40 の成績は付表第 172~192 表に示している。 また混交林 No. 41~ 

45 の成績は付表第 193~211 表に示している。

2) ヨーロッパアカマツ人工林

ヨーロッパアカマツ (Pinus sylvestris L.) は明治 11 年にはじめて本道に導入され，明治 27 年ごろ

から積極的に播種養苗されるようになり，旭川市外神楽見本林には明治 31 年に植栽されている。野幌試

験林には明治 43 年以降大正 9 年にわたってつぎの地区に植栽されいる。

i) 41 林班ほ-33 小班1.0 ha にドイツ産アカマツを明治 43 年植栽

ii) 同ほー14 小班1.0 ha tこソ連産アカマツを大正 5 年植栽(本報の NO.48， 49) 

iii) 同ほ 1 小班 0.9 ha にソ連産アカマツを大正 6 年秋植栽(本報の No. 50) 

iv) 同ほ-4 小班1.0 ha にスウェーデン産アカマツを大正 6 年秋植栽(本報の No. 47) 

v) 40 林班をー20 小班 0.25 ha にソ連産アカマツを大正 7 年植栽〔本報の No. 46) 

vi) 同を-9 小班 0.32 ha にドイツとスウェーデン産アカマツを大正 8 年秋植栽

vii) 同をー10 小班 0.25 ha にスウェーデン産とドイツ産アカマツを大正 9 年植栽

viii) 31 林班い 17 小班 0.2 ha に大正 3年カラマツと混植

以上ヨーロッパアカマツの産地についてはドイツに試植されている各地産のアカマツから採った種子の

ように思われるが，地域の詳細は明らかでなし、。また，ヨーロッパアカマツはドイツ南部地方産のものは
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形質が悪く，野鼠の激害をこうむって改植されているが，北方系のものは樹幹通直で，概して形質が良好

であるが，野鼠害のため立木度の偏差が大なるため産地問の特徴は明らかに把あくできない。

今回調査したのは No. 46~50 の 5 か所で付表第 209~223 表に記載している。このうち林縁に位置し，

隣接林分の皆伐によって常風の強く吹きあたる No. 49 と野鼠害・虫害で枯損木の発生多かった No.47

の成長量は僅少である。

3) ヨーロッパクロマツ

ヨーロッパクロマツ (Pi仰s laricio POIR.) は欧州南部から小亜細亜地方に分布し，地中海寄りの地方

によく生育し，コノレシカマツと呼ばれている。本道には早くから輸入され明治 11 年に札幌郊外円山の札

幌育後場で播種され，庭園樹などに植えられてきたが，造林地に植えられた例は小樽長橋の苗畑周縁の見

本林に明治 37 年植栽したものがもっとも古く，小栂近郊の鉄道防雪林には大正元年に植えている。野幌

試験林には次のように植栽している。 i) 41 林班ほー38 小班 0.6ha に明治 42 年植栽， ii) 40 林班を-

20 小班 0.1 ha に大正 7 年植栽， iii) 41 林班ほー10 小班 0.1 ha に大正 6 年秋植栽， iv) 同ほー13 小班

0.1 ha に大正 5 年植栽。 しかし，以上の造林地は野鼠のためほとんど全滅し， その後トドマツに改摘さ

れている。現状は iv) のものは 40 年生で，胸高直径 27.6 cm，樹高 12.0m のものが 1 本残存， ii) の

ものは 37 年生で 15.9 cm, 10.5 m のものが 1 本残っているにすぎない。

4) ヨーロッパカラマツ

ヨーロッパカラマツ (Larix euroρaea DC.) は欧州のアルプスの山岳地帯に分布している南方系のカ

ラマツで，ニホ γカラマツと生態が近似している。本道には明治 25 年ころに種子を輸入，養苗，造林さ

れ，旭川営林局神楽見本林には明治 31 年植栽の林分があるが，当試験林の人工林をみると 41 林班ほ-

27 小班に大正 4 年に植えた 0.23 ha の人工林があるが，野鼠の害をうけ，逐年，枯死消失するものが生

じ，現在 30 本点在するにすぎない。 41 林班ほ-19 小班に大正 5 年春植栽のヨーロッパカラマツ林があ

るが，昭和初期に先柿病の被害をこうむって一時生育が停滞していたが，その後次第に回復して広葉樹が

混生しているが，現在は正常の生育状態をつづけている。 31 林班い 11 小班に大正 2 年春植の 0.2ha

の 1 団地があったが，野鼠の被害のため疎立し，林縁のため樹高成長も停滞し，昭和2 年トドマツを下木

植栽し，現在トドマツを主とする林分に推移している。

ヨ{ロッパカラマツの現存木の生育状況を記すと 41 ほー27 林小班は 52 年生で 30 本現存，胸高直径

12~48 cm，平均 31. 1 cm，樹高 12. 0~24. 0 m，平均 18.4m であり， 41 ほ-17 林小班のものは 51 年

生で胸高直径1O~38 cm，平均 22.6 cm，樹高 11. 0~18. 0 m，平均 15.2m となっている。前者の成長

は隣接のグイマツ人工林より単木的成長，とくに肥大成長は良好である。

D. アメリ力産針葉樹

1) ストロープマツ人工林

ストロープマツ (Pinus sfrobus L.) は 5 大湖を中心にカナダ南東部からアメリカ合衆国の北東部にわ

たって広く分布するゴヨウマツで， Eastern white pine，または Weymouth pine とよばれている。北海

道におけるもっとも古い人工林は明治 31 年植裁の神楽の外国樹種見本林であるが，大正年代には各大学

演習林や鉄道防雪林などに植栽されている。野幌試験林には明治 42 年から昭和 8年にわたって造林され

ているが，これら造林地はつぎのごとくである。 i) 41 林班ほー36 小班 0.76 ha に明治 42 年植栽，

ii) 同林小班 0.25 ha に大正元年植栽. iii) 41 林班ほー23 小瑳 0.1 ha に明治 43 年シベリヤモミと混
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植， iv) 41 林班ほー16 小班 0.3 ha に大正 5 年植栽， v) 同ほー5 小班 0.2 ha に大正 6 年植栽， vi) 40 

林班を 20 小班 0.1 ha に大正 7 年植栽， vii) 40 林班を 21 小班 0.1 ha に大正 7 年秋植栽， viii) 40 

林班をー13 小班 0.4 ha に昭和 8 年植栽， ix) 40 林班を-12 小班 0.47 ha に昭和 8 年植栽， x) 31 林

班い-12 小班 0.17 ha に大正 2 年植栽。

以上の 10 か所の人工林があるが，前報告は i) の 3 か所の成績について報告している。今回は iv) の

大正 5 年植の成績と， vi) の大正 7 年植の 2 か所の成績とを測定している。これら No. 51, 52 の調査成

績は付表第 224~232 表に記している。

2) パンクシアナマツ人工林

パンクシアナマツ (Pinus banksiana LAMB) はアメリカ北東部からカナダにわたって広く分布するア

カマツで，バンクスマツ，パンクシアマツともいわれている。本邦には大正 5， 6 年ごろから試験ないし

見本用に植えられているが，当試験林には大正 6 年秋から同 10 年秋にわたって見本林的に小面積ずつ造

林されている。これを植栽年次別にみれば大正 6 年秋に 41 林班ほー1 小班に 1 ha 植栽したが，約 4 割

の枯損が生じたので，翌 7 年秋シベリヤ産ヨーロッパアカマツを大量に補植したので，現在ヨーロッパア

カマツを主とする混交林となっている。 i) 41 林班ほー7 小五圧に大正 6 年秋パンクシアナマツを植栽した

が，鼠害のため枯損多く，成績不良のため大正 7年春にヨーロッパトウヒを補植した。残存ノξ ンクシアナ

マツは生育良好で暴領木状の形態となったため， トウヒ林に誘導するために第 1 回間伐時にほとんど間

伐・除去された。 ii) 40 林班か小証の大正 9年秋植えの長方形の 0.1 ha の人工林は今回の成績測定地

No. 54 である。 iii) 40 林班を-10 小班に大正 8年秋植えの 0.1 ha ずつ 2 団地の人工林は今回調査の

No. 56 である。 iv) 40 林班をー15 小班の 0.1 ha にパ γクシアナマツの 92 本を，ヨーロッパトウヒ，

エゾマツと混植したが，兎・鼠害などで枯損となるものが多く，現在わずか点生しているにすぎない。

v) 40 林班をー1 小班に大正 10 年秋 0.118 ha にパンクシアナマツがヤチダモ，イヌエンジュとともに

植栽されたが，湿地のため枯損となるものが多く，現在わずか点生している。以上のようにバンクシアナ

マツは混交植栽を含めると 6 か所に植えられているが，野兎・鼠などの食害をうけ枯損が続出し，不成績

地となったものや現在点生的に混交するものが多く，林分として収穫試験の対象となるものは ii) と iii)

の林分で，しかも造林地がし、ずれも 20x50m の長方形で林縁の影響をうけやすい状態にある。不成績の

原因は記載されていなし、が，いずれも植栽後数年以内に野鼠・兎の激害をこうむったもののようである。

バンクシアナマツ 2 か所 No. 53, 54 の成績は付表第 233~240 表に記載している。またパンクシアナ

マツとヨーロッパアカマツとの混交林 NO.50 は付表第 222~227 表に，パンクシアナマツとヨーロッパ

トウヒとの混交林 No. 42, 43 は付表第 196~200 表に記している。

3) リギダマツ

リギダマツ (Pinus rigida MILL) はアメリカ合衆国の東部の諸州北緯 38~440 の範囲に分布し，材に

樹脂が多いので Pitch pine とよんでいる。野幌試験林には大正初期に試植され，つぎのような造林地が

あったが，野鼠・兎の被害をこうむり，また混植木の被圧をこうむり，成績が著しく不良で改植されてい

る。 i) 41 林班ほー5 小班 0.8 ha に大正 6 年春植， ii) 31 林班い-34 小班 0.12 ha に大正元年秋植，

カラマツと等間隔混植，カラマツより成長が劣るので被圧をこうむり鼠害も加わって全滅している。

リギダマツ残存木の生育状態をみると形質不良で，樹高成長が劣り，本道における造林樹種として期待

できない。
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4) ダグラスフア一人工林

ダグラスファー (Pseudotsuga taxifolia BRITTQN) はオレゴンパインともいわれ，アメリカの北西部，

カナダの南西部に広く分布する樹種で，わが国には大正中期以降米松と称して建材用に相当の量が輸入さ

れている。本道に造林用として種子が輸入されたのは明治末期で，当試験林 41 林班ほー30 小班 0.30 ha 

には明治 43 年植栽のものがもっとも古い造林地であろう。種子の産地は明らかでないが，多分米松材の

輸出州で，かっ，これの育成の林業試験場のあるオレゴン州産ではないかと思われ，また生育形態からみ

て内陸系の var. glauca ではないかと考えられる。当試験林の 2 か所の植栽成績をみると， i) 上記の明

治 43 年の植栽地は生育不良の上に寒凍害，寒風害をこうむって枯損消失するものが多く，他方広葉樹の

被圧をうけるようになって，ついに不成績地として改植しなければならなかった。 ii) 40 林班を-12 小

班 0.1 ha に大正 9 年秋に植えたのが今回誤u定の No. 55 の試験地である。

ダグラスフ 7 ーの成績をみると，アメリカ西部系樹種に共通的にみられるように成長緩徐で，逐年寒凍

害などのために枯損となったようで，野鼠にたいする抵抗性をみると野幌での供試樹種目種中の 12 番

目でストロープマツとヨーロッパトウヒの中聞に位しているので，野鼠の著しい被害があったと思われな

い。この No. 55 の調査成績は付表第 241~244 表に示しているが，その後枯損が続出しこの生育は全

く期待できない。

5) グラウカトウヒ人工林

グラウカトウヒ (Picea glauca MONCK) は，カナダトウヒまたはシロトウヒともよばれ， 北アメリカ

大陸の北部，北緯 45~700 にわたる寒冷気候地常に分布している。

グラウカトウヒは大正初期に種子が導入され，当試験林には大正 5， 6 年にわたって植栽している。種

子の産地は明らかでないが，北米の北東部産のもので・あったと思われる。

当試験林の植栽成績をみると， i) 41 林班ほ 10 小班 0.2 ha に大正 6 年秋植えのものは成長が不振な

うえに，カサアプラなどの被害をこうむって成長が著しく不良となって改植されている。 ii) 41 林班ほ-

19 小班に大正 5年秋ヨーロッパトウヒと混交して 0.4 ha に 902 本植えている。その後，枯損が相次ぎ

現在群状に残存しているが，生育は不良である。 iii) 40 林班を一21 小班に大正 7 年秋 0.1 ha に植栽し

たのが，今回測定の No.56 である。この人工林も当初枯損が続出して 3 年自には植栽本数が半減してい

る。昭和年代に入ってカサアプラの被害が生じ，生育の不振が目だち，戦後は衰退木にキクイムシが寄生

してきたので，昭和 32 年にこれら被害木の除去を行なった。 iv) 40 林班を-14 小班に 0.1 ha ずつ 4

団地に大正 8年秋エンゲルマントウヒ，ヨーロッパトウヒと混植しているが， 2年目秋の成績をみると活

着が 2~3 割にすぎず，他樹種に比べて成績がきわめて不良で，現在は残存していない。

今回調査した 40 林涯をー21 小班の No. 56 の成績は付表第 245~246 表に示してし、る。

6) ェ γゲルマントウヒ人工林

エンゲルマントウヒ CPicea Engelmani・i ENGELIN) はアメリカ合衆国の西部， カナダの南西部の山岳

地帯に分布するトウヒである。当試験林には 40 林班をー14 小班に 0.1 ha ずつの 3 団地にグラウカトウ

L ヨーロッパトウヒとの混交林造成の目的で造林している。植栽 2 年目の成績をみると活着生存率がか

なり良好で，ヨーロッパトウヒと大差がない。野鼠・兎にたいする抵抗性もかなり大であるのに，その後

しだいに生育不振となりアプラムシなどの被害も加わって漸次枯損が生じ現在 3本残存するにすぎな

い。 38 年生の壮齢木で胸高直径 15.7cm，樹高 10.8m にすぎず，寒凍の被害跡が歴然としている。種
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子の産地は明らかで・ないが，ダグラスファー，シットカトウヒ，ローソンヒノキなどとともにオレゴン州

ないし西部諸州産のものであろう。

7) シットカトウヒ人工林

シットカトウヒ (Picea sitchensis CARR.) はアラスカからカリフォルニヤ州に至る西部海岸(海岸よ

り 60 哩以内〕の低地ならびに海岸山脈に分布するトウヒで，緯度的には北方にも分布しているが，多湿

で，夏季涼しく，冬暖い海洋性気候帯を郷土としている。

当試験林には大正 5~8 年に植栽している。

i) 40 林班を 14 小班の 0.1 ha に，大正 8年秋グラウカトウヒと混植して 50 本植えられている

が，生育不振で現存していない。

ii) 41 林班か小班に大正 5 年秋，ローソンヒノキとともに 50 本試植されていたが，寒凍害のため雪

上にでた樹椅は枯れて，昭和 12 年にトドマツに改植されている。

昭和 15 年当時残存木が 12 本で. 25 年生で胸高直径 6cm (4~10cm). 樹高 3.2 m (2. 7~6. 7 m) 

にすぎなかった。

8) ローソンヒノキ人工林

ローソンヒノキ (Chamaecyparis Lazusoniana PARL) はアメリカ合衆国の北緯 40~420 の聞の海岸に

近い山地や河畔流域など植生期海霧によって空中湿度のたかい地方に主として分布するヒノキで，カリフ

ォルニヤ州の温暖な海洋性気候地帯に多い。

当試験林には 41 林班か小班に大正 5 年秋，シットカトウヒと並んで、 50 本試植されたが，寒凍害をこ

うむり成長はきわめて不良で、，昭和 15 年当時 25 年生で，わずか 10 本の残存で，平均高 2.9m にす

ぎなかった。

E. 東亜産針葉樹

1) チョウセンカラマツ人工林

チョウセンカラマツ (Larix dahurica var. Koreana NAKAI) は朝鮮の北部山岳地帯から満州東部地

区を経てソ連領に及ぶカラマツで，ダフリカカラマツの変種である。ユホンカラマツよりも一層北方に分

布する寒地系のカラマツである。

本邦に導入されたのは大正年代に入ってからのようで，野幌試験林には， i) 41 林班ほー17 小班 0.5ha

に大正 5 年植栽， 41 林班ほ-10 小班 0.3 ha に大正 6 年秋に植栽したものとがある。後者は 15 号台風

によって一部倒壊が生じたので，前者のみについて測定を行なっている。 No. 57 の成績は付表第 247~

248 表に示している。

チョウセシカラマツは道東地方の国有防風林や，旭川，札幌局管内の国有林に大正末期から昭和初期に

植えられた人工林があるが，野幌のはもっとも古い人工林のーっということができる。

2) グイマツ人工林

グイマツ (Larix Gmelinii GORDON) の学名は Larix Gmelinii var. jaρonica または Larix dahurica 

var. japonica が用いられているが，戦後グイマツの郷土の南千島と樺太がソ連領となっている現状では，

むしろ上原樹木図説に述べているように上記の学名の方が適当のように思われる。グイマツは南千島と樺

太に分布するカラマツで，ダフリカカラマツ系の北方寒地のカラマツで，南千島に営林区署をおいて北海

道林務部が管轄していたので本道には早〈から種子を移入試植していた。国有防風林，鉄道防雪林などに
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は大正末から昭和初葉に造林されたものがある。

野腕試験林にはつぎのように植栽されている。 i) 40 林班を 37 小班 0.2 ha に大正 4 年植， ii) 同

を-38 小班 0.5 ha に大正 4 年植， iii) 同そ小班 1.67 ha に大正 5 年秋オニグノレミと混植， iv) 41 林班

ほ 26 小班 0.3 ha に大正 4年エゾマツと混植， v) 41 林班ほ-18 小班1.0 ha に大正 5 年春植， vi) 

同ほ 12 小班 0.5 ha に大正 5 年秋アメリカタロポプラと混植， vii) 31 林班いー13 小班 0.14 ha に大

正 3年秋植がある。

以上のうち ii)，のについては第 1 報に 3 試験地の測定成績を発表しており，今回は vi) のグイマツ，

ポプラ混交林について成績を取りまとめたもので， No. 58，付表第 249~255 表に示している。

3) シベリアモミ

シベリアモミ (Abies sibirica LEDEB) の中心郷土は西部シベリアのオピ河の広い流域地帯であるが，

これから北部ソ連，東部ソ連地帯に広がり，東部で、はダフリカ地方，カムチャツカ，アムール河に近い蒙

古地帯にわたって分布している。

野幌試験林には 41 林班ほ 23 小班 0.1 ha に明治 43 年にストロープマツと混交林造成の目的で植栽

している。種子はドイツのシベリアモミ見本林から採取したものであるが，枯損となるものが多く，大正

11 年の成績調査では全く残っていなかった。植栽に用いた苗木は小樽苗畑産の 7 年生の 6 回床替苗で 20

~30cm の高さである点からみて成長の緩徐に加えて植栽地がやや湿潤で，霜害地形とササ，雑草類の繁

茂が多かったので，不成績地となったものであろう。

4) トウシラペ

トウシラベ (Abies nePhrolφis MAXIM.) は北部朝鮮，満州北東部，東部シベリアに分布し，臭松と呼

ばれ， 本州のシラペと似た樹性である。 このモミは明治・大正年代に導入された記録はないが， 昭和初

葉，満州事変後に導入されている。

野幌試験林には昭和 11 年春に 40 林班を-16 小班に 202 本試植されているが，霜害などで枯損とな

るものが多く，現在残存していなL 、。

E 広葉樹人工林の調査成績

広葉樹人工林は針葉樹に比すれば面積が少ないが，パイロット造林時代には各樹種が試摘されており，

ヤチダモ，オニグルミ， ミズナラ，カンパ， ドロノキなどの道産の主要広葉樹をはじめ各樹種にわたって

植栽されている。また外来樹種として試植されたものをあげれば，本州産のケヤキ，クヌギ， トネリコ，

シオタ，アメリカ産のニセアカシア， トネリコ，クログノレしネグソドカエデ，サトウカエデ，モニリフ

ェラポプラ，レンタカンバ，ヨーロッパ産のウラジロポプラ，クロポプラなどである。これらのうち成績

調査をしたものは第 11 表の一覧表に示す 17 か所である。

A. 北海道産広葉樹

1) ヤチダモ人工林

従来からナラ，タモ，セ γの呼称で知られている本道の優良広葉樹ヤチダモ材は車両，船艦材，器機具，

建材，その他各方面に広く使用されてきた。ヤチダモの資源は約 640 万 m3 で，総蓄積の 1. 2% 弱にあ

たる。ヤチダモは資源の保続と低湿地帯の高度利用の目的で早くから造林が進められ，広葉樹中ではもっ

とも造林面積が多かった。野幌試験林におけるヤチダモの造林は明治 44 年から行なわれている。以下主
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番号問|小班|樹 種 l 聖書|晴|設定年月|土壌型|植生型|施業経過
59 40 を-33 ヤチダモ 1914春 0.100 1958.10 BF ササ，大型草本

型
60 40 を-34 " 1914春 0.100 1958. 10 " " 
61 40 を-35 " 1913春 O. 100 1958. 10 " " 
62 41 ほ-22 " 1914春 O. 105 1958.10 " " 

ヤチダモ オニグノレミ不5植年成栽績
63 41 ほ-24

オニグルミ 1911春 0.1∞ 1958.10 " " のため 191 に

ネマガリダケ
ヤチダモを

64 40 を-16 ミズナラ 1918秋 O. 120 1956. 5 BE 
草本型

65 40 を-17 " 1918春 O.ICわ 1956. 8 " 草，低木型 1956 間伐

66 41 ほ-9 " 1917秋 O. 100 1955. 8 " 
ササ，低木，

1955 間伐
草本型

67 41 lまー13 " 1916春 0.1∞ 1955. 8 Blc 草，低木型 1955 間伐

68 40 を-16 、ンラヵ γバ 1918秋 0.1∞ 1956. 5 BE ササ，低木，
草本型

69 41 l ま-9 1917秋 0.1∞ 1956. 5 " " 
70 31 し、-30， 32 ドロノキ 1913秋 0.329 1956. 5 B1E ササ，革本型 挿木造林， 1956間伐

71 40 を-15 サワグルミ 1920秋 0.1∞ 1956. 5 BE (ササ〉草本型

72 31 tこ トチノキ 1913春 0.100 1959.11 B1E ササ型

73 41 ほ-11 ウノレシ 1916秋 0.048 1960. 8 BE ササ，草本型

74 41 り カシワ 1916秋 0.1∞ 1960.10 BE " 
クヌギ

75 40 を-17
ヤチハンノ

1918春 0.100 1962. 7 BE 低木，草本型 列状混交植栽
キ，イa カタマヤド, 
ナナ

要な人工林を記するとつぎのごとくである。

i) 40 林涯を-35 小班1.0 ha に明治 44 年天然苗植栽(本報の No. 61) 

ii) 41 林班ほ-37 小班1.0 ha，同ほ-34 小班 0.6 ha，同ほー22 小班 0.5ha に大正 3 年秋植栽(本

報の No. 62) 

iii) 40 林班をー31， 33, 34 小班各1. Oha に大正 3 年秋植栽(本報の No. 59, 60) 

iv) 41 林班ほー21 小班 0.2 ha に大正 4 年植栽

v) 41 林班ほ-9 小班 0.1 ha に大正 6年秋植栽

vi) 40 林班を-24 小班 0.1 ha に大正 6 年秋植栽

vii) 40 林班をー14 小班 0.1 ha に大正 6 年植栽

viii) 40 林班を 8, 12 小班 0.1 ha に大正 9年植栽

ix) 40 林班を-4 小斑 0.25 ha に大正 10 年秋植栽

x) 40 林班を 3 小班 0.2 ha に大正 10 年秋植栽

xi) 40 林班を-1 小班 0.4ha に大正 11 年秋植栽

:idi) 40 林班を 3 小班 0.25 ha に昭和 3年秋植栽

またヤチダモはオニグルミの混交林として 41 林班ほ-24 小班1.0 ha (本報の No. 63)，同ほー25 小

涯 O.5ha に大正 4 年植栽， ミズナラ，キハダ，カシワとの混植林として 41 林班ほー 26 小班，同ほー
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27 小班に 0.25 ha ずつ植えられているが，湿潤地ではヤチダモが他の樹種を圧して優占している。

今回調査した No. 59~62 のヤチダモ林の成績は付表第 256~277 表に示している。

2) オニグルミ人工林

オニグルミ (Juglans Sieboldiana MAXIM.) の本道における資源量は約 40 万 m3 で，総蓄積の 0.08%

にあたる。本道のオユグノレミ資源は日清，日露両戦役に銃床用として盛んに伐採され，資源が減少してき

たので，資源育成のためこの造林は早くから着手されていた。野幌試験林には当時の造林の趨勢を背景に

オニグルミの造林がつぎのようにかなり進められた。 i) 41 林班ほー24 小班 0.5ha に明治 44 年植栽，

ii) 同ほー25 小班 0.5 ha に大正 4 年植栽， iii) 40 林班をー2 小班 0.05 ha に大正 10 年秋植栽，また混

交林状に植栽されているものには i) 前記の明治 44 年植栽のオニグルミの不成績部分にヤチダそを補値，

現在混交林状に成立， ii) 41 林班ほー26 小班 0.2ha に大正 4 年アメリカトネリコと混植， iii) 同小班

0.1 ha に同年ヤチダモと混植， iv) 同ほ-9 小班 0.2 ha に大正 6 年秋ヤチダモと混植， vi) 40林班そ小

班1.3 ha に昭和 4年ヤチダモ，クロポプラとともにオニグノレミを混植した。

以上各人工林の成績をみると共通的にオニグルミの成長がおそく，立地にたいする適応性が狭心他の

混交樹種の被圧をこうむって成績不良のものが大部分である。今回成績を測定したものは 41 林班ほー24

小班の現状がヤチダモと混交状の林分 No. 63 1 か所である。 この成績は付表第 278~284 表に示して

L 、る。

3) ミズナラ人工林

ミズナラは北海道の広葉樹中もっとも資源の多い樹種の一つで，蓄積量は 5， 700 万 m3，総蓄積の 10.5

%で，明治年代から枕木，インチ材として輸出し，道産広葉樹の銘木として海外に知られている。ミズナ

ラの造林は治山造林など特殊な場合を除けばほとんど行なわれていないが，野幌試験林には大正年代に植

栽されたミズナラ人工林が数か所みられる。

i) 41 林班ほー13 小班 0.3 ha に大正 5 年植栽(本報の No. 67) 

ii) 同ほ-9 小班 0.3 ha に大正 6 年植栽(本報の No. 66) 

iii) 40 林班を-16 小班 0.5 ha に大正 7 年秋植栽(本報の No. 64) 

iv) 同を-17 小班 0.2 ha に大正 7 年槌栽(本報の No. 65) 

また混交林としては 41 林直ほー26 小班 0.5 ha にキハダ，シバグリ，ヤチダモと混植， 41 林班ほ-

27 小班 0.5 ha にオオナラ，カシワ，ヤチダモと混植， 41 林証り小班 0.3 ha にクヌギ，カシワと混植

している。

今回成績調査したのは i~iv の 4 か所である。これら No. 64~67 の成績は付表第 285~300 表に示し

ている。

4) シラカンノミ

シラカンパ (Betula platy.ρ'hylla var. japonica HARA) は山火跡地や風害地ないし崩壊地に普遍的に

みられる先駆樹種で，成長の早い陽樹である。シラカンパはノ勺レプ材，フローリング，ベニヤ材などに有

利に利用できるので，最近カラマツ先枯病発生地帯の造林樹種としてとくに民有林で造林されている o. 野

幌試験林では 41 林珪ほ 9 小班 0.1 ha に大正 6 年植裁と 40 林班を 16 小班 0.1 ha に大正ア年秋植

裁とがある。シラカンパの生育は他の広葉樹に比らべて良好で，樹冠が標準地より外方に広がって，\，、る。 1

この調査地 No. 68, 69 の測定成績は付表第 301-308 表に示している。
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5) ドロノキ人工林

ドロノキ (Populus Maximゆ削・'czii A. HENLY) は明治後期ドロノキ材がマッチ軸木，軍の弾薬箱など

に需要が著しかったことと， ドロノキは楠木で簡易に造林ができることから明治年代からドロノキの造林

が進められていた。

野幌試験林には 31 林班い-30， 32 小班 0.5 ha に大正 2 年植栽しているが，当時ノ、ノレニレ，カツラ，

オニグfレさなどと混植したが，混植広葉樹が生育不良のためドロノキの優占するところとなった。また 41

林班ほ 37 小班 0.26 ha に明治 44 年ドロノキとハノレニレを植えたが不成績のため大正 3 年ヤチダモに

改植されている。今回調査した No. 70 の成績は付表第 309~312 表に示している。

6) ヤマナラシ

ヤマナラシ (Populus Sieboldii MIQ. )は明治の中葉からマッチ軸木用に大量に伐採され，資源が逐年

減耗していったので，これが造成のためヤマナラシの養苗，造林が明治後期にとりあげられていた。野幌

には 40 林班を-33 小班1.0 ha に明治 44 年に試植されたが，成績不良のため大正 3年ヤチダモに改植

されている。

7) サワグノレミ人工林

サワグノレミ (Pterocarya rhoぴiJlia SIEB. et Zucc.) は道南の温帯林地帯，すなわちプナの北限線とク

リの北限線のほぼ中間線を分布の北限としている。サワグノレミは湿潤な肥沃地では旺盛な成長をするが，

材の用途が狭いので従来本道で、造林された例は少なかった。野幌試験林には 40 林班を-15 小班， 0.17 ha 

に大正 9 年秋植栽と 41 林班 0.2 ha に大正 5 年秋植栽とがある。成績調査をしたのは前者 No. 71 で，

付表第 313~316 表に記してしみ。

8) トチノキ人工林

トチノキ (Aesculus turbinata BLUME) は道南の温帯林地帯に分布し，サワグルミよりやや北上して

いる。トチノキは本道では資源的にも，また材の利用面でも問題となることが少なかったので，造林され

ることもまれであった。野幌試験林には 31 林班に小班 0.1 ha に大正 3年秋植栽されている。この成績

は No. 72，付表第 317~319 表に示している。

9) ウグイカンパ(サイハダカンパ，マカンパ〉

ウダイカンバ (Betula Maximowicziana REGEL) は道央以南に多く，全道の蓄積は 436 万 m3， 1.1% 

といわれ， 山火跡地には一斉林がみられる。 野幌試験林には 40 林班を-17 小班 0.1 ha に大正 7 年に植

えられているが，野兎害などのため成立本数が少なく，他の樹種の混生のため成績調査から徐外した。

10) シナノキ

シナノキ (Tilia jaρonica SIMON.) の蓄積は 4， 576 万 m3 で，総蓄積の 8.4% を占めている。明治・

大正年代はシナノキ材の用途が十分拓けず，価格がやすかったので，林地に造林された例がほとんどなか

たつが，野幌試験林には 40 林班を-3 小班 0.1 ha に大正 11 年秋植えの人工林があるが，やや低湿地

なので，生育良好でなく，他の介在樹種の方が生育がよい。

11) カツラ

本道におけるカツラ (Cercidíphyllum japonicum SIEB. et Zucc.) の蓄積は約 306 万 m3 強，総蓄積

の 0.56%で，その優良資材は開拓時代から伐採利用されてきたので，これが資源の造成のため試植されて

きたが，全道的にみてこの人工林の成林しているものはほとんどないようである。野幌試験林におけるカ



野幌試験林における各種人工株の調査成績(後編) (松井ほか〉 - 37 ー

ツラの造林は大正初中期に多少造林されている。

i) 31 林班いー30 小班 0.2 ha に大正 2 年ドロノキと混植したが，カツラは枯損が多く， ドロノキに

圧倒されて残存していない。

40 林班をー17 小班 0.1 ha に大正 7 年植のキハダ，ホオノキとの混交林があるが，カツラはほとんど

残存していない。これはカツラの根が繊細で乾燥に弱く，関野が早いので植付けのさいの枯損が多いうえ

に，野鼠・兎害にかかりやすいためのようである。

12) ェゾイタヤ

本道におけるェゾイタヤ (Aceγ Mono var. glab印刷 HARA) の蓄積はペニイタヤ， その他を含めて

3， 650 万 m3，総蓄積の 6.7% にあたる。イタヤの造林は資源の保続よりはむしろ保全的造林に多少槌え

られてきた。野幌試験林には 41 林班ほー11 小班 0.1 ha に植えられているが， 2 次木の介在によってよ

い収穫は期待できない。

13) ヤマモミジ

ヤマモミジ (Aceγ þalmatum THUNB. var Matsumurae MAKINO) は北海道から九州に分布する。野

幌国有林には i) 41 林班ほ-9 小班 0.2 ha に大正 6 年植栽， ii) 同ほ 11 小班 0.1 ha に大正 5 年秋植，

iii) 40 林班を 17 小班 0.2ha に大正 7 年に植栽している。ヤマモミジは風致木に適するが，材を目的

とする造林は適当でなく，ことに亜高木のヤマモミジには 2 次的に介在の他の優勢木の被圧をうけやす

く，林分としての蓄積を算出するのは適当でなかったので測定しなかった。

14) イタヤメイゲツ

イタヤメイゲツ(ー名コハウチワカエデ) (Acer Sieboldianum MIQ.) は北海道から九州lにわたって分

布する。野幌試験林 40 林班を 17 小班に大正 7 年他の広葉樹と混植しているが，イタヤメイゲツは風致

用として植えられたもので，亜高木で成長が緩徐で被圧されやすく，閉鎖、した林分がないので除去した。

15. ホオノキ人工林

ホオノキ (Magnolia obovata THUNB.) の全道の蓄積は 111 万 m3，総蓄積の O. 6% といわれている。

ホオノキの造林は大正末から戦前にかけて官公有林で多少試植されたが，野幌試験林ではつぎのように造

林されている。 i) 41 林班ほー20 小班 0.5ha に大正 4 年クムウルシとともに試植 ii) 40 林班をー17

小班 0.1 ha に大正 7 年春カツラ，キノ、ダと混植しているが，生育は良好といわれず， 2 次的混入樹種も

あって今回林分としての測定を行なわなかった。

16) ヤチノ、ンノキ

ヤチハンノキ (Alnus ja戸onica var. arguta) は低湿地にみられ，低位泥炭地の代表樹種であり，野幌

には湿潤地にヤチハンノキ，ヤチダモ，スゲの群落を構成している。従来低地帯の造林樹種はヤチダモ，

オニグルミで代表され，ヤチハ γノキは保全的造林を除けばほとんど植栽されていないが，最近短伐期の

早成樹種として同属のコノじ、 γノキの造林が奨められ，ヤチハ γノキの造林についても注目されている。

野幌試験林には 40 林班をー17 小班 0.3 ha に大正 7年にトネリコ，イタヤ，ナナカマドと条状混植して

いる。これら混交林の成績は No. 75 に調査しており，付表第 339 表に示してL、る。

17) カシワ

カシワ (Quercus de押tata THUNB.) は十勝や北見地方の丘陵や勇払の火山灰原野地方に多くみられ，

とくに海岸砂丘には特有の森林がみられる。本道では海岸などの保全造林に多少植えられていたが，野幌
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試験林には i) 41 林班り小班 0.4 ha に大正 5 年秋クヌギ， ミズナラとの混植， ii) 同ほー27 小班 0.5 ha, 

ほ-28 小班 0.5ha に大正 4 年ミズナラ，ヤチダモと混植しているが，元来カシワは成長遅緩で，混交林

の場合には他樹種の被圧をこうむりやすく，成績不良である。本調査ではりの成績を測定している。

No. 74，付表第 328~333 表に示されるように，カシワは被圧をうけ生育不良である。

18) ヒロハノキハダ

ヒロハノキハダ(シコロ ) (Phellodendron amurense RUPR.) は北海道から九州にわたって分布し，

本道の蓄積は 250 万 m8 で，総蓄積の 0.5% 弱を占めている。材が家具材に使用されるので，この資源

育成のために野腕試験林には， i) 41 林班ほー26 小班 0.5ha に大正 4 年ナラ， ヤチダモと混植， ii) 40 

林班をー17 小班 0.1 ha に大正 7 年にカツラ， ホオノキと混植しているが，枯損消失が多く成績は良好

でなし、。

19) ナナカマド

ナナカマド (Sorbus commixta HEDLUND) は本道では山岳地帯や海岸林などにみられ，主として針広

混交林の中・下層林冠にみられる。海岸に近い地帯の防風林や都市の街路樹などに植栽されているが，林

地に植栽されている例は少なし、。野幌試験林には 40 林班を-17 小班 0.3 ha に大正 7 年ヤチハ γノキ，

トネリコ，イタヤと混植している。この成績は No. 75 の第 353 表に示しているが，被圧をうけ成績不

良である。

B. 本州産広葉樹

1) ウルシ

ウルシ (Rhus Vernic(抑制 STOKES) は藩政時代から道南地方の農家に造林を奨励していたが，ウルシ

樹液のかき取り販売の対象とするほどの数量に達しなかったので，しだいにこの造林は減退するようにな

った。

ウルシは元来農家林的な造林樹種で、あるので国有林における造林例に乏しいが，野幌試験林の造林成績

をみると， i) 41 林班ほー11 小班 0.05 ha に大正 5 年秋植した造林地について， 29 年生時に試験的にウル

シ樹液を採取したが，冬期の寒凍害をうけて枯死したので，ウルシ樹液の経済的採取は困難でないかと恩

われる。 ii) 40 林班を-38 小班 0.1 ha に大正 4年に植栽したが， 混交ないし介在する広葉樹の競合に

圧せられて成績が不良となっている。

今回成績測定したのはりの造林地で， すなわち No. 73，付表第 320~326 表の成績であるが，元来

特用樹的植栽をすべきものであろう。

2) クヌギ

クヌギ (Quercus acutissima CARR.) は温暖地方では薪炭用に造林されてレる。本道では明治・大正

年代に道南から札幌方面にかけて造林されているが，野幌試験林では i) 41 林班り小班 0.4ha にナラ，

カシワとの混交林として大正 5 年秋植栽したものと， ii) 40 林班を-17 小班 0.1 ha に大正 7年クリと

混植のものとがある。

本調査では前者が測定されている。 No. 74，付表第 334 表に記しているように，クヌギは道産のミズ

ナラ，カシワを圧してよい成長をしている。

.3) トネリコ

トネリコ (Fraxinus japonica BL.) 本州北中部に自生，多くは水田のあぜなどに列植し，はざ木に用
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いている。

野幌試験林には 40 林班を-17 小班 0.3 ha に大正 7 年ヤチハンノキ，ナナカマド，イタヤと混植して

いる。この成績は No. 75. 付表第 338 表に示しているが，道産樹種を圧してよい成長状態にある。

4) シオジ人工林

シオジ (Fraxinus Spaethiana LINGELSH.) は本州の栃木県西部以西から四国，九州の温帯に分布する

高木で，渓谷林の主林木となり，ことに表日本の古生層地帯に多L 、。

野幌試験林には 40 林班を 14 小班 0.5 ha に大正 8年秋ヤチダモ，ヨーロッパトウヒとの混交林造成

の目的で列状混植を行なっている。

シオジは寒凍害をうけ生育不良のため他の混交樹林に庄せられ，残存木がほとんどみられない。

5) 、ンパグリ

クリ (Castanea crenata 5iEB. et Zucc.) は北海道西南部から九州， 南朝鮮の暖帯上部から温帯に産

し，野幌国有林にも天然に分布している。野幌試験林に植栽されているのは・ンパグリと記されている。シ

パグリは Castanea japonica 5IEB. et Zucc. でクリとの差異は明らかでないが，本州産のクりであろう。

野幌試験林には i) 31 林班は小班 0.1 ha に大正 2 年植栽. ii) 41 林班ほ-23 小班 0.5 ha に明治 43

年の植栽があったが，成績不良のためヤチダモに改植. iii) 41 林班ほー27 小班. 0.05 ha に大正 4年植

栽などがあるが，クリは野鼠の食害をうけて枯損となるものが生じ成績がよくない。

6) ヒメグノレミ (オタフタグノレミ〉

ヒメグノレミ(オタフタグルミ) (Juglans Sieboldiana var. cordiformis) は本州産のカシグノレミで，種

実力1小さく経済的に劣るのみでなく，寒凍害にかかりやすく，樹木の成長もオユグルミに比べて劣ってい

る。

野幌試験林には. 41 林班ほー29 小班に明治 43 年槌栽したが，寒凍害にかかりやすく，成長も不良な

ので他の広葉樹類に被圧され残存木は少なL 、。

混植としては. 40 林班をー13 小班の 0.1 ha にヨーロッパトウヒとの混植があるが，ヒメグルミは被

圧枯損となって成立していない。

7) ケヤキ

ケヤキ (Zelkowa serrata MAKINO) は本州の北中部地方に分布し， 本道には明治年代から試植され，

札幌市内の庭園や公園に老木がみられるが，野幌試験林には 41 林班ほー23 小班1. 0 ha にクリと混じて

明治 43 年に試植しており，寒凍害や兎・鼠害をこうむり不成績に終わっている。

C. ヨーロ 'Y パ震広葉樹

ウラジロポプラ

ウラジロポプラ (Populus alba LINN.) は葉の裏が白銀色の繊毛をもっておおわれているので，ギンド

ロ，シロポプラの名でもよばれている。中央ヨーロッパから北と東の方に広がり，コ{カサス山脈を越え

て中央アジアと西部シペリヤに分布している。本道には明治末から大正の初期にかけて輸入されている

が，人工林として植栽された例は乏しい。野幌試験林には 41 林班り小班に大正 5 年わずか試植されたが，

野兎・鼠の食害をうけて現在残存していなL 、。

戦後，耕地に解除伐採されたが，旧区画の 12 林班に大正 8年纏えのカラマツと混植した 0.2ha ほど

の人工林があったが，カラマツに被圧され成長不良なうえに樹幹が曲がったり，二又するなど形質不良な
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ものが多かった。

D. アメリ力産広葉樹

1) アメ担カクロポプラ

林業試験場研究報告第 205 号

アメリカグロポプラ (POρ'ulus monilifera AITON) はアメリカ合衆国の北東部，すなわちロッキー山脈

の東側に広く分布するポプラである。本道に移入されたポフ。ラはイタリヤクロポプラと自然、交雑したもの

が多く，野幌試験林に試植されたポプラもこれらの中間種のような形態を呈し，この造林地はつぎのごと

くである。 i) 41 林班ほー12 小班 0.5 ha に大正 5 年秋にグイマツとの混植， ii) 岡林小班 0.5 ha に大

正 5 年秋にヨーロッパトウヒとの混植， iii) 41 林班ほー23 小班 0.5ha に大正 4年植えのエゾマツ，ク

ロポプラ，ヤチダモの混植， iv) 40 林班を 37 小班 0.2ha に大正 4 年植えのトドマツ，クロポプラの

混植などがある。ポプラは野鼠・兎の被害をこうむりやすく，壮齢時には幹枝が暴風に折れやすく，不成

績のものが多く， iv) のポプラは現存しない。また陽樹のポプラは林地の造林では立木度が疎なので林分

としての成長は期待できなし、。今回調査したのは No. 44, 45 のヨ{ロッパトウヒとの混交林， No. 58 

のグイマツとの混交林で，付表第 201~208 表，第 249~255 表に成績を記している。

2) ニセアカシア

ニセアカシア (Robinia ρseudoacacia LINN.) は北米の南東部地方に分布しているが，適応性と繁殖力

が強いので植栽木からの根萌芽増殖によって現在北米合衆国の各州に広く分布しており，世界各地に試植

されている。

北海道には明治 14 年に導入され，札幌市の街路樹として明治 18 年から植栽されており，国土保全目

的の造林などに植えられてきた。野l腕試験林には大正 5~9 年にわたって試植され，とくに各造林団地の

区画の歩道沿いに防風林をかねて並木状に植栽されている。ニセアカシアの団地的造林地をあげると，

i) 31 林班い 27 小班 0.2 ha の大正 2 年植， ii) 41 林班ほ-13 小班 0.1 ha の大正 5 年植栽， iii) 40 

林涯を-19 小班 0.1 ha に大正 7 年植栽， iv) 40 林班を 9 小班 0.05 ha に大正 9 年植栽， v) 同を 7 

小班 0.1 ha に大正 9 年植栽があり，混交林としては， i) 40 林班を-3 小班 0.1 ha に大正 11 年秋植

のカラマツとの混交林， ii) 同を-2 小班 0.6ha のヤチダモ，イチイとの混交林などがある。ニセアカ

シアは当初の成長は良好であるが，青年期をすぎると成長が停滞し，他の介入広葉樹の被圧をうけたり，

暴風で幹枝が折れたり，鼠害をこうむったりして成績良好ならざるものが多く，ニセアカシアの閉鎖林分

がなかったので今回の測定調査から除外した。

3) レンタカ γバ

レンタカ γパ (Betula lenta LINN.) はカナダ南東部のニュー・フアンドランド州からオンタリオ湖を

経てアメリカ合衆国の東部の諸州に広く分布するカンバで， Cherry birch, Black birch, Sweet birch 

などとよばれており，北東部の森林地帯に普遍的にみられる。

最近，育種の目的から導入されているが，野鼠・兎の被害をうけて成績が不良である。野幌試験林には

41 林班ほー13 小班に大正 5 年植栽され，アオダモと混植されている。大正 7 年秋の成績ではレγタカ γ

パ 79ガ，アオダモ 10% の生存率で、あったが，その後鼠害によってほとんど枯死している。

4) !l ログ/レミ

グログルミ (Juglans nigra LINN.) は，アメリカのミシガγ，マサチユ{セツなどの北東部諸州から

ミシシッピー，テキサス，フロリダの南部諸州にわたって広く分布するクルミで，南部アレガニー山脈の



野幌試験林における各種人工林の調査成績(後編) (松井ほか〉 - 41 ー

西部斜面に美林がみられることから，温帯性の樹種といえよう。

野幌試験林には 41 林班ほー26 小班 0.1 ha に大正 4 年春アメリカトネリコと混植している。成長は植

栽後 7 年でトネリコの平均高 2.92m にたいし，このクノレミは1. 85m で，かなり劣っているが，しかし

オニグ、ルミに比較すれば良好であった。ただし，兎鼠害をこうむるものが多く，しだいに枯損消滅して現

在は残存木がみられなし、。

5) アメリカトネリコ

アメリカトネリコ Fraxi仰s americana L. (White ash) はアメリカ合衆国東部からカナダの南東部一

円に分布し，南はフロリダ州とルイジアナ州に及び，オノ、ィォ，インデアナ，ケンタッキー各州の温帯林

地帯によくみられる。本道では明治中葉以降道路並木，防風林などに植栽されているが，古い人工林はほ

とんどみられない。

野幌試験林には 41 林班ほー25 小班 0.5 ha にサワグノレミとの混植， クログノレミとの混植，オニグノレミ

との混植地がある。アメリカトネリコは植栽当時は成長良好であったが，野鼠の被害をうけ，しだいに枯

損消失して現在はほとんどみられない。しかし，大正 8年樹木閣に植えているものは寒凍害をうけること

なしかなりの生育状態にあり， 37 年生で胸高直径 11.4cm，樹高 8.5m となっている。

6) ネグンドカエデ

ネグンドカエデ (Acer Negundo LINN.) はアメリカ合衆国の東部諸州に広く分布している。葉の形が

トネリコに似ているので， トネリコパノカエデともよばれ， 学名も独立の属 Negundo aceroides と命名

されたこともある。北海道には明治の末葉に輸入され街路樹，生垣などに植えられている。造林地に植え

られている例はみないが，野幌試験林には 42 林班L、小班に大正 5 年秋試植しているが，本数 100 本にす

ぎなかったのと野鼠・兎の被害をこうむり成績不良であった。戦後苗畑用地の拡大のために伐採されてい

る。

7) サトウカエデ

サトウカエデ (Acer saccharum MARSH) はカナダの南東部からアメリカの北東部にわたって分布し，

早春樹液を採集，濃縮してメーフ・ル・シロップを作る。本道には明治 11 年に導入されており，札幌の北

大植物園には明治 26 年植栽の大径木がみられるが，林地に造林された例は僅少である。

野i院試験林には大正 5 年秋 42 林班い小班に 110 本試植されているが，野鼠・兎の食害をうけ，成績不

良で，戦後苗畑用地の鉱大のために伐採されてレる。
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29年生， 31林班い一一6小班， O. 064 ha, 1954年11月調査
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20 l l l 1 3 7 15.0 
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26 1 l 15.5 
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10 l 2 3 6.8 
12 l l 2 5 10.5 
14 l l 3 13.3 
16 2 2 l 3 9 14.6 
18 l l l 2 l 2 10 14.6 
20 l 3 7 15.0 
22 1 l l l 6 15.6 
24 l 3 3 2 10 15.7 
26 l 15.5 
28 l 2 4 16.8 
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設『 5.0 5.5 6.0 6.5 8.0 8.5 9.0 9.5 12.0 12.5 14.0 14.5 15+. ，1 1十 5 18.0 18.5 十円瀧(本)l~(m)
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10 l l 3 7.2 

12 l 2 7.5 

14 l l 8.0 

16 l l l 4 I 13.5 

18 l I l 4 I 15.0 

20 1 l 4 I 15.4 

22 1 l l 2 3 2 2 12 16.3 

24 l 2 l 4 17.6 

26 l l l l 5 I 17.1 

28 2 2 5 I 17.8 

30 2 3 8 17.9 

32 l l 18.0 

34 2 3 18.7 

36 l l 2 18.8 

38 l 19.0 

計 |引)1 1 1 1 1 1 1 1 1 21 1 1 2 41 21 21 1 7 
61 41 1 59/1 15.8 
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第 3 表総括表

極細径木 (2~6 cm) 細径木 (8~14cm) 小径木 (16~24cm)

項 目 林齢
本数 断面積 材積 材積 本数 断面積 材積

(本〉 (m2) (m3) (本) I (m2) (m3) (本〉 (m2) (m3) 

1954. 11 調査 16 0.044 0.17 281 2. 755 17.53 672 21. 270 181. 47 

伐 採 木 16 0.044 0.17 62 0.546 3.22 16 0.397 3.22 
29 

伐採率(%) 100.0。 100.00 22.06 18.37 2.38 1.77 

残 存 木 219 2.209 14.31 656 20.873 178.25 

1966. 5 調査 125 1. 120 5.20 437 18.916 170.39 

期間内成長量

定期平均成長量

成長率(%) 40 

枯 損 木 31 0.158 0.59 

枯損率(%)

残 存 木 94 0.962 4.61 437 18.916 170.39 

No. 2. トドマツ小苗斜楠試験地

第 4 表直径対樹

ニロ 2. 51 3.0 1 3. 51 4.0 1 4. 51 5. 0 1とごとと17.01'7.518.018.51
2 3 

4 4 3 12 11 9 7 3 l 2 l 

6 7 6 11 10 2 3 2 

8 2 l 

10 l l 

12 

14 l 

16 

計 3 
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(トドマツ〕 1925年春糠，調査地 =0.064 ha, 31林班い-6小班

中径木 (26~34cm) 大径木 (38~50cm) メ口斗 計

本数 断面積 材積 本数 断面積 材積 本数!直径叶樹高〔回~I 断醐 材積

(本〕 (m2) (m3) (本〕 (m2) (m3) (本〕範囲|平均範囲|平均 同 (m3) 

78 4.678 40.91 1047 6~28 17.9 4. 5~18. 0 13.4 28.747 240.08 

94 6~18 11. 0 5. 0~14. 0 9.3 0.987 6.61 

8.98 2. 75 

78 4.678 40.91 953 8~28 18.5 4. 5~18.0 13.8 27.760 233.47 

375 22.341 210.53 16 1. 772 1 も.77 953 8~38 23.2 4.5~19.5 15.5 44. 149 402.89 

168.83 

15.35 

4.83 

31 8.0 5.3 O. 158 0.59 

0.02 

375 22.341 210.53 16 1. 772 16.77 922 1O~38 23.7 5.5~19.5 15.8 43.991 402.30 

高相関表 A試験地， 33年生， 39林班と小班， O. 015 ha, 1963年10月調査

9.0 9.5 \川
4 2.9 

1 54 4.8 

3 44 6.8 

7 4 2 2 3 23 9.2 

1 l l 3 l l 11 9.9 

2 l l 5 10.8 

l 1 3 10.0 

l l 14.0 

12卜刊し\ 2¥ 2¥ 1 ¥ ¥ 1 ¥ 145¥ 
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第 5 表 B 試験区

認 4.5 5.5 6.0 6.5 7.0 7.5 8.0 9.5 10.0 10.5 11. 0 

2 

4 l 3 2 l 

6 4 5 4 6 2 5 l l 

B l 2 3 4 7 5 2 5 

10 l l 4 2 5 3 

12 

14 

16 

18 

20 

22 

計 91 10 1 8 

第 6 表総括表

極細径木 (2~6cm) 細径木 (8~14 cm) 

項 目 林齢
本 数 断面積 材 積 本 数 断面積 材 積

(本〉 (m2) (m3) (本〉 (m2) (m3) 

1963.10 調査 33 6800 12.900 61.27 2800 20.313 130.67 

極細径木 (2~6 cm) 細径木 (8~14cm)

項 目 林齢
材 積 本 数 断面積 材 積

(本) I (m2) (m8) (本〕 (m2) (m3) 

33 1028 2743 23. 123 178.83 



- 47 ー野幌試験林における各種人工林の調査成績(後編) (松井ほか〉

33年生. 1963年10月調査. 0.035 ha 

15.5 16.0 I 16.51 17.0 本 数 平均樹高

(本〉 (m) 

2.5 

7 4.4 

28 6.9 

33 9.4 

33 11. 0 

3 19 13.5 

2 11 14.2 

3 10 14.5 

i 2 2 7 15. 1 

2 4 6 15.3 

1 17.0 

10. 7 156 

4
A

・

'
A

~T-81- ; 1---;1----;-1--τ~I---~I 可

2

2

2

2

1

 

13.0 

3

3

1

1

 

12.5 
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4 

12.0 

I
n
d
-

1

5

1

 

11. 5 

A試験区，小首斜植. 1933年春植，調査地=0.015 ha 

小径木 (16~24cm) l日L 計

直 径 (cm) 樹 高 (m)
本数 断面積 材積 本数 断面積 材積

(本〕 (mZ) (mS) (本) (mZ) (mS) 

67 1.340 11. 13 9667 2~16 6.2 2. 5~14. 0 6.8 34.553 203.07 

B試験区，普通商. 3x3尺植. 1933年春植. 0.035 ha 

小径木 (16~24cm) iロh 計

直 径 (cm) 樹 高 (m)
本数 断面積 材積 本数 断面積 材積

(本〉 (mZ) (mS) (本〕 (mZ) (mS) 

686 17.305 151. 34 4457 2~22 10.3 2. 5~17. 1 10. 7 42.951 342.97 
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No. 3. トドマツ人工林

第 7 表直径対樹高相

41fT1546016 5 1 8 0 1 8 5  9.01 10 . 0 卜o. 5 111. 0 111. 5 13.0 

4 2 

6 3 

8 1 

10 l 2 l 3 l 4 3 3 

12 l 7 l l 

14 l 1 l 

16 l l 

18 

20 

22 

24 l 

26 

28 

30 

32 

34 

36 l 

計 1 1 1 1 31- 31 -31 2 

第 8 表 (伐採後〕 36年生， 1956年10月調査

戸空~\ 6.0¥8.0¥10. + 1. +2. d 12.5 14. +5. +5. +6. +6~ + 7.~ 本数 平高均樹
(本〕 (m) 

4 

6 l l 6.0 

8 

10 1 l 3 I 10.5 

12 l 5 l 2 9 I 13.1 

14 l 2 3 6 3 2 2 21 14.9 

16 I 5 3 3 4 2 l 19 15.7 

18 7 7 7 6 4 7 l 40 16.3 

20 1 l 3 2 7 3 3 1 21 16.4 

22 l 2 5 4 4 6 2 24 17.2 

24 l 3 5 4 1 3 17 17.3 

26 1 2 l 2 6 I 17.5 

28 3 2 7 18.2 

30 l l 18.0 

32 

34 

36 l 2 I 15.0 

計 1 1 い 1 2 いいい 1 3 1 21 5 121 118 115 128 1 23 同「川一 -12 1 川 ω
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関表(伐採前〉

ベベ 15.0

2 

2 2 2 

2 4 6 

5 

8 

l 

7 

訳 13.0 

(1) 
6 

8 
(1) (1) 

10 

12 l 
(1) 

14 

16 

18 

20 

22 

24 

26 

28 

30 

32 

34 

38 

計 1(1)1(: 1) 1 (~)I 叫
( )は枯損木

36年生， 40林班を 5小班， O. 12 ha, 1956年10月調査

15.5¥16.0 \16.5 卜7.0\17.5 卜8.0 \叶 190lTJl 平岩高
2 5.0 

4 5.2 

3 9.3 

21 11. 6 

l 2 19 13.6 

2 2 2 2 24 l生 7

3 3 4 2 2 22 15.5 

7 7 6 4 7 l l 41 16.3 

3 2 7 3 3 l 21 16.4 

2 5 4 4 6 2 24 17.2 

l 2 5 4 l 3 18 16.8 

l 2 2 6 17.5 

l l 3 2 7 18.2 

1 18.0 

l 22 15.0 

15.2 

第 9 表 41年生， 1961年10月調査

13.5 14.0 14.5 15.0 15.5 16.0 16.5 17.0 17 十 01".51 19 +村+1.0本数 平樹均高
(本〉 (m) 
(1) (6.0) 

(2) (10.5) 

(1) (1) (15.0) 
l l l 5 I 14.2 

(1) (2) (14.5) 
l 2 l 3 1 2 10 16.3 

(1) (1) (15.0) 
I l 7 4 4 4 3 24 16.6 

(1) (2) (3) (10.2) 
2 2 5 3 l 2 2 17 16.9 

l 3 2 7 6 8 5 33 18.0 

l 4 2 4 2 4 18 18.7 

2 3 2 2 3 2 5 l 20 18.8 
(1) (1) (18.5>]

2 4 2 2 3 2 17 18.5 

2 2 l l 6 I 18.7 

2 l l l 7 I 19.2 

l l 19.0 

18.0 

1 18.5 

1 1 21 31ω| 引 121~b)1in 191261 g)1191 91121 21 1 閣官
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第 10表総括表

極細径木 (2~6 cm) 細径木 (8~14 cm) 小径木 (16~24cm) 

項 自 林齢
本数 断面積 材積 本数 断面積 材積 本数 断面積 材積

(本〕 (m2) (m3) (本〉 (m2) (m3) (本〉 (m2) (m3) 

1956. 10 調査 59 o. 136 0.55 662 7.553 64.75 1245 38.260 356.59 

伐 採 木 49 0.108 0.42 336 3.119 25.60 49 1. 294 7.15 
36 

伐採率 Uó') 83.05 76.36 50.76 39.54 3.94 2.01 

残 存 木 10 0.028 0.13 326 4.434 39.15 1196 36.966 349.44 

1961. 10 調査 10 0.028 0.13 197 2.650 25.17 1147 35.940 365.65 

期間内成長量

定期平均成長量

成長率(%) 41 

枯 損 木 10 0.028 0.13 49 0.571 4.84 40 0.952 9.03 

枯損率(Jn

残 存 木 148 2.079 20.33 1107 34.988 356.62 

注本林分は 25xl00m の帯状植栽地で北側はエゾマツと接しているが， エゾマツの生育が不良のためト

No. 4. トドマツ人工林

第 11表直径対樹高

8.0 I 8.5 I 9.0 10.5 

2 



野幌試験林における各種人工林の調査成績(後編) (松井ほか〉 - 51 ー

(トドマツ〉 1919年秋植， O. 121 ha , 40林班を 5小班

中径木 (26-36cm) 大径木 (38-50cm) ぷ日.. 計

本数 断面積 材積 材積 本数 断面積 材積

(本〕 (m2) (m3) (本) I (m2) (m3) 〈本) 範囲|平均範囲|平均 (m2) (m3) 

158 10.118 92.23 2124 4-36 56.067 514.12 

434 4-24 9.9 5.0-17.5 11. 9 4.521 33.17 

20.43 6.45 

158 10. 118 92.23 1690 4-36 19.1 5.0-19.0 16. 1 51. 546 480.95 

326 19.676 194.99 10 1. 121 10.3 1960 6-38 20.4 6.0-21.0 17.5 59.415 596.26 

96.09 

19.22 

3.63 

10 0.525 5.22 109 6-26 14.7 6-18.5 14.0 2.076 19.22 

0.73 

316 19.151 189.77 10 1. 121 10.3 1581 12-38 20.9 57.339 577.04 

ドマツの樹冠がエゾマツ林分に一部越境しており，したがって林冠の実占有面積は多くなっているη

相関表(伐採前〉 36年生， 40林班を-9小班， 0.070 ha , 1956年10月調査

11. 0 11.5 12.0 12.5 13.0 13.5 14.0 14.5 15.0 15.5 16.0 16.5 17.0 17.5 本数 平均樹高

(本〕 (m) 

l 3.5 

3 6.0 

1 5 8.4 

2 l 3 10 11. 2 

l 4 12.2 

1 2 1 2 8 12.8 

l l 4 2 12 13.5 

2 l 3 2 3 11 13.6 

2 l l 2 2 3 12 14.5 

l 3 2 3 2 13 14.8 

l l l l 2 l 1 10 15.5 

l 2 l 2 l 4 4 15 16.2 

l 2 3 6 16.6 

l 2 16.5 

l 15.0 

1 I I 17.0 

51-3/ 2/ 8/ 10/ 6/ 91 111 111 61 什7F可 5 1 114 1. 13. 8 
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第 12 表 (残存木) 1956年10月調査

設「 ベ 1251川u 凶 Ol ベベ 15.51 比 01 16• 5 イロ 51 柑 平樹均高
(本〕 (m) 

10 1 I 11. 0 

12 l 1 14.0 

14 l 5 I 12.6 

16 2 3 2 l 8 I 14.0 

18 2 2 2 3 10 12.4 

20 2 1 l 2 2 3 12 14.6 

22 3 2 3 2 13 14.8 

24 l l 2 l 10 15.5 

26 2 2 4 4 15 16.2 

28 l 2 3 6 16.7 

30 l 2 I 16.5 

32 l 15.0 

34 l 17.0 

計 I 2 I 1 I 2 I 6 I 6 I 3 I 8 I 10 I 11 I 6 I . 9 I 6 I 10 I 5 I 85 I 山

第 14表総括表

極細径木 (2~6cm) 細径木 (8~14cm) 小径木 (16~24cm) 

項 目 林齢
本数 断面積 材積 本数同|材積 本数

(本〕 (m2) (m3) (本) I (m2) I (m3) (本〕 (m2) I (m3) 

1956. 10 調査 57 0.139 0.61 383 3.864 28.86 824 26.205 214.32 

伐 採 木 57 O. 139 0.61 284 2.497 18.23 71 1. 505 11. 31 
36 

伐採率(%) 74.08 63.19 8.63 5.28 

残 存 木 99 1. 367 10.63 753 24. 700 203.01 

1961. 10 調査 43 0.598 5.00 653 22.713 212.77 

期間内成長量

定期平均成長量

成長率 C%) 41 

枯 損 木 14 0.361 2.50 

枯損率(%)

残 存 木 43 0.598 5.00 639 22.352 210.27 

tt;ζ の植栽林は 16 x 67 m の区画で北側は歩道，南側はエゾマツ林と接しているのでトドマツの樹冠は丙



野幌試験林における各種人工林の調査成績(後編) (松井ほか〕 - 53 ー

第 13 表 41年生， 1961年10月調査

前l.5卜 0112.5113十(l刊
12 1 113.5 

14 1 2 13.5 

16 l I 5 11ι8 
(1) (1) (12.0) 

18 2 2 2 6 16.5 

20 2 5 3 10 16.3 

22 2 6 2 l 11 17. 

24 l 2 2 2 2 2 13 17.4 

26 2 2 2 2 9 17.5 

28 l 2 3 l 2 l 11 18.0 

30 2 2 2 7118.9 

32 2 l 5 119.3 

34 l 2 117.0 

36 l 1 2120.3 

計 1 21 (1)1 1 1 1 1 1 31 31 21 51121181 81 61 61 718 1 1 11 1 1 問問
( )は枯損木

(トドマツ〉 1919年秋植，調査地 =0.070 ha , 40林班を 9小班

中径木 (26-36cm) 計

直径 (cm)

i 断面積 l 材積本数|断面積|材積 本数

(本) (m2) (m3) (本〉 範囲 平均 範囲!平均 (m2) I (m3) 

355 2l. 001 181.63 1619 4-34 19.0 3.5-17.5 13.8 51.209 425.42 

412 4~18 10.8 3.5~14.5 10.4 4.141 30. 15 

25.44 7.09 

355 2l. 001 181.63 1207 1O~34 2l. 8 11.0~17.5 14.7 47.068 395.27 

511 34.619 1207 12-36 24.1 1l. 5~2l.。 17.2 57.930 55l. 39 

153.62 

30. 72 

6~ 51 

14 18.8 12.0 0.361 2.50 

0.11 

511 34.619 333.62 1193 12-36 24.2 1l. 5-2l. 0 17.3 57.569 548.89 

側に伸び，その投影面積は実面積より大となっている。



トドマツ人工林No. 5. 

品

表(伐採前〕関相高樹対径直第 15 表

骨
骨
川
郁
刊
丹
察
輔
副
弔
晴
間
鶏
市
町

37年生， 40林班を-10小班， O. 10 ha, 1957年12月調査

4FT|2012513013514 い卜 015.51 :'-016.517.017.5 8.018.519.019.5110.0110.5111.0111 い
2 2 2 4 2.3 
4 2 3 1 1 9 3.5 
6 l l l l 1 3 2 l 2 6 20 7.0 
8 l 2 l 2 l 2 2 2 2 15 8.3 
10 l 4 3 l 1 2 13 10.0 
12 2 6 9 3 2 2 2 27 10.6 
14 4 3 2 5 1 10 3 2 30 11.0 
16 2 4 4 3 2 16 12.1 
18 l 2 5 4 6 19 11. 9 
20 3 l 9 12.7 
22 3 12.7 
24 3 3 13.0 
26 l 5 13.2 

計 10.0 173 l I 1 I 5110 111 114115114 rμ\15 ¥16 ¥ 

滋
N
O印
仰

1957年12月調査(残存木〉

戸空空1 2 十fイ3. 514. 014. 515. 015 い 6.51 7 イ 7 判~.51 ;不可0.+仏 +1 い112~+斗かいl
第 16 表

、，

2 2 2 4 2.3 
4 l l 2 3 1 9 3.5 
6 l 1 3 2 l 2 6 20 7.0 
8 l 2 1 2 2 2 13 8.3 
10 l 4 3 10 9.9 
12 2 l 6 9 3 2 2 2 27 10.6 
14 l 4 2 2 5 1 10 3 2 29 11.0 
16 2 4 4 3 16 12.1 
18 1 2 5 4 6 19 11.9 
20 l 3 1 9 12.7 
22 l 3 12.7 
24 3 3 13.0 
26 1 21 l 4 13. 1 

平均樹高

(m) 

本数

〈本〕

10.0 166 計 ¥ 3_¥ 3 t :l_ 4 ¥ 1 ¥ 1 ¥ 2川市同 1
I 1 1 5 1 91" ¥12¥14 \14 川両副
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42年生， 1962年9月調査第 17 表

明
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一
山
川
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山
山
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山
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ω
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1919年秋植，調査地 =0.10 ha , 40林班をー10小班
一一一一一一一一一ー一一一一一 一一 一

極細径木 (2~6 cm) 細径木 (8~14CEIl〉小径木 (16~24 cm)~中径木 (26~36cEIl〉 合 計

項 目 林齢本数|断面積i 材積本数|断面積1 材積本数|断面積!材積本数断面積l 材積本数 l 直径 (cm)| 樹高 (m)i断面積|材積

ω| 附|例制 I (m引 (m3) 1 (本〉|同|州∞ i 同 |(m3) 同!範囲|平均範 囲|平均 26(1 .• m01Z62]911;17(86m..g89>3 4 
1957. 12 調 ま木 33010.69114.251 85019.447162.071 500 113.376193.911 5012.655118.6111730 i 2~26112.7 i 2.0~14.0! 10.0 

37 1 1 _ ~? 1 O. 4901 ~.l~1 1 1 ~~ I~J O. 5311 ~~. ~~I . !~ 1 
採(%) 1 v , 1 1 7.06 1 1 5.031 120. ∞ 20.471 4.05 1 I 3.87 伐残伐 存採率 3お30 I 0…5 I 79別018.95知…5臼7
事枯枯残 韓損援存率議(%木木> 230 0.456 2.03 580 6.180 44.77 770 22.8351181.47 80 5.127 41.02 1660 2~32 14.9 2.0~19.O I l.6 34.598269.29 96.36 

19.27 
42 I I I I I I I I I I I I I I 8.76 

4010.07310.3712010.10110.651 1 1 1 1 6012~81 5.712.0~9.01 6.710.1741 1.02 
0.09 

19010.38311.661 56016.079144.121 770122.8351181.471 8015.127141.0211600 1 2~32115.3 12.0~19.0111.8 134.4241268.27 
- 日 r.._., 

総括表(トドマツ〉第 18表



トドマツ人工林No. 6. 

g 

勢
線
開
丹
懇
話
割
哨
同
情
問
時

表〈伐採前〉
29年生， 40林班わ小班， O. 108 ha , 1956年 9 月調査

よF1243 。 3. 514.014. 5トイ 5.516.016.517'9 7.518.01 ~519.t.51吋 |||!||本数| 平均樹高
12・ 0112・ 5i 13 . Oi13. 5114.0114・ 51 ~(本〉

(m) 

4 5 3 6 3 18 3.7 

6 l l 4 6 3 2 2 3 2 25 5.9 

B l 2 6 2 l 4 4 7 2 2 31 7.4 

10 2 2 12 4 3 6 4 2 l 38 8.9 

12 l 3 3 2 5 17 10.0 

14 2 2 6 l 3 2 4 4 4 l 29 11. 2 

16 l l l l 4 4 2 1 15 11. 4 

18 l 3 l 2 l 8 12.8 

20 3 2 l 7 12.5 

22 l 2 13.8 

24 l 14.0 

関相高樹対径直第四表

滋
N
o
m
-仰

8.8 

寸

191 9|い22叩2

孟Z一?\丙川3.0十i卜3.5十1卜叶4.01小イト4.5十|卜5.01十5 十い判Oイ十|ド6.51 7 .什4十7.5十i卜8.0十iト8.5十い|卜い9.019. +0.0:10. +1.0111 判12 判13 叫4.51

;;T1SI 円
Ul

 

〆
。計

、. , 

4 5 I 3 6 3 18 3.6 

6 l 4 6 2 25 5.9 

B 2 6 2 1 i 4 4 2 31 7.4 

10 2 2 I 12 4 3 6 4 2 l 1 l 38 8.9 

12 l 3 3 2 5 l l 17 10.0 

14 2 2 5 3 4 4 4 l 27 11. 2 

16 l 4 4 2 15 11. 4 

18 3 2 l 8 12.8 

20 3 2 l 7 12.5 

22 14.0 

24 1 I I 1 14.0 

平均樹高

(m) 

8.74 

本数

(本〕

188 民
dl

 

句
，nu 

l
 

，
。9 戸戸内下不可5戸戸同~61計 | ~L三凶斗



野幌試験林における各種人工林の調査成績(後編) (松井ほか〕 ー 57 ー

第 21 表 (広葉樹) 1956年 9 月調査

~16. 016.517.01 7.518.018. 4 9.-019. 5ilO 川+1. 5イ十判|卜l
6 l 4 

8 

10 I l 2 

12 2 2 5 

14 l 

16 3 

I I 

5 

18 2 4 

20 2 l 3 

22 4 

24 l 

26 1 4 

28 

30 

32 

34 

36 

38 

40 

ーし一一一 l 

n
u
n
u
n
u
 

。

計 1 41 I 31| 両 1 11 1 R
U
 -

n
フ7

4
 

つ
J
U

内
，Lq

u
 

q
u
 

R
U
 

第 22表樹種別本数配分表 1956年 9 月調査

こよ
シ ヤ イ ア 、、、

、、 ホ シ オ ナ
一 キ

ヤ
ズ オ ナ ヒ ナ タチ カ ーマ

カ ガ「 コ 計ウ タ
}'. }'. サ

ナ ノ ノ ヨ
ーマ フ!l 

リ モ ヤ モ フ フ キ キ ウ ド キ シ
(本〉

2 2 4 6 

l 8 

2 10 l 

l 2 5 12 

l l 14 

2 5 16 

2 2 4 18 

l 2 3 20 

2 2 4 22 

l 24 

2 l i 4 26 

l l 
28 

30 

40 

I 2 I 1司 3--1 3-I パ什 21~丁 2 I 5 1 1 I 2 I 
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第 23 表

~I 2.51 3.01 3.51 4.01 4.515.015.516.01 6.517.017.51 8.018.519.019.5110.01 

4 1 1(2) (2) 3 (2) 2 (1) 1 

6 3 4 2 3 1 1(1) 1 

8 (1) 3 3 2 6 3 (1) 

10 l 4 (2) 2 2 2 2 

12 2 2 3 5 4 5 

14 

16 

18 l 

20 

22 

24 

26 

28 

30 

32 

計 |ω6\ω2\ω5\ 5\ω4\ 3¥ 12\ω7\ 9\ω|ω| 7 

( )は枯損木

第 24表総括表

極細径木 (2~6 cm) 細径木 (8~14cm) 小径木 (16~24cm) 中径木 (26~

項 目 林齢
本数 断面積 材積 材積 本数 断面積 材積

(本〉 (m2) (m3) (本) 1 (m2) (m3) (本〉 (m2) (m3) (本) I (m2) 

1956. 9 調査
(37) (0.105) (0.38) (83) (0.857) (3.54) (157) (4.572) (22.34) (56) (3.192) 
398 0.864 3.62 1065 10.120 63.13 305 7.836 55.52 

伐 採 木
(37) (0.105) (0.38) (83) (0.857) (3.54) (157) (4.572) (22.34) (56) (3.192) 

19 0.283 1. 86 9 I 0.352 2.61 
29 

伐採率(%)
(100.00) (100.00) (100.00) (100.00) (100.00) (100.00) (100.00) 

22.89 52.54 5. 73 11. 68 

残 存 木 398 0.864 3.62 1046 9.837 61. 27 296 7.484 52.91 

1962. 5 調査 2.02 824 8.054 49.47 565 叫24.09 83 4.835 

期間内成長量

定期平均成長量 i

成長率(%) 34 

枯 損 木 74 0.107 0.38 46 I O. 285 I 1. 53 

枯損率(%)

残 存 木 194 0.448 1. 64 565 

( )は広葉樹



野幌試験林における各種人工林の調査成績〈後編) (松井ほか〕 - 59 ー

10.5 卜1. 011 1. 5112.01 叶川3.5 卜4.01 叶 15.0 1 ベー 16.51 17 . 0 1 ま|平沼高
(7) 7 (3.6)3.6 

(1)14 (6.5)4.8 

(3)20 (7.7)7.2 

l (2) 17 (8.0)8.4 

2 2 2 29 9.7 

4 2 3 2 l 18 11. 5 

4 2 4 2 l 16 12.0 

l 2 2 2 4 3 16 13. 1 

l 5 7 1 l l 16 13.9 

3 2 l 9 14. 1 

1 2 4 14.5 

3 2 6 14.9 

2 15.8 

l 17.0 

71 71 91 91 61 3 い 1 1 17 1 121 6 1 21 21 1 ド下125|(5 加 4

(トドマツ〉 1927年秋植，調査地~O. 108 ha, 40林班わ小班

36cm 大径木 (38~52cm) 計 メ日L 計

材積 本数 断面積 材積 本数 直径 (cm) 件空間断面積 材積 断面積 材積

(m3) (本) (m2) (m3) (本〉 範囲|平均範囲 同 (m3) (m2) (m3) 

(17.08) (9) (1.164) (7.56) (342) (6~40) (17.6) (6~14. 0) (9.5) (9.890) (50.90) 
1768 4~24 10. 7 2. 5~14. 5 8.8 18.820 122.27 28.710 173. 17 

(17.08) (9) (1. 164) (7.56) (342) (6~40) (17.6) (6. 0~14. 0) (9.5) (9.890) (50.90) 
28 14~22 16. 7 10. 0~13. 5 11. 7 0.635 4.47 10.525 55.37 

(100.00) (100.00) (100.00) (100.00) (100.00) 
1. 58 3.66 31. 97 

1740 4~24 10.6 2. 5~14. 5 117.80 

39.44 1740 4~32 13.4 2.5~17.0 10.0 29.691 215.02 29.691 215.02 

95.31 95.31 

19.06 19.06 

11. 52 11. 52 

120 4~10 6.0 3.0~ 9.5 5.5 0.392 1.91 0.392 1.91 

0.23 0.23 

39.44 1620 4~32 14.0 29.299 213. 11 
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4 (1) (1) (2) (2.5) 
。 1 1(1) l (1) 2 (6.0)6.3 

8 l l 1 1 2 l 6 7.3 

10 l l 5 7. 1 

12 2 2.0 

14 
16 2 3 13.7 

18 3 2 6 16. 7 

20 l 2 6 17.9 

22 2 2 2 6 18.2 

24 l 2 l 2 10 19.0 

26 3 2 3 9 18.3 

28 3 3 2 10 19.3 

30 l 3 2 7 19.4 

32 1 2 I 2 7 19.8 

34 l 2 3 19.8 

36 l 21. 0 

38 
40 
42 21. 0 

(; 1(3)84 '(5. 5)16.6 21 9 1 8 I 7 1 10 1 5 I 11 1 1 3 12 131 121 1 1 1 1 1 1 2 1(1)21 1 1 2 1 2 1 2 1 1 1 1 1 計 1(1)1 . J(121 
( )は枯損木
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第 29表総括表

極締径木 (2-6cm) 細径木 (8-14 cm) 小径木 (16-24 cm) 

項 目 林齢
本数 断面積 材積 材積 材積

(本〉 (m2) (m3) (本) I (m2) (m3) (本) I (m2) (m3) 

1954. 8 調査 120 0.251 1. 17 450 4.216 31. 33 590 19. 186 174.73 

伐 採 木 30 0.069 0.35 290 2.676 19.93 80 2. 182 18.93 
37 

伐採率(%) 25.00 29.91 64.44 63.61 13.56 10.83 

残 存 木 90 o. 182 0.82 160 1. 540 11. 40 510 17.004 155.80 

1959. 10 調査 90 0.223 0.91 120 1. 021 6.61 420 14. 595 136.78 

期間内成長量

定期平均成長量

成長率(%) 42 

枯 損 木 10 0.314 2.30 

枯損率(%)

残 存 木 90 0.223 0.91 120 1. 021 6.61 410 14.281 134.48 

1964. 10 調査 50 0.110 0.45 130 0.921 5.15 310 10.820 109.03 

期間内成長量

定期平均成長量

成長率(%) 47 

枯 損 木 30 0.053 0.18 

枯損率(%)

残 存 木 20 0.057 0.27 130 0.921 5. 15 310 10.820 109.03 

No. 8-11. トドマツ人工林

第 30表直径対樹高相関表

0.117ha, 42林班ぬ小班， 26年生， 1955年10月調査

----~問(=~17. 0 17.518.519.019.5110. +0.5 11.0111 . 5…+3.+3.5 14.0 14.5 吋数|平均樹高
直径(cm) -'--,_ (本) I (m) 

6 8.5 

8 l 2 8.0 

10 1 I l 5 4 2 13 10.9 

12 l l 3 7 2 4 19 11. 4 

14 2 3 5 I 14 5 30 12.2 

16 2 3 5 9 I 21 18 6 l 65 12.4 

18 l 3 6 I 15 8 5 4 44 13.2 

20 l 2 8 7 I 11 6 36 13.5 

22 3 2 4 12 13.4 

24 l 2 l 4 13.9 

計 |1 I 1 I 1 [ 1 [ 3 , 31 5[11 [ 22123 [46 [ 50 [23 [ 23 [ 12 [ ~下ム| 12.6 



野腕試験林における各種人工林の調査成績(後編) (松井ほか〕 - 63 ー

(トドマツ〉 1917年春植，調査地~O. 100 ha , 41林班ほ-6 小班

中径木 (26~36cm) 大径木 (38~50cm) メ口斗 計

本数 断面積 材積 本数 本数
直径 (cm) 樹 高 (m)

(本〉 (m2) (m3) (本〉 (m2) I (m3) (本〉 範囲|平均 範 囲 |平均 (m2) I (m3) 

120 7.094 66.86 1280 2~34 16. 1 2.0~19.0 13.3 30.747 274.09 

400 2~22 11. 4 2.0~16. 5 11. 0 4.927 39.21 

31. 25 14.31 

120 7.094 66.86 880 2~34 18.0 2. 0~19. 0 14. 1 25.820 234.88 

240 14.567 141.51 10 1. 134 11. 61 880 4~38 14.9 31.540 297.42 

60.24 

12.04 

4.55 

10 20.0 13.0 0.314 2.30 

0.17 

240 14.567 141.51 10 1. 134 11. 61 870 4~38 19.9 2.0~20. 5 14.9 31. 226 295. 12 

370 25.256 255.97 10 1. 385 14.25 870 4~42 22. 1 2. 0~2 1. 0 16.2 38.492 384.85 

89.55 

17.91 

5.27 

30 4~6 4.7 2.0~6.0 3. 7 0.053 0.18 

0.01 

370 125.256 255.97 14.25 840 6~42 22. 7 5. 5~21.0 16.6 38.439 384.67 

第 31 表

31年生， 1960年 9 月調査

数

2
2
9
6

本
(
。

一
四
同
一
ω
M
M
町

一
判
例
一
日
山

平
一批

判
一

3
3

樹
一
日
一

木
つ
J
l一 1111
1
1

川
U
ー

標
正
副
I
T
-
-
1
1
1
1
1

踊J弘
、
直

6 

8 

10 

12 

14 15.0 11. 7 19 
16 l I l 4 12.8 12.4 (1)35 
18 3 2 2 3 13 12.9 13. 1 48 
20 l 2 15 13.0 13.8 47 
22 111111131211 9 14.3 14.3 33 
24 

i i l l l l i:lfil l l| 
5 15.7 14.7 8 

26 3 14.5 15.2 6 

計 [2[1[2[1[7[8[5[5[5[7[5[6[1[1[ 5611M| lω24 
( )は枯損木
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第 32 表

24E?|75180185190195 卜O. 0 110. 5 111. 5 112. 0 卜2.51ω1 13. 5
8 (1) l 
10 (1) (1) 
12 (1) 4 l 
14 
16 l 
18 
20 1 l 
22 l l l 2 
24 l l 
26 l 
28 
30 

計 I (1) 1 I (1) 4 

( )は枯損木

第 33表総括表

極細径木 (2~6 cm) 細径木 (8~14 cm) 小径木 (16~24 cm) 

項 目 林齢
本数 断面積 材積 本数 断面積 材積 本数 断面積 材積

(本〕 (m2) (m3) (本〉 (m2) (m3) (本〉 (m2) (m3) 

附岬査 l 26 91 0 凶| 間 1 6. 720 1 38. 45 I 1371 135.727 1221.29 

円定成給枯残叫期長鍋平J均額存率率成成主長〈(タガ主量木木>) 

9 0.024 0.13 400 4.791 32.38 1465 42.913 332.51 

31 
8 0.070 0.34 8 0.170 1. 06 

9 0.024 0.13 392 4.721 32.04 1457 42.743 331. 45 

書枯残期定19臼期間長損平内存均ま1半0成成調長長〈(匁%木脊量量>
282 3.190 27.09 1474 49. 104 431. 02 

36 
52 0.383 2.35 

230 2.807 24.74 1474 49.104 431. 02 

注:この人工林は苗畑の一区画に植えたもので， 2 本の排水溝のために両隣接林分との聞に空聞があったが，

No. 9a. トドマツ人工林

第 34表直径対樹高相関表

27年生， 42林班ぬ小班， 0.037 ha , 1956年10月調査

一宮Tl5516495l 叫1. 0 卜1. 5 卜2.01 12• 5 卜3.0\ 13.5114.0114.5 叫5.5\ 本数 l 平均樹高
(本) I (m) 

10 l l 3 7.5 
12 l 2 4 12.0 
14 l 1 2 2 7 12.4 
16 l l 2 3 5 4 16 12.7 
18 l 2 3 5 3 l 18 12.9 
20 l 2 4 9 13..4 
22 l l 2 l 5 12.7 

計 1 1 1 1 1 1 1 21 3 1 5 1 91 5 1 131 15 1 4 1 1 1 1 1 1 1 62 _1_---= 



野幌試験林における各種人工林の調査成績(後編) (松井ほか〉 - 65-

14.0 卜4.5 115.0 115.5 116.0 116.5 117.0 117.5 118.0 卜90113| 平常高

(((23l>>)133 l 
(8.075>>> 9.0 

2 (13.7)14.2 
4 2 2 10.5)13.9 
l 5 2 l 10 14.5 
3 2 9 3 20 14.8 
l l 9 12 9 33 15.3 
l 3 4 8 19 4 42 15.5 
l 3 6 9 12 6 2 45 15.4 
l l 3 4 5 11 4 33 16.2 

2 2 7 16.0 
2 2 l 7 17.4 

2 2 4 16.5 

151 181 30 1 31 1 441 191 261 
d

せ• 民
dl

 

、
、
ノ
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U• n
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、

n
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(トドマツ〉 1930年春植，調査地=0.117 ha, 42林班ぬ小班

(本〕

割
引

高 (m)

囲|平均
材積

51 2.714 21. 72 1925 6~26 17.8 13.1 50.442 386.74 
125.48 
25.10 
7.78 

16 1O~16 13.3 9.0 0.240 1. 40 
0.09 

51 2.714 21. 72 1909 6~26 17.9 13.1 50.202 385.34 

153 9.245 81. 46 1909 8~30 19.8 7. 5~19.0 15.2 61. 539 539.57 
151. 88 
30.38 
6.59 

52 7~12 9.7 7. 5~ 1O. 5 9.0 0.383 2.35 
0.10 

153 9.245 81. 46 1857 8~30 20.1 9.0~19.0 15.4 61. 156 537.22 

7 日5.01 12.61 42.471 

但1
259.86 

3 回測定時には両林分の林冠は相接するようになった。したがって当初の調査面積は拡大されてしら。

戸主T16 54十|卜7.5十|卜トl口1. 0十|卜トl口1. 51十十い判l卜ドい川1ロω叶2ωベo卜2.5113.0113.5114.0114.51叫5.5116.0116. 51 ~;;I;:~ 1 平君高
10 l l 3 8.7 
12 
14 2 l 2 l l 7 13.2 
16 3 3 6 14.3 
18 l 2 3 5 2 l l 15 13.5 
20 l l l 5 3 2 3 l 17 14.2 
22 l l 2 1 l 1 7 14.2 
24 2 2 l 5 13.3 
26 l 2 14.5 

計 1111111 21 41 51 41 可 13 いo 1 2 1 5 1 1 1 2 1 62 1ω 
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第 36表総括表

細 径 木 (8~14 cm) 径 木 (16~24cm) 

項 目 林齢
材 積 本 数

(本) (m2) (m3) (本〉 (m2) I (m3) 

l姉 10 調査| 27 250.40 

1961. 11 調査 26ヲ 3.542 27.09 1348 38.509 323.69 

期間内成長量

定期平均成長量 32 

成長率(%)

残 存 木 269 3.542 27.09 1348 38.509 323.69 

No. 9b. トドマツ人工林

if?|よ5下司0.5 卜1. 0 111. 5112. 0 卜2.51 川3.51 本JlT
8 l l 3 9.0 

10 2 5 10.8 

12 3 5 4 2 15 11. 1 

14 l 5 3 7 17 11.9 

16 l 3 2 8 14 12.1 

18 12.0 

20 l 13.5 

一「止J41 41 91 Jid--5lj-|\工立~___5_6~1___l~三

第 39表総括表

細 径 木 (8~14cm) 径 木 (16~24cm) 

項 目 林齢
本 数 断面積 材 積 材 積

(本) (m2) (m3) (本) I (m2) (m3) 

19弘 10 調査| 103.38 

1961. 11 調査 1068 13. 141 104.70 1325 33.017 269.66 

期間内成長量

定期平均成長量

成。長率(%) 32 

枯 損 木 43 0.214 1.15 

枯損率(%)

残' 存 木 1025 12.927 103.55 1325 33.017 269.66 



野幌試験林における各種人工林の調査成績(後編) (松井ほか) - 67 ー

1930年春植 (6 尺方形植).調査地=0.037 ha 

中径木 (26~36 cm) J口L 計

本 数 断面積 材 積 本 数 直 径 (cm) 樹 高 (m)

(本〉 (m2) (m3) (本〉 範 囲|平均 範 (m2) 1. (m3) 

1671 1O~26 16.9 284.74 

54 2.863 22. 13 1671 1O~26 18. 7 6. 5~16. 5 13.6 44.914 372.91 

88.17 

17.63 

5.36 

54 2.863 22.13 1671 1O~26 18.7 6. 5~16. 5 13.6 44.914 372.91 

第 38 表 32年生1961年11月調査

一宮T75 卜0.0 卜1. 5!12. 0 卜2. 5!13. 0 卜3. 5!14. 0 卜4. 5!15. 0 卜5.5! す|平ケ

本

8 (1) (1) (7.5) 

10 2 2 4 10.8 

12 2 4 l 2 9 12. 7 

14 l 3 5 2 11 13.4 

16 l 2 3 5 11 '14.0 

18 2 2 8 2 14 13.9 

20 l 3 5 14.5 

22 15.0 

計 1 (~)l 21  -21 - 2 1  -51- 7 1 副可両 1 1 1 1ω551 (7.5)13.5 
( )は枯損木

ノ口』

数
直 {ニv主 (cm) 

(本〉 範 均

8~20 13.5 

2393 8~22 15.2 

43 7.5 

2350 1O~22 15.3 

1930年春様. 4 尺方形植，調査地 =0.023ha 

計

樹高 (m)

範囲|平均
11. 5 

7. 5~15. 5 13.3 

7.5 

1O.0~15. 5 13.5 

断面積

(m2) 

35.213 

46.158 

0.214 

45.944 

材積

く1笠L
250. 73 

374:36 

122.48 

24.50 

7.85 

1. 15 

0.07 

373.21 
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No. 9c. トドマツ人工林

第 40表直径対樹高相関表

27年生. O. 033 ha, 42林班ぬ小班， 1956年10月調査

ztTi;jdu:iFEi日戸店正司日立EZT25

;;;1j;:i 

第 42表総括表
-ー一

細 径 木 (8~14cm) 径 木 (16~24cm) 

項 目 林齢
本 数 本 数 断面積 材 積

(本〉 (m2) (m3) (本〉 (m2) (m3) 

1956. 10 調査 27 481 244.75 

1961. 11 調査 210 2.872 23. 70 1414 44.229 385.65 

期間内成長量

定期平均成長量 32 

成長率(:3'Ó)

残 存 木 210 2.872 23. 70 1414 44.229 385.65 
一一一一一一一一 一一一一

No. 10. トドマツ人工林

iZT1 司7 午川川51十|ト川B日ベ5イ十刊|卜い川川9日ベ叫Oイ十|卜10 十十い判村仲Oωベ吋吋51十十l卜ト川11ωべOイ|トl日l セ恒引判抄伸酬.j沖十十|卜ドい1ロω吋2幻ベ吋十5{十十い判川ll卜い川lはω吋&ωベ01

::[:j;;:;;;:j 



野幌試験林における各種人工林の調査成績(後編) (松井ほか〉

第 41 表

- 69 ー

32年生， 1961年11月調査

ZETEEll;1ちTI~~ 1~~.51'~5~~~円 16.~-F巴也EtT

jlJi ll l ( 3 2i2:lliJ111i:12  

22 3 3 

6 1 11 1--~ 1--5 T ~ 1 ~l 不可JF

21 1 

2 

計 L 3 L_l_1 _ 1 L___~ 1. 5_1 

24 

15.3 

16.6 

A 
口 計

1930年春植， 6 尺方形植，調査地=0.033 ha 

|樹高 (m)

均 1

10.…5 L_ ~~ 
I 12 い8.0 1 15.0 47.101 

1 直径 (cm)
本数|

∞|範囲|平
1O~22 J_ 16.9 

断面積

(m2) 

37.549 

12~24 18.9 

1624 12~24 18.9 12.0~18. 。 15.0 47. 101 

材積

(m3) 

294.40 

409.35 

114.95 

22.99 

6.53 

409.35 
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14 I1 11 41 3 

16 91 5 

18 51 101 

20 31 1 
22 5 

5 12.7 

21 13.8 

23 14.5 

42 15.3 

29 15.4 

38 15.8 

24 16.1 

3 15.7 

2 17.0 

30 1 1 1 1| 上上上 1_1_1_1 __1. I I I I I ¥1 I11 1 I 
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第 45表総括表

極細径木 (2~6cm) 細径木 (8~14cm) 小径木(…m:1
項 目 林齢

本数断面積材積 本数|ー材積
(本) I (m2) I (m3) (本) I (m2) I (m3) (本) I (m2) I (m3) I 

1956. 10 調査 27 331 0 似| 3661 4.710 1 34.611 1225133 悶 1258.371
1961. 11 調査 25 0.070 0.37 258 3.399 叶 41 山(地 72
期間内成長量

定期平均成長量

成長率(%) 32 

枯 損 木 17 0.047 0.24 25 O. 150 0.90 

枯損率(%)

残 存 木 8 0.023 O. 13 233 3.249 27.00 1300 41. 437 I 3は 72

No. 11. トドマツ人工林

第 46表直径対樹高相関表

26年生， O. 022 ha, 42林班ぬ小班， 1955年10月調査

ヰ??li刷…/6.5/7.0/7.5/8.0/8.5/9.0/9.51吋吋 平均樹高

(m) 
一一一一

4 l 2 4 5.6 

6 3 2 4 3 l 14 6.9 

8 l 8 I 12 3 25 8.9 

10 l l 10 6 5 l 25 9.4 

12 l 4 5 5 2 2 20 9.8 

町14 l 3 6 2 14 10.1 

16 l 2 10.5 

18 l l 11. 0 

計 |Jい 1 21 云ド同 21 10 1 幻 1171181 41 71-1 1-1 1 1白 9.0 

第 48 表

孟fliI「ii|二1可一下~18.1市 f~~~~~-I川町
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-71 ー野幌試験林における各種人工林の調査成績(後編) (松井ほか〉

1930年春植，調査地=O. 120 ha, 42林班ぬ小涯〈トドマツ〉
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第 49表総括表

極細径木 (2~6cm) 細 径 木 (8~14cm) 

項 目 林齢
本 数 断面積 材 積 本 数 断面積 材 積

(本〕 (m2) (m3) (本〕 (m2) (m3) 

問 10 調査| 26 167.64 

韓t残;議存53i 木
818 2.028 10.54 3137 28.345 192.91 

31 
636 1. 514 7.45 182 1. 486 8.41 

182 0.514 3.09 2955 26.859 184.50 

郎語定成残期副長損平均存撃率弘成主長(〔広%木主量) 

136 0.386 1. 82 2546 24.246 186.72 

36 
136 0.386 1. 82 455 17.13 

2091 21.573 169.59 

No. 12. トドマツ人工林枝打試験地

第 50 表 直径対樹高相関表(対照区〉

28年生. O. 030 ha , 41林班ほう小班， 1956年11月調査

ZE771斗唇斗 017.017.518.018.519.019.5 卜O. 0110. 5111… +3九~I平常高
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1
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1
4
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内4
q
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1
A
q
u
 

勺
L
A

崎
・

2
i

qU1
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1 3 I 1 I 2 

14 6.5 

15 8.1 

5 10.0 

7 10.4 

2 12.8 

12.5 

7.9 計 I-~ 1 21 41 7 1 4/ 5/ 5/ 7 川 41 2 い 1 31 31 21 31 I1 

第 51 表 33年生， 1961年11月調査

iZTI25155|65170l7 村朴 5110• 0 : 10. +. 01". 5112. +2. 5卜 3.01 13 川154155医引平岩高
4 (1) (1) (2.5) 
6 1 l 3 6. 7 
8 2 3 7 8.4 
10 2 1 12 2 I 10 9.0 
12 1 13 6 10.3 
14 l l 1 12 3 I 1 3 1 13 11. 0 
16 2 11.8 
18 4 5 13.1 
20 l l 1 l 5 13.8 
22 l l l 3 14.2 

計 1(1)/1 /2/2/3131411 1 313161 14 1 4 1 2Gドド 1 21 1 1 (1) 54 I(2.5)10.6 

( )は枯損木



野l院試験林における各種人工林の調査成績(後編) (松井ほか〉

(トドマツ〉 1930年春植， 6x3尺植，調査地 =0.022 ha , 42林班ぬ小班

- 73 ー

小径木 (16~24 cm) I 合 計

1'""-=_1..... _I_._. ....1 直径 (cm) 1 樹高 (m) 1...: = _ 1 本数|断面積|材積 l 本数lE!. I:t:. ¥.........../ ~J I"RJ ¥....Uj I 断面積|材 積

�......2"¥ I f......~\ �--'-"¥ \ 範囲|平均|範囲|平均 f_n 1 (本) I (m2り) I (mSり) I (本〉 i """ ILU I I '""" I """ "-'-' I I "゙C) I (m2り) I (mSη >

印 l υ位 1 1店5.3お6 I 叩 1 4~1凶8 1 引 | 丘い
818 I 18.2邸 i 1悶30.27 4773 刊2[ll311Ml4M09i m72  

126.63 
25.33 
10.12 
15.86 
1. 25 

317.86 

818 4~12 6.4 6.9 

818 I 18.236 130.27 3955 6~22 11.6 I 11. 0 45.609 

1273 I 33.600 269. 18 3955 6~24 

591 6~10 ! 8.0 5.0~ 1O. 5 9.3 3.059 ' 

1273 I 33.600 I 269. 18 i 3364 8~24 は 9 9.0~比 Oi は 8 55.173 I 

第 52 表 (枯枝打区) 28年生， 0.03 ha, 1956年11月調査

457. 72 
120.91 
24.18 
6.39 
18.95 
1.00 

438. 77 

設ア12. 5併I~嗣恥丙~8. 519. 5凶.+~.~~1.51州引罰72T

;[1412141J2121513!11  1[lj17;  

第 53 表 33年生， 1961年11月調査

品5r?トト1モ;イ丙長-ト示ト平恥刷朴朴Oイ+←州|トド8日5
711111111-1111 1 1 I I 1 I 1 I I ~一下「己一4

6
8
0
2
4
6
8
0
2
4
6
 

1
1
1
1
1
2
2
2
2
 

2 3 
1 12 3 2 2 2 15 

2 2 1 7 
l l 4 

l I l 5 
4 5 

2 
l 2 l 4 

計 11 1 3 1 1-同バ ~l~ 411 1 5 1 41 21 礼三 I 7 1 2 1 2 1 2 I 1 1 53 1 10. 1 
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第 54 表 (力枝下枝打区〉 28年生. 0.030 ha, 1956年11月調査

直213135l414+ 。|51&01617o|7 十 14519 十 +.0:10耐12.0 12. 5113. 0113. 512|士
4 

6 

8 

10 

12 |l1illlilli1jill:llJlllllll:l;; 
14 
16 
18 i ill lill llll:l l112ljl i;:; 

一竺] 1 函l3山』士~l!_I 41 2 1 2 1l 凪 21 2 1止j_~ I~j 三L_~I_J__ 竺

項目

1956. 11 調査 28

1961. 11 調査

期間内成長量

定期平均成長量

成長率(%) I 33 
枯損木

枯十損率(%)

残存木

33年生. 1961年11月調査

第 58表総

極細年木町icm-)"f 細竿木
断面積|材 積

(m2) I (m3) 

o786 Iω| 
133 I 0.326 I 1. 53 I 1200 I 12.723 

33 0.043 0.10 

平均樹高

括

材積

(m3) 

66.53 
81. 56 

100 0.283 1.43 1200 は 723 I81. 56 I 



野幌試験林における各種人工林の調査成績(後編) (松井ほか〉 -75 ー

誌や而j町子刊:Jf干日正[T

jll(:111;JillJ111lllj 
6||11||i| 

計
一
(

(トドマツ) (対照区) 1928年秋槌， 1956年校打試験地設定，調査地=各 0.030 ha 

小径木 (16~24 cm) I 合 計

本数|断面積|材積|本数|直径 (cm) I_lt_!高 (m_)1 断面積|材積
∞ I (m2LI__ (m_2_1 盟 l手目|平均|範囲|平均|同 I (m3) 

m 1  3037 1 22.33 1 18川… 1- ;.什二両3.01 7.9 い5.5731 …6 

500 14.617 門下両|石市町51 川
33 

195.06 

102.90 

20.58 

14.34 

0.10 

0.01 

13.3 1 5.5~15. 5 い0.6 1 27ω194.96 

4.0 2.5 0.043 

5∞ 111. 97 1800 6~22 
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第 59 表

極細径木 (2-6cm) 細径木 (8-14 cm) 小径木 (16-24cm)

項 目 林齢
本数 断面積 材積 材積 本数|吋材積
(本〉 (m2) (m3) (本) I (m2) (m3) (本) I (mり (m3)

1956. II 調査| 28 4∞ 1 0.9401 11331 9 問 1 56.231 2331 5ω1 39.24 

1961. II 調査 200 0.410 1. 63 966 9.123 56.87 567 16.260 120.93 

期間内成長量

定期平均成長量 33 

成長率(%)

残 存 木 200 0.410 1. 63 966 9.123 56.87 567 16.260 120.93 

第 60 表

--175ZEコ37EKE~14C
項 目 '1'1、開"

1956. II 調査 28 

1961. II 調査

期間内成長量

定期平均成長量 33 

成長率(%)

残 存 木

項目

附 II 調査 1 28 

1961. 

期間内

定期平均

成長

枯

枯損

残

rz長量

成長量

~ (%) 33 

木

;, (%) 

木

喧...凶~ =企.. ~ 

700 1. 403 

533 1. 403 

533 1. 403 

O. 137 

66 

由 l ム

5.87 1500 

6.30 1234 

6.30 1234 

0.50 1267 

67 

0.50 じおO

町三巴坦 l 材

12.820 

12.670 

12.670 I 

13.130 

0.336 

12.794 

積

(m3) 

82.50 

85.20 

85.20 

(m3) 

56.60 

81. 63 

1. 50 



J子戸ι?H作ιi日lトk人LU本て:二γ(体∞JI本利J〉f数訂|ほ;ゴi;:nm1\〉日立L引山山|旦J工;J汀zι寸ρ宇」J?トhhb旧一Zど丘出Zrt出ff引一1
丁 7両7d瓦副| 一瓦2-不弘:二一一一一 1戸7可bム瓦;云己 竺Y三~1_8 O 什I 15 蜘 l~竺:竺竺?一? 

• 33 I 1 …| ーパ1 一一1~:T工店Jム-15.0 I ω I 2563i 

!Ilf幌試験林における各種人工林の調査成績(後編) (松井ほか〉

33 1766 I 4-26 I 13.1 3.0-15.0! 10.1 12.20 1. 770 

(力校下校打区)
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合計

本

-
l一
積
り
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回
目
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一
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m
M仙
一
弘
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い
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1
J

一
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J
G
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U

一
(
一
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m
一
日
一
以

一
木
両
(
一
い
一
\

一
径
一
数
-
7
L
O

小
一
一
也
氏
一
氏

本
一
一

積Jlf吉元lZJLIT| 材

600 16.250 126.33 � 4-22 4. 0-16. 0 I 9. 9 2367 11. 8 

〈生枝 1/3 枝打区〉

(m3) 

115.20 

217.83 

102.63 

20.53 

12.33 

217.83 

計小径木 (16-24cm)

本数|断面積|材積

(本) (m2) I 

1∞ I 2ω| 

4∞\ 11.576! 84 必

合

直径 (cm)

囲|平均

U三l

樹高 (m)

範囲|平
豆13.01 7.7 

24.843 

67 7-8 7.9 I 5.5-7.0 I 6.3 0.336 

400 I 11.576 84.43 1733 I 4~24 I 12.8 I 3.5-14.5 I 9.9 I 24.507 

材積

(m3) 

76.43 

166.56 

88.63 

17.73 

14.68 

1. 50 

0.25 

165.06 



ぶ~~~!~.0!3 5!4.5!5.0!5.5!斗517.0 !7. 5!8. 0十恒型川l卜トド9刊…o一ド 51小い(卜同いlω川一OωO

[ 

、3
。。

第 62 表

トドマツ人工林枝打試験地No. 13. 

骨
骨
川
柳
誠
懇
細
事
浦
嚇
問
時

平均樹高

(m) 

3. 7 

6.0 

7.6 

9.5 

11. 6 

12.5 

12.9 

13.9 

13.5 

4 

6 2 

B l 2 2 2 2 2 

10 3 l 3 2 4 3 

12 21 

14 81 

16 

18 

20 

22 

24 

計

灘
N
O印
・
叩

34年生. 1961年11月

4f? | 3 0 1 3 5 1 6 0 1 6 5 l 7 0 1 7 村 +.019.5110.0110.51卜ト11イ01卜ト11べ5イ|咋 51 氾ω吋咋Oイ+卜l咋3口イ斗+4.0吋 +5.+6.+6.+7.+7.+8.+8.51 ~*~! f宮高
4 (1) (1) (2) (3.3) 
6 2 l 4 6.9 
8 2 2 1 1(1) l (1) 6' (10.5)9.0 
10 ー l 2 3 3 2 1 l 14 9.5 
12 4 1 l l 2 l 12 11. 0 
14 l l 2 l 1 l 9 13.2 
16 3 2 1 2 10 14.3 
18 l 3 3 l l 11 14.1 
20 2 l 2 9 14.9 
22 l ふ 15.5 
24 14.0 
26 1 11 18.5 

第 63 表
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29年生， O. 035 ha , 1956年11月調査

ιf町 5.5 ~~~I;.-~-I よ。 18. 519. 0 19. 5110いIll.~ 卜1. 5112. 0 卜2.51 13. 0 1叫4.01ーolrl 平均樹高

(m) 

6 4 2 l 6.9 

8 2 3 3 l 9 7.3 

10 3 l 1 l 1 l 12 9.0 

12 2 1 2 l 1 2 2 , 1 13 10.7 

14 I 1 I l l 1 i 6 11. 8 

16 2 4 3 3 13 13.4 

18 2 2 2 9 12.8 

20 2 3 2 7 13.7 

(力校下枝打区)第 66 表

骨
骨
川
郡
W
H鯵
話
事
滞
趨
球

10.8 77 計

減
N
O印
。
仰

34年生， 1961年11月調査

直\径\〔c戸m)高、(\m)J16.o|| 65 7.017.5 ト 018.519.019.5110い 13. +3. +4. +4. 5 15.0 15.5 16.0116.5 17. +7. +8. 01 本数|平均樹高
(本) (m) 

6 (1) 1 1(1) 3 (6.8) 7.3 

8 (1) l 3 2 (1) 8 (6.0) 8.4 

10 l l (1)1 (1) 7 (10.5) 10.9 

12 5 l 1 i 1 l 1 11 11. 1 

14 1 l 2 l 9 13.7 

16 l l 2 5 14.1 

18 l 3 l 2 10 15.5 

20 3 2 3 2 II 15.6 

22 2 6 16.7 

24 l 3 15.8 

第 67 表
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29年生， 0.035 ha , 1956年11月調査

)~州 9.019.~flO.0I 1O.511 1. 0 卜~. 5112. 0 卜2.5 卜3.0113.5114.0 吋501TJ| 平均樹高

(m) 

3.5 

2 6.2 

4 2 7.4 

2 2 2 2 1 i l l 11 9.9 

l 2 l 2 5 15 10.6 

l l 2 6 11. 8 

1 2 2 2 8 12.7 

l 2 2 7 13.0 

l 3 14.0 

2 3 14.7 

~ 61 61 ~J2 i 

(生校 1/3 枝打区〕第 68 表
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第 69 表

01 9. 5 1 10. 01吋 吋 +7.0117.~
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l 2 2 1(1) l l 

1 1(1)2 2 2 1 1(1) 1 

l 2 l 2 

l 2 2 2 l 

l 1 l 
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第 71 表

|極細径木 (2~6cm) 細径木 (8~14 cm) I 小径木 (16~24cm)

林齢 l 本数|断面積|材積|本数|断面積|材積|本数断面積|材積
i 1 (本) 1 (n}2) 1. (m3) I (本) 1 (m2) 1 (m3) I (本) 1 (m2) 1 (m3) 

EJl詞~ 1 }~~[_ _ 222 [ ;,-;86[ 2.44 i 雨戸46411~~-;~ [ -一割J雨戸
問 I 0.428 I え 13 I 1お8 15.130 112.39 750 23.614 206.03 

項

1961. 11 調査

期間内成長量|
定期平均成長量

成長率(%)

枯損木

枯損率(%)

残存木

34 

第 72 表

-J-i-1411:日置JJ2日
品JZZ!11381 0ω4 2.11 い028 10.305 75.80 972 29.567 262.9 

項

34 

56 I O. 158 I 2.08 I 

83 I 0.236 I 1.30 I 972 I 9.947 I 73.72 I 



野幌試験林における各種人工林の調査成績(後編) (松井ほか〕

1927年春植，調査地=各 0.035 ha, 1956年，枝打試験地設定

- 83 ー

(対照区〉

引i;宍1七口引:〉引叫}H仲片九i汁lトihLV〈:二γ(体∞JI本利J〉F数
一-\-← -1 一寸I 一ヲ云不5司1了一工互|口12.0 了τ3.工正可下寸瓦戸司1 

4~8 5. 3 I 3. O~ 10. 5 5.7 I 0.208 

28 I 1. 475 I 14.67 I 2250 I 6~26 I 14.2 I 6. 0~18. 5 12.3 I 39.994 

(枯枝打区〉

中径木 (26~36 cm) i斗
口 計

本 数|断面積|材

10.6 I 29.897 

材 積

(m3) 

215.33 

321.33 

105.81 

21.16 

7.89 

0.19 

0.01 

321. 14 

材 積

(m3) 

209.58 

333. 16 

109.89 

21.98 

8.30 

13.69 

1. 04 

319.47 

14.0 40.647 28 1. 475 12.61 

250 I 4~14 i 9.8 I 4.0~12.5 I 9.4 I 2.061 

28 1
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お83 I 6~26 I 14.5 I 60~18. 0 i 12.7 I 38.586 

(力校下枝打区〉

本J

計

高 (m)

囲|平均
材 積

2139 6~24 14.6 6. 0~18. 0 12.8 40.266 340.83 

112.66 

22.53 

8.α3 

112 6~ 1O 7.5 6.0~ 1O. 5 7.5 0.516 2.89 

0.21 

2027 6~24 15.0 6. 0~18. 0 I 13.1 39. 750 337.94 



第 73 表

i I 極細町内c竺坦竺巴竺人!土一日三竺竺竺
齢|

1;本

一一一 _ 1  _ _  1 (;*)~I (m2) L(里山杢LI (m22_1_坐2_1_(主LI~L_J型2
19札口調査 1 29 1 250 1ω1 3 叫 127811ω31 75.831 583115.197 J 117.08 
1961. 11 調査 1671 0.4721 2.281 1139111.0701 79.841 750! 2 1. 594 1 即 36
期間内成長量

定期平均成長量

成長率(%) 34 I 
枯損木 139 i 1. 128 I 7.53 
枯損率(%) I 
残存木!

第 205 号林業試験場研究報告-84 ー

積材断面積数本積材断面積数本積数i 林目項

凶7 I 0.47~I_~L _~~~?_I三Ul--日三
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野幌試験林における各種人工林の調査成績(後編) (松井ほか〉 - 85 ー

(生校 1/3 枝打区)

中径木 (26~36 cm) 

本数|断商積|材積|本

(本) I (m2) I (m3) I (本〉

||l21  l 1 

55 I 2.9印 26.47 2111 

26.47 i 

合計

数!直径 (cm_)I 樹高 (m_)I 断面積材積

|範囲 l 平均 i 範囲 i 平均 I (m2) I (m3) 

4~22 12・ 1 3.5~15.0! 10.2 i 幻似 195.94

6~26 , 13.8 I 4 い7. 5 i 12. 1 I 36 悩 295.95
92.48 

18.50 

1 7.64 

139 8~12 i 10.0 I 5. 5~13. 0 , 9.7 I 1. 128 日3
0.62 

1972 I 6~26 14.1 i 4. 0~17. 5 I 12.2 34.958 i 288.42 
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第 76表総括表

項 目|林齢 :7R511l if!日2U
1961. 5 調査 I 29 

391 I 10.352 I 83.04 

( )はアカエゾマツ

No. 15. エゾマツ人工林

第 77 表 直径対樹高相関表(伐採前〕

37年生， 0.20 ha , 40林班をー23小班， 1956年 5 月調査

よケ1444村
4 11 2 1 4 4.5 

6 l 31 3 41 1 14 6.0 

8 31 7 61 3 31 2 2 30 7.7 

10 l 11 3 61 5 31 15 81 10 51 4 61 9.0 

12 21 1 11 6 91 12 81 9 91 7 6 71 10.6 

14 21 6 61 9 121 17 111 4 68 11. 6 

16 l 3 51 7 24 22 131 1 2 78 12.2 

18 l 11 2 21 8 111 10 41 4 2 45 12.6 

20 11 4 71 2 4 19 13.0 

22 41 1 3 8 13.4 

24 13.5 

計 日1 可わ1 9斗可 91 7123: 211 331201301 311571 541381111131 2: 399 1 10.8 

第 78 表 (残存木〕 1956年 5 月調査

\樹門5.+++.017 • 5 1 8 5+i卜9.0判[トト同9日ベ吋一+十い判川i卜ドい川lωω吋OωベOイ| 平均樹高

直径(cm予\比ふYT・ 518.0 (m) 

6 l 6.0 

8 3 2 11 2 11 2 11 7.5 

10 l 11 2 41 4 21 10 2 36 8.7 

12 1 11 6 7 6 6 4 56 10.5 

14 5 91 12 161 11 4 65 11. 6 

16 l 3 5 71 24 22 13 77 12.1 

18 l 2 7 11 10 3 4 2 42 12.6 

20 l l 4 7 2 4 19 13.0 

22 4 3 B 13.4 

24 l 13.5 

計 い1 41 11 41 51 71 51181201 201 131 221 281 541 正ー子i三百戸川 l叱



野幌試験林における各種人工林の調査成績(後編) (松井ほか〉 - 87 ー

1933年春植，調査地=0.023 ha 

計 A 
口 計

;?-JJ-ifh-i Th(ms?1T1:? 
(1522) 

3217 

(4~12) 1 (8.1) 1 (2.0~13.5) 1 (8.2) 1 (8.465) (49.65) 

2~22 9.8 I 2.0~15.5 9.4 29.530 t 215.43 t 37.995 t 265.08 

第 79 表 (伐採前〉
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第 80 表 (残存木) 1961年10月調査

ぶ~~mJ8: ~ 18. s19. 0 19.-51:0. +0. 5E~ +~~112. 01~2.持jl: ]14.j~4. ~Il~.~干|可-ぜ哩F
10 1 3 2 6 1 9.1 

12 1 5 3 2 3 3 2. 1 19 I 10.9 
14541214415l  i41  12.2 

16151619!1251  11 1 50  13.o 

18 2 2 d 101 18 8 9' 41 65 1 13.5 

20 7 8' 91 8 61 l' I 39 1 14.0 

2 2 184121  1714.7 

24 2 41 1 21 11 10 1 14.8 

26i  1111  15.5 

計 li 21 41 2. 6 31 7 10, 22: 40: 31 43 25: 30: 12 10 2 250 は l
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第 81表総括表

極細径木 (2~6cm) 細径木 (8~14 cm) 小径木 (16~24cm)

項 自 林齢 本数同|材積 本数 断面積材積 本数断面積材積

〈本) I (m2) I (m3) (本〕 (m2) I (m3) (本) I (m2) I (m3) 

1956. 5 調査 90 0.223 0.84 1150 12.398 76.77 755 18.298 129.60 

伐 採 木 85 0.209 0.7ヲ 310 2.538 14.67 20 0.482 3.42 
37 

伐採率(%) 94.44 94.05 26.96 19.11 2.65 2.64 

残 存 木 5 0.014 0.05 840 9.860 62.10 735 17.816 126.18 

630 7.194 47.61 945 25.904 199.63 

43 260 2.496 15.60 35 0.899 6.55 
41. 27 32. 77 3. 70 3.28 

30 O. 182 1. 18 5 O. 100 0.72 

340 4.516 30.83 905 24.915 192.36 
噌 一 一一一一

No. 16. エゾマツ人工林

第 82表直径対樹高相関表

~塑izf!??15l2012430|35140145 卜 o 卜 51 6. 0 16.517.0 1 7 . 5 卜 o 18. 519. 0 19. 5 

2 3 
4 2 l l 
6 l l 4 1 
8 5 6 3 3 3 11 6 6 4 
10 2 2 4 6 10 9 5 
12 2 l 2 4 5 9 9 
14 2 2 
16 
18 
20 
22 
24 
26 

計 1 I 51 51 10 I 6 I 10 I 21 1 21 1 27 1 20 

第 83 表

ム::~~12.0 12.513.0 13.514.0 14.515.0 15.516.0 16.517.0 17.518.0 18.519.0 

2 l 
4 l l 
6 
B 3 2 l l 2 2 
10 3 5 7 6 
12 l 4 4 8 
14 2 
16 l 
18 
20 
22 
24 
26 

計 19 



I_._ ，.". 1 直径 (cm) 1 樹高 (m)積!本数J，E... j.::t:. ¥.'-'.Lu/  

I (本) I 範囲(平均|範囲|平均 I (m2) I (m3) 

lヲ95 1 4~24 1 13.5 1 4. 0~14. 5 1 10.8 1 30.919 1 207.21 

415.1 4~18 1 9.5 1 4.0~14.01 8.61 3.2291 18.88 

20.80 1 1 1 1 9. 1 

1580 1 6~24 1 13.4 1 5. 5~14. 5 1 1 し 3 1 27.6901 88.33 

5 I 0.265 1 2.22 1 1580 I 8~26 I は 9 I 5.5~比 01 は 5 I 33. 363 I 249. 46 
59.23 

22. 15 

日~比 01 は 1 I 29.696 I 225.41 

- 89-

1917年秋植，調査地=0.20 ha, 40林班をー23小班

計

野幌試験林における各種人工林の調査成績(後編) (松井ほか〉

(エゾマツ)

中径木 (26~36cm)

積材材数本

3.385 10.4 6.0~14.5 11. 9 8~20 295 
18.67 

35 0.282 8.7 5. 5~12. 5 10.9 

8~16 1 17.1 

8~16 

1250 5 1 O. 265 1 2. 22 

38年生， O. 300 ha, 40林班を-23小班， 1956年11月調査

咋jH-H-lオ川3511叶451 叶一川叶立|??

il主:
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第 84 表

一二;面否寸ー，-一
、\

直径(cm) 、\

2 
4 
6 
8 
¥0 
12 
14 
16 
18 
20 
22 
24 
26 
28 
30 
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~]2. 0 ]2. 5]3. 0 ]3. 514. 0 ]4. 515.0 15. 516.0 ]6.士ごと 51 8. 0 18.519.0 1 9 . 5 卜。い
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表

極細径木 (2~6cm) 細径木 (8~14cm) 小径木 (16~24 cm) 

項 目 林齢
本数 断面積 断面積 材積 本数 断面積 材積

(本〉 (m2) (m3) 1 (本〉 (m2) (m3) (本〕 (m2) (mS) 

1956. 11 調査 59 o. 109 0.29 1189 12.942 83.54 619 16.232 126.16 

伐 採 木 46 0.091 0.26 382 3.306 20.40 13 0.302 2.37 
38 

伐採率(%) 77.97 89.66 32.13 24.42 2.10 

残 存 木 13 0.081 0.03 807 9.636 63.14 606 15.930 I 123.79 

¥0 0.009 0.02 642 7.768 53.14 738 20.746 168.38 I 

43 10 0.009 0.02 283 3. ¥05 20.82 47 1. 055 7.98 
100.00 100.00 44.08 39. 18 6.24 4.74 

46 0.456 2.82 3 0.084 0.61 

313 4.207 29.50 688 19.608 159.78 

括総第 86 表



(3) 9 1 (7.2)7.5 
(5) 321(10.2)10.0 
(2) 57 1 (9.5)11. 0 
(4) 831(11.8)12.6 

69 I 13.4 
(1) 63 :(15.5)13.9 

41 I 15.1 
37 I 15.1 
13 I 15.7 
9 I 16.0 
2 I 15.3 
1 I 17.0 
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数積 l 本
(m3) 

1. 51 

(26~36cm) 

材断面積

(本) I (m2) 

3 I 0.175 

木径

数本
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16.0 2~30 39 

4.169 10.9 2.0~15.0 12.1 2~20 340 
23. 72 

49 0.540 
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10.3 

12 I 19 ∞ 1 1040 1 8~ぬ I 174 I 8.5~17.5 I 13.7 
6.0~15.5 11. 6 8~18 

39 
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- 94 ー

項目

1956. 5 調査

伐採木

伐採率(%)

残存木

1961. 11 調査
期間内成長量
定期平均成長量
成長率(%)
伐採木
伐採率(%)

語損木
損率(%)
残存木

林業試験場研究報告第 205 号
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第 91表総括表

細径木 (8~14cm) I IJ、径木 (16~24cm)

本数|断面積|材積ト本数断面積|材積

(本) I (mり I (mS) I (本) I (m2) I (m3) 

880 1 9.646 1 59.54 1 683 1 18.868 1 142.83 

22712.130113.001 310.0411 0.32 

25.80 1 1 21. 83 1 0.44 1 1 0.22 

653 1 7.516 1 46.54 1 680 1 18.827 1 142.51 

臼91 6. ∞2 1 41. 79 1 730 1 21.320 1 179.18 
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No. 18. エソ'マツ人工林

一宮う +01
第 92 表 (伐採前〉 37年生， 40林班をー23小班， 1956年 5 月調査

6++ 十
。
υ
A
U
1
ム

3
A

3

7

1

 

3
2
1
1
 

q,h 

守
叫ll

副
叫U
引
4
d

q
4
4
d，叫
可
叶4J
U
J
U

4 1 6.9 
31 1 8.2 
63 1 10.3 
941 11.6 
831 12.7 
631 13.4 
37 1 13.7 
231 15.0 
13 1 14.6 
41 14.8 
1 1 14.0 
21 13.5 
1 1 14.0 

1 31 3[ 11 41 871 III 161 1い1 2312913014113913わ耐 i私川~n 仰 1 12.1 

第 93 表 〈残存木〕 1956年 5 月調査

\直\径(樹cm高〕(、m\>5.+.+.+ 仲村+.ollO. 5111. olll. +. 0112. 5113. 0113. 51 14 川
B l 21 1 10 7.6 
10 I 11 3 31 1 41 6 41 4 21 2 l 32 10.5 
12 1 11 4 11 9 91 6 151 5 101 3 21 1 68 11. 6 
14 l 3 71 5 101 14 81 9 101 1 41 2 75 12.6 
16 31 4 61 9 81 10 71 8 31 3 63 13.6 
18 11 4 51 3 81 4 31 6 36 13.8 
20 l 11 2 11 2 41 3 51 2 23 14.6 
22 l l 11 3 11 4 13 14.6 
24 l 11 2 4 14.8 
26 l 14.0 
28 2 13.5 
30 l 14.0 

計 1 11 21 31 31 31 41 71 61 9117122: 201 331331 34126133118! 221151151 21 328 1 12.6 



野幌試験林における各種人工林の調査成績(後編) (松井ほか〕 - 95 ー

(エゾマツ〕 1917年秋植，調査地=O. 300 ha, 40林涯を-23 小班

中径木 (26~36cm) 合 計

+ 軸叫百曲 1 4+ _1-4- ，.". 1 直 径 (cm) 1 樹 高 (m) 1 叫百瞳 I H-本数断面積|材着|本数I.B t::t:. ¥.."".......1 I 1~_J 1l:t.J '-.........~__I 断面積 1 材

一L叫」ι. C:<js:) -'1-竺旦巴rfg-êil百1 (出) 1 
7 I 0.445 1 3.48 1 1743 1 2~32 1 13.7 1 2.0~17.0 I 10.7 I 29.2521 

4 I 0.177 I 1.48 I 357 1 2~24 I 8.8 

57.14 I 仏 53 I 20.48 

的 I 4.599 I 40. 76 Iω86 

340 
24.53 

43 

80 I 4.599 I 40.76 I 1003 

2~34 

8~22 

2~14 

2~34 

17.6 

12.1 

9.4 

18. 1 

2.0~15.5 7.9 2.581 

2.0~17. 0 11. 5 26.671 

2.0~19.0 13.2 31. 985 

6.0~16.5 11. 6 4. 122 

2.0~12.0 7.5 0.307 

2.0~19.0 14.0 27.556 

積

(m3) 

206 ( 69 

15.51 

7.50 

191. 18 

261. 88 
68. 78 
11.45 
5.08 

29.77 
11. 37 
1. 92 
0.14 

230.19 

第 94 表 (伐採前〉 43年生， 0.202 ha, 1961年11月調査

-r]| 6.+ 十川村 0\10. 5111. oln. 5¥12. 0¥12. 5~0113. 5¥14. 0114. 5115 判。l15 判官(平君高
8 l l 

1 I! 11 2j 31 ~I ~I ~\ ~I J 
3 7.2 

10 l 24 10.8 
12 l l! 1 1 I1 91 41 91 8: 12, 3i 31 1 53 12.2 
14 65 12.8 
16 11 2 71 151 10: 91 71 41 1 56 14.0 
18 11 1 81 51 61 61 141 41 2 46 14.3 
20 I1 1 21 31 41 111 51 3 29 14.8 
22 11 1 1 足 41 61 41 1 24 15.3 
24 11 11 11 3: 3 9 15.3 
26 11 1 11 1 1 4 15.4 
28 11 1 1 1 11 1 1 3 14.8 
30 
32 l 14.0 

計[ 1[ 21 11 11 2; 11 31 41 3: 17, 131 均 22[ 44: 37! 361231411211161 41 31 317 1 13 

第 95 表 (残存木〉 1961年11月調査

ιr日割引O.5'" 01".51十川川+5.+5 十 oilull7OMT
8 2.0 
10 l l 5 10.5 
12 l 2 3 5 2 17 12.3 
14 l 91 13 10 6 46 12.9 
16 1 61 14 9 9 5 4 50 14.0 
18 7 5 5 51 14 4 2 43 14.3 
20 l 2 3 41 11 5 3 29 14.8 
22 l 2 2 3 4 6 4 24 15.3 
24 l 3 3 9 15.3 
26 l 4 15.4 
28 l 3 14.8 
30 
32 l I 14.0 

計 1 11 I1 11 31 1[ 2¥ 41 げ 321 回i 29[ 221 381 201 1いI 31 232 いιo



- 96 ー 林業試験場研究報告第 205 号

第 96 表 総 括 表

細径木

項 目

1956. 5 

伐 採 木 lml 。「 025i 「 37851M981 4101251068 
伐採率(%) 37 100.001 1 100.001 3 し 74 1 1 24.57 0.571 1 0.48 

残 存 木 914 1 10.995 1 76.70 687 1 17.691 1 139.78 

766 I 9.292 I 66.79 I 816 I 22.466 I 184.26 

376 4.244 29.95 45 0.973 7.66 
49.09 44.84 5.51 4. 16 

49 0.380 2.30 5 0.0ヲ9 0.82 

341 4.668 34.54 766 21. 394 175.78 

No. 19. エソ申マツ人工林

第 97 表 直径対樹高相関表(伐採前〕

36年生， 0.10 ha, 40林班をー24小班， 1954年 8 月調査

長岩~13.+ 村++村 11.+1.+2判
4 11 1 3 4.0 
6 3 31 1 21 51 6! 31 61 41 1 34 6.9 
8 l 60 8.4 
10 11 31 101 191 241 9i 6 31 1 l 77 9.4 
12 11 31 21 31 111 11 151 8 3 57 10.5 
14 11 41 8 101 7 2 3 l 36 11. 1 
16 

I I 1 I I 

71 10 6 4 l 30 11. 6 
18 11 1 4 3 l 
20 2 l 3 1 12.3 
22 l l 21 12.5 

計 I 11 1: 41 31 11 2i 91111 9124! 321 28 1 ヰ 24 叫判幻|斗1司 51 3141 9.6 

第 98 表 (残存木) 1954年 8 月調査

~~~13. 514.014.516.517.017. 518.018.519.019. 5110.+0. 5 11.+1. +2.+2. +3九~I 平岩高
4 3.5 
6 3 7.4 
B l 2 l 7 6 3 2 l l 25 8.5 
10 l 2 41 10 15 8 3 2 l 47 9.5 
12 3 l 21 10 101 13 8 3 51 10.5 
14 4 6 9 6 2 2 I 30 11. 1 
16 I 71 10 3 27 11. 5 
18 2 l 4 12 11. 8 
20 2 3 12.3 
22 l 2 12.5 

計 1 11 1 11 11 ~ 21 131 14! 141 181 251 231 判 261 161 91 51 203 1 1ω 



(エゾマツ〉

中径

本 数

20 1. 220 

39 2.359 

39 2.359 

野幌試験林における各種人工林の調査成績(後編) (松井ほか) - 97 ー

8.96 

18.89 

18.89 

1917年秋植，調査地 ~o. 202 ha, 40林班を一23小班

合計

本数|直径 (c~~I 樹高(竺~)I 断面積|材
∞|範囲 1 平均|範囲|平均 I (m2) 

お70 Iωo I 13.9 I 5. 5~16・ 5 I 12. 1 1 33.872 i 

449 6~18 10.4 5.5~14.5 10.3 3.966 

21. 69 

1621 8~30 14.9 5.5~16. 5 12.6 29.906 

1621 8~32 15.8 5. 5~17. 0 13.3 34. 117 

421 8~18 12.4 5. 5~15. 5 12.0 5.217 
25.97 

54 8~16 10.4 6.0~14.5 10.0 0.479 

1146 8~32 17. 1 6.5~17.0 14.0 28.421 

積

(m3) 

251. 35 

25.91 

10.31 

225.44 

269.94 
41. 38 
6.90 
2.80 
37.61 
13.93 
3. 12 
0.21 

229.21 

第四表 (伐採前〕 41年生， O. 10 ha, 1959年10月調査

長吉:}.+ 十 016 517 0I7 朴 +. +. +. 01 10. 5111. 0 1". 5112. 0112. 5113. 01 13. 5イ中判1 1トい判14川川中4川ベ01l
(本) I (m) 

4 3.5 
6 l 8.0 
8 1 19 8.2 
10 29 9.8 
12 21 31 51 W 14 48 10.9 
14 7 37 11. 8 
16 31 5 I 20 12.4 
18 2 51 1 3 26 13. 1 
20 

l i|(  
71 1 15 13.3 

22 11 1 5 13.7 
24 2 13.8 

計 1 11 11 21 11 2: I 7i 7; 61 81 刊 161 27 20: 18 引 25: 17j 5 41 11 203 I 11. 3 

第 100 表 (残存木〉 1959年10月調査

言語ア1 6. 0 1 8 . 0 8.519.019.5110. +0. +1.+1. +2 イ咋 +3.+4.+4.+5.0
(本) I (m) 

日 l 2 7.3 

10 l 3 3 l 17 9.9 

12 2 l 5 4 2 l 36 10.9 

14 l 6 l 32 11. 8 

16 l 20 12.4 

18 5 l 3 26 13. 1 

20 7 15 13.3 

22 l 5 13.7 

24 l 2 13.8 

計[ 1[ 1[ 2[ 5! 3: 91 lli 18i 191 151 201 24: 171 51 41 11 155 [ 11. 9 
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第 101 表 46年生， O. 10 ha , 1964年10月調査
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( )は枯損木

第 102表総括表

極細径木 (2~6cm) 細径木 (8~14 cm) 小径木 (16~24 cm) 

項 目
本数断面積材積本数断面積材積 本数断面積材積

(本〉 (m2) (m3) (本〕 (m2) (m3) I (本〕 (m2) (m3) 

370 0.999 23∞ 21. 053 125.83 470 10.788 71. 88 

伐採木 310 0.845 3.65 770 5.719 32.30 30 0.603 4.14 

伐採率(%)
36 

83.78 84.30 33.48 25.67 6.38 5.76 

残 存 木 60 0.154 0.68 1530 15.334 93.53 440 10. 185 67.74 

1959. 10 調査 20 0.041 0.17 1330 14.358 92.35 680 18. 155 

期間内成長量

定期平均成長量

成長率(%) 41 

伐 採 木 20 0.041 0.17 460 3.924 23.80 

伐採率(%) 100.00 lα).00 34.54 25. 77 

残 存 木 870 10.434 68.55 680 18. 155 133.44 

1964. 10 調査 640 8.404 60.58 870 24.549 203.88 

期間内成長量

定期平均成長量 l 

成長率(%) i 46 

伐 採 木 10 0.079 0.57 

伐採率(%) I 
残 存 木 630 8.325 60.01 870 24.549 203.88 
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No. 20. エゾマツ人工林

第 103 表 直径対樹高相関表(伐採前〕

37年生， 0.10 ha, 41林班ほ-8 小班， 1954年 8 月調査

言語:}.+55.5 6.+ 朴 +.0 9.51ω+0. 5111. Olll 判吋吋判1451TJ|平常高
4 l l 2 3.5 

6 7.5 

8 31 4 3 l l 14 8.6 

10 1 21 2 5 41 10 6 2 33 9.7 

12 l l 3 8 5 3 2 l 26 10.9 

14 l 2 2 4 4 5 3 5 3 3 33 11. 6 

16 3 2 3 41 10 2 2 27 12.6 

18 l 5 6 4 2 4 22 12.7 

20 4 l 3 3 3 14 13.5 

22 l 2 2 5 13. I 

24 1 2 23.5 

計 I1 I1 I1 I1 51 81 91 91 161 211 141 101 151 271 141 131 

(エゾマツ〕 1917年秋植，調査地=0.10 ha, 40林班を 24 小班

中径木 (26~36 cm) メロ"" 計

本 数 断面積 材 積 本 数 直 ー径 (cm) 樹 高 (m)
断面積 材 積

(本〉 (m2) (m3) (本〕 範 囲|平均 範 囲|平均 (m2) (m3) 

3140 4~22 11.0 3.5~13.0 9.6 32.840 202.04 

lllO 4~16 8.7 4.0~12.5 8.4 7.167 40.09 

35.35 19.84 

2030 4~22 12.5 3.5~13.0 10.3 25.673 161. 95 

2030 4~24 14.0 3.5~15.0 11. 3 32.554 225.96 

64.01 

12.80 

6.60 

480 4~14 10.0 3.5~13.0 9.5 3.965 23.97 

23.65 10.61 

1550 8~24 14.9 6.0~15.0 11. 9 28.589 201.99 

40 2.124 18.18 1550 8~26 16.5 8.5~17.0 13.6 35.077 282.64 

80.65 

16.13 

6.66 

10 10.4 12.0 0.079 0.57 

0.05 

40 2. 124 18. 18 1540 8~26 16.6 8.5~17.0 13.7 34.998 282.07 



1954年 8 月調査
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第 104 表

日
υnu 

6 7.5 
8 2 l l 6 8.9 
10 3 4 9 3 21 9.6 
12 l 3 6 3 2 21 10.9 
14 2 2 2 3 5 3 5 4 2 32 11. 5 
16 3 2 41 10 2 2 26 12.2 
18 5 6 4 2 4 21 12.9 
20 4 3 3 3 14 13.5 
22 2 2 5 13.1 
24 l 2 13.5 

本数

(本〕

27 81 10: 41 11. 6 149 計

42年生， O. 10 ha , 1959年10月調査

五豆町7村 5ト 019. 5110. 0 110. 5111. 0 吋。 113. 5114. 0114. 5115. 0115. +. 0116. 51 す| 平均樹高

(m) 

8 l (1) 
(( l > 3

( 
(8.5> 8.8

10 (3)4 5 l 3) 13 10.0) 10.0 
12 2 11 2 31 2 21 1 14 11. 1 
14 (1) 1 2 11 5 6 4 31 1 

(l ]) 24 
(9.5) 12.2 

16 11 2 2 2:(1)5 4 (1) 19 12.9 
18 71 7 8 25 13.8 
20 21 4 61 1 3 (1) 17 (13.0) 14.4 
22 11 3 61 3 2 16 14.7 
24 

21(1)31 ;1 
3 

(1) 7 1(14.5) 15.0 
26 3 14.3 

第 105 表
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表括

(16~24cm) 

積

7.49 

材

総

小径木

第 107 表

0.440 50 

齢

42 

37 

i 林

1954. 8 調査

伐採木

伐採率(%)

残存木

1959. 10 調査
期間内成長量
定期平均成長量
成長率(%)
枯損木
枯損率(%)
残存木

目項

43.68 

28. 18 

6.450 I 

3.980 

540 

340 

47 

1964. 10 調査
期間内成長量
定期平均成長量
成長率(%)
枯損木
枯損率(%)
残存木 220.17 25.664 830 

5.29 

22.89 

0.801 

3.179 

90 

250 
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第 106 表 47年生， O. 10 ha , 1964年10月調査

一 101-

よ:Ef(?勺??!7よ一.0…|川川川ベ吋州01十トl卜卜i日0→.5千5十十ド卜. 1川川11川川州l川ぺ5イl

14 (1) 1 11 31 21 41 1 

21 記

(1) 12 1(12.0) 13.3 

22 13.4 16 

18 

'o 

q
υ
o
o
 

-

-

3

 

2

4

2

 

R
U

内
，h
n
J

ゐ
ー

11 2 2 

20 

22 

24 

21 31 41 11 3 

26 

l

l

 

A
せ
の

d

'

A

R

U

 

E
-》

A
宅

ー

28 11 11 21 31 11 1 

30 

12 14.9 

22 15.8 

13 16.0 

16.3 14 

14 16.5 

9 16.8 

17.0 

計 1~1~(I+I~1 糾 7:(1)州イト十ドト1112[25115111 い泣 1 (9.9) 川

(エゾマツ〉 1917年秋植，調査地 =0.10 ha, 41林班ほ-8 小班

中径木 (26~36 cm) メロゐ 計

本数 断面積 材積 i 本数件径 (cm) 樹 ;J ~ \断面積|材 積
(本〕 (m2) (m3) I (本〉範囲|平均 範 囲|平均 (m2) 1 (m3) 

203.46 

15.61 

7.67 

187.85 

30 I 1. 593 i 12.29 I 1490 8~26 I 16.5 I 7.0~16.5 i 12.8 261. 95 
63.90 
12.78 

8.5~比 5 I 11. 1 
5.81 

80 8~24 13.8 1. 407 10.20 
0.93 

30 I 1. 593 I 12.29 1410 8~26 16. 7 7.0~16.5 i 12.9 32.815 251. 75 

240 I 13.682 122.23 I 1410 8~30 19.0 7.0~18.0114.51 43.326 : 370.58 
113.54 
22.71 

0.801 i 
7.36 

90 8~14 10.4 1 7.0~12.0 I 9.9 5.29 
0.34 

240 I 13.682 122.23 1320 I 1O~30 19.6 I 9.5~18.0 14.8 I 365.29 
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38年生， 41林班ほー15 小班， O. 10 ha, 1954年10月調査

~~------樹局 (m)

5.++++.+朴 519.019.5110.0110. + 1. + 1. +2判13.0113. +4 。 14JJ「， r0・ +5.51凶0・ +6.+7.01 本(本数~I平均〈m樹〕高
車歪Çcmナ\

3.5 4.0 4.5 

2 l l 4.0 
4 l 2 3.5 
6 l 2 3 4. 7 
8 l l 2 8 7.6 
10 l l 3 2 2 2 2 16 10.1 
12 l 2 l 2 2 3 8 5 2 2 28 11. 64 
14 l 5 2 5 2 6 3 25 12.34 
16 l 2 8 6 2 19 13.6 
18 2 l 3 2 6 4 19 14.2 
20 l 5 3 l 11 14.4 
22 l 2 4 14.6 
24 2 l 4 15.5 
26 l 16.5 
28 
30 l 16.5 
32 

直径対樹高相関表(伐採前)第 108 表エゾマツ人工林No. 21. 

20
1 

12.1 

2 l 4.0 
4 l 2.5 
6 l 1 2 4.3 
8 l 2 8.3 
10 l I 2 2 2 2 l 11 10.0 
12 l l 2 2 3 8 3 l 21 11. 5 
14 l 5 2 4 2 l 4 3 22 12.3 
16 2 日 6 2 19 13.6 
18 2 l 3 2 6 4 19 14.2 
20 5 3 l 11 14.4 
22 l 2 l 4 14.6 
24 l 2 4 15.5 
26 I 16.5 
28 
30 l 16.5 

計

一一ZT12村++村村 5_1 ~\7. 5¥8. 018. 519. 0¥9. 5110. +0. +1. +1. 51仲川j 十 +4.+5. +5.51仲

12.6 

142 

119 21 13
1 

U 計
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48年生， O. 10 ha, 1964年10月調査

平均樹高

(m) 

(8.0)6.3 
8.8 14.0)11.9 

12.5)12.8 
13.4 
14.4 
15.4 
16.0 
16.0 
16.4 
15.5 
17.3 
16.5 

18.0 
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第 111 表

i??lo~二阿:~~:-+.f十件付 +0.+0.+ 1. 0 11. 5112, 0卜2.+3 イ13 判
B l (1) (1) 6 

10 l I l 3 

12 3 1[(1) (1) 8 

14 2 1[(2)1 2 5 2 (2) 15 

16 2 2 3 3 13 

18 l 2 4 3 2 l l 17 

20 l 2 2 3 3 l 12 

22 2 3 4 3 l l 14 

24 l 5 2 12 

26 l 2 2 2 8 

28 2 

30 l I 2 

32 2 2 

34 
36 
38 
40 
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項目

第 112表総括表

小径木 (16~24cm) I 中径

本数断面積

(本) I (m2) 

570! 15.442 I 123.80 I 20 1954. 10 調査

伐採木

伐採率(%)

残存木

1959. 10 調査 l
期間内成長量

定期平均成長量 I 43 

成長率(%)

残存木

7
4
 

R
u
 

n
u
 

n
u
 

n

u

n

U

 

4
4

つ
L 0.057 l

 
l
 

n
u
 

123.80 I 20 

回一国 60 

5. 354 I 36.06 I 6叫 18.755 11民 95 60 

4.223 I 29. 60 I 680' 21. 461 I 182.48 I 140 

0.471 I 3.64 

1964. 10 調査

期間内成長量

定期平均成長量

成長率(%) I 48 
枯損木

枯損率(%)

残存木 3.752 I 25.96 I 680; 21. 461 1182.48 140 

No. 22. アカエゾマツ人工林

第 113表直径対樹高相関表

30年生， 35林班に小班， O. 075 ha , 1961年 5 月調査

igp 2.0 2.5 3.0 3.5 5.0 5.5 6.0 6.5 7.0 7.5 8.0 8.5 9.0 9.5 10.5 11. 5 
本数 平均樹高

(本〕 (m) 

2 l 2.0 

4 3 2 19 3.6 

6 11 2 11 9 61 6 4 29 5.4 

8 21 5 51 12 6 8 3 41 6.6 

10 l 2 5 5 6 l 2 22 8.3 

12 l 2 5 9.4 

14 l 

16 2 1 12.3 

計 i1-r 51 31 81 3111112: 111 181 81 ベ 8: 1 81 11 イ 11 41 11 
A

品lro 
う
L

勺
41
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A
U
 

(エゾマツ〕 1916年奪植，調査地 =0.10 ha , 41林班ほー15 小班

木 (26~36 cm) I 大径木 (38~50cm) l日L 計

本数 断面積 樹高 ~llり |断面積|材 積

(m2) I (m3) (本〉 (m2) (m3) I (本〕範囲 I 平均 範 囲

1. 238 10.94 1420 2~30 14.4 2. 5~16. 5 

230 4~14 10.2 4.5~14.0 

16.20 

1. 238 10.94 1190 2~30 15.2 

6~34 16.5 1190 I 

8.5011 74.911 1O! 1.2571 11.371 1190 I 8~40 I 18.6 1 4.0~18.0 比 o I 35. 442 I 298. 36 

69.70 

13.94 

5.36 

40 I 8~14 1 12.0 1 8.0~14.0 111.91 0.4711 3.64 

0.28 

8.50174.911 10| 1.257 1 11. 37 1 1150 1 8~14 1 18.8 1 4.0~18.0 114.1 I 34. 971 I 294. 72 

第 114 表 (広葉樹〉 1961年 5 月調査

樹高(m)1 I I I I _._ ."., I 
¥¥  |8.5I9.ollo-O l l1.oill.5| は o i 12.5 1 は 01 は 5 比 01 は 01 本数|平均樹高

直径(cm) ~I _ J I I I I I I I I (本) I (m) 

6 9.0 

8 3 9.2 

10 2 2 6 10.3 

12 2 2 2 9 10.9 

14 3 2 日 11. 1 

16 2 6 12.0 

18 3 12.5 

20 2 2 6 12.7 

22 14.0 

24 

26 13.5 

計 8 I 
4
 

A
A
 

l
 

11. 3 
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樹種別本数配分表
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第 115 表
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4
E
J

106 一

\樹種

直径 ¥ 

(cm) " 

6 

B 

10 

12 

14 

16 

18 

20 

22 

24 

26 

44 計

表括総第 116 表

(2-6 cm) 

本 積材断面積

極細径木

数
目項

(m2) 

(0.19) (13)1 (0.037) 

3.76 4.48 1. 416 653 
調査1961. 5 

直径対樹高相関表(伐採前)

42年生， 41林班ほ 16 小班， O. 116 ha , 1958年 8 月調査
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第 117 表ヒパ人工林No. 23. 

14 1 8.6 

8lll|317iz!3121 il|1411 印 I 6.4 

11 1 9.3 

4 1 10.1 
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1 I 14.0 

計 l 什什 -;i3Rlwl~1 恥1-3:-7-1 21 31 2: 11 11 1 叶

1931春植，調査地=0.075 ha 

中径木 (26~36 cm) 計 J口L 計

材積 本数 直 径 (cm) 樹 高 (m)
断面積 材積 断面積 材 積

(本) I (m2) (m3) (本〉 範 囲|平均 範 囲 i 平均 (m2) (m3) (m2) (m3) 

(13) (0.708) (4.49) (586) (6~26) (14.3) (8. 5~15.0) (11.3) (10.219) (58.60) 
18.592 97.96 

1626 2~16 7.9 2. 0~12. 3 6.4 8.373 39.36 

第 119 表 (広葉樹) (二次的混生) 1958年 8 月調査

\問叫 o 16.0 17.0 18.0 19.0 …。ト20l川4.0 卜5.01 16 . 0 川 本数|平均樹高
直径(cm)~' 

_____ 
(本) I (m) 

6 日 11 10 l 31 6.3 

8 5 10 8 2 27 7.4 

10 l 11 10 6 2 2 l 34 8.4 

12 10 3 5 5 l 25 9.5 

14 1 3 4 3 2 4 17 10.2 

16 I 4 4 3 4 17 11. 1 

18 l 2 2 2 8 11. 1 

20 2 2 6 11. 2 

22 l 2 15.0 

24 2 (1) 

26 l 1 I 13.0 

28 

ωω1(17.0) 30 

計 9¥ 1い21 341 181 211 81 121 15¥ 31 |(1) 21(1) 1(2) 171 1ω 別 9
( )はトドマツ
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第 120表樹種別本数配分表 1958年 8 月調査

¥ ア ナ シ オミ ア 、、、 イ ヤ ヤ シ ア /、
ケ

カ キ 、、‘ ト
樹種 ヤ

ズ ナ ズ 'マ フ
ツ タ

ナ オ カ チ ーマ ド
コ

直之~~
キ カ タ ザ カ サ

ヤ
ノ、 ツ コ ズ 計

ノ ノ ダ ナ ダ でノ プ ーマ
ナ ーマ ク てノ ナ
シ ド キ キ モ フ ヤ フ モ ノ、e ダF ギ

ノ
フ シ キ ツ (本)

キ

6 3 9 9 6 31 

B 9 5 2 6 27 

10 2 5 11 3 2 6 3 34 

12 3 5 2 2 6 l 2 25 

14 5 3 4 2 2 17 

16 6 2 4 2 2 17 

18 2 2 8 

20 2 6 

22 2 

24 4 

26 

28 

30 

計 1 6126 143 1 21 9113 34 112 1 2 1 21 21 4 I 4 1 9 1 1 I 2 I 2 I 173 

第 122表総括表

項 目
材積

一一一一 _I_(杢_)1(m2) 1 (m3)ーu本) 1 (m22_1 (m3)_I_i杢2_jぜu 血立

即日調査 I I (誘〕|(52|(ifi(24(tjg)ltL37|(321(fZP|(42r
伐 採 木

268)1 (0.759)1 (2. 77)1 (892)1 (8.2∞)1 (37.26)1 (320)1 (8.578)1 (49.26) 

1(100.00)1 1(100. ∞)1(100.00)i I( 100. 00):( 100. ∞〉
伐採率(別 1"39:5'í /1 1"35: o5T'vz: 34/1 1"v'�:44/1 (100. ∞) 

残存木 1 199 1 O. 459 1 1. 26 1 710 1 5. 978 I 26. 67 I 43 I 1. 025 I 6. 19 

-iL二一一;-!-~--I-l一日記 ~~;9-1二J二九二:ム 1---l~1三二:r-15.89
期間内成長量

定期平均成長量

成長率(5'，6) 1 47 

枯損木

枯損率(%)

残存木

26 I 0.201 I 0.55 

1391 0.3241 0.841 6581 6.1171 29.82 

( )はトドマツおよび広葉樹である。

121 I 2.674 I 15.89 



野幌試験林における各種人工林の調査成績(後編) (松井ほか〉 -109 ー

第 121 表 47年生， O. 116 ha , 1963年 9 月調査

J51jト +.+.+.5 014 朴十+.++竹村 sjw. 0110• 5[11. 0111. 51中116. 01 ま|平宮高
4 11 3 5 2.6 

6 ( 1).2 3 (1) 11 (3.0)4.4 

8 11(1)2 31 6 51 3 l I (1) 23 (5.0)6.4 

10 51 3 51 2 19 8.0 

12 11 2 31 3 51 11 5 20 8.8 

14 (1) 31 1 412 1 1 2 (1) 14 (5.0)10.0 

16 11 4 1 1 2 l 10 10.7 

18 2 3 12.0 

20 l 11. 5 

22 

24 

26 l 16.0 

計い|料 44 ね51-411 51 91 ~:司----r1f 61141 51 31 41 1い1 11(3)叫4.3)7・ 9
( )は枯損木

(ヒパ〕 1916年春植，調査地=O. 116 ha, 41林班ほー16 小班

中径木 (26~36cm) 計 メ口L 計

本数 断面積 材積 本数
直径 (cm) 樹 高 (m)

断面積 材積 断面積 材 積

(本〉 (m2) (m3) (本〉
範 囲|平均 範 囲 |平均 (m2) (m3) (m2) (m3) 

(17) (1. 072) (8.23) (1497) (6~26) (11. 6) (5.0~16.0) (9.0) (18.609) (97.52) 
26.468 132.71 1099 2~22 8.9 2.0~14.0 6.4 7.859 35.19 

(17) (1. 072) (8.23) (1497) (6~26) (11.6) (5.0~16.0) (9.0) (18.609) (97.52) 
( 19. ∞6) 98.59 147 4~ 1O 5. 7 2. 5~6.0 5.7 0.397 1.07 

(100. ∞〕 (100.00) (100. ∞) (100.00) 
74.29 13.38 3.04 

952 2~22 9.5 2.0~14.0 6.8 7.462 34.12 7.462 34. 12 

8 OA60 3.69 952 9.776 50.79 9.776 50.79 

16.12 16.12 

3.22 3.22 

7.64 7.64 

26 6~14 8.8 3.0~5.0 4.3 0.201 0.55 0.201 0.55 

0.26 0.26 

8 0.460 3.69 926 4~26 11. 0 2.0~16.0 7.9 9.575 50.24 9.575 50.24 
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No. 24. カラマツ人工林

第 123表直径対樹高相関表

49年生， 41林班ほー29 小班， O. 10 ha , 1959年10月調査

直-------径、(\c樹m\〉高\(\mJ>|110.5 咋 5114 . 5 T .J1日..JTEOu・。+.5:γM-01|M“・ 21. +. 5122. 0122. +. 0 
本数 平均樹高

(本) (m) 

14 11 2 6 13.2 

16 21 2 21 1 10 15.9 

18 21 2 11 4 3 13 17.6 

20 11 2 21 1 61 4 11 3 21 3 25 17.9 

22 l 2 l 11 2 l 11 4 13 18.3 

24 l 11 2 21 2 11 3 14 19.7 

26 21 1 3 l 9 19.8 

28 5 20.7 

30 3 20.5 

32 1 21 2 6 21.2 

計 I 1可 11 11 干61-fl 6: 91 1什 121 51121 41 31' r-r31 11 1ω| 

第 124 表 1964年10月調査

-z?|105lU51131lull55lmol16511701吋 oilE1州吋 5121 . 0121. 5122. 0 中3.51 本数|平均樹高(本) 1 (m) 

14 (1) 1 l (1) 2 (12.5)14.3 

16 l 2 (1) 21 1 (1) 7 (16.5)15.1 

18 2 3 (1)4 (1) 11 (19.0)18.6 

20 l 2 3 21 2:(1)2 (1) 13 (20.0)18.6 

22 31 1 21 2 21 3 21 1 l 17 19.8 

24 11 4 2 12 19.9 

26 2 21 2:(1)2 31 4 (1) 15 (21.0)20.9 

28 21 1 31 2 9 21. 0 

30 l 5 22.0 

32 l 20.5 

34 2 2 5 22.2 

36 l l 2 21.5 

計 1 II(i)1 11 11 31 ln)1 51 11 91 II(i?1 71(i6! 91(i~1 91 81 21 31 21ω99 1 (17 伽 6
( )は枯損木

細径木 (8~14 cm) 

項 目 |林齢|本数|断面積|材積

1964. 10 調査
期間内成長量
定期平均成長量
成長率(%)
枯損木
枯損率(%)
残存木

54 

(本) 1(m2)1 (m3) 

30 
I 

0.4臼 1 3.15 

10 1 0.154 0.97 

20 I 0.308 2.18 

第 125表総括表

小径木 (16~24叫|中径木仰~36叫
本数|断面積|材積本数|断面積|材積

(本) 1 (m2) 1 (m3) 1 (本) 1 (m2) 1 (m3) 

;“一一万示一「ムo 戸ふ下示J
64012 1. 4ωI 194.97 I 370 I 24.420 I 却.54

401 1.221 1 11.42 

600 1 20. 181 1 183.55 370 I 24.420 I 243. 54 



野腕試験林における各種人工林の調査成績(後編) (松井ほか〕

No. 25. カラマツ人工林

第 126 表 直径対樹高相関表(伐採前〕

49年生， 41林班ほー30 小班， O. 10 ha, 1959年11月調査

\蜘~~)12 1. 0 121. 51 22.5 ベ 23. 5124.0 124. 51 ぉ 01 25. 5 い olri 平岩高~~ 121.0121.5122.0 直径(c

20 l 2 21. 3 

22 23.0 

24 l 6 23.3 

26 2 3 2 9 24.1 

28 2 4 5 15 23.8 

30 2 2 6 24.1 

32 l 2 2 l 7 24.5 

34 1 26.0 

36 l l 25.0 

38 2 2 2�.0 

計 1 I 2 I 3i A

時
ム

A
晶1

n
d
 

l
 

l
 

n
ツ 81 21 31 24.0 

第 127 表 (残存木〉 1959年11月調査

一径Jf77210iベ
20 l l 21. 0 

22 l 23.0 

24 l l 6 23.3 

26 l 2 3 2 9 24.1 

28 2 l 3 5 13 23.9 

30 l 2 5 24.1 

32 2 2 6 24.6 

34 26.0 

36 1 25.0 

38 2 2 26.0 

言十 1 ! 31 31 24.0 

1910年春植，調査地=0.10ha 

ifコ 計

径 (cm) 樹 高 (m)

(本)範 回 l 平均 範 囲|平均 (m2) 1 (m3) 

lω1 1日2 1 21 ・ 7 110. 5~23. 0 1 18.2 1 
40.175 I 36口3

46.284 I 441.66 
67.54 
13.50 
3.42 

17.8 1. 375 12.39 
0.63 

990 I 14~36 I 23. 5 I 10. 5~23. 5 19.6 44.909 429.27 
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第 128 表 (伐採前〉 54年生， O. 10 ha, 1964年10月調査

直之士~I 22.0 122. 51刈刈 24.0 124.5 卜5. 0 125. 5126. 0 ¥26. 5¥27. 0 127. 51 矧平T
20 22.0 
22 
24 2 24.0 
26 2 2 6 23.8 
28 2 4 l l 9 24.3 
30 2 3 3 12 25.2 
32 1 3 24.8 
34 2 5 24.8 
36 2 25.0 
38 2 3 26.2 
40 l 25.0 
42 l 26.0 

計 I 2 I 2 I 1! 3 I 6 I 10 I 6 I 5 I 7 I 2 I I 1 I 45 I 2υ 

ZET12201225123o|235|μo ¥24. 5125. 0 ¥25. 5 ト6.0 \26.5127.0127.51 す|平常高
20 
22 
24 l 2 24.0 
26 2 5 23. 7 
28 2 3 8 24.3 
30 2 3 2 11 25.1 
32 l 3 24.8 
34 2 l 5 24.8 
36 l 2 25.0 
38 2 3 26.2 
40 25.0 
42 26.0 

計 I 1 I 2 I 1 I 3 I 5 I 9 I 6 I 5 I 6 I 2 I I 1 I 41 I 24. 8 

第 130表総括表

小径木 (16~24 cm) 中径木 (26~36cm) 大径木 (38~50 cm) 

項 目 林齢
本数 断面積 材積 本数 断面積 材積 本数 断面積 材積

(本〕 (m2) (m3) (本〉 (m2) (m3) (本〉 (m2) (m3) 

1959. 11 調査 90 3. 722 40. 12 390 25.811 291. 02 20 2.268 27.18 

伐 採 木 10 0.314 3.21 40 2.743 30.40 
49 

伐採率(%) 11. 11 8.00 10.26 10.45 

残 存 木 80 3.408 36.91 350 23.068 260.62 20 2.268 27. 18 

1964. 10 調査 30 1. 219 13.47 370 26.199 301.04 50 6.044 72.09 

期間内成長量

定期平均成長量

成長率(%) 54 

伐 採 木 10 0.314 3.28 30 1. 854 21. 55 

伐採率(%) 33.33 24.35 8.10 7.16 

残 存 木 20 0.905 10.19 340 24.345 279.49 50 6.044 72.09 



野i院試験林における各種人工林の調査成績(後編) (松井ほか〕 -113 ー

No. 26. カラマツ人工林

第 131 表直径対樹高相関表

53年生. 41林班ほ-40 小班. O. 10 ha, 1962年 9 月調査

明(m〕1150118 川9.5
直後(cm)~

却 +0.+ 1. 01 21 判22.5ト34235ト44245ト5.0ト5.+6.0ト|岩崎
18 2 4 19.4 

20 l l 3 18.5 

22 l l 2 2 l 9 21. 4 

24 2 3 3 l 9 22. 7 

26 2 2 2 2 2 3 16 22.8 

28 l 2 2 1 11 24.0 

30 3 2 4 l 13 24.0 

32 l l 3 24.2 

34 l 2 23.5 

計 1 11 31 11 1 31 31 51 51 81 51 5: 4: 9 51 61 4! 11 21 70 1 2幻

第 132表総括表 1909年春植，調査地=0.10ha 

計

項

(カラマツ) 1910年春植，調査地=0.10 ha. 41林班ほ 30 小班

合計

本 数 直 径 (cm) 樹 高 (m)
断面積 材 積

(本〕 範 囲|平均 範 囲 1 平均 (m2) (m3) 

500 20~38 28.2 21. 0~26. 。 24.0 31.801 358.32 

50 2O~32 27.6 21. 5~24. 。 23.3 3.057 33.61 

10.00 9.38 

450 20~38 28.3 21. 0~26. 。 24.0 28. 744 324.71 

450 20~42 30.4 22.0~27. 5 24. 7 33.462 386.60 

61. 89 

12.38 

3.48 

40 2O~30 26.0 22.0~26. 。 24. 1 2. 168 24.83 

8.89 6.42 

410 20~42 30.9 22.0~27. 5 24.8 31. 294 361. 77 
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No. 27. スギ人工林

第 133表直径対樹高

土l31551751&018519019h止と11 1.5112. 0 11ケ

4 

2 

2 

1 

2 

I 31 31 21 11 11 31 J
什
一

5 計

第 134 表 (トドマツおよびマツハダ) 1958年 9 月調査

五車1125 ト o 13.514.0 14.515.0 16.0 16.517.0 17.5 ト o 8.5112.0113.01 本数|平均樹高
(本) I (m) 

4 3 7 12 3.2 
6 4 2 2 1 12 4.3 
日 2 l l l 6 6.8 
10 l l 4 7.8 
12 (1) (1) (13.0) 
14 
16 
18 12.0 

計 2 l 1 1 叶叶 (ω35 I 5.0 
( )はマツハダ



野幌試験林における各種人工林の調査成績(後編) (松井ほか〉 -115 ー

相関表 47年生， 41林班ほー34 小班， O. 107 ha, 1958年 9 月調査

13.0 1~~:-51~-:.5115.0 1 叶川叶 17.0 卜7.51 18 . 0 1 18 . 5 1ωohJ| 平常高
3 3.5 

2 5.8 

4 8.9 

4 9.3 

l 11 10. 7 

1 6 10.4 

2 10.0 

2 l l 8 12.0 

l l 6 11. 9 

l 3 l 7 14.7 

l 2 2 2 l 12 14.5 

l l l 5 15.9 

l 3 15.0 

l l l l 9 16.8 

l l l 3 16.8 

1 l 3 17.2 

2 16.0 

l l 18.5 

l 15.0 

3I 21 41 5下-61 ~ 61 71 31つT 21 4 戸]

第 135 表 (広葉樹〕 1958年 9 月調査

一宮ア1 5. 0 7.017.518.019.019.5110.0\11.0\11.5112.0\12.5114 化~\平常高
6 2 2 l 5 5.7 

8 2 l 4 8.0 

10 2 4 8.9 

12 2 4 9.6 

14 1 3 5 9.7 

16 l 2 l 2 2 9 10. 1 

18 l l 10.0 

20 l 1 2 l l 6 11. 3 

22 

24 l 3 11. 8 

26 l 12.0 

36 l 12.0 

計 1 2 1 3 I 1 I 1 1 3 1 2 1 3 1 5 1 8 1 5 1 2 1 6 1 1 1 1 I 43 1 
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第 136 表

-ic!?竺1 4. 0 16.517.0 1 7 . 5 卜 o 18.519.0 9.51叫0.51 11 . 0 11.51 ベ ω
6 3 

10 2 (1) 

12 

14 l l I 1 (1) 1 

16 l 2 

18 l 

20 l 

22 l 1 l 

24 l l 

26 l 

28 

30 

32 

34 

36 

38 

42 

44 

46 

48 

52 

計 41 叶 1 1 (1~ 1 

( )は枯損木

第 137表総括表 (スギ〕

極細径木 (2~6 cm) 細径木 (8~14 cm) 小径木 (16~24 cm) 中径木 (26~36cm)

項 目 林齢
本数 断面積 材積 本数 断面積 材積 本数 断面積 材積 本数 断面積 材積

(本〕 (m2) (m3) (本) (m2) (m3) 〔本〉 (m2) (m3) (本〕 (m2) (m3) 

(47] (0 叫0.46J (158J (1. 619Jb. 51] (177J (4. 945J [25.96J [19J [1. 444J [8.15J 

1958. 9 調査 47 (224) ωη|(146) (103) (9) (0.237) (1. 64) 

28 0.07910.15 196 2.386 112.25 270 9.018 51. 26 326 22.914 161. 78 

1963. 10 調査 28 0.079 1. 65 168 2.116 11. 07 251 8.236 52.60 345 25.428 198.09 

期間内成長量

定期平均成長量

成長率(%) 52 

枯 損 木 19 0.217 1. 34 9 1 0.354 2.48 

枯損率(%)

残 存 木 28 0.079 1. 65 149 1. 899 9. 73 242 7.882 50.12 345 25.428 198.09 

[ J はスギ林の広葉樹である。

( )はトドマツおよびマツハダ。 1963年度における広葉樹の測定は省略。



野幌試験林における各種人工林の調査成績(後編) (松井ほか〕 -117 ー

52年生， O. 107 ha , 1963年10月調査

叫:51叫.5.51 16. 0 1 1斗7. 0 117. 5118. 0 11~. ~トム。|… 1 20斗。 51iihF引 平均樹高

(m) 

3 4.0 

(1) 4 (11.0) 8.1 

3 9.5 

l (1) 9 (12.5) 10.7 

2 6 11. 1 

3 14.0 

2 4 13.6 

(1) 1 l (1) 9 (14.5) 13.3 

l 4 13.8 

2 8 15.6 

l 2 2 l 2 10 17. 1 

l 2 16.5 

l 2 5 17.8 

2 1 l 7 18.4 

l 5 18.4 

1 3 18.8 

l 18.5 

1 18.5 

l l 20.5 

1 17.0 

いい1 3 r  41 41 91 31-6
1 :r 71 1 11 2113) イ(山4.3

1911年春植，調査地~O. 107 ha , 41林班ほ-34 小班

大(径38木 極大径木 計 メ口斗 計~50cm) (52cm 以上)

本数断面積 材積 本数断面積 材積 本数 直径 (cm) 樹 高 (m)
断面積 材積 断面積 材積

(本〕 (m2) (m3) (本〕 (m2) (m3) (本) 範囲|平均 範 囲 l 平均 (m2) (m3) (m2) (m3) 

41ドl 叫|卜印泌+やド!i凶4.8刊小1十1[昨叫|| M (336):(4~18)1 (6.6)! (2. 5~は 0)1 (5.4)1(1.373)1 (6.79)1 47.440 307.47 

371 3.531 33.16 91 1. 979 11.841 8571 6~44 1 2μ 3. 5~19. 0 ω |37・悶 25叩

56 7.566 57.98 91 1. 979 11. 84 857 6~52 24.1 4. 0~2 1. 0 14. 1 45.404 333.23 45.404 333.23 

70.81 

14. 16 

4.82 

1-m110~145  12.7 1 0.571 3.82 0.571 3.82 

0.26 

56 7.566 57.98 11. 84 829i 6~52 i 24. 44.0~2 1. 0 14.3 i44.833 329.41 44.833 329.41 
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No. 28. スギ人工林

第 138表直径対樹高

-rア13.013.514.014.5 ト。卜 5 6.0 6.5 8.0 8.5 吋+=.+1. 5
2 l 
4 l 
6 l 
8 l l l 
10 l 1 l 

12 2 1 l 
14 l 2 2 l 
16 l l l 
18 l 
20 l l l l 

22 1 
24 l 1 
26 l 
28 1 
30 

32 l 
34 
36 
38 
40 

42 
44 

計 1 31_1 J _ 1 2 1 1 1 2 1 1 1 21 21 21 1113121312 5 

第 139 表 〈広葉樹〉

~~C:;~~I__2.5 _I 3.0 I 3.5 I 4.0 I 4.5 I 5.0 1 5.5 I 6.0 1 6.5 I 7.0 I 7.5 I 8.0 
4 (1) (1) (1) 2 

6 (2) 1 (5) (2) 1 (1) 2 

8 (1) 1 (1) 1 (1) l l 1 

10 (1) l 

12 l l 

14 

16 

18 

20 

22 

24 

26 

28 

30 

32 

34 

計 |ω1 1ω21ω21ω;1ω 21 (1) 1| 

( )はトドマツ



野幌試験林における各種人工林の調査成績(後編) (松井ほか〉 -119 ー

相関表 49年生， 41林班ほ 42 小班， 0.088 ha , 1958年 8 月調査

ベ
l 3.0 

3.5 
3.0 

4 5.4 
4 6.4 

4 8.0 
6 11.3 
4 11. 5 

3 1 l 6 14.2 
l 2 9 12.3 

l 12.0 
4 13.5 

2 4 15.4 
1 l 6 15.5 

3 1 5 17.3 

2 5 15.9 
3 l 5 17.5 
l 2 18.0 
2 3 16.8 
l l 17.5 

l 19.5 

lI l-r 6[ 1 ¥ 1! 2 I 6 : 1 1 6[ 10 \司つ[ I 1 [ 77 いれ

8.5 I 9リー I 10.0 I 10. 5 I 11. 0 I 11. 5 I 12. 0 L~小3jJ121 平岩高
(3) 3 (3.3) 4.3 

(10) 4 (4.1) 5.5 

(3) 6 (5.0) 6.3 
1 I l (1) 3 (6.5) 9.5 

1 3 8.2 

2 2 10.5 

12.5 

l l 2 9.3 

1 2 12.3 

2 12.5 

l 11. 5 

11. 5 

l 13.0 

31 21 R
U
 

• 0
0
 

、B
ノ

q
d
 

• 4
 

〆
E
‘
、

l
 

q
d
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，

守
dl

 

r
『
\

q
d
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第 140 表

izf円。\4. 5¥5. 0 ¥5. 5卜い 017.5\8.018.519.019. 5110.0¥10. 5\11.~川 12.5
A
晶
〆
。
a
u
n
U
4
4

l
l
 

1 

l 

I (1) 

1 
21 1 I 

4
6
8
0
2
4
6
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( )は枯損木

第 141表総括表

極細径木 (2~6cm) 細径木 (8~14 cm) づ径木 ~~~~~~m~ I 
項 目 林齢

本数断面積材積 本数断面積材積 本数断面積材積

(本〉 (m2) (m3) (本〉 (m2) (m3) 〔本〉 (m2) (m3) 

(80J (0. 172J (0.57] (160) (1. 354J (5.92J (80) (2. 714J (15.34J 

1958. 8 調査 49 (148) (0.367) (1. 18) (46) (0.263) (1. 03) 

34 0.050 0.08 206 2.161 8.98 274 8.398 51. 97 

1963. 10 調査 23 0.029 0.58 171 1. 586 11. 09 286 8.922 60. 18 

期間内成長量

定期平均成長量

成長率(%) 54 

枯 損 木 34 0.315 1. 95 

枯損率(%)

残 存 木 23 0.029 0.58 137 1. 271 9.14 286 8.922 60. 18 

( )はトドマツ， ( J はスギ林に混生している広葉樹。

1963年度調査では広葉樹の測定を省略した。



野幌試験林における各種人工林の調査成績(後編) (松井ほか〕 -121 ー

54年生. O. 088 ha. 1963年10月調査

叫3.5114.0114.5115.0115.5116.0116.5117.0117.5118 。 18.5119.0119.5ト。 01205121oiTJ i 平常高
2 (5.0)3.8 

(1) 3 (5.0)4.8 
4 7.4 

(1) (2) 3 (13.8)7.8 

2 11. 5 
3 5 13.2 

2 5 14.0 
l 7 12.4 

4 14.5 

4 15.4 
l 2 15.5 

l 2 5 16.9 
l 3 14.8 

1 2 6 18.2 

l 4 17.9 
3 2 2 8 18.5 

l 2 4 18.6 

2 19.0 

21. 0 

「 61 41 411.;1 31 11 31(1) 31 31 トト円1 示斗(10 的

〈スギ) 1909年春植，調査地=0.088 ha. 41林班ほー42 小班

中径木 (26~36cm) 大径木 (38~50cm) 計 メ口斗 計

本数 断面積 材積本数断面積材積 本数|一~~I 樹高 (m) 断面積 材積 断面積 材積

(本〕 (1ll.2) (m3) I(本)1 (m2) 1 (m3) (本〉範囲|平均範 囲 i 平均 (m2) (m3) (m2) (m3) 

(34) (2. 453J (14.03J (354JI (4~34J (13.3JI (3. 5~13. Oﾙ8. 5JI(6. 693J (35.86J 
(194)1 (4~ 1O) ω(2ベ (2.21) 47.795 316.03 

309 22.800 167.01 571 7.0631 49.92 880 1 2~44 22.2 I 3. O~ 19.5 1 12. 9i40. 4720 277.96 

320 26. 128 202. 13 801 10.419 81. 15 880 4~48 23.9 3. 5~2 1. 0 14.2 47.084 355. 13 47.795 355.13 

75.22 

15.04 

4.77 

34 8~12 10.4 5. 0~17. 5 10.8 0.315 1.95 0.315 1. 95 

0.12 

320 26. 128 202. 13 801 10.419 81. 15 846 4~48 24.5 3. 5~2 1. 0 14.4 46. 769i 353. 18
1
46. 769 353. 18 
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No. 29. ヒノキ人工林
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第 143 表 (残存木)

8.6 

1955年 7 月調査

iiiiff-135川村村++川村 5山|卜ト11川l川01卜1…巾|本 数|平糊
(本) 1 (m) 

4 2 3 4.2 

6 21 1 l 7 5.3 

B l l 11 2 11 2 41 2 15 6.8 

10 21 2 21 2 41 3 11 3 1 24 7. 7 

12 21 3 41 4 21 5 31 1 21 4 2 33 9.0 

14 53511  11 2 2 2 1 I 23 9.3 

16 11 11 1 1! 1 21 4 4 3 4 l 1 23 10.6 

18 l 21 2 2 l 2 12 11. 0 

20 l l l 5 10.7 

22 12.0 

計- 121 31 21 11 61 41 61 云G81 131 101 1什可 51121 81 91 31 5日瓦1 8.8 

第 144-a表 41年生， O. 106 ha, 1960年 9 月調査

樹高(m)1 標 本 木 樹 高 (m) 本数|平均樹高l算出樹岡本数
直径(叩)両同日18 判り|刈~吋10. 5111. 0[11. 5112. 0112. 5(13坐3. 5114. 0114. 5:15. 01 (本il~(~).Jj~).l (本〉

6 5 

8 6.6 9 

10 5 7.7 7.8 18 

12 21 2 7 9.6 9.0 33 

14 l 2 14 11. 3 10.0 26 

16 2 11 21 11 11 11 1 l 12 10.6 10.9 22 

18 11 11 21 11 21 2 10 11. 4 11. 7 19 

20 2 11. 3 12.5 9 

22 l 3 12.8 13.0 3 

24 13.5 

計 1 11 11 11 11 31 51 71 41 51 31 31 71 51 2而 11 1 11 引 10.7 1 
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A野幌試験林における各種人工林の調査成績(後編) (松井ほか)

46年生. O. 106 ha, 1965年10月調査

直\径(、c応樹高\(m>4.+ 朴+イ75180l8+付 0:10.51中 5112. 0112. 5113. 0:中|州川ま|平岩高
6 2 6.8 
8 2 2 l 6 7.6 
10 11 2 21 1 1 10 7.6 
12 11 2 11 2 21 5 11 2 19 9. 7 
14 l 11 2 11 4 41 1 22 10.9 
16 11 1 21 6 51 1 31 1 2 2 23 11. 2 
18 4 5 3! 3! 2 21 1 22 12.0 
20 l 21 1 21 2i 4 21 5 l 20 12.8 
22 21 11 2 21 2 10 12.8 
24 2 21 1 l 7 13.3 
26 I 3 14.2 
28 13.0 

第 144-b 表
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4日~rム1~31101~計

1955年 7 月調査

直~~~--径J(叩了高~~] 4.0 5.0 6.0 7.0 8.0 9.0 10.0 
(本) I (m) 

6 l 5.0 

8 l 13 10 6 2 32 5.8 

10 6 13 6 26 6.1 

12 4 9 15 5 34 6. 7 

14 5 9 6 1 22 7.3 

16 2 4 4 l 12 7.6 

18 2 3 2 7 8.3 

20 2 9.0 

22 2 8.0 

32 10.0 

(広葉樹〉第 145 表

6.7 139 8 2 22 42 40 24 計

1955年 7 月調査

(本)

1264227

‘

221 

q
υ

つ
&
q
d

う
4
1
よ

樹種別本数配分表第 146 表
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第 147表総括表

極細径木 (2~6 cm) 細径木 (8~14 cm) 小径木 (16~24 cm) 

項 目 林齢
本数 断面積 材積 本数 本数 断面積 材積

(本〉 (m2) (m3) (本〉 (m2) I (m3) (本〕 (m2) (m3) 

1955. 7 調査
(9) (0.026) (0.09) (1080) (10.305) (32.54) (218) (5.286) (21. 26) 

161 0.366 1. 03 919 9.567 42.95 388 9. 118 49.04 

伐 採 木
(9) (0.026) (0.09) ( 1080) (10.305) (32.54) (218) (5.286) (21. 26) 

35 1/2 66 O. 142 0.35 19 0.107 1 0.56 

伐採率(%) (1∞.00) (100. ∞) (100. ∞) (100.00) 

40.99 33.98 2.07 ~::/I 9. 118 山残 存 木 95 0.224 0.68 900 9.4601 42.39 

1960. 9 調査 ~47~ ~o. 133~ ~0.38~ ~825~ ~9. 138> ~43.04~ ~511>kI2. 952~ ~75. 77~ 

枯 損 木 ~1O~ ~0.047~ ~0.26> 

枯損率(%)
41 

残 存 木 ~47~ ~O. 133~ ~0.38~ ~815> ~9.091~ ~42. 78~ ~511 ~i~ 12. 952~ ~75. 77~ 

1965. 10 調査 19 0.054 0.21 540 6.272 32.58 135.71 

期間内成長量

定期平均成長量 46 

成長率く%)

残 存 木 19 0.054 0.21 540 6.272 32.58 776 

( )は広葉樹。

~ ~は第 2 回目の照査による数値である。 1965年度の成長関係の計算は 10.5 年間で求めた。

No. 30. サワラ人工林

第 148表直径対樹高相関表(伐採前)

36.5年生， 40林班を一22 小班， O. 093 ha, 1955年 7 月調査

-iiff!??仲村い+r8.+ 朴 5州叶 5 12.0 …113 . 5 1 本数 l 平糊(本) I (m) 

4 11 1 4 4.1 

l j 
6 1 2 11 1 l 20 6.1 

8 41 5 41 3 11 2 l 28 8.2 

10 11 1 3 21 7 61 10 6! 4 91 2 111 2 66 9.1 

12 21 5 51 4 51 6 51 5 121 6 51 1 62 9.9 

14 l 11 2 41 3 21 2 51 7 61 9 7 49 10.7 

16 21 1 21 3 51 9 171 13 51 1 59 11. 7 

18 2 31 1 131 7 9 35 12.1 

20 31 3 6 12.3 

22 11 3 41 2 10 12.4 

24 2 4 12.6 

26 l 12.5 

計 1 21 11 41 11 6181 71-91191 ;91Lい1191171391斗 5州 181 21 344| 



野幌試験林における各種人工林の調査成績(後編) (松井ほか) -125ー

(ヒノキ〕 1918年春植，調査地=O. 106 ha , 40林班をー20 小班

中径木 (26~36cm) 1 計 |合

本数釦i 断面積|阿材積|比本数劃|直径 (cm)川|樹 高 (m同_)1 断面積 1#材積配|断面積|材積

∞ 1 (m2η) 1 附 1 (本) 1 範 囲 i 平均|範 図|平均 1 (m2り) 1 (m3り) 1 附|附
( の州l比(ω 

l凶46伺8 1 4~22 1 1ロ2.2引1 3.0~1ω3.0 川1 8.6利11ω9.0白51川1 93.0但213お5.0ω96引I 1凶48.966 

(仔9)1 (ω0.428の州)1 (臼2.0白5の)1 (1316)! (6~32) !u2.0)1 (4. O~ 10. O)~ (6. 7):( 16.045)1 (55.94) 
I I 1 O. 249 I O. 91 I 16. 294 I 56. 85 

(問的 1(1∞・∞)i(肌∞): 1(1∞∞) 
5.79 I I 0.98 I 38. 16 

l 13お83引1 4~22 1 い川ιlロは2乙.6叫I 3.5~1凶3.ω.0引I 8.8!18.8 位 ! 9幻弘引2乙幻.1日1 I 18.8 ω I 9但弘2乙. 1日l 

《むいl凶3犯8励3捌》到1 <α6~μ~ l~は の州 I~陥《心l瓜 O吟》米[<2ω2辺2.2幻劫~1~1 叫 lω9~到米1<22.2辺23劫3吟羽》訓1 ~以 ω 
《ο10~到I I ~σ7.3吟訓》到 I ~5. 0~1 ~O. 047~1 ~O. 26~1 ~O. 047~1 ~O. 26~ 

~0.04~1 I ~0.04~ 
1~ 1O. 0~1~2乙刈1~11叩~1~22 同1 ~118 効

日8 [16.2[ 4 日5. 5 : 11. 1 1 30 悩|則 81 130 臼6[ 刷 81

i|||| 日 l l89:7: 

I 6.24 I 6.24 

38! 2.092!13.31! 1373; 6~28 16.21 4.5~15.5i l1・ 1 130 悩 1 18山|見附|山 81

計

~1373~1 ~6~24~ 1~13. 8~ 

38 I 2.092 13.31 η
ο
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第 149 表 (残存木〉 1955年 7 月調査

\22…16.517.017.5 ト 01 8. 519. 0 19. 5110. 0: 10. + 1. + 1. +2. +2. 5 ゆ 51 本数|平均高
(本) 1 (m) 

8 6 8.8 

10 1 2 31 17 9.6 

3' 12 l 4 2 5 4 4 2 4 42 9.9 

22i 1 

14 2 4 3 5 8 7 42 10. 7 

16 l 2 9; 17 11 l 57 11. 7 

18 1 13 7 9 34 12.2 

20 3 3 6 12.3 

22 3 3 2 9 12.3 

24 2 1 l 4 12.6 

26 l 12.5 

計 -1  r--;1-5い 1 1 8: d 8: d 12[ 251 191 501 331 181 21 218 1 11. 0 
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第 150 表 42年生. O. 093 ha, 1960年 9 月調査

ヰケ川 0\7.5 9川0.+0.+ 1.+1. 5\ベゆ 0:13.5\ ~本~\平問高
8 2 5 9.6 

10 2 2 11 9.2 

12 1 3 4 4 4 3 31 1 35 9.8 

14 2 5 4 1 5 71 4 l 41 10.5 

16 l 3 2 2 111 7 2 45 11.4 

18 l l 161 10 5 42 12.0 

20 2 9 5 7 23 12.3 

22 2 4 8 12.3 

24 2 4 12.4 

26 4 12.8 

計
51 "1 81 121 81111121 251 20¥ 511 331181 2 11. 1 

第 152表総括表

極細径木 (2~6cm) 細径木 (8~14cm) 小径木 (16~24 cm) 

項 目 林齢
本数 断面積 材積 本数 断面積 材積ー 本数 断面積 材積

(本〉 (m2) (m3) (本) (m2) (m3) (本〕 (m2) (m3) 

1955. 7 調査 259 0.662 2.53. 2209 22. 786 127.00 1228 30.458 194.19 

伐 採 木 259 0.662 2.53 1056 8.938 47.53 43 1. 117 6.97 
36 1/2 

伐採率(，%) 100.00 100.00 4780 37.43 350 3.59 

残 存 木 1153 13.848 79.47 1185 29.341 187.22 

42 (991) (12.267) 仰 25)1 (附(34. 28i)bI6. 35) 

1965. 10 調査 614 7.908 50.64 1606 47.848 355.58 

期間内成長量

定期平均成長量

成長率(，%) 47 

枯 損 木 21 0.244 1. 03 22 0.433 2.63 

枯損率(，%)

残 存 木 593 7.664 49.61 1584 47.415 352.95 

( )は第 2 回目の照査による数値である。

1965年度の成長関係の計算は 10.5 年間で求めた。
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第 151 表 47年生， 0.093 ha, 1965年10月調査
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(サワラ〉 1918年春値，調査地=O. 093 ha, 40林班をー22 小班

中径木 (26~36cm) i口'- 計-

本 数 断面積 材 積 本 数
直 径 (cm) 樹 高 (m)

断面積 材 積

(本〉 (m2) (m3) (本) 範 囲!平均 範 囲|平均 (m2) (m3) 

11 0.572 3.61 3707 4~26 13.0 3. 5~13. 5 10.1 54.478 327.33 

1358 4~22 9.6 3.5~12. 5 8.5 10.717 57.03 

366 17.42 

11 0.572 3.61 2349 8~26 15.0 5. 5~13. 5 11. 0 43.761 270.30 
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z、 (州(… 1(15.9) I (6.5~13.5)1 (11 巾 B叶…〉

129 7.976 60.94 2349 8~30 18.1 7.5~16. 5 13.4 63.732 467. 16 

183.20 

17.45 

4.76 

43 12~16 14.0 7.5~1 1. 5 9.4 0.677 3.66 

0.10 

129 7.976 60.94 2306 8~30 18.1 8. 5~16. 5 13.5 63.055 463.50 
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No. 31. チョウセンマツ人工林

よ??トイ84村
8 1 8.5 
10 
12 l 1 7.5 
14 
16 l 5 13.2 
18 I 14.0 
20 l l 11 2 5 13.5 
22 2 2 15.0 
24 2 5 14.8 
26 2 l 1 5 14.5 
28 2 14.8 
30 1 l 4 15.6 
32 21 1 4 14.9 
34 1 l 2 16.0 
36 l l 15.0 

計
F1  1 11 1 ~I- I-I-~日-21~I----;I- ;ド刊~ 31 11 ぷ|

第 154 表 (伐採前)

-t;1戸卜 5j6.0 16.517.0 17.518.0 18.519.0 1 9 示川両 11 。ト5112.0 j12. 5 
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第 155表(残存木〕

~j5. 0 15.516.0 16. 5j7. 0 17. 5j8. 0 18.519.0 19. 5j 川 10. 5j11. 0 jl1. 5 卜2.0 j12. 5 

6 l l 2 
一 8 2 1 3 1 
10 2 l l 2 
12 l l 
14 1 3 
16 l 
18 l 
20 
22 
24 
26 
28 
30 
32 
34 

計 41 1 I 4 
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第 156表樹種別本数配分表(伐採前) 1958年11月調査

直CE、、、) ~I: 犬
ア ミマイア イ シ セ シ オミ ア ー、. ア キ カメ

ズ ヤマ カ タャ オ ヌ
フ プ タ イ

ニ~ ナ 、J オ ゲ
キ
ザンカダ ン

カ ズ サ コ ツ
ツカ

計
ノ ノ / フナ クエ ジ ン プ ニE

シ ラパデモ ;%. キ キ ノ、 キ コ キ ダシラデ

6 3 6 
8 8 l l l 18 
10 13 l l l l 1 25 
12 14 2 l 2 23 
14 17 2 2 24 
16 3 2 3 9 
18 B 1 l l l 12 
20 l l l l 6 
22 2 
24 1 2 
26 l 
28 l 
30 
32 
34 l l 

言ト I671 31 61 41 2! 21 2[ 1O[ 9[ 3[ 4[ 21 41 7[ 1[ 1[ 3[ 130 

(広葉樹〉 1958年11月調査

川3.5114.0114.5 卜5.01 15. 5 1 川
6 6. 7 
18 9.0 

1 25 10.4 
4 3 1 23 11. 9 
7 3 4 2 l 24 13.1 
l 2 2 l 9 13.7 
2 2 2 1 1 l 12 14.0 
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47年生， O. 109 ha , 1963年11月調査
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第 159 表 樹種別本数配分表 1963年11月調査
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第 160表総括表
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(チョウセンマツ〕 1915年秋植，調査地=O. 109 ha, 31林班い-8 小班
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第 162 表 (広葉樹) 1956年 7 月調査
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第 163表樹種別本数配分表 1956年 7 月調査

ぷ
ヤ 、、 ナ ア シ 、、、 -'、' シ キ ヤ ア カ イ

ヤ ナ ツ タ ズチ ー才 カ ナ ズ コ
Vマ

ザ カ ヲf
ヤ

ウ コ キ ツ タ 計
ダ ダ ノ ナ プ グ

グ ーマ
ナ ナ

モ フ ド モ キ フ キ ギ リ シ ワ シ ブ ヤ
(本〉一一

6 B 2 8 l 23 
B l 3 6 3 10 3 27 
10 2 4 7 l 8 l 25 
12 2 2 3 6 2 2 17 
14 5 2 6 2 17 
16 l 2 4 4 12 
18 5 6 
20 5 5 
22 l 
24 l 

計 |13 1 9 1 25 1 30 1 38 1 4 1 1 / 4 1 1 1 2 1 1 / 1 1 1 1 4 1 134 

ヰ~15.+++坐同叫判川州
6 l 1 3 1 6.3 
8 2 2 l l 7 1 7.9 
10 l 11 2 1 l 6 1 9.1 
12 l 3 1 9.7 
14 l l l 6 112.5 
16 l I1 2 11 5 5 16 14. 1 
18 11 1 4 112.6 
20 I1 3 21 1 8 114.5 
22 11 3 31 1 9 114.6 
24 l 2 114.5 
26 31 2 2 7 115.4 
28 l 21 2 5 115.5 
30 1 11 3 15.8 
32 1 116. 。

計 1 1/ 31 / / 41 11 2/ 31 31 1/ 11 31 I 21 21 41 31 51 151 131 81 51 I I 1180 112.9 

第 165表総 括 表

極細径木 (2~6 cm) 細径木 (8~14cm) 小径木 (16~24cm)

項 自 林齢
本数 断面積 材積 本数 断面積 材積 本数 断面積 材積

(本) (m2) (m') (本〕 (m2) (m') (本〉 (m2) (m') 

1956. 7 調査 (232) (0.657) (2.42) (869) (7.939) (34.33) (252) (6.407) (29.91) 

伐 採 木 40 0.114 0.25 354 3. 788 19.57 364 11. 091 65.00 

34 1/2 (232) (0.657) (242) (869) (7.939) (34.33) (252) (6.407) (29.91) 
伐採率(%) (100.00) (100 ∞〉|(…〕 (100.0汁∞∞〉 (100.00) 

残 存 木 40 0.114 0.25 I 354 3. 788 19.57 I 364 11. 091 65.00 

1962. 5 調査 30 0.086 0.30 222 2. 107 11.39 394 11. 186 76.98 

期間内成長量

定期平均成長量 41 

成長率(%)

残 存 木 30 0.086 0.30 222 2.107 11. 39 394 11. 186 76.98 
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No. 33. チョウセ γマツ人工林

第 166表直径対樹高相関表

42年生， O. 050 ha, 41林班ほー17小班， 1958年 8 月調査
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IT 1(1), I 1 I I 2己三|三I 1I 2, I 2; i 31 1 I I I I( 1)1(加

(チョウセンマツ) 1920年秋植，調査地=0.099 ha, 40林班か小班
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樹種別本数配分表

直\〈径咽\\〉樹種 2 Z キヨ
カ オ 、、、 ア 、、、 ヤ シ イ オミ ト

ヤ
カ ズ チ

タ
オ ドヒ ーマ ナ ヤ

ツ ザ カ
計

ヨ :!J. ナ ダ ノ ノ ーマ

グ "'-

フ ウ ブ モ フ モ キ ア キ ツ
(本〕

4 
6 l 
日 2 l 4 
10 2 
12 l 6 
14 l 3 
16 2 1 4 
18 2 
20 
22 
24 

第 167-b表

24 計

。

。

3
3
7
6
7
3
0
5
 

47年生， O. 05 ha, 1963年 9 月調査

4f〕 I8 十朴 510. 0[10. 5111. 0111. +2. 0112. 5113. 0113. 5 州州刑目。117.5118.0: 1&. 51 ~~ 1 平常E
8 (1) (1) (8.0) 
10 l l 11. 
12 2 2 14. 
14 
16 (1) 2 l l (1) 4 (11.0)16. 
18 l 4 14. 
20 21 1 2 6 16. 
22 11 2 31 1 7 16. 
24 11 3 4 8 16. 
26 2 3 l 7 16. 
28 l l 3 16 ・

30 l l 2 17. 
32 l l 18. 
34 l 17. 

第 168-a表
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1963年度は広葉樹の測定を省略。

計

表括総第 168-b表

;ithT 本
目項

42 

1963. 9 調査 80 0.710 4.66 600 20.376 156.70 

期間内成長量

定期平均成長量

成長率(%) 47 

枯 損 木 20 0.100 0.44 20 0.402 2.20 

枯損率(%)

残 存 木 60 0.610 4.22 580 19.974 154.50 

調査1958. 8 
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JZ竺両日 1山lu両肩l16.51司ヰ1~:5ll叫斗仲l 十14Zでで高

計 1 11 21 11 11 11 7i 4¥ 41 61 14i 61 201 おl 22 22 科 81212i171| 18.3 

第 169-b表 (残存木)

てミき高(m)113. 0!13. 5114. o!ム門一一 |6dIAR11701FJーι工品二lJ15レ7T均|平
酵(cm)---------_113.0113. \一一11::'. U1I::'. ::'1一I~上 iよ上 I---lP |-11(則一 (m)

:;;!1jJf 

(チョウセンマツ〉 1916年春植，調査地=0.05 ha, 41林班ほ 17 小班

中径木 (26~36cm) 1 計 計

本数|断面積|材積|本数|直径 (cm) 樹 高 (m) 材積

(本) 1 同 1 (m川〔本〕|範囲|平均範 囲|平均 1 (m2) 1 側 I (m2) (m3) 

1 (480)1 (6~24)1(12.8)1 (4.0~12.0)1 (9.1) 仏 742) (34. 82) .~ ~OO 1 

m1 13. 4臼 I 94.201 960 1 1O~む 119.61 1O.0~17.0 い4.3 i 35.546124ω| 恒 ω01
281. 46 

280 117.380 1135.40 I 960! 8~34 I 2川 8~1川 15.8i38・ 466 ! 296.76 38.466 ! 296.76 

l l|111121  

柏 1 ト16 I 11・ 7 I 8 日1. 0 1 9.5 I 0四日 1 2.64 

0.20 

280 I 17.380 1 135.40 1 920 ¥ 1O~34 I 22. 3 111 日8.5 1 16.1 : 37.9臼捌 12 37.964 I 294. 12 
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第 170 表 45年生， O. 10 ha, 1965年11月調査

よf当14.+5.+5 叫司州
12 1 2 15.3 
14 11 (1) 2 2 (1) 8 (16.0)16.9 
16 l 2 4 2 B 3 4 25 17.8 
18 2 l 5 6 4 6 2 29 18.6 
20 2 l 2 7 9 4 27 19.1 
22 2i 4 41 10 7 27 19.8 
24 3 2 7 4 19 19.8 
26 l l 5 21 11 19.9 
28 2 4 21. 0 
30 
32 21. 0 

平均樹高

(m) 

計 1 11 11 21 (す 41917117i 叫 24d 判 141421ω153 I (16.0)18.9 

( )は枯損木

第 171表総 括 表 (ヨ{ロッパトウヒ〉
一一

細径木 (8~14 cm) 小径木 (16~24cm) 中径木 (26~3

項 目 林齢
本数 断面積 材積 本数 断面積 材積 本数

(本〕 (m2) (m3) (本〕 (m2) (m3) (本〕

1960. 10 調査 240 3.252 30.10 1340 40.658 428.29 130 

伐 採 木 120 1. 487 12.86 50 1. 005 10.40 

伐採率(%)
40 

50.0 42. 72 3. 73 2.43 

残 存 木 120 1. 765 17.24 1290 39.653 417.89 130 

110 1. 6121 15.721 425. 13 

期間内成長量

定期平均成長量

成長率(%) 45 

枯 損 木 10 o. 154 1. 44 

枯損率(%)

川9.748 1 425 バ残 存 木 100 1. 458 14.28 160 

6cm) I 

断面積ム III
_ç1Tlり上Lぜ'2_:

79.86 

79.86 : 

99.52 

99.52 I 

(注〉 本人工林の南側隣接は成長の不良なエゾマツ人工林であるので，ヨーロ汐パトウヒの樹冠が南側に伸び

ぷ
一82
2
2
2
%
i
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第 173 表(残存木) 1957年 9 月調査

ιriT:出山引当ψ曲1Y1dE(すlT

本

i lillilll! 刊行九 ;lj J ll 
ullll llJi lI111112 
計 1 I1 I 141I1 1 8 41 81 叫ロ|1417;111 144121l09i 147 

1919年秋植，調査地 =0.10 ha, 40林班を-5 /J、班

数

(本〕

1710 

170 

9.94 

1540 

1540 

10 

1530 

A 
仁I

直 径 (cm)

範 囲[平均

!O~30 19.1 

1O~16 13.5 

1O~30 19.8 

20.1 ! 

14 13.0 

12~32 20.1 

計

樹 高 (m)

範 囲|平均
11. 0~21. 5 18.3 

11. 0~19. 。 15.5 

11. 0~2 1. 5 18.6 

16 I 16.0 I 

14.5~21.5|118.9| 1 

(m2) I (m3) 

51. 327 538.25 

2.492 23.26 

4.32 

48.835 514.99 

50.467 ; 540.37 

23.94 

4. 79 

0.91 

1. 44 

0.05 

50.313 1 538.93 

この笑占有面積は過大となっている。

よTTl105111 . 0 1 1 1.同州i平副雨16. +7.+7.~18.+.51バ21閣官

( )は枯損木
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項 目 林齢

第 175表総 括 表(ヨーロッパトウヒ〉

細径木 (8~14cm) 1 小径木 (16~24 cm) 1 中径木 (26~32cm)

本数|断面積|材積|本数|断面積|材積|本数|断面積|材積 l
(本) 1 (m2) I (m3) I (本) I (m2) I (m3) I (本) I (m2) I (m3) ! 

1957. 9 調査

伐採木

伐採率(5幻

残存木

4

6

9

8
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勺
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勺
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d
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せ
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せ
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n
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1
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勺
A
1

必
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V
口
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1

1
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Q
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••. 2
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d

崎a
L
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今
L
1
A

O
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内d

守J

n
o
'
I
4

せ
守

f

6
4

・

2

I

n

d

-っ
L

r
o
 

q
u
 

22 I 1. 333 I 12. 12 

22 1 1. 333 1 12. 12 1 

1962. 9 調査

期間内成長量

定期平均成長量

成長率(%) I 41 

枯損木

枯損率(%)

残存木 93川一四一・946132723

7
4

句J

R
d
n
ツ
-

ｭ

nツ

t
A

n
u
 

-q

u

R

U

 

4

5

 

nヲ
勺

4

•• 勺
A
n
u

-勺
'
u

勺
4

k
u

つ
&

nヲ
句Jn

d
 

nv 
• 0

0
 

7
2
 

0
0
 

54.44 

A

苛凋
崎A

• 凋
せ

E
1
v
 

『
，a

q
u
 

n
u
 

• au 

(注) 人工林が 20x75m で， トウヒの樹冠は隣接地に張り出ている部分があるので，樹冠の実占有面積は

…
一J
a
-
-
z

z
c
l
L
 ι??|川lull251州州中(160l1611701吋 1U51lullg5120110+l 十1.+2 惜|務

iH〕llli 山 JjJJJJIllY1141
lllJIll11Trilll! 日ト |1 II  I I1 1

1i i I 1I1 �17113ll jill 
子寸万!u )1 I! 1 31 21 31 41 81 61 13同丙斗ll m|1914lot 511|1! ゆ61klJJ7



1920年秋植，調査地 =0.046 ha , 40林班を'-8 小班

野幌試験林における各種人工林の調査成績(後編) (松井ほか〉 A
U
τ
 

4
Bム

メ%
に1 計

|直径 (cm) 1 樹高 (m)本数 1 JE!- = \.~'''/ 1 

|範囲|平均|範囲|平均(本) 1_ ILLI l' ...., I - ILLI I 

2.7921 ト28 1 14.7 : 9・トmi ω ! 
433 I 8~16 I 11.5 11.0~15.0 13.4 

2i引… 15.3 I 9.5~17.51 山|
お59 1…I 16.6 ルー 15.6 I 

43 I 一一~13. 5! 13.3 

2316 I 1O~32 I 比 6 ほ 5~2ωi は 6 ! 

官l

材積

(m3) 

427.68 

36.43 

8.52 

391. 25 

494.47 

98.02 

19.60 

4.45 

5.20 

0.24 

489.27 

大となっている。

第 176-c 表〈残存木〕 1963年10月調査

i4FTl川日13. 5¥14. 0¥14. 5:15. 0115. 5116 判。|lT51mol115191叫が 5:21. 0¥21. 5122. 0\代凡廿附て弘す剖本J剖?引l T? 

i [y1y1 j !1( 川J j j 1山;jh4出i日H山j九Jι11訓ljUi山山バ1L八札州川5JLHJ川[Ll川iJl[ll
;i i[(1I '1 I n : 1 II r I1 1 

第 177 表 45年生， O. 10 ha, 1966年 5 月調査

一
十
刊
に
一
川
一

一
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第 178表総 括 表〈ヨーロッパトウヒ〉

細径木 C8~14cm)

項目

1960. 10 調査

伐採木

伐採率 C%)

枯損木

枯損率(%)

43 
(56.52) (58.06) 

残存木 1 1 (附1 (1州|ω03)
6. 5 調査 1∞ I 1. 539 I は 56 I 

期間内成長量 1
定期平均成長量

成長率(鈎 I 45 

枯損木

枯損率(%) 1 1 

残存木 1∞ 1 1. 539 1 

(11叫(礼 3叫(3仏 30)

1140 I 34.570 I 35仏 40

2.74 

34.316 I 347.66 

(130)1 (7.332)1 (76.34) 

(130)1 (日勾)1 (九 34)

川 8136 「。

140 I 8. 136 I 84.90 

( )は第 2 回目の照査による数値である。 1966 年度の成長関係の計算は 10 年間で求めた。

No. 37. ヨーロッパトウヒ人工林

一$405111 4115112 い/13.0[叫 +4.+5.+日|吋
10 l 1 1 13. ﾙ 

12 4 2 16 i 13.4 

14 l 2 3 l 10 i 14.3 

16 5 3 4 6 3 28 15.6 

18 2 3 2 3 3 3 26 16.3 

20 3 4 3 2 15 16.9 

22 4 3 l l 1 11 17.5 

24 l 4 17.3 

26 18.0 

28 l l 17.0 

計 1 11 11 21 21 1 31 41 71 91 10川向 121 161 111 61 31 11 1131 15.8 
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1919年秋植，調査地 =0.10 ha, 40林涯を-10 小班

本

合計

数 I_!_一空三竺_)1 樹 高 (m_)1 断面積|材 積
(本) I 範囲:平均|範囲|平均 1 (m2) 1 (m3) 

ベー! 17. 7 I 11…oi1591 …l… 
(16ぬ)1 (8~ぬ) 1 (18.9) ic11.0~22.0)1 (17.5) 1 (47.774) 1 (4凡 66)
(230)1 (8~20) 1 (15.0) 1(12.0~19.5)1 (16.0) 1 (4.325) 1 (41.49) 

(14.11)1 (8.65) 

臼0)1 1 (11. 0) I I (11. 3) I (0.226): (1. 50) 

(0. 12) 

(1380)1 (1 2~30) 1 (19.6) !(は 0~22.0)， (17.8) 臼3.223) I (4払 67)

1380 I 14~32 ほ 9 は 5~2乙 0: 17.9 札 245 448.86 

108.38 

21.68 

5.20 

2.74 

0.11 

仏矧 446. 12 

10 18 19 

12.5~22.0! 17.9 

0.254 

1370 14~32 19.9 

第 180 表 45年生， O. 10 ha, 1966年 5 月調査
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1966. 5 調査

期間内成長量

定期平均成長量

成長率(%)

枯損木

枯損率(%)

残存木

-144 

項目

林業試験場研究報告第 205 号

第 181 表総 括 表 (ヨーロッパトウヒ〕

細径木 C8~14 cm) 

190 I 2.523 I 21. 72 870 I 26.022 I 260. 14 70 I 3. 978 I 41. 98 

45 

20 I O. 226 I 1. 92 

no 
Q
J
 -l

 

A

せ
Q
U
 

守JQ
J
 -

q
u
 

nU 
7
4
 

170 I 2. 297 I 19. 80 A
A
 

l
 

円U6
 

<JAつ
h

q
J白nu 

〆
。

内J
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nU 
7
4
 

Q
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No. 38. ヨーロッパトウヒ人工林

第 182 表 直径対樹高相関表(伐採前〉

45年生， 0.097 ha , 41林班ほ-39 小班， 1954年10月調査

ぶ??|134150115 十。1116. +7.01 17 十 +8.5119.0:19 判吋1.+1 判22九~I平常高
14 l 2 17.3 

16 l l 5 17.3 

18 l 2 5 1 14 18. 1 

20 1 3 2 3 3 l 21 19.0 

22 2 2 7 7 2 24 19.5 

24 1 4 4 5 4 6 2 26 20. 1 

26 2 2 3 11 20.5 

28 7 11 20.7 

30 20.5 

32 19.0 

計 I 11 11 11 31 11 81 4! -9! 161 i91 171 131 1;1 3[ 21 11 1161 19・ 5

第 18白3 表 (残存木) 1ω95臼4年l叩O月調査

正J主rr空竺竺ν引)!7FH川川l1ト川川州l印吋叫咋5ベ叫吋4十十l印5刊54い川1 1ドいl凶ω6ωO
2 17.3 

3 17.5 

l 5 I 12 18.8 

2 2 3 3 3 3 20 19. I 

2 3 7 7 l 23 19.5 

l 4 3 51 6 2 25 20.2 

l 2 l 3 11 20.5 

6 10 20.7 

l 20.5 

19.0 

計 司 11 61 41 91 151 1什 131 16円I 21 11 108 I 19.7 
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1919年秋植，調査地~0.10 ha, 40林班を-13小班

A 
口

十
』

-
一
-
zロ

本数|直径 (cm_)I 樹高 (m_) I 断面積|材積

∞[範囲|平均|範囲|平均 I (m2) I 側
IIωI 1日8 1 17. 3 1 1仏日9.01 15.8 1 27 悶 1 251. 97 

1130 1O~30 18.7 11. 5~2 1. 5 17.3 32.523 323.84 

69.95 

13.99 

4.88 

20 12 12.7 14 14.3 0.226 1. 92 

0.13 

1110 1O~30 18.9 1 1. 5~21.5 17.3 32.297 321. 92 

第 184 表 50年生， O. 097 ha, 1959年10月調査

-iiJT?I160ドト川8. 5119. 01-19. 512叫んf~21. 512
14 l l 17.5 

16 l l 3 18.0 

18 l 2 2 I I 1 9 19. 1 

20 2 2 4 l 5 4 2 22 19.8 

22 2 4 6 4 l 18 20.6 

24 l 2 10 8 6 27 21. 3 

26 2 2 2 2 10 21. 0 

28 l 2 2 3 2 11 21. 3 

30 l 2 l 5 21. 7 

32 l 2 21. 8 

計 1 1 1 4 1 21 5 1 61 71 131 15 1 15 1 20 1 15 1 4 1 1 1 108 1 

第 185 表 55年生， O. 097 ha, 1964年10月調査

-iiJfTI叫7.51 18 . 0 ド 01 19 十 0120.5121.0121.5122.0阿示0\23.5[24 惜|平ナ
14 (1) (1) (17.5) 

16 l l 16.5 

18 3 l l 1 7 20.0 

20 l 4 4 2 l 12 20.8 

22 1 1 4 2 6 2 3 21 21. 1 

24 3 5 6 2 2 19 22.3 

26 l 3 9 2 6 22 22.6 

28 2 6 I l 10 22. 1 

30 l 1 2 2 2 2 10 23.0 

32 2 2 23.5 

34 l 2 23.0 

36 l l 21. 5 

計 I 1 I (1) I 1 1 51 1 1 41 8 いo い312012117i 1214|(ii7123>
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第 186表総 括 表 (ヨーロッパトウヒ〉

細径木 (8~14 cm) 小径木 (16~24cm) 中径木 (26~36cm)

項 日 林齢
本数 断面積 材積 本数 断面積 材積 本数 断面積 材積

(本〕 (m2) (m3) (本〉 (m2) (m3) (本〉 (m2) (m3) 

19比 10 調査| 20 0.317 926 32.973 354.70 247 14.531 16し 62

伐 採 木 72 2. 116 20.61 10 0.633 8. 11 

伐採率(%)
45 

6.66 4.41 4.17 5.02 

残 存 木 20 0.317 3.20 854 30.857 334.09 237 13.898 153.51 

1959. 10 調査 10 O. 158 1. 626 813 29.693 即日811 288. 1 17.720 202.716 

期間内成長量

定期平均成長量 50 

成長率(%)

残 存 木| 10 O. 158 1. 63 813 I 29.693 337.88 288 17.720 202. 72 

1. 63 i 6172m|2U  365.24 

期間内成長量

定期平均成長量 l 

成長率(%) 55 

枯 損 木 10 O. 158 1. 63 

枯損率(%)

残 存 木 617 I 22.973 484 30.194 365.24 

No. 39. ヨーロッパトウヒ人工林

第 187表直径対樹高相関表 50年生. 41林班ほ-39 小班， 1959年10月調査

てご戸両)115. 0 115. 5117. 5118・ 5119. 0 119. 5120.0 !瓜 5121 ・ 0121.5!22.0122.5124.0125.01 本数 1平均樹高
直径(cm) ~，_I I I I I I I I (本) I (m) 

16 l 15.0 

18 l l 2 17.3 

20 l l 2 18.5 

22 3 3 l 7 19. 1 

24 2 l 5 4 14 20.4 

26 1 2 2 l 10 21.4 

28 2 l 7 21.3 

30 l 4 20.4 

32 21. 5 

34 2 3 20.5 

計 1 1 1 11 116141813181  11 101 3 円r-1 1- 11 副 20.3

第 188表総括表 1909年春植，調査地=0.10 ha 

項

1959. 



野幌試験林における各種人工林の調査成績(後編) (松井ほか〉 -147 ー

本

1909年春植，調査地=0.097 ha, 41林班ほ-39 小班

数

(本〕

1193 

82 

6.09 

1111 

1111 

1111 

1111 

10 

1101 

ム
口

直 径 (cm)

範 囲|平均
14~32 22.3 

16-28 19.7 

14~32 22.4 

14-32 

14-32 

14~36 24.4 

14 14.0 

16~36 24.5 

言十

樹 高 (m)

範 囲|平均
13. 5~22. 5 19.5 

13. 5~2 1. 0 19.7 

15.0~22. 5 19.6 

20.6 

20.6 

16. 5~24. 。 21. 8 

17.5 17.5 

16. 5~24. 。 21. 8 

No. 40. ヨーロッパトウヒ人工林

第 189表直径対樹高相関表

4T!?!11川
16 l 2 l 2 
18 2 
20 l 1 2 l 
22 1 2 

24 l l 
26 1 
28 
30 

32 
34 
36 
38 

40 

断面積 材 積

(m2) (m3) 

47.821 519.52 

2.749 28. 72 

4.59 

45.072 490.80 

47.571 542.22 

51.42 

10.28 

1. 99 

47.571 542.22 

53.325 639.04 

95.19 

19.04 

3.23 

O. 158 1. 63 

0.06 

53. 167 637.41 

50年生. 42林班ち小班， 1954年 8 月調査

22 判本数|平均樹高
(本) I (m) 

j -d l 

10 17.3 
3 1 2 11 19.2 
l 2 l 12 18.1 

3 l 2 15 19.3 

5 l l l 2 16 19.9 
1 4 20.1 

l 1 2 5 22.5 
l l 2 21. 5 

l 3 20.5 
l 18.5 

l l 20.0 

1 l 20.5 

計「手 ~I 21 11 31- ~~I 101 51 121-81-1い1 41 41 41 11 81 い9.3

第 190表総括表 1911年春植，調査地=0.10ha

項
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No. 41. ヨ{ロッパトウヒ，カラマツ混交植栽林

第 191 表 直径対樹高相関表(ヨーロッパトウヒ〉

46年生， 40林班を-25小班， O. 10 ha, 1958年10月調査

~、樹高(m)1

直径(cm)~-- I 

4

6

B

0

2

4

6

 

1
・
唱

i
1

占
内

J
G
つ
ゐ
《
J
h

内J
A

28 

30 

32 

17.0117.5118 23叫4.51 本数|平均樹高
(本) I (m) 

l l 20.0 

l l 18.0 

2 6 20.2 

l 1 2 2 21 9 19.7 

3 12 21. 0 

21 l 10 21.5 

l 5 2 16 21. 8 

l 2 4 2 l 16 22.4 

2 2 8 21. 8 

2 4 22.5 

4 1  21 41 3[ 10
1 121 16[ 151 41 川 21 11 11 831 21.4 

ニ??戸0- -1-訂7i寸:;7i下二1235
20 

22 l 

24 3 

26 

28 

30 ll  

2 

24.0 1 す|平常高

計 1 I 6 1 4 I 2 1 2 1 

項目

1958. 

第 195表総 括 表 (ヨーロッパトウヒ，

1963. 10 調査 (60) (2.504) (26. 78) (130) (7.594) (83.45) 
10 0.154 1.80 320 11. 498 136.22 500 32.852 404.69 

期間内成長量

定期平均成長量

成長率(%) 51 

枯 損 木 10 O. 154 1. 80 40 1. 203 12.61 

枯損率(%)

残 存 木
(60) (2.504) (26.78) (130) (7.594) (83.45) 
280 10.295 123.61 5∞ 32.852 404.69 

( )はカラマツ
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第 194 表 (カラマツ〉

、 ??|22o 22. 5 23. 0 23. 5 I 24. 0 24. 5 I 本体)数|平問高

|(!l  l l ill:|;:; 20 

22 

24 

26 2 

4 22.5 

2 7 23.6 

4 23.5 

2 23.3 

28 

30 

2 

計 3 I 3 1 1 I 19 I 5 , 

カラマツ混交) 1912年春植，調査地=0.10 ha , 40林班をー25 小班

計

本数 1 直径 (cm_)I_ 樹高 (m)

(本) I 範囲!平均|範 囲 i 平均
(190) I (20~30) I (25.2) I (21. 0~24. 0) i (22.3) I 
830 I 14~32 I 24.7 I 16. 5~24. 5 ! 2し 4 I 

材(m3)f:i\ I 

メ為
日

断面積

計

材積

(m2) (m3) 

50.561 581. 40 

(190) (20~30) 25.9 (22. 0~24. 5) (23.3) (10. 的8) (110.23) 
830 14~36 25. 7 16. 5~25.0 22.2 44.504 542.71 54.602 652.94 

(10.44) 
46.69 57.13 
(2.09) 
9.34 11. 43 
(1. 99) 
1. 85 1. 87 

50 14~22 18.0 16. 5~22. 。 19.1 1. 357 14.41 14.41 

0.57 0.47 
(190) (20~30) (25.9) (22. 0~24. 5) (23.3) (10.098) (110.23) 
780 16~36 26.2 19.0~25. 。 22.5 43. 147 528.30 53.245 638.53 



-150 ー 林業試験場研究報告第 205 号

No. 42. ヨーロッパトウヒ，パンクシアナマツ混交植栽林 (A)

第 196 表 〈ヨーロッパトウヒ) 44年生. 41林班ほー7小班. 0.10 ha, 1962年 9 月調査

直\管企企嗣こ(こm己}6 ハν 17 十8.01:j~判20.0ト0.+1 十l 十2.0件3.0! 本 数|平均樹高
(本) I (m) 

14 l 1 17.0 

16 l 3 l 7 18.4 

18 2 6 2 l l 14 18.8 

20 l 5 2 2 13 19.3 

22 3 3 6 l 16 19.9 

24 5 3 11 20.2 

26 5 3 l 11 21. 1 

28 2 3 2 1 10 21. 2 

30 l 2 l 4 21. 6 

32 

34 

36 l 23.0 

計 1 11 1 11 21 101 21 151 71 151 51 131 71 61 31 11 19.9 88 

第 197 表 (パ γ クシアナマツ) 1962年 9 月調査

i 平均樹高
(m) 

19.8 

19.3 

19.4 

19.0 

0

2

4

6

 

つ
ゐ
今
4

今
&
内
J
G

計 9 19.4 

第 198表総括表 1918年春植，調査地=0.10 ha, 

項目 林齢lZ自在日九日[引511
44 1 10 1 01541 1. 53! m12121251P| お) !史認〉|lgg1962. 9 調査

本

(本〉

(90) 
880 

436.30 

積

計
一

材

計

数|直径 (cm~I 樹 百三竺

範囲|平均|範囲|平均
(20~30) I (22.9) I (17. 0~2 1. 5) 
14~36 I 22.5 I 16. 0~23. 0 

(m3) 

( )はパンクシアナマツ
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ーロッパトウヒ，パンクシアナマツ混交植栽林 (B)

第 199 表 直径対樹高相関表 44年生， 41林班ほー7 小班， 0.10 ha, 196臼2年 9 月調査

\塑戸肺戸苧(叫m叫)11 広ω0115弘口.5116.011“バ1 1げ7バ0117バ4山l悶8μω…dム山l凶8.5ん 0119.51払ω瓜刈dムω瓜川刈51占1ら21 ムムl 付 数叫| 平均樹高
直径回三'----I__I____I_I_[ーL_I__I_I一一|一一_1_1一一|ー_1_1一」杢L一|一一旦L一一

i(1J((;(;;;〕 (ο
i i i(2?:3i  l1|:?ト!;ii i i立;l z立:;

l' 1: 3' 5 I 20.5 
ω ‘-11 11 I 1 1:21 2勾:0.8

( )はノパご γ クシアナマツ

野幌試験林における各種人工林の調査成績(後編) (絞井ほか〉

No. 43. 

ω竺竺~_I
第 20ゆ仰O 表 総 括 表 191凶8年春植，調査地=0.1ωOh凶a 

l 細径木(臼8トい~14cm叫m吋)小径木 ((1卜ω24c叫m吋)与竺

齢悦|本数釦|断面積 材積!冗本数釦|断面醐積 材積 i 本a
一___ '___LJ:$:)__L(_n_:2)_I_(叩lL(本) I (m2) 也_I(位_(m2LL(竺〉

[4410山叫。引 [23. 5441247. 83[ 210 111. 926 [ 10 10.154 I 1.53 I 690 I 23. 544 I 247.83 I 210 川1.926 1 130.86 

積材数
;林目項

調査1962. 9 

積

(m3) 

380.91 

|合計

(0.69) I 
380.22 I 

材断面積

(m2) 

35.703 

積材

計

樹高 (m)

!平均|範囲|平均 1

1ω) i べ:(1ωl 
22O|l&Ml51191| 

(cm) 

ッナアシグ
ノ

ン

-
f
i
l
i
-
-
4

土

一
O
O

一
、
ノ

戸
、A
一
f
t、
n
y

一

径

囲

14~30 

直

範

数本

No. 44. 

出土日3~+: 0114~51~ +~~+:'t~I~7.~1刊忌19419叫2ol 盟主!?空

17.3 計
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第 202 表 (ヨーロッパトウヒ) (残存木〉 1954年 8 月調査

ーよ?[;;:;|155| 凶~~日~[バー。 !18.5 ト9. 0 119. 5120.0 1 マ|平で
12 l l 14.0 

14 

16 

18 l 2 4 16.9 

20 l 2 4 16.9 

22 2 l 3 16.7 

24 l l l l 5 17.8 

26 2 l l 6 18.3 

28 2 2 l l 8 18.4 

30 l l l 5 18.9 

32 l 1 17.5 

34 2 3 18.5 

| 1  1 1 1 2川 51 81 41 41 41 51 21 40 い7.8

第 203-a表 (ポプラ) (伐採木および残存木)

-----樹高 (m)j
I 13.5 I 16.0 17.5 18.5 

直径(cm)'------~I

16 l 

18 (1) 

20 l 

22 l 

24 l 

26 l 

28 l 

2 2 

1954年 8 月調査

本数

(本〉

(1) 

l 

l 

l 

(1) 
6 

平均樹高

(m) 

16.0 

(13.5) 

16.0 

18.5 

17.5 

17.5 

18.5 

(13.5) 
16.8 



野幌試験林における各種人工林の調査成績(後編) (松井ほか〕 -153-

第 203-b 表 42年生， O. 10 ha , 1959年10月調査

山門 15.0 卜 5.51 16. 0 117.5118.511~.OFs同 o 卜0512l 01ilqFTF  

14 15.0 

16 (1) (1) (16.0) 

18 (1) (1) 1 (16.0)17.5 

20 3 17.3 

22 l (1)1 (1) 5 (18.5)18.0 

24 (1)1 (1) 2 (17.5)18.3 

26 (1) 2 (1) 4 (17.5)19.0 

28 (1) 2 (1) 5 (18.5)19.8 

30 2 2 7 20. 1 

32 4 8 19.6 

34 20.5 

36 20.0 

38 20.0 

計 1 1 1 2 1 (2) 1 ω51 (2)41 7 1 6 1 7 1 5 1 21 1 1 (6) 40 1 (1川 19. 1 

( )はポプラの枯損木

第 204 表 47年生， O. 10 ha, 1964年10月調査

i♂T|1ふ 0116.5117.5119.0 卜9.51ぬ 01仰い 012 1. 5122.0122.5123.01 23. 51 ~:2js:~ 1 平ケ
14 1 16.0 

16 

18 17.5 

20 l 19.5 

22 l 2 18.3 

24 I l 4 20.1 

26 2 20.0 

28 2 l 4 20. 1 

30 l l 3 21. 7 

32 2 2 6 21. 8 

34 2 6 22. 1 

36 5 21. 6 

38 3 22.0 

40 20.5 

42 22.0 

計 1 11 11 11 31 21 51 31 41 71 41 41 41 11 40 1 
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第 205表総 括 表(ヨーロッパ

細径木 (8-14cm) 小径木 (16-24 cm) 中径木 (26-34 cm) 

項 目 林齢
本数 断面積 材積 材積 本数 断面積 材積

(本〕 (m2) (m3) (m3) (本〉 (m2) (m3) (本) 1 (m2) 

1954. 8 調査
(50) (1. 610) (12.42) 臼0)1 (1 吋山)

40 0.534 4.64 240 8.240 76.51 

伐 採 木
(10) (0.254) (1. 63) 

37 
30 0.421 40 2.572 25.07 ' 

伐採率(%)
(20. ∞)1 1 (13.12) 

60.00 14.81 

残 存 木 |川 M71M (20) (1. 147) (9.56) 

10 0.113 0.941 160 I 5.677 1 54.06 230 15.174 149.01 

同i (1 制!(1079) ω(1 同1959. 10 調査
<1956>10 0.154 1. 35 110 1 4. 002! 39. 59 260 1 18.511 

期間内成長量

定期平均成長量

成長率(%) 42 

枯 損 木 (40) (1.341)! (10.79) (20) (1.147) (9.56) 

枯損率(%)

残 存 木 10 0.154 1. 35 110 4.α)2 39.59 260 18.511 193.28 

1964. 10 調査 10 0.154 1. 44 80 I 3. 138 33.57 260 

期間内成長量

定期平均成長量 47 

成長率(%)

残 存 木 10 0.154 1. 44 80 3.138 33.57 

( )はクロポプラ

No. 45. ヨーロッパトウヒ，ポプラ混交植栽林

第 206表直径対樹高相関表

42年生， 41林班ほー12 小班， O. 05 ha , 1959年10月調査

本 数|平均樹高

(本) f (m) 一ムJ{GJc21一;~m)Jいl

l:1l;: 

16 2 

18 

20 

2 

21 1 

(1) 5 

6 

22 2 

24 

26 (1) 1 (1) 2 2 

28 

30 

32 

5 

6 

17.6 

18.5 

18.6 

(20.0)18.1 

19.1 

(23.0)16.5 

19.9 

20.3 

21. 3 

4 

5

3

4

 

計 1 11 41 31 21 41 51 11 *1)51 41 11 11 11 仰 I (2) 羽 I (21 ・ 5)18.9



野幌試験林における各種人工林の調査成績(後編) (松井ほか〉 -155-

トウヒ，ポプラ) 1916年秋植，調査地=0.10 ha, 41林班ほ 12 小班

大径木 (36~50 crn) I 計 |合 計

本数l 断面積|材積本数|直径 (crn~I 衛一旦(竺|断面積材積|断面積
〔本LJ___i旦上倒い川範囲|平引範囲|平均 I (rn2) I (同 I (rn2) 

(70〉l(16~お*22. 0):(13. 5~18 のi(16 叫 (2.748)1 (21. 9州 29.268 I 

550 I 12~34 I 24.1 I 13. 0~22. 0 I 17.3 I 26.520 I 255.23 

(10)1 1(18.0)1 1(13.5)1 (ω54)1 (1. 63)1 

150 I 12~34 I 20.9 I 13. 0~22. 0 I 14.9 I 5.556 I 51. 22 

(14.29)[ い(7.42)

27. 27 I I I 20. 07 

(印)i(16~28)iC22. 7) 1(1ふ 0~18. 5)1(17. 3)1 (2.494)1 (2川町 234.58 I 

400 I 12~34 I 25.4 I 14. 0~20. 0 I 17.8 I 20.964 I 204.01 

19.06 

(60)b8~28)b2. 7)!u3. 5~ほの!uω)1 (2.4刈1 (20. 35)1 07  A 00  1 
20 I 2. 268 I 22. 95 I 4∞ l'î4<3sT27: 7T�5: o~2i: sT�9: �/I 24: 935/1 257: 17/1 27.429 1 

53. 16 I 32.81 

10. ~~， I I 6. 56 
(0) 

4.61 I 2.73 

(6o)i(18~28):C22. 7)!(13. 5~18. 5)1(16.9)1 (2.488)1 (20.35)1 2.488 1 20.35 

(40. ∞)1 1 1. 69 

20 I 2. 268 I 22. 95 I 4∞ I 14~38 I27.7 115. O~2 1. 5 1 19. 1 124.935257. 17 I 24. 935 1 257. 17 

50 I 6.044 I 65.62 I 400 I 14~42 I 30.5d 16. 0~23. 5 I 20.9 I 30.344 I 336.20 I 30.344 I 336.20 
79. 03 I 1 79. 03 

15.81 I 15.81 

5.33 I 5.33 

… I 65.62 I 細川2lmJ…且9 且抑制 20 I 30.344 脳血

第 207 表 1964年 9 月調査

WI~~~116.51瓦 ~1~~118. 5119.0119. 5120. 0120..5
1
21. 0 1叫2いlnolr| 平廿

16 l 2 3 18.3 

18 3 20.0 

20 2 2 7 19.4 

22 l 2 20.0 

24 l 2 (1) l (1) 4 (20.0)18.5 

26 I l 2 

I|(1>

2

l 

l l 8 20.2 

28 l 18.0 

30 l (1) 3 (2l. 0)21. 0 

32 1 I 1 2 20.8 

34 3 4 21. 9 

36 l 2 3 22.3 

計 I 1 I 1 I 3 I 4 I 3 I 51(1)4 I 4 1ω5 1 4 1 3 1 2 1 1 I (;):.0 IC205)20.1 
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No. 45. ヨーロッバトウヒ，ポプラ林

1959. 10 調査 42 

第 208表総括表

小径不 (16~24 cm〕|中径木(十36 c~~I三竺不 (38~一 cm) i 

断面積|材積|本数|断面積|材積

(本) I (m2) I (m3) I (本) I (m2〉ー(m3) 1 (本〕しり2J_(fll3LI

(20)1 (0. 760)1 (5. ∞)1 (20)1 (仏 531)1 (5. 55)! 
520 1 16.808 1 173.30 1 280 1 18.958 1 202.02 

ω)1 (ω04)1 (8.30)! (制 (lし1. 4川 I (13.5叫めり I一一一寸1 一一一←1
3お抑山8加削U山O凶山……|ハ川ωlロ山川2μ2

(ω20叫〉到1 (ω0.9。但4)到I (臼8.30州)1 (臼20州〉到I (ο1. 4引14吋〕到; (1ロ3.54)到| 

380 1 12.270 1 131. 42 1 420 1 30.556 1 338.50 1 

項 目

1964. 9. 調査

期間内成長量

定期平均成長量 47 

成長率(%)

残 存 木

No. 46. ヨーロッパアカマツ人工林

第 209表直径対樹高相関表

41年生. 40林班をー20 小班. O. 10 ha, 1960年 9 月調査

4zr11101115luい 16.51 げれ数|平均樹高(本) I (m) 

1; 1:1 ~I ~Ill ~i 2 1 12.8 
12 1 I 1 I 2 1 1 1 1 1 1 7 1 12.6 

1411  16451  1 1 

20 1 13.5 
16 i 1 1 2 1 2 1 6 1 8.1 4 1 1 1 1 25 1 14.3 
18 1 1 6 1 1 1 6 1 4 1 1 19 1 14.7 
20 11 21 11 71 91 3 2 1 1 1 26 1 15. 3 
22 I 2 3 l 2 10 14.9 
24 2 2 3 l 8 15.7 
26 l 2 4 15.9 
28 2 4 16.8 

計 2I 4 I 9 I 11 I 22 I 13 I 23 I 18 I 12 I 5 I 4 I 1 14.6 

項 目

1965. 11 調査 230 3.185 910 27.955 i 

期間内成長量

定期平均成長量

成長率 C%) 46 

枯 損 木 90 1. 112 7.30 80 1. 829 

枯損率(%)

残 存 木 140 2.073 14.51 830 26. 126 

12.91 

『
，a

Q
0
 

• 内4にd
〆
On

y
 

Q
U
 

• ro 
nu 

l
 

l
 

193.19 



野幌試験林における各種人工林の調査成績(後編) (松井ほか〉 -157 ー

1916年秋植，調査地 ~O. 05 ha, 41林班ほー12 小班

計 材 積 |l 断合面積 計

樹 高 材 積

(本〕範 囲|平均 範 囲 1 平均 (m2) (m3)~ I ~'(:2) (m3) 

(401 山6) ド24.0) ! (20一心l ぺ 37.057 385.87 B∞ 16~32 23.3 I 16. 0~22. 5 I '18.9 35.766 375.32 

(40) (24~30) (27.0) I (20. 0~2 1. 0) (20.5) (2.318) (21. 84) 45. 144 491. 76 
800 16~36 25.4 16. 5~23. 。 20. 1 42.826 469.92 

(11. 29) 105.89 
94.60 

(2.26) 21. 18 
18.92 

(13.94) 
4.83 

4.48 

(40) (24~30) ω ドー1.0) 臼 (2.318) (21. 84) 
45. 144 491. 76 

800 16~36 25.4 I 16. 5~23. 0 I 20.1 42.826 469.92 

第 210 表 46年生， 0.10 ha, 1965年11月調査

ょ:~~，(:)I11. 0;11.5い|斗山5114ollull-&5116011ふ +7 イ17 判

計

ー

、
，
ノ

ウ
ゐ

〆
e
t、 |(l)|(lhヘ|(吋(引(liJ到 lleふ 61 101 11 11 (17) 108 1 (1叫15.2

( )は枯損木

1918年秋植，調査地~0.10 ha 

メ斗
日 言十

本数 1 直径 (c竺2_ 1 樹高 (m~I 断面積|材積
|範囲|平均|範囲|平均 I r~..， I 〔本) I '"'" ILU I I ~ I '"'" ILU I I ~ I (mり I (mり

1250 1 1O~28 1 18.2 1 11 日7.0 1 14.6 1 34.0651 246.46 

1250 1O~32 19.2 11. 0~18. 。 14.9 38.036 280. 78 

14.11 

2.82 

1.11 

170 1O~20 14.6 l し 0~16.0 12.9 20.21 

1. 59 

1080 12~32 20.0 13.0~18. 。 35.095 260.57 
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No. 47. ヨーロッパアカマツ人工林

第 212表直径対樹高相関表

43年生. 46林班ほ-4 小班， 0.10 ha , 1960年10月調査

----樹高(m)ll I. 0 111.5112.0 112.5113.0 113.5114.0 114.5115.0 115.5116.0 1 本数|平均樹高111.0111.5112.0112.5113.0113.5114.0114.5115.0 115.5116.0 1...... "" 1 
直径(cm) _________1 1 1 1 1 1 1 1 (本) 1 (m) 

10 2 2 4 12.0 

12 2 5 12.3 

14 2 4 2 4 2 16 12.3 

16 l 7 5 2 l 18 13.4 

18 2 l 5 l 9 13.3 

20 3 3 l 9 13.9 

22 2 2 l 8 14.0 

24 l 14.0 

26 l 2 15.8 

計 I 21 71 41 12-1 12 1 16 I 61 71 31 21-1 1-72 I 

第 213 表 48年生， 0.10 ha , 1965年11月調査

\樹門 。11 1. +2. 0112. 5113. 0 1 :m}"--_111. 0111. 5112.0112.5113.0113.5 
直径(cm) "---__ 

叫4.+5.+5.+6.+6.5 叶本数|平糊
(本) (m) 

10 (1) (1) 1 (2) l (12.0)12.5 

12 (1) (1) 2 2 (2) 4 (12.3) 12.8 

14 (2) (3) (1) (3) (1) (1) 1 (2) (13) 2 (12.3)14.0 

16 (1) (3) 1 2;(1) 11(1)1 (6) 6 (13.3)14.3 

18 2 2 4 2 l 12 14.3 

20 l (1) (1) 2 2 3 (2) 10 (13.8)14.9 

22 (1) (1) 2 11 (2) 7 (13.5)15.4 

24 

26 l 2 3 16.3 

計 1(2) 1(4) 1(3) 11 (匂(刊 (2)戸三110 1(1)61 31 51 11 21 11 (27) 45 I (12 加 5
( )は枯損木

No. 47. ヨ{ロッパアカマツ 第 214表総括表

極細径木 (2~6cm) |細径木(い4cm) 小径木 (16~24 cm) 

項 目 林齢
本数 断面積 断面積 材積 本数 断面積 材積

(本〉 (m2) (m3) 1 (本) (m2) (m3) (本〉 (m2) (m3) 

19ぬ 10 調査| 43 250 1 3. 342 1 20. 99 1 450 112, 2291 81. 29 

1965. 11 調査 240 3.223 20.69 450 12.657 89.04 

期間内成長量

定期平均成長量

成長率(%) 48 

枯 損 木 170 2.384 14.98 100 2.594 17.05 

枯損率(%)

残 存 木 70 0.839 5.71 350 10.063 71. 99 



野腕試験林における各種人工林の調査成績(後編) (松井ほか〕 -159 ー

No. 48. ヨーロッバアカマツ人工林 (A)

第 215-a表直径対樹高相関表

40年生， 41林班ほー14 小班， 0.10 ha, 1955年 9 月調査

、繭可一一一標本木樹高 (m〕-「」ー|
¥ し一一←← 一一一←一算出樹高|本 数

直径(ート\ト2.513 ・ 0113.5114 。114.5115川64lull7 中 51 18. 012 1.01 ~*fl平摺高 (m) I ∞ 
10 1 1--1--'-1 I!~.一 一一「一一円工

21li li J J illJill|1 1 13101 
|j l J Illi lJ i i lli!:1:::l:::1:: 

2;112iiJ!?3i?1 1 1 11 111!ll;lii::i ii::lii 
1 1 1 1! 3 1 16. 7 1 14. 0 1 5 

2;||!111 l i il|11 1 11 1121!?::i ij::!? 
五一一-1-21 41 51 3 ~I~- 3' 2' 11 31 11 44 1 I は 7 I 78 

第 215-b 表 45年生， O. 10 ha, 1960年10月調査

日
一
一
一
木

一
町
一
-
-
一
3
3
3
一
一
一
損

一
一
J
1
i
n
μ
お
お
初
一
竺
け 1917年春植，調査地=0.10 ha, 41林班ほ-4 小班

中径木 (26~36cm) メ込
口 計

直

範

樹高 (m)

範閤|平均
材積本

(mり

110.06 
30 1. 593 720 1O~26 17.2 11. 0~17. 5 13.9 121.83 

-20.26 
-4.05 
-4.05 

270 1O~22 15.0 1 1. 0~15. 。 12. 7 4.978 32.03 
6.40 

30 1. 593 12.10 i 450 1O~26 18.4 12.0~17.5 14.5 12.495 89.80 
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第 216 表 50年生， O. 10 ha , 1966年 5 月調査

ヰ???125 卜3.0113.5114.0114.5115.0 卜5.5ド oトベ 17.0117.5118.01 * (*)1Il. 1 平宮高
14 (1) (1) (13.5) 

16 14.0 

18 l l 2 2 6 14.3 
(1) (1) 

20 2 4 2 3 3 l 16 (13.5) 14.8 
(1) (1) 

22 l l 3 1 3 2 12 (14.0) 14.7 

24 2 l l 2 2 2 l 11 15.6 

26 3 2 l 2 9 15.8 
(1) 

28 (1) l 3 3 8 (14.0) 16.2 

30 l l l 5 15.7 

32 3 4 16.5 

34 l 17.5 

言十 ー
­

l
 

nu 
l
 

ぷ
U

勺
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ra 
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d
 

l
 

〆
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、
ノ
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〆
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目
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〆
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ノ
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4
7
 

r
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、

( )は枯損木

第 217 表 総 括 表 (ヨーロッパアカマツ〉

細径木 (8~14cm) 小径木 (16~24 cm) 中径木 (26~36 cm) 

項 目 林齢
本数 断面積 材積 本数 断面積 材積 本数 断面積 材積

(本〕 (m2) (m3) (本) (m2) (m3) (本〉 (m2) (m3) 

問 9 調査 l 40 20! 0.308! 650 !19. 968 !129. 86 ! 110 !ω41 44・ 07
1960. 10 調査 10 O. 154 1. 01 610 20.232 137.83 160 9.884 70.30 

期間内成長量

定期平均成長量

成長率(%) 45 

枯 損 木 10 0.314 2.05 

枯損率(%)

残 存 木 10 0.154 1. 01 600 19.918 135.78 160 9.884 70.30 

1966. 5 調査 10 O. 154 1. 05 480 16.987 120.95 280 17.979 132.54 

期間内成長量

定期平均成長量

成長率(%) 50 

枯 損 木 10 0.154 1. 05 20 0.694 4.58 10 0.616 3.96 

枯損率(%)

残 存 木 460 16.293 116.37 270 17.363 128.58 
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No. 49. ヨ{ロッパアカマツ人工林 (B)

第 218表直径対樹高相関表

40年生. 41林班ほー14 小班. O. 10 ha, 1955年 9 月調査

重\径\〈c樹m\〉高(m) 需l吋本数12.5![13.0||13. 51|14.d|l4. 51l15.djl5. 51i16.d可l6. 51l17.dll7. 51i18Jilm-51i21.o|| 本(本数~j高平 (m) I (本〉
10 9.5 l 

12 

14 l 13.0 12.0 1 

16 2 l 2 l 8 14.3 12.5 12 

18 3 1 l l 7 13.9 13.0 13 

20 2 3 2 9 14.9 13.5 7 

22 2 1 l I 10 15.5 14.0 9 

24 1 l 3 16.7 14.0 6 

26 l l 2 16.5 14.5 5 

28 l l l 4 17.6 14.5 2 

30 15.0 

計 i五戸in い 41 31 21 11 31 1 11 44 
1
15.2

1 

1916年春植，調査地=0.10 ha, 41林班ほー14 小班

メ込
日 計

本JlJ;|;引 J J|?〉均|断(ff| 二?
80 I 14~28 I 20.6 112.8~17.21 13.7 I 26.7~ 

780 14~30 21. 9 11. 5~17. 5 14.4 30.270 209. 14 

31. 30 

6.26 

3.27 

10 20.0 13.5 0.314 2.05 

0.21 

770 14~30 21. 9 1 1. 5~17.5 14.4 29.956 207.09 

770 14~34 22.9 12. 5~18. 。 15.2 35. 120 254.54 

37.86 

7.57 

3.35 

40 14~28 21. 0 13. 5~14. 。 13.8 1. 464 9.59 

0.85 

730 16~34 23.9 12. 5~18. 。 15.3 33.656 244.95 
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第 219 表 45年生， O. 10 ha, 1960年10月調査

本数 平均樹高

一、 nト，J 10.5112.0112.5113.0113.5114.0114.5115.0115. 5116.0116. 5117.0117. 5 (本〕 (m) 

10 

12 

14 12.0 

16 2 3 3 l 9 13.2 

18 1 2 3 4 l 11 13.6 
(1) (1) 

20 3 2 3 l 9 (15.0)14.7 

22 l l l 5 14.1 

24 2 6 l 10 15. 1 

26 l l 4 14.9 

28 2 1 5 16. 1 

30 l 17.5 

|叶 31 21 51 81 10 1 51 (1~ 1 41 9! 31 1 1 1 1 ~~) Iω14.5 
( )は枯損木

第 221 表 総 括 表 (ヨーロッパアカマツ〉

細径木 (8~14cm) |小径木 (1印4cm 中径木 (26~36 cm) 

項 目 林齢
本数 断面積 材積 本数 断面積 材積 本数 断面積 材積

(本〉 (m2) (m3) (本〕 (m2) (m3) (本〕 (m2) (m3) 

附・ 9 調査| 40 201 0.2231 470 114.0551 91 ∞| 判 ω41 31. 25 

1960. 10 調査 20 0.233 450 14. 110 98.70 100 5.910 43.14 

期間内成長量

定期平均成長量

成長率(%) 45 

枯 損 木 10 0.079 0.40 10 0.314 2.27 

残存木 10 0.154 0.93 I 440 13.796 96.43 100 5.910 43. 14 

1965. 5 調査 10 o. 154 370 11.5ヲ8 80. 76 170 10.714 

期間内成長量

定期平均成長量

成長率(%) 50 

枯 損 木 10 o. 154 0.93 100 2.839 18.83 

枯損率(%)

残 存 木 270 8.759 61.93 170 10.714 80.69 
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第 220表

-163 ー

50年生， O. 10 ha, 1966年 5 月調査

-rf卜.2.0\12.市川斗ι5\15.0 \15.5トベム 5117.0117.5\ 本JlT
(1) (1) (12.0) 

14 
(1) (2) (1) (4) 

16 3 4 (13.3) 13.9 
(1) (1) (2) 

18 l 2 l 2 6 (13.3) 13.6 
(1) (1) 

20 l 2 2 6 (14.5) 15.0 
(1) (1) (2) 

22 l 4 l 6 (14.0) 15.3 
(1) (1) 

24 l 2 l l 5 (14.0) 15. 1 

26 l 2 3 6 16.4 

28 l l 1 l 2 6 15.9 

30 l 1 l 3 16.7 

32 l 16.5 

34 l 17.5 

計 ド2) 1 1 1 (3~ 1ψ; 1 (2~ 1 (l~ 1 21 31 51--~1 q
u
 -

R
U
 

l
 

、
、
，J

に
J
U

• q
u
 

l
 

〆
，
、

、
、
，
ノ

1
4
 

T
A
A

苛

f
t、

( )は枯損木

1916年春植，調査地=0.10 ha , 41林班ほ-14 小班

γiJ;司7
570 I 1O~30 I 20. 1 I 

計

材積

570 1O~30 20.9 9.5~17.5 14.4 20.253 143. 17 

16.92 

3.38 

2.56 

20 1O~20 15.0 9. 5~15. 。 12.3 0.393 2.67 

0.40 

550 14~30 21.1 11.0~17. 5 14.5 19.860 140.50 

550 14~36 22.3 12.0~17.5 14.9 22.466 162.38 

2. 12 

0.42 

0.30 

110 14~24 18.4 12. 0~15. 。 13.5 2.993 19.76 

2. 79 

440 16~36 23.3 12. 5~17. 5 15.3 19.473 I 142.62 
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No. 50. ヨーロッパアカマツ，パンクシアナマツ混交林

第 222表直径対樹高相関表

42年生， 41林班ほー1 小班， 1960年 9 月調査

iZF>lL4411 0111 十 0112.5113.0113.5114.0卜4.5115.0115.5116.0116.5117.51 二列平T
14 l l l 4 13.4 

16 l l 2 2 7 12.2 
(1) (1) (14.5) 

18 l 3 3 2 l l 1 12 12.4 

20 l 4 2 5! l 15 13.8 
(1) (1) (15.0) 

22 l l l l 2 2 l 10 14.0 
(2) (2) (14.5) 

24 l 1 4 15.0 

26 2 4 15.4 
(1) (1) (17.5) 

28 2 2 15.5 

計 I 1 i 11 21 61 81 91 51 判 (lj! 7147P| ー
ノE

d
n
o
 

f
t、
に
d

(15.2) 
13.6 

( )はパンクシアナマツ

括表

項目

( )はパン F シアナマツ

ロープマツ人工林

第 224 表 直径対樹高相関表(伐採前〉

35.5年生， 40林班をー20 小班， O. 10 ha , 1955年 7 月調査

よT界再開二同1 1. 5イ川|卜l
10 1 12.0 
12 2 11 8 2 3 19 9.9 
14 2 l 2 4 l 1 12 11. 4 
16 2 2 2 2 6 l l l 20 12.4 

18 1 2 4 2 5 1 17 13.2 
20 3 2 3 6 3 l 2 21 13.7 
22 I l 2 5 6 4 3 23 14.2 
24 4 5 1 6 l 17 14.9 

26 2 2 2 3 4 13 15.7 
2日 1 l 2 5 15.6 
30 2 2 14.5 
32 l 15.0 

計 1 21 11 1¥10¥ 41 61 31 51 101 91 141 8[ 211 201 III 151 41 71 151 1 は
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R
u
n
u
q
4
 

n
d
q
u
q
u
 

4 

2 

l 

21 

22 

17 

2 4 13 

l 2 5 

2 

15.6 

14.5 

15. 。

一計γ;1 -;i~1 ベ 7:-1-1-! -;1 日 111 ベ 41 71 112 1 14. 1 

1917年秋植，調査地=0.10ha 

計 J日'- 言十

高 (m) 
断面積 材 積 断面積 材 積

(本〕範 囲!平均範 囲|平均 (m2) (m3) (m2) (m3) 

同|…) I川 (14.0~17.5) ド1521 20.911 140.19 580 14~24 1 20.0 1 10. 5~16. 5 1 13.6 18.756 124.55 

第 226 表 41年生， O. 10 ha , 1960年 9 月調査

平均樹高算出樹高 本数

直径(ー'""，jo. 0[10. *1. 0[11 中中中和 011451150115 和市中 0[17. ;[18. 0[18. 5[19 ∞ (m) I (m) (本〉

12 1 11 1 21 1 1 1 1 1 1 1 1 1 3 10.7 1 11.0 3 
12.5 1 12. 1 3 14 1 1 1 
12.7 1 13.2 7 16 1 11 11 21 11 1 1 1 1 5 

18 1 1 21 11 1 11 1 1 1 4 15.0 1 14.0 13 

11 2 2 5 14.6 14.7 15 20 
11 21 2i 2 l 8 15. 1 15.4 18 22 

21 2 6 16.3 15.9 18 24 
l 2 5 16.6 16.4 15 26 

2 2 l 5 16.6 16.7 11 28 
21 1 l 5 17. 1 17. 1 6 30 

17.5 32 
l l 16.5 17.8 l 34 

計[ 11 1 2い[ 21 21 11 21 61 51 71fT  21---;iT I 11 48 I 15.2 I い 11
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第 227 表 46年生， 0.10 ha, 1965年11月調査

-41竺110. + 1. + 1. +:+3. +3 いイ15. +6.+6.+7.+7川8.5/中hzlT
12 (1) l (1) 2 (10.0)11. 8 

14 2 3 12.5 

16 (1)2 l (1) 3 (13.0)13.2 

18 l l l l 6 15.2 

20 2 3 4 2 12 15.4 

22 3 l 2 4 3 13 16. 1 

24 l 4 5 2 l 16 16.2 

26 6 l 4 4 15 16. 7 

28 1 2 6 2 l 13 17.6 

30 4 l l 5 2 14 17.9 

32 l 2 5 18.3 

34 2 2 l 6 18.4 

36 

38 l l 17.0 

言十 ドr 1いん 21 41 71 7/ 15114/ 171 141 61 : 1 ~I 2i 引い1.5)16.5
( )は枯損木

第 228表総 括 表 (ストロープマツ〕

細径木 (8:---14 cm) 小径木 (16"-'24 cm) 中径木 (26~36 cm) 

項 目 林齢
本数 断面積 材積 本数 断面積 材積 本数 断面積 材積

(本〕 (m2) (m3) (本〉 (m2) (m3) (本〉 (m2) (m3) 

1955. 7 調査 320 4.075 22.08 980 31. 378 219.14 210 12.199 87.55 

伐 採 木
35 1/2 

260 3.356 18.07 130 2.899 17.01 

伐採率(%) 81.25 81. 84 1. 33 0.81 

残 存 木 60 0.719 4.01 850 28.479 192.13 210 12. 199 87.55 

1960. 9 調査 60 0.801 4.71 720 24.613 177.47 340 

期間内成長量

定期平均成長量

成長率(%) 41 

枯 損 木 10 0.201 1. 15 

枯損率(%)

残 存 木 60 0.801 4.71 710 24.412 176.32 340 20.690 159.18 

1965. 11 調査 60 0.801 4.87 510 18.281 137; 55 530 35.334 284.82 

期間内成長量

定期平均成長量

成長率(%) 46 

枯 損 木 101 , 0.113 0.58 10 0.201 1. 30 

I 枯損率(%)

残 存 木 50 0.688 4.29 500 18.080 136.25 530 35.334 284.82 

注. -本人工林は 20x50m の長方形のため隣接地への樹冠が多少鉱がっているので 46 年生の実面積は大と



野幌試験林における各種人工林の調査成績〈後編) (松井ほか〉 -167 ー

No. 52. ストロープマツ人工林

第 229 表直径対樹高相関表 42年生， 41林班ほー16 小班， O. 278 ha, 1958年 8 月調査

三 T百jlÎ/j(m)r::ム」12-J144.dl4dl5d 5liJ7二 7017.18184 J19.JaM-7平均樹高
直径(~~~ll~Jl~J~' 51 13• 51 14• 0:一一|÷LLJ i | | 11 J1!?| 1 1 (￡| (m>

24 

30 

32 

2 

4 

2 

2 

2 

3 

3 

3 

2 5 

4 2 

4 5 

l 

4 l 

l 

l I 

3 4 

4 4 

4 5 

6 5 

10 6 

3 7 

2 2 

l 

3 

4 14.0 

11 13.8 

16 15. 1 

1 l 24 15.6 

29 15.7 

8 5 3 28 17.3 

3 6 32 16.6 

3 3 3 34 16.9 

8 2 3 l 27 17.3 

2 4 11(1) 11(1) 16 (19.5)17.3 

2 l 5 17.7 

2 7 17.2 

l 19.0 

l 19.0 
」

計 |11 11 11 61 121 叫吋 16[ 27[33[ 38[ 29[ 241 101 ~(l )11 1[(1)235[(19.5)16.4 

( )はヨーロッパアカマツ

1918年秋植，調査地 =0.10 ha , 40林班をー20 小班

大径木 (38~50cm) メ日>. 計

本自断面積|材積|本数 直 径 (cm) 樹
|断面積|材 積

(本 (m2 ) 1 (m3) 1 (本〕 範 囲|平均 範 囲 1 平均 (m2) 1 (mり
1510 1O~32 19.4 7. 5~16. 5 13.3 47.652 318.77 

390 1O~22 14.1 7. 5~14.0 10.9 6.255 35.08 

25.83 11.00 

1120 12~32 21. 3 9. 5~16. 5 14.1 41. 397 283.69 
一一一一一一一

1120' 1O~34 22.4 11. 0~17. 8 15.5 46.104 341.36 

56.52 

12.56 

J 4.03 

11.5 0.201 1. 15 

0.08 

22.5 11. 0~17. 8 15.5 45.903 340.21 

101 8.58 1O.0~19.5 16.3 55.550 435.82 

93.73 

18.75 

4.84 

20 12~16 14.0 10. 0~13. 。 11. 5 0.314 1.88 

0.10 

8.58 1090 12~38 24.8! 1 1. 0~19.5 16.5 55.236 433.94 

なっている。
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第 230 表 (伐採前〕 45年生， O. 278 ha, 1961年11月調査

ぶifrケ:1ウ刊下引1 1ドド川川lロ川川川中2川ベ→咋01十十←|lトド12山1口51 1ト1臼3川ベ中巾判01十十い判|卜いい川13川川州巾3口ベ吋吋5イ+十|卜ド14 イ 14. +5. 0 
1 吋 0116. 51 中 511&. 0 118. 5119. 0 19. +0. 0イ+卜1川0.51 ま| 平樹(m均高>

14 (1) (2) (1) (4) (14.0) 

16 l 11(1)2 1 2 (1) 9 (13.5)15.1 

18 11( 1) l 4 3 l 3 l l (1) 15 (13.5)15.9 

20 (1) 1 1 2;(1) 51 1 3 2 2 2 l (2) 20 (13.8)16.3 

22 11 3 4 3 6 3 2 3 2 28 17. 1 

24 2 3 5 6 2 1 1 21 17.9 

26 l 2 l 4 3 5 2 2 2 3 2 28 18.0 

28 3 6 4 6 4 2 4 l 31 17.9 

30 2 l 5 4 4 4 2 2 26 18.3 

32 2 6 5 31[IJ5 5 2:(1] 30. 18.8 

34 1 1 3 3 l 9 19.0 

36 l 2 l 5 17.9 

38 l l l l 4 19.3 

40 l 20.0 

計
1 1\叫 21(3) 刊。)7[吋 10 121 17[ 28[ 25[ 33[ 24[ 181 [割 141 61 〔 l 〕2|(138)川

( )は枯損木， [ J はヨ{ロッバアカマツ

第 232表総 括 表 (ストロープマツ)

細径木 (8~\4 cm) 小径木 (16~24 cm) 中径木 (26~36cm)

項 自 林齢
本数 断面積 材積 本数 断面積 材積 本数 断面積 材積

(本〉 (m2) (m3) (本) (m2) (m3) (本〉 (m2) (m3) 

42 4 。判 389113.5041川 (4〕|〈0289)|ω436 I 29. 353 I 228. 96 

1961. 11 調査
(4) (0.289) (2.52) 

14 0.222 1. 57 349 11. 928 95. 76 465 32.296 268.55 

期間内成長量

定期平均成長量

成長率(%)

伐 採 木
45 

100 3.096 24.68 4 0.221 1. 89 

伐採率(%) 28.65 25. 77 0.86 O. 70 

枯 損 木 14 0.222 1. 57 15 0.390 2.59 

枯損率(%)

残 存 木
(4) (0.289) (2. 52) 

234 8.442 68.49 461 32.075 266.66 

1963. 9 調査 (4) (0.327) (2.80) 
191 7.043 58.36 479 34.776 292. 70 

期間内成長量

定期平均成長量 47 

成長率(%)

残 存 木 (4) (0.327) (2.80) 
191 7.043 58.36 479 34.776 292. 70 

( )はヨーロッパアカマツ
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iJf71724351144145|lull55l吋 Foil75l184185119419 十oolm5l2151FT
2 12.8 

2 2 B 16.1 

2 4 1 2 2 2 17 16.4 

3 4 2 6 l 2 l 21 17.0 

l 3 4 5 l 17 17.9 

2 l 4 3 5 2 3 2 28 18.0 

3 6 4 6 30 17.9 

2 5 4 2 26 18.3 

2 6 5 2:(1) (1)30 (21.5)18.2 

I 3 9 19.0 

2 5 17.9 

4 19.3 

l 20.0 

16 1 11 1 

8

0

2

4

6

8

0

2

4

6

8

0

 

1
&

内4

内4

つ
ム
内
4

内
J
a
q
υ
q
u
q
u
q
u
q
u
A
A

計 jp!-1!4! 1j91 91 141 27!221 30! 19! 181 21j 141 61(1) !(1)198!(山

1916年春植，調査地=0.278 ha, 41 林班ほ-16 小班

計

樹高 (m)

範

メ斗
口 言十

積

(4) (32.0) (19.5) (0.289) (2.52) 
18 2.085 17.54 846 14~40 25.9 12.0~20. 5 17.5 46.531 383.42 46.820 385.94 

(0) 
38.39 38.39 

12.80 12.80 

3.55 3.53 

104 16~28 19.9 12.0~19. 5 16.4 3.317 26.57 3.317 26.57 

12.94 6.93 6.88 

29 14~20 16.2 12.5~15. 。 13.8 0.612 4.16 0.612 4.16 

0.38 0.38 

(4) (32.0) (19.5) (0.289) (2.52) 
18 2.085 17.54 713 16~40 26.2 12.0~19.5 17.6 42.602 352.69 42.891 355.21 

(4) 臼4.0): ド19.dωが ωi i 
43 5.031 38.66 713 16~40 1'28: 4/113. 0~2 1. 0 I'靖�: 3/146: 85�/l 3~9: 7~J 47.177! 392.52 

(0.28) 
乱03| 侃 31
(0.14) 
18.52 18.66 

4.99 
(4) (19.5)] (0.327)1 (2.80) 

43 5.031 38.66 713 16~40 28.4 I 13. 0~2 1. 0 靖�: 3/14印0 138972 392.52 
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第 231-b表 47年生， 0.278 ha , 1963年 9 月調査

戸、cf??|吋イ吋十5判
16 l 13.0 

18 2 5 16.6 

20 4 2 2 2 13 16異 9

22 2 2 4 2 2 19 17.4 

24 l 2 2 1 2 4 15 18.0 

26 l 2 5 3 3 3 3 l 22 18.3 

28 1 3 4 3 3 5 3 4 2 30 18.1 

30 l 2 4 5 3 4 3 l 23 18.3 

32 2 3 5 7 2 7 l 28 19.1 

34 2 2 4 l {(1)2 6 2 31 (1) 26 (19.5)19.2 

36 2 1 4 19.8 

38 2 l l 2 9 19.1 

40 2 3 20.2 

計 1 11 21 11 21 41 71 121 141 211 281 231 28i(li71 241 71 71 (1) 1981(19.5)18.3 

( )はヨーロッパアカマツ

No. 53. パンクシアナマツ人工林

第 233表直径対樹高相関表(伐採前)

43年生， 40林班を-10 小m， O. 10 ha, 1963年 9 月調査

、._____~~樹高(m)

叩14.5十朴|トトド川川l凶ω吋吋5ωベ吋0115.5116.0[16.5117.0[17.5\18.0118.5件 5¥20.+0.5 ト 1. +.+2炉判l1トド22山川2日ベ0\化|直径(cm)~

10 l 2 13.5 
12 2 l 4 14.5 
14 l 4 17.0 
16 l 5 l l 9 18.1 
18 l 2 2 5 2 1 2 l 20 18.0 
20 2 2 l 2 2 2 3 17 18.4 
22 l 4 6 3 3 2 l l 23 18.8 
24 3 2 3 2 13 18.8 
26 2 2 2 3 12 19.3 
28 l 3 3 2 2 12 18.8 
30 l l 2 6 19.3 
32 1 21.0 

言十 1 21 11 61 241 161 15t 13 12 71 11 11 123 1 18.4 

第 235表総 括 表(バンクシアナマツ)

細径木 (8~14cm) |小径木 (16~24叫|中径木 (2日6叫
項 日 林齢

本数 断面積 断面積 材積

(本〕 (m2) (m3) 1 (本〕 (m2) (m3) 1 (本) I (m2) (m3) 

1963. 9 調査 100 1. 225 9.85 820 26.864 239.26 310 18.805 165.80 

伐 採 木 20 0.157 1. 15 20 0.634 4.18 
43 

伐採率(%) 20.00 11. 68 2.44 1. 75 

残 存 木 80 1. 068 8.70 800 26.230 235.08 310 18.805 165.80 
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-277711401lull541541601165i174174184吋
12 l 2 4 14.5 

14 l 4 17.0 

16 5 9 18.0 

18 I 2 2 5 2 l 19 18.3 

20 I 2 2 l l 2 2 3 17 18.4 

22 4 6 3 2 22 19.0 

24 3 2 l 3 2 13 18.8 

26 2 2 2 l l 3 12 19.3 

28 3 3 2 2 12 18.8 

30 l 2 l 6 19.3 

32 l 21. 0 

計 1 11 21 31 11 21 51 51 61 241 161 151 吋 121 51 71 11 11 119 1 18.6 

No. 54. バンクシアナマツ人工林

第 236表直径対樹高相関表

34.5年生. 40林班か小班. 1956年 7 月調査

\直\径\(c樹ーシ高(Jm)| IG- 。吋+1. +2. +2. +3. +3. +4. +4. +5. +5. +6. +6. 51 本(;;j;:) ~ I 平間高
B 10.5 

10 

12 1 l l 4 13. 1 

14 l 2 2 5 12.6 

16 l l 3 12.2 

18 1 l 2 1 2 8 13.6 

20 l l 2 4 4 14 14.2 

22 l l l 1 6 14.5 

24 l 4 3 9 15.3 

26 l 2 l 4 15.9 

28 2 5 2 9 15.9 

計
!
川M
1

寸M
17

 

「1
1
1

63 14.3 

1916年秋植. 40林班をー10 小班，調査地=0.10 ha 

A 
日 計

本 数
直 径 (cm) 樹 高 (m)

(本〉 範 範 図!平均 (m2) I (m3) 

1230 1O~32 21. 5 12. 5~22. 。 18.4 46.894 414.91 

40 1O~22 16.0 12. 5~14. 5 13.5 0.791 5.33 

3.25 1. 28 

1190 12~32 21.7 14.0~22. 。 18.6 46. 103 409.58 
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第 237 表 (広葉樹〉 1956年 7 月調査

Fd門 4.0 I 5.0 I…1 7..0 17.5 1 8.0 I 8.5 1 9.0 I … 110lI)数 平均樹高a

(m) 

6 l 10 12 3 3 30 5.9 

8 4 4 10 l 3 23 6.7 

10 5 l 11 2 19 7.8 

12 1 l l 6 1 10 7.8 

14 2 2 2 l 2 9 8.4 

16 l 2 4 8.3 

18 2 3 9.3 

20 11. 0 

計 1 I 14 1 17 1 22 1 6 1 25 I 31 6 I 4 1 1 I 99 7. 1 

第 240表総 括 表(パンクシアナマツ)

極細径木 (2~6 cm) 細径木 (8~14cm) 小径木 (16~24 cm) 

項 目 林齢
本数 断面積 材積 本数 断面積 材積 本数 断面積 材積

(本〕 (m2) (m3) (本〉 (m2) (m3) (本〕 (m2) (m3) 

1956. 7 調査
(296)1 (0.838) (5. 103)1 (20.25)1 (79) (1. 858) (8.32) 

99 1.2571 8.161 395 13.231 91.29 

伐 採 木 34 1/2 (296)1 (0.838) (2.9ヲ)1 (603) (5.103)1 (20.25)1 (79) (1. 858) (8.32) 

伐採率(%) (100.00) (1∞∞llOO ∞〉 (…]|(…] (100. ∞) 

残 存 木 99 1. 257 1 8. 16 1 395 13.231 91. 29 

1962. 5 調査 59 0.689 4.43 

期間内成長量

定期平均成長量

成長率(%) 40 

枯 損 木 40 0.425 2. 70 10 0.310 2.09 

枯損率(%)

残 存 木 19 0.264 1. 73 327 11. 240 85.21 

( )は広葉樹
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第 238 表 (樹種別本数配分表) 1956年 7 月調査
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1920年秋植，調査地=0.1 ha, 40林班か小班

中径木 (26~36 cm) 1 計 | 

本数|断面積|材積|本数|直径 (cm2_1 樹 高 (m_)1 断面積 i 材積 i 断面積|材積

(本) j (m2) 1 同|∞|範 囲|平均|範 囲!平均 1 (m2) I (m3) I (m2) I (m3) 

i (別)1 (6~お) I (9 叫 (4. 0~1 1.叫 (7.01ο.799)1 (31. 56) 

129 I 7.575 I 55.52 I 623 i 8~28 I 20.7 I 10. 0~16. 5 I 14.3 I 22.063 I 154.97 I 29.862 I 186.53 

(978)1 (6~20) 1 (9.5)1 (4. O~I I. 0)1 (7.1)1 (7.799)1 (31. 56) 

(100. ∞)1 1 1 1 1 1(1瓜∞)

印 1 7.575 1 見臼 623 i 8~28 I 20. 7 I ほ O~比 5 I 14. 3 1 22. 063 I 1弘 97 I 22.062 I 1比 97
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第 239 表 40年生， O. 10 ha , 1962年 5 月調査

~樹高(m)州 +2.+3.+3.+4 。 15. +6. 0116. +7.0117.5 18.0 
直後(cm) (本) I (m) 

8 (1) (1) (10.5) 

10 

12 11(1) (1) (2) 1 (13.5)12.0 

14 
(1) 

l (1) 1 (11. 0)13.5 

16 3 14.2 

18 l l 3 2 7 14.9 

20 (1)1 2 (1) 5 (14.0)15.3 

22 3 2 2 2 10 16.0 

24 2 2 8 16.8 

26 2 2 2 7 17.0 

28 l 3 5 17.4 

30 3 1 l 7 17.5 

32 4 4 18.5 

計 1(1) Iω| 仰11 21ω31 61 5 11ω58 1ω 加 3
( )は枯損木

No. 55. ダグラスフアー人工林

第 241表直径対樹高相関表

40林班を-12 小班， 1955年月調査

\直\径\向樹高\(m)1|65||7 。 ||75|180|185|190||日 13.0 13.5 平均樹高

〈本〉 (m) 

10 2 2 2 6 8.0 

12 11 l l 16 8.6 

14 3 2 3 3 2 3 16 9.8 

16 1 2 2 2 2 3 14 9.8 

18 1 l 5 10.5 

20 l 2 12.3 

22 l l l 3 11. 5 

計 1 11 9.5 

第 244表総 括 表(ダグラスフアー)

極細径木 (2~6 cm) 細径木 (8~14cm)

項 目 林齢
本数断面積材積 本数断面積材積 本数断面積材積

(本) (m2) (m3) (本〉 (m2) (m3) (本〕 (m2) (m3) 

(147) (0.415) (1. 20) (495) (4.892) (15.34) (80) (2.060) (7.79) 
1955. 調査 35 

507 6.325 35.55 320 7.807 47.12 

( )は広葉樹
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1955年月調査

平均樹高

(m) 
8 

、. , 、，

6 9 2 11 4.2 

8 5 2 8 4.5 

10 l 5 3 2 11 5.5 

12 4 4 9 5. 7 

14 2 , 4 2 9 5.8 

16 l 2 6.0 

18 3 3 8.0 

20 ム

22 8.0 

24 

26 

28 7.0 

本数

(本)

(広葉樹〕

7 

第 242表

6 5 4 
~-----扇嘉吉司

直径(cm) "--、(

5.4 55 4 7 12 16 16 計

樹種別本数配分表

シ
パ

計

ーマ

カ

ナ
ナ
カ
マ
ド

ヤ

チ

ダ

ミ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ

ハ
ツ
コ
ヤ
ナ
ギ

ズ

第 243 表

イ
タ
ヤ
カ
エ
デ

オ
ヒ
ョ
ウ
ニ
レ

¥ 樹種
\一一

直号れ| (本〕

6 5 l l 4 11 
8 4 2 8 
10 5 4 11 

12 7 l 9 
14 5 l 2 9 
16 l 2 

18 3 3 
20 
22 l 

24 
26 
28 l l 

ン
パ

モ

ナ

ラ

グ

リ

55 5 9 3 2 2 31 計

1920年秋植， 40林班を-12 小誼，調査地=0.075ha

中径木 (26~36 cm) 計 i日'- 計

本数 断面積材積 高 (m)
断面積 材積 断面積 材 積

(本〕 (m2) I (m3) (本〉範囲|平均範 囲 |平均 (m2) (m3) (m2) (m3) 

(13) (0.821) (2.92) (733) (6~28) (11. 5) (4.0~10.0) (5.4) (8.188) (27.25) 
22.320 109.92 

827 1O~22 14.5 6. 5~13. 5 9.5 14. 132 82.67 
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No. 56. グラウカトウヒ人工林

第 245表直径対樹高相関表

44年生， 40林班，を-21 小班， O. 051 ha, 1963年 9 月調査

\街ー 1 1. 51 ロ 01 叶 13.0 卜 3. 5114. 0 114. 5 15.0 115.5116.0 116.5 
直径(cm) "~ (本) I (m) 

12 l 2 13.8 

14 l l 3 13.3 

16 1 l 3 2 1 8 13.4 

18 2 2 2 10 14.7 

20 2 2 15.0 

22 l 2 4 7 16. 1 

24 3 3 15.5 

1 1 1 1 1 --; 1-21 -~ 1 41 21 51 61 41 41 35 1 14.6 

第 246表総括表 1918年秋植，調査地 =0.051 ha 

計

項

第 248表総括表

項目

1962. 9 調査
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No. 57. チョウセンカラマツ人工林

第 247表直径対樹高相関表

46年生， 41林班ほー17 小班， 1962年 9 月調査

XF(m7L ん 5118.川19.0119・ 5120 ム 5121 ムムムムム J 本云 1 f~~~ 
直径(cm)----------J I I I I I I I I I I I (本) I (m) 

16 

18 

20 

22 

24 

26 

28 

30 

32 

34 

36 

38 

40 

42 

44 

46 

計

1 

メ』
口

l 

l 

l 

l 

2 3 2 

4 2 4 

1 1 2 4 

l 2 

l 2 l 2 

l l l 

2 

51 141 111 

1916年春植，調査地=0.10 ha 

言十

本J| ; ;Z| ;引 J J | :?L山~I均計| 断ぺ(ZZff:?2f? | 材何
刊 l 山 ¥ 2お6.1 \卜17… ¥ 20川4 ¥ 担ω山…8関蜘8加0\ … 

I 20.5 

2 19.0 

19.0 

10 20.2 

15 19.8 

10 20.5 

5 21. 3 

7 20.5 

3 21. 0 

3 21. 3 

l l 13.5 

l 21. 5 

20.4 



グイマツ，ポプラ混交植栽林No. 58. 
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骨
骨
四
榊
判
外
四
砂
部
副
弔
油
揚
市

直径対樹高相関表(伐採前) (グイマツ〕

38年生， 41林班ほ-12 小班， O. 10 ha , 1954年10月調査

樹高(m)

8.519.019.5110.0110. + 1. + 1. 5 12 い3ベOイ1 13. 5い4.5ベ5イ1 15刊+5.5州16“付吋+卜17イ4い州朴lげ山叶吋7口ベ→5イ+卜卜18バ01い!トドい1凶山8.5119付4叶 本C-;t.)r11. 1 平?官Ttケ高直径(cm) --

8 l 2 10.3 
10 1 3 2 l 10 10.4 
12 l 2 2 l l 8 12.3 
14 l 5 l 2 l 3 2 18 13.7 

16 1 1 2 l 7 14.3 
18 l 2 2 3 9 15.3 
20 2 2 l 3 9 17.0 
22 1 2 l l 6 17.8 

24 l l 1 6 18.3 
26 
28 
30 19.0 

第 250表

15.6 76 計

滋
N
O印
仰

1954年10月調査

\直\径\(c\樹m\}高(\m\)|||9.5|1 | 10.0 10.51 1 1. 0 1 1 1. 5 卜2.0112.5113.0113.5114.0 卜4.51 15• 0 1~5.~ 叫6.5卜 7.0117.5118州刈95| 本C;$:.) r11. 1 平T
10 1 l l 3 10.5 

12 1 l l 3 13.3 

14 l 1 3 l l 2 1 3 14 13.9 

16 l 1 2 1 l 6 15.2 

18 l 2 2 3 8 16.0 

20 l 2 2 3 9 17.0 

22 2 l 6 17.8 

24 l l l 5 18.4 

26 

28 

30 l 19.0 

(残存木) Cグイマツ〉第 250 表

15.6 55 川
町i
一

計



野幌試験林における各種人工林の調査成績(後編) (松井ほか) -179 ー

-ifT118~|ωo卜9.51 20い121. 0121. 5122.0122.5123.0 123.51 ~*~ 1 平岩高
22 l 1 19.5 

24 2 19.0 

26 l 21. 0 

28 l 3 21. 0 

30 l 3 21. 5 

32 2 2 22.5 

34 l 2 23.0 

36 

38 2 22.5 

40 l 2 22.8 

計 1 1 1 1 11 11 31 21 11 11 41 ;1 可 181 21.5 

第 251-b表残存木(ポプラ) 1954年10月調査

~~，::119. 5 120.0 120.5121.0 ¥21. 5¥22.0 ¥22.5 ¥23.0 ¥2:.5 J 本(*)fti.\平君高
22 l 19.5 

24 20.0 

26 l 21. 0 

28 3 21. 0 

30 l 23.0 

32 1 22.5 

34 l 2 23.0 

36 

38 1 23.0 

40 1 2 22.8 

計 ~つ1 -
勺
61

 
31 3下1 -

q
u
 

l
 

21. 8 

Lf下川o~+~~\1l. 5¥12. 0112. 5¥13. 0\山i州15. +6. 0116. 5¥17. 0\州I川
10 2 l 3 9.8 

12 1 3 13.5 

14 (1) 1 (1)2 1 31 1 (2) 9 (13.0)14.8 

16 l l l 11 2 1 B 14.4 

18 l I 11 2 2 8 15.9 

20 3 6 17.2 

22 l 21 1 21 1 I 8 18.0 

24 l 11 2 6 18.5 

26 1 19.5 

28 

30 1 19.0 

計 121 1 11 11 I-~ 州 31 31 61 21 41 31 11 61 21 71 31 3両~c山)15.9
( )は枯損木
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第 252-b表 (ポプラ〕 1959年10月調査

ιrFJ Fil 川 I 21. 5 I 22. 0 1 22. 5 I 23.可3.5-1 本JlT
22 l 20.0 

24 1 1 20.0 

26 

28 l l 21. 0 

2 I 3 30 1 65.0 

32 2 2 46.0 

34 

36 2 2 46.0 

38 l 1 23.0 

40 1 23.0 

l 23.5 

計 I 2 I I-~l 
I 2 1 ド二 -

勺
，
“

勺
LqJU 

l
 

十
ぷ

ωド:~Il~0 113.5114. 0 114.5115.0 115.5 i 16.0 1 叶 17.0
12 2 

14 

16 

18 

2 3 

20 

22 

4

6

8

 

ペJ
h
n
4
n
J

白

30 

32 

34 

計 「 1日 1 1 1 1 1 1 31 31-2 -1 31 61 21_ ~ 



野幌試験林における各種人工林の調査成績〈後編) (松井ほか) -181 ー

第 254 表 (ポプラ) 1964年 9 月調査

ζ\、用車両 1--=-=-1 ~1 ^ ~1 ~ ~') ^ ')') ~ ')~ ^ ')~ --:l-~~-~i-~t: -，，-1 本金]平均樹高
直径(吋~120.0 120.5121.0 I 21 ・ 5 i 22. 0 : 22. 5 I 23. 0 I 23. 5 1 24. 0 1 出 51 25 . 0 1 (本)I "�';:'; 

22 (1) (1) (20.0) 

24 (1) (1) (20.0) 

26 

28 (1) (1) (21.0) 

30 (1) (1) (21. 0) 

32 2 2 24.0 

34 l 23.0 

36 (1) 1 (1) 1 (23.0)23.0 

38 (1) (1) (23.0) 

40 

42 (1) (1) 1 (23.5)25.0 

44 

46 l 25.0 

計
ー
ノ内J

h

〆
f
、

、
‘
，

内J
4ゐ

〆
，
‘
、

1(2) --;-jCl) -1 . 2 1 円u
A
崎
吐
晶

つ
血

、
'
，

ζ
U
 

I
 

内
，4&
 

f
‘
、、

一

r
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、
、
，
ノ

守
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ー

勺
J
U

( )は枯損木

48年生， O. 10 ha , 1964年 9 月調査

17.5118.0 \18.5川 19.5\20.0 I ム5 川|ム 12;0 !-22.-5l川本J
6 12.5 

4 14.4 

7 15.5 

2 8 16.3 

4 17.3 

3 18.3 

3 8 18.1 

3 2 6 19.8 

2 4 19.6 

2 21. 5 

19.5 

平均樹高

(m) 

¥ 3¥ 8¥ 41 41 I 1 I 53 17.0 
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林業試験場研究報告第 205 号

第 255表総 括 表(グイマツ，ポプラ)

細径木 (8~14cm) 小径木 (16~24cm) 中径木 ω6cm) I 

項 目 林齢本数門|材積本数 l 断醐材積
(本) I (m2) I (m3) I (本) I (m2) I (m3) (本) I (m2) I (m3) 

1954. 9 調査
(30) (1. 285) (l1.34>) (110) (7.923) (78.75) 

380 4.511 29.32 370 11. 519 92.91 10 0.707 6.31 

伐 採 木
(10) (0.453) (3.77) (30) (2.218) (21. 44) 

38 180 1. 781 10.88 30 0.907 5.96 

伐採率(%) (33.33) (33.25) (27.27) (27.23) 
47.30 37.11 8.11 6.41 

残 存 木
(20) (0.832) (7.57) (80) (5 削|(5731 〉

200 2. 730 18.44 340 10.612 86.95 10 0.707 I 6.31 

1959. 10 調査 (20) (0.832) (7.65) (80)1 (6.38d (56.32) 
170 2.268 15.69 360 11.284 92.50 20 1. 238 11. 19 

期間内成長量

定期平均成長量

成長率(%) 43 

枯 損 木 20 0.308 2.01 

枯損率(%)

残 存 木
(20) (0.832) (7.65) (80) (6.381) (56.32) 

150 1. 960 13.68 360 11. 284 92.50 20 1.238 11. 19 

1964. 9 調査 (20) (0.832) (7.65) (70) (5.875) (60.67) 
100 1. 295 8.70 300 9.459 78.22 130 7.971 74.92 

期間内成長量

定期平均成長量

成長率(%) 48 

枯 損 木 (20) (0.832) (7.65) (30) (2.341) (23.25) 

枯損率(%)

残 存 木
(40) (3.534) (37.42) 

1∞ 1. 295 8.70 300 9.459 78.22 130 7.971 74.92 

( )はポプラ

No. 59. ヤチダモ人工林

第 256表直径対樹高相関表

44年生， 40林班を-33 小班， O. 10 ha , 1958年10月調査

ぶ??|10olio5111 0 11 判12. +3. +3. +4. +4刊15.+6.+6.+7.+7.+8.01 ~~ 1平岩高
10 I 1 4 12.3 

12 2 2 3 2 3 4 2 l l 21 13.7 

14 l 1 3 8 14.9 

16 2 3 5 2 1 15 15.9 

18 3 5 1 1 11 16.4 

20 1 1 15.5 

22 l 2 16.3 

計 1 11 1 11 11 21 21 51 31 31 81 51 61 121 81 31 11-11 叶 14.9



。
ο。。野幌試験林における各種人工林の調査成績(後編) (松井ほか〕

1916年秋植，調査地=0.1 ha , 41林班ほ 12 小班

大径木 (38~50cm) 言十 メ口斗 計

材積 本数 材積 断面積 材積

(本) I (m2) (m3) (本〉 範囲|平均範 図 I 平均 (mり (m3) (m2) (m3) 

(40) (4.786) (48.79) (180) …ωo十 (21.5) (13.994) (138.88) 30.731 267.42 
760 8~30 1 16.1 1 7. 5~19. 5 15.6 16.737 128.54 

(10) (1. 134) (11.28) (50) (24~38)1(28. 3)1(18. 0~22. 5) (20. 7) (3.805) (36.49) 6.493 53.33 
210 8~24 12.4 7. 5~17. 5 11.4 2.688 16.84 

(25. ∞) (23. 12) (27. 78) (12. 13) 19.94 
27.63 13.10 

(30) (3.652) (37.51) (130) (22~40) [ 31 1] |(19M35>ω8〉|(10189〉 (102.39) 24.238 214.09 
550 1O~30 17.5 1 9. 5~19. 5 15.6 1 14.049 111. 70 

(30)! (3.776) (39.36) (130Ù22~42)1(32. ，5)!(20. 0~23. d(22. d(lO. 989)1<103. 33) 25. 779 222.71 
間|γo 1 9.5~19.5115.8 … 11弘

(0.94) 6.61 5.67 
(0. 19) 1. 32 
1. 13 

0.61 

20 1 14113.9112.5~13.5113.0 1 0.3081 2.01 0.308 2.01 

0.35 0.18 

(30) (3 吋 ω6) (附ω~必〕102 ヤOM3W211009朋〉|(103 紛 25.471 220. 70 530 1 1O~30 118.11 9.5~19.5115.9114.4821117.37 

(40) (5.566) (60.29) 

一
(22. 7)102・ 273)1(~~~. ~~)I 30.998 290.45 530 1 12~34 1 20.5 1 10. 5~23. 0 17.0 1 18.725 1 161. 84 

(-31. 97) 12.50 44.47 
(-6.39) 2.50 8.89 
(7.32) 

1.10 6.37 
(20) (2.519) (26.35) 

[~ :~I~~'] 
(21. 6)1 (5.692)1 (57.25) (6. ∞0) (59.26) 

(13 11) 5.05 

(20) (3.047) (33.94) (60>|l(32~46X|37.0>|(23.0~25.0>(24.0)1 (6.581)1 (71. 36) 25.306 233.20 530 1 12~34 1 20. 5 1 10. 5~23. 0 17.0 1 18.725 1 161. 84 

1958年10月調査

言十

(本〉

3 

3 
2 
2 

2 

ヤ
マ
ナ
ラ
シ

樹種別本数配分表

2 

-
&
1
A

内4
1
ム

'
A
3
A

つ
h

第 257 表

樹

0
2
4
6
8
0
2
4
6
8
0
2

一

1
1
1
1
1

晶

2
2
2
2
2
3
3
:
E

直径
(cm) 

18 5 11 
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ぶ??J7 0l7 仲村+. 0/10. +. 0/". +. 0112. 5113. 0十|ト州川日ベ川1+十い判朴川l比川ベベ咋ι川ベ4十01十十判いllトい州l比川川ι“ベ51|
10 l 8.0 
12 l 3 10.8 
14 13.0 
16 l 3 13.5 
18 l l 2 16.8 
20 l l 2 17.3 
22 l 16.5 
24 15.5 
26 l 16.0 
28 11 2 18.3 
30 
32 l l 18.0 

計 I 11 I 11 1 1 1 1 1 11 1 11 1 11 11 1 11 11 11 11 21 21 11 21 11181 14.7 

第 259 表 49年生. O. 10 ha , 1963年10月調査

\直\径尽(cm)戸\(\m\> 10川ベ01 1小い|トトい10川叫0川5 州咋判14い川 +7い18.0
10 l l 3 12.3 

12 (1)1 3 2 l l l (1) 11 (13.5)14.3 

14 l 2[(1)3 l l l (1) 13 (15.0)15.5 

16 l l 3 2 2 10 16.3 

18 l 2 51 1 l 10 18.0 

20 l 21 1 6 17.6 

22 2 l 5 17.8 

24 18.5 

26 18.5 

計[ 11 1 1 1 11 21 1(1)21 51 61(1)41 11 51 41 51 71 111 41 ね ω1(14.3)16.5
( )は枯損木

第 262表総 括 表(ヤチダモ〉

細径木 (8~14cm) 小径木 (16~24 cm) 中径木 (26~36 cm) 

項 自 林齢
本数 断面積 材積 本数 断面積 材積 本数 断面積 材積

(本) (m2) (m3) (本〕 (m2) (m3) (本〕 (m2) (m3) 

附 10 調査| 44 σo〕|(om〕|ω|
330 1 3.921 1 26.29 

吋 2U2| 〔19 べ290 I 6.889 I 52. 10 
仏0)\ 2.5671 (1.0.99) 

1963. 10 調査 (50) (0.647) (3.76) (80) (2.787) (21. 76) (50) (3.736) (32.04) 
290 3.748 26.51 320 8.794 71. 64 10 0.531 4.53 

期間内成長量

定期平均成長量

成長率(%) 49 

枯 損 木 (10) (0.113) (0.65) 
20 0.267 1. 84 

枯損率(%)

残 存 木 (40) (0.534) (3.11) (80) (2.787) (21. 76) (50) (3. 736) (32.04) 
270 3.481 24.67 320 8.794 71.64 10 0.531 4.53 

( )はその他広葉樹



野幌試験林における各種人工林の調査成績(後編) (松井ほか) -185 

ぶ??〉lulloo|lMIll111112 仲村ベlull5011551161lullT 川。|115191吋惜(平岩高

第 261表樹種別本数配分表 1963年10月調査

ぷ!
ヤ ア 、、、 ヤ
チ

カ ズ
Fマ

ノ、

ナ 言十
ン !J. ナ

フノ

キ モ フ 1ン (本〕
12 1 2 
14 2 2 
16 
18 l 2 
20 2 
22 2 l 3 
24 I 

26 
28 
30 
32 2 3 

言十 10 5 17 

1914年春植，調査地=0.1 ha , 40林班を-33 小班

計 ~ 計

径 (cm) 樹 高 (m) 
断面積 材 積 断面積 材 積

(本〕範 囲|平均 範 四 |平均 (m2) (m3) (mり (m3) 

(1801(… |(19 ぺ (70~185)|ω| 5.771 (!~. ~~) 1 121. 55 620)1 1O~22 1 14.6 1 10.0~18.0 1 14.9 10.810 

(180) 21. 3 (9.5~20.0) (7.170) (57.56) 
20.243 160.24 620 1O~26 16.0 1O.0~19. 。 16. 1 13.073 102.68 

(13.75) 
36.20 

22.45 
(3. 75) 

7.24 4.49 
(5.50) 

5.18 5.01 
(10) (11. 5) (12.0) (0. 113) (0.65) 

0.380 2.49 
20 12~14 12.5 13. 5~15. 。 14.3 0.267 1. 84 

(0.25) 
0.36 0.41 

(170) (12~32) (22.9) (9. 5~20. 0) (16.3) (7.057) (56.91) 
19.863 157.75 600 1O~26 16.1 10.0~19. 。 16.5 12.806 100.84 
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骨
骨
山
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刊
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醐
野
濁
塑
鴻
暢
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時

獄
N
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叩

直径対樹高相関表

8 l l 3 11. 7 

10 l 2 l 6 13.0 

12 2 l l 4 2 2 2 2 2 21 14.3 

14 7 3 13 16.5 

16 l 3 2 2 l 3 15 17.0 

18 1 3 l l 7 16.8 

20 l l l 2 l 1 l 9 18.2 

22 l l l 3 18.0 

24 l 1 l l 4 18.6 

26 

28 1 20.0 

平均樹高

(m) 

ヤチダモ人工林

4F空〉同二|104i05111 イ 1 1. +2.0:12.51刈13平判15.+5.+6.+ふ 5トイ17511Ml184ゆ 本数

(本〕

第 263 表

No. 60 

16.0 

査調同
川

口
U年nE

 

E
U
 

0
3
I
l
l
i
-
-
-
-
-

噌
よ

82 

4F町村+村村竹村 51吋

l
 

l
 

q
υ
 

2
 

I
 

R
d
 

計

数

6 3 4 6.6 

8 3 l 1 12 1 I 2 I 1 l 12 8.5 

10 l 1 I 2 1 I 2 l 8 9.1 

12 1 12 2 l 7 12.4 

14 l 1 12 l l 7 13.4 

16 1 I 2 2 I 6 14.8 

18 l 4 15.6 

20 l 3 16.3 

22 l 16.0 

24 2 2 18.5 

26 2 I 1 3 18.2 

平均樹高

(m) (本〕

本

12.1 57 [314[ 1
1

1 
I-~ 1411 14 ! 4141212[ 日可云 12111313111411

3
1 111 百十
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1963年10月調査

ぷ
ア ヤ ヤ セ キ

カ
チ タ

-マ ンノ、

コ 計
ンダ グ ノ

フノ
モ キ ワ キ シ (本)

6 2 
B 6 6 
10 9 l 10 
12 6 l 8 
14 5 l 6 
16 5 l 6 
18 5 5 
20 3 2 5 
22 
24 2 2 
26 
28 3 4 

樹種別本数配分表第 268 表1958年10月調査

ぷ
ア セ ヤ キ ヤ

チ タ
カ てノ

ノ、
可ヨP

コ 計
ダ ノ ン グ

ノ プ

モ キ キ シ ワ (本〉

6 4 4 
8 11 12 
10 7 l 8 
12 6 7 
14 4 l 2 7 
16 6 6 
18 3 l 4 
20 2 3 
22 
24 2 2 
26 3 3 

樹種別本数配分表第 265 表

55 

本数

(本〕

平均樹高

(m) 

5) 

6) 

9) 15.4 

17.5 

18.0 

18.4 

18.4 

19.9 

19.4 

20.2 

19.3 

21. 5 

第 266 表 49年生， 0.10 ha, 1963年 10月調査

開高(m)L rJ~:: ~L I"¥L Jo I'Jo Jn rJ.¥ Jln n1'R 1:111 nl'1 1:111 ,)'<'1 I:t9 Jt9 et , JtJ Ju:: ntl: 1: 1,1' ),1' E::!1I7 J,Il' ), 0 nl,o .)'11 nl'R )"n nl"lI J<'Il 11<'11 ).." n~ " 16.016. 517.017. 5'8. 0:8. 519.0:9. 5:10. 010. 5:11. 0:11. 5112. o:I2. 5'13. 0:13. 5114. 0:14. 51日.0'15.5:16.016.5:17.017.518.018.5'19.019.520.020.5'2
直径(cm)~~ 1-' T -1" -1"' T T T T T' r' T' r' r' r' r' r' r' r' r' r' r'"I' T" r' T'"I' r' i"' T' T' T' T' T'"I 

9 

B (1) (1) (1) (3) (9 , 

10 (1) (1) (2) (4) (8. 

12 (1) (1) (2) 31 2 31 2 (4) 15 (8. 

14 I1 2 2 日

16 21 2 JI 2 10 

18 31 1 31 1 JI 2 I 13 

20 l 2 I1 2 2 8 

22 2 11 2 7 

24 2 l 4 

26 l l 3 

28 2 

30 

2 42 計57 2 10 43 言十

‘、司

1 (9.0) 17.9 71 (11) 2: 71 21 
、
ノ勺A

f
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、

1
ノ
ー
「
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、
3
ノq

u
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計
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第 267 表 (その他広葉樹〉

ぶf1T?〕![ 6 5イ十中|卜ト7川Oバ|卜7.5イ十中|卜ド8ωOペ|卜8.5イ十l卜9.0イ1卜い川9口ベ5イ十十い卜ト川川川lω川川OωベOイ十|卜l叫O口ベ5イ十l卜11べo 111. 5112.0 卜2.5113.0 113.5 卜4.0 

6 
8 2 2 
10 
12 
14 
16 
18 
20 
22 
24 
26 
28 

計

( )は枯損木

項 目 林齢

44 

1963. 10 調査

期間内成長量

定期平均成長量

成長率(%) 49 

枯 t員 木

枯損率(%)

残 存 木

( )はその他の広葉樹

No. 61. ヤチダモ人工林

2 
1 3 
2 

極細径木 (2~6cm) 

本数 断面積 材積

(本〉 (m2) (m3) 

(40い

(20) (0.057) (0.24) 

(20) (0.057) (0.24) 

2 2 
l 2 

1 2 

第 269表総 括 表(ヤチダモ〉

細径木 (8~14 cm) 小径木 (16~24cm)

本数 断面積 材積 本数 断面積 材積

(本) (m2) (m3) (本〉 (m2) (m3) 

。40〕|(3 叩17251
430 I 4.998 I 35.76 

060>lMl>|(3367]
380 I 10.574 I 87.04 

(320) (3.045) (16.28) (180) (4.954) (39.01) 
340 3.845 26.75 420 12.303 107.11 

(20) (0. 129) (0.42) 
110 0.917 4. 16 

(3∞〕 (2.916) (15.86) (180) (4.954) (39.01) 
230 2.928 22.59 420 12.303 107. 11 

第 270表直径対樹高相関表 45年生， 40林班を-35 小班， O. 10 ha, 1958年10月調査

4F19511001105111 01115 17. +7. 51 本数|平均樹高
1-" -1 (本) I (m) 

10 2 3 3 4 2 l 17 12.7 

12 2 2 8 3 4 3 2 27 13.9 

14 l 2 I 4 2 4 3 18 15.0 

16 2 6 6 5 4 l 25 15.2 

18 2 5 2 10 16.4 

20 2 3 16.3 

22 2 2 4 16.3 

24 l 17.5 

計 _111 1 21 31 21 41 51 141 81 151 111 81 141 141 31 11 1051 14.6 



野l腕試験林における各種人工林の調査成績(後編) (松井ほか) -189-

川属。 115.5116.0116.5117.0117.5118.0118.5119.0 119.5120.0 120.512 1. 01 ま|平常高
2 7.0 

((lI)>l6O ((5.5 >>7.6 
6.0)9.4 

l 日 11.2 
6 13.6 

l l 6 15.8 
l 2 5 16.9 

l 5 16.9 

2 19.0 
l 20.0 
4 18.8 

31 11 31 31 11 31 11 2~ 21 11 --
q
u
 

I
 

)
 

Q
U
 -

R
d
 

(
 

R
u
 

ra 
、1
ノ

ウ
&

〆
，
、
、

ー

1914年春植，調査地=0.10ha， 40林班を-34 小班

!同|加) 1記-lf-Lzh-出T11A| 材(i
ψ;:;??|(li::;1(;21131(511233::Mh?;;〕1222い61 1幻 21
(50) (2.994) (26.15) (570) (8~28) (14.3)1 (5. 5~2し 0)'(12. 8)!O 1. 050) (81. 68) 

30.730 248.06 
60 3.532 32.52 820 8~30 16.71 6.0~22.0 116.7119.680 166.38 

(16.50) 
50.27 

33.77 
(3.30) 

10.05 
6.75 
(4.52) 

4.60 4.65 
(20) (8~ 1O) (8.6) (5. 5~6. 0) (5.8) (0. 129) (0.42) 

1. 046 4.58 
110 8~12 10.2 6.0~1 1. 0 9.0 0.917 4. 16 

0.12 
0.42 0.57 

(50) (2.994) (26. 15) (550) (8~28) (14.8) (6.0~2 1. 0) (13.1) (10.921) (81. 26) 
29.684 243.48 

60 3.532 32.52 710 8~30 17.7 9. 5~22.0 17.9 18.763 162.22 

第 271-a表(その他の広葉樹〉 1958年10月調査

直22114吋 +++.017 村村 5110 川 0/11. +. 01州13. 5/U. 0/吋十 5116.0116.51謝意
6 l l l 3 5.0 
B 21 1 21 2 11 2 10 7.6 
10 l 3 l 2 9 8.9 
12 l 1 l 3 10.3 
14 l 3 11. 5 
16 l l 3 15.0 
18 2 14.8 
20 l 1 116.5 
22 
24 l 2 3 145.0 
26 l 1 116.0 
28 1 115.0 

計 r-1 1 円 31--21 1 21 61 21 31 1 11 1 21 1 1い 1 21 1 31 1 21 11 4いr;;1 1O.3
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第 271-b表樹種別本数配分表 1949年10月調査

J;よそ1
イ 、、‘ キ ア ノ、@ ヤ ツ イ シ

タ タ ツ ヌ

ヤ カ コ
ーマ リ ニx. ナ 言十

ズ コ
カ ダ ヤ グ ノ、. :/ ノ
.:r. プ ナ ジ
ア キ シ モ ギ ワ ナ ユ キ (本)

6 
8 5 3 l 12 
10 l 6 9 
12 3 3 
14 2 1 3 
16 2 l 3 
18 2 2 
20 l l 
22 
24 2 l 3 
26 l l 
28 l l 
30 

計 lr ~ 1--31-2可 4 1 1 1 1 1 2 I 39 

第 272 表

戸if竺I 7.5 I 8.0 I 
9.0 9.5 I 10.0 卜0.511 1. 0 11. 51 ベベベ 13.5

10 (1) (2) ((22>> ll (3]) 
12 (1) 

((lI >) 
(1) 1 l 

14 
16 
18 
20 
22 
24 
26 

言十 |ω|ω| 1(4) 1 1ω1 1 

( )は枯損木

第 273-a表 (その他の広葉樹〉

ぶ~15.0 15.5)6.0 )6.5)7.-0 )7.5rO i~o )9.51~~.;I 1O.5 卜 1.0111.sl ベ山
6 
8 (1)1 l l 
10 1 (1) (1)2 2 l 2 2 l 
12 l l l l 
14 
16 
18 
20 
22 
24 l 
26 
28 
30 

計 rE?1 1(1) 1(1吐 ~I 1 31 1 31 21 

( )は枯損木
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野幌試験林における各種人工林の調査成績(後編) (松井ほか)

1963年10月調査

イ
タ
ヤ
カ
エ
デ

+s 

z一
一
三
一

H

ツ

!
ご
l
ι

ノ

シ

ナ

樹種別本数配分表

イ
ヌ
エ
ン
ジ
ュ

ヤ

留守

ハ
ッ
コ
ヤ
ナ
ギ

ア

カ

タ'

第 273-b表

キ
タ
コ
ブ
シ

ズ

¥¥  樹種

直径~I
(本)

6 1 l 
8 l 3 
10 7 2 l 13 
12 3 4 
14 2 3 
16 3 l 4 
18 2 
20 l 
22 l 
24 2 
26 l 
28 
30 1 

ナ

ノ

キ

グ

ワモキ

37 2 3 2 23 3 計

14.0 1ω115.0 115.5116.0 116.5117.0 117.5118.0 118.5119.0 
l 2 ([68)) 

4 ((1 1.9>> 14.3 
1 I (1) 8 4 2 20 12.2)15.2 

3 2 2 3 2 ((Il) ) 
14 ((1 1.5) )16.0 

(1) 1 3 3 4 5 2 19 15.0)16.6 
l 3 8 3 2 18 17. 1 

4 6 17.5 
4 3 8 18.0 

18.0 
1 19.0 

本数

(本)

4
 

• L
U
 

-
-
ノ今4

-
勺
AI

 

r
t、
、

91 、
，
ノ

r
。l

 

f
k
 

勺
41 ~仰51

1963年10月調査

本数

(本〕

l 8.5 
(1) 3 ((5.5)> 7.0 
(2 13 6.3) 8.3 

4 10.4 
3 9.7 

l 3 15.5 
2 2 16.0 

l 15.5 
l l 16.5 

l 2 14.3 
1 2 17.8 

1 17.5 

13.0 113.5 卜斗

1
 

1
 

1
 

、
B

ノnu 
A
U
 

〆
，
、
、

36 (3) 21 
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第 274表総括表

極細径木 (2~6cm) 細径木 (8~14cm) 小径木 (16~24cm)

項 目 林齢 本数ド面積|材積 本数|ー材積 本数|師積|材積
(本) I (m2) I (mり (本) I (m2) I (m3) (本) I (m2) I (m3) 

45 件。。引 (0.28)1 (250〉|(2ベー620 1 7. 160 1 48.48 。g)1 山)1…430 1 10.487 1 77.89 

1963. 10 調査
(10) (0.028) (0. 14) (260) (2.293) (10.15) (90) (2.711) (19.46) 

520 6.079 32.64 520 13.778 110.65 

J切 11，\]内成長量

定期平均成長量

成長率(%) 50 

枯 損 木
(30) (0.207) (0.70) 
150 1. 461 8.59 10 0.201 1. 42 

枯損率(%)

残 存 木
(10) (0.028) (0.14) (230) (2.086) (9.45) (90) (2.711) (19.46) 

370 4.618 24.05 510 13.577 109.23 

( )はその他広葉樹

No. 62. ヤチダモ人工林

第 275表直径対樹高相関表 41林班ほー22小班， 1958年10月調査

よ庁…14.0 14.5 15.0 15.5 18.0 18.5119.0 19.5 勾十s 本数 平均樹高

(本〕 (m) 

10 
(1) (1) (9.0) 

15.0 

12 2 3 2 3 2 1 13 14.6 

14 l 2 2 2 l 11 16.4 

16 4 3 l 9 16.8 

18 2 2 2 2 12 16.7 

20 l 2 2 1 1 10 17.7 

22 l 1 4 19.4 

24 l 2 l 4 18.8 

26 
(1) (1) (19.0) 

l l 20.5 

計 1 (1)1 21 51 31 61 41 81 61 91 31 51 21 (�)1 21 1 41 65 1 16.7 

( )はその他の広葉樹

その他の広葉樹はヤチハンノキ，アカダモ



野幌試験林における各種人工林の調査成績(後編) (松井ほか〉 -193 ー

(ヤチダモ〉 1913年春植，調査地~O. 105 ha, 40林班をー35小班

一 一一一一 一一一一一
計
一

樹
一
範

計

(30) (1. 672) (13.70) (390) (6~30) (14.2) (5. 0~18. 5) (10.7) (6.704) (43.45) 
27.112 191. 38 

10 0.531 4.64 1050 10~26 15.3 7.5~19.0 15.8 20.408 147.93 

(496) 
16.51 

11. 55 

(0.99) 
3.30 2.31 

(2.46) 
1. 92 1. 75 

(30) (8~10) (8.7) (5. 5~6. 5) (6.0) (0.207) (0.70) 
1. 869 10.71 160 1O~16 12.6 7.5~15.0 12.2 1. 662 10.01 

(0.35) 
1. 24 

1. 52 

(30) (1. 672) (13.70) (360) (6~30) (18.0) (5.0~18. 5) (11.1) (6.497) (42.75) 
25.243 180.67 10 0.531 4.64 890 1O~26 16.0 12. 5~19. 。 16.4 18.746 137.92 

第 276 表 1963年10月調査

訳11. 0 13.5 14.5 15.0 15.5 16.0116.5 17.0 17.5 19.0 19村ト 本数 平均樹高

(本〉 (m) 

10 l l 16.0 

12 (1) (IJ (IJ (1) (2J (11. 0)(13. OJ 
1 l 2 l 5 15.7 

14 1 l l 2 2 2 l l 12 17.0 

16 l 4 2 1 8 18.4 

18 2 2 2 I 8 18.5 

20 2 2 l l 8 17.9 

22 l l 2 5 1 1 l 12 19.4 

24 2 l 3 20.2 

26 l l l 4 20.4 

28 
(1) (1) (19.0) 

l l 19.5 

30 l 1 22.0 

計
1 (1)1 川11 1 21 61 31 51 2T~~ 61 引 21 91312 ¥ 21\ω(2…(13.0J 211 63 1 18.3 

( )はその他広葉樹

[ J は枯損木
その他の広葉樹はヤチハンノキ，アカダモ
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第 277表総括表

細径木 (8~14cm) 小径木 (16~24cm) 中径木 (26~36cm) 1 

項 目 林齢
本数 断面積 材積 本数 断面積 材積 材積

(本〉 (m2) (m2) (本〉 (m2) (m3) (本) I (m2) (m3) 

1958. 10 調査| 44 。)1 (g 吋 (034〕i
238 I 3. 077 I 22. 77 叩。吋 ω|370 I 10.761 I 88.44 91 0.5041 4.74 

1963. 10 調査
(9) (0. 107) (0.58) (10) (0.585) 5.12 
190 2.578 20.13 370 11. 463 100.20 57 3.857 35.78 

期間内成長量

定期平均成長量

成長率(%) 49 

枯 損 木 19 0.214 1. 45 

枯損率(%)

残 存 木
(9) (0.107) (0.585) (10) (0.585) (5.12) 
171 2.364 18.68 370 11. 463 100.20 57 3.857 35. 78 

( )はその他広葉樹

No. 63. ヤチダモ，オニグノレミ混交植栽林

第 278 表 直径対樹高相関表(ヤチダモ，オユグノレミ) 47年生. 41林班ほー24小班. 1958年10月調査

GV 1L12141十 11
ヤチダモ オ

10.0 10.5 11.0 11.5 15.0 11.5 19.0 
本数 平均樹高

グルミ

(本〉 (m) 
平均(m樹〕高

10 l 1 3 12.7 
12 (1) l 

(<((2435>>>> 24 6 9 

14.3 13.5 
14 (1) (2)1 l 16.8 14.9 
16 (1) ((3l)) l ‘ 1 2 2 17.1 14.5 
18 1:(1) (1) 7 I 1 17.4 16.3 
20 5 5 17.5 
22 2 3 18.2 
24 1 12 l 5 18.3 
26 l l 19.0 
28 l l 18.0 
30 
32 1 1 19.0 

計 1 1 ! 11  1 1ドh川(1ω叫叫1)川吋〉計ヰがれ川料(1h川川州(れ川仰川lけ巾川)1川lイ似(
( )はオニグルミ

第 279表(その他

ヰ~14.0 14.515.0 ¥ 5.516.016.517.017.518.018.519.019.5 い。卜0.5 卜1. 0 卜 1.5
6 1 
8 l 1 2 4 2 
10 l 1 2 
12 2 
14 
16 
18 
20 
22 
24 
26 
28 

言十 3 



野幌試験林における各種人工林の調査成績〈後編) (松井ほか〕 -195 ー

(ヤチダモ〉 1914年春植，調査地~O. 105 ha, 41林班ほー22小班

メ口斗 言十

二数 1: 苛JIl:J1 平 (m~I 

i!?i(22| (i沿い
一 i 材一日積(m2) I (m3) I (m2) 

14.342 115.95 
120.69 

(19) (20.0) (11~19]> (15.0) (0.692) (5.70) 18.590 161. 81 
617 1O~3 18.5 (13. 5~12 18.3 17.898 156. 11 

(0.96) 29.67 
38.71 
(0. 19) 5.93 
7.74 

(3.68) 4.22 
5. 72 

19 12.4 14.0 0.214 1. 45 0.214 1. 45 
0.21 

0.21 
(19) (l 2~28) (20.0]> (11----19) (15.0) (0.692) (5. 70) 183.76 160.36 
598 1O~30 18.5 14. 5~22. 。 18.3 17.684 154.66 

第 280 表 樹種別本数配分表 1958年10月調査

iZ種 キタコ イタヤ 計
アカダモ ンノキ プシ カエデ

ヤマグワ

(本〉

6 I 

8 12 l l 14 
10 5 5 
12 5 l 6 
14 4 5 
16 4 l 5 
18 7 2 9 
20 3 3 6 
22 2 2 
24 2 2 
26 
28 l 
30 

計 56 

ベ 12.5 ¥ 13.0 ¥13.5¥14.0 \14.5\ 叶 15.51 刈 16. 5117. 0 117. 5¥18. 0 ¥ !な|平常高
l 4.0 

14 8.4 
5 10.9 

l 6 10.3 
1 2 1 5 14.2 

1 1 1 1 5 14.5 
l 2 3 l 9 15.9 

l l l l 1 6 16.2 
l 2 14.8 

2 14.5 

l 14.5 

11 11 21 11 51 61 41 11 11 51 21 11 21 
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直ぶ忌?!?町引う]下い|トドい12山州2川0
10 (1) ((ll >> ((2l>) ((14.0) ) 
12 2 14.5)13.5 
14 l l 17.0 
16 l 3 12 l 7 18.1 
18 1 12 2 2 7 19.1 
20 4 6 19.5 
22 l 19.5 
24 2 2 4 19.3 
26 l 4 19.5 
28 3 20.2 
30 l 20.5 
32 
34 
36 l 21. 0 

計 11 1 1 1(1)1 1ω111 111 111 161414161813121 1 ゐ7川 (1ω18.9
( )は枯損木

2
4
6
8
0
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A
1
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第 282 表 (オニグルミ)

4F 1 1301135  

計 、1
ノ

ー〆t
t、l
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( )は袷損木

第 283表(その他

ヰょ~~15.015.516.016.517.017.518判9.019.5110. +0.5 12.+2 十 +3.+4 。
6 l 
B 3 2 
10 2 2 2 l l l 
12 l l l 
14 l (1)1 
16 
18 l 
20 
22 
24 
26 
28 
30 
32 

計 1 11 1 11 13151314121 1 21 21 1 21 1 11ω2 
( )は枯損木
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イ
タ
ヤ
カ
エ
デ

計

1963年10月調査

回マ

グ

ヤ

樹種別本数配分表

(本〉

l i 

1

7

9

6

6

3

6

9

3
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6
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1
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勺
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ノ
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勺
4
q
u
q
u

計

1963年10月調査

平均樹高

(m) 

5.0 
8.6 
9.4 
10.6 

(14.0)13.5 
16.5 
15.9 
17.7 
17.8 
16.8 

55 \(14.0川 4

|本(*-)WJ.I 

一寸i

(1) 

(1) 

2 

樹〕

!川 174 18ol184190|1951 却 O

2 

2 

1
1
3
1
2
 

葉広
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第 284表総括表

極細径木 (2~6cm) 細径木 (8~14cm) 小径木 (16~24cm)

項 目 林齢 樹 種
本数 断面積 材積 材積 材積

(本〕 (m2) (m3) (本) I (m2) (m3) (本) I (m2) (m3) 

ヤチダモ 90 1. 072 7.88 280 8.469 69.79 

1958. 10 調査 47 オニグノレミ (60) (0.842) (5.81) (80) (1. 875) (13.85) 

其の他 (10) (0.028) (0.08) (3∞〕 (2.546) (14.41) ロ40) (6. 845J (49.61) 

ヤチダモ 60 0.650 456 250 7.263 64.18 

1963. 10 調査 オニグルミ (50) (0.688) (4.72) (90) (2.249) (17.34) 

其の他 (10J (0.028) (0.09) (290) (2. 816) (15.45) (250) (7.907) (62.81) 

ヤチダモ

期間内成長量 オュグルミ

其の他

ヤチダモ

定期平均成長量 オニグルミ

其の他

ヤチダモ

成長率(%) 52 オニグノレミ

其の他

ヤチダモ 30 0.270 187 

枯 損 木 オニグルミ (40) (0.534) (3.59) 

其の他 (loJ (0. 154) 〔し 02)

ヤチダモ

枯損率(%) オニグノレミ

其の他

ヤチダモ 30 0.380 2.69 250 7.263 64.18 

残 存 木 オニグルき (10) (0. 154) (1. 13) (90) (2.249) (17.34) 

其の他 (IOJ (0.028J (0.09J (280J (2.662) (14.43) (250) (7.907J [62.81) 

No. 64. ミズナラ人工林

第 285 表 直径対樹高相関表 37年生， 40林班を一16小班， O. 12 ha , 1956年 5 月調査

立当 7.5 卜 o ¥ 8.5 I 9.0 I 9.5 卜0.0 卜0.51 11 • 0 卜 1. 5 1 12. 0 I 川本数|平均樹高
8 l 2 3 6 9.4 

10 3 4 4 2 10 4 3 31 10.5 

12 4 3 2 6 6 6 2 29 11. 1 

14 2 8 12 6 l 29 11. 4 

16 1 5 9 6 22 11. 9 

18 l 3 2 6 12.0 

20 1 3 11. 8 

22 

24 l 12.0 

計 3 I 10 1 10 1 71 27 1 27 1 291 12 1 山| 11. 1 



野幌試験林における各種人工林の調査成績(後編) (松井ほか〉 -199 ー

(ヤチダモ，オニグノレミ〉 1911年春植，調査地 =0.10 ha, 41林班ほー24小班

中径木 (26~36cm) 1 計 |合 計

本数同~面積|材積|本数|直径 (cm?_I 樹 高|断面積 l 材積|断面積|材 積
盛山叫』 I (本) I 範囲|平均|範囲|平均 I (m2) I (同|(旦~)_I_. (m3) __  

16.77 1 4∞ 110~臼 118.5 110.0~19.0 117.1 111.4981 94.44 

(140)!(13~18)i(15. 6);(13. 0~17. 0)1(15. 1)1 (2.717)1 (19.66)1 24.250 

[ 4. 18)1 (5叫 (6~28)1(14. 1)1 (4.0-18.0)1(12.4)1(10.03叫 (68.27)

35.33 i 4∞ 1 1O~36119・ 6 12~21 118・ 511M09;l白 07 1 

(140) (12~20):(16. 1) (13. 0-18.0)1(15.7): (2. 937)! (22.06): 28. 101 1 210.79 
;cc ，，~I'(c_ f) ~~I;:~- ~~I~~:- ~_ _,,^ 1"\~!;1 t) A~I(:1 c~c~1 rOA cc~l 1 (6.31)1 (560)1 (6~32)lI5. 2)' (5. 0~20. 0)!(13. 4)1(11. 555): (84. 66)i I 

7.76 I I 
i i lk( 一1. 19)1 I 幻

! (15.37η ]

182.37 

1. 55 

(ー0.24) 4.39 

(3.07 

、
l
l
J

n

d

l

 

q

u

q

u

 

-

ｭ

R
J
V
ζ
U
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ο
f
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6
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6
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-

ｭ
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円
u
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、
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』
白
、

01川川川lω恥1O~121ト~
(4ω0):米):(1川(1ロ2~1凶4)米:(1悶3.0の)[(1ω3.ω.0~1応5.5の)1(1凶4.3の)1μ(仏 5臼34め州)1 (3. ω )到I 0.95臼8 

[「 |FPO川l凶ω刈4ω叫叶Oのべ)1 1(1い円(1μωω14ω刈4ω川Oの一〕

37OL2~36lm81 …。 |1891-|12:2
22fzz;ij:;111::;31112ltt1221 

2.27 

6.48 

0.67 

204.31 

第 286 表 43年生， 1962年 5 月調査

一f!アオ弓引〉1?トH|トド川同7口ベ吋5イ十|ト8ωOい 01卜ド川川9口ベ山51沖lト10ベO4ll川川ω川叶吋吋Oωベ吋5イ+十い|卜ト川川l日叶吋lベ吋イ十十判いl口川叶吋1山ベ→5イ十判l1ト川川lロ叶吋2ベ吋イ十川判lロ山叶吋吋2幻ベ吋54十|卜13ベイ判l日ω吋3口ベ51十十判村|卜ト川川l凶吋吋4ベ吋4十判判l凶山叶吋咋4“ベ吋54十lト15.01 15 . 51 本 数 | 平均樹高
8(l)!!(2] !(3)(l i i i l(6] (M>

12 i! I I 1 問 1 1142l343511ω24 1 (9.5)1 

1 41111241331n138  

16 I I I I 1 1 I 4 I 3 I 7 I 4 I 4 坦 14.0
18 1 1 1 1 I I 4 1 4 I 4 I 2 I 15 1 14.5 

j i|i  l i l l|11ll:|JIll:114:  

言十 1(2)1 1(2)2[(8) [(4) 1 1 1(1)61 4 ic1)31 8 112110 I 32 114 ! 131 4[(1の 109 1 (川町
(は紡損木〉
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第 287表総 括 表(ミズナラ〉

細径木 (8~14cm) 小径木 (16~24cm) 中径木 (26~36 cm) 

項 目 林齢
本数 断面積 材積本数 断面積 材積

(本〕 (m2) (m3) I (本) I (m2) (m3) I (本〕 (m2) (m3) 

l姉 5 調査| 37 550 1 8. 734 1 26. 59 1 5081 6.120 1 55.41 1 

1962. 5 調査 568 7.376 45.00 383 9.238 62.34 17 0.889 7.08 

期間内成長量

定期平均成長量

成長率(%) 43 

枯 損 木 150 1. 123 5.54 

枯損率(%)

残 存 木 508 6.253 39.46 383 9.238 62.34 17 0.889 7.08 

No. 65. ミズナラ人工林

第 288表直径対樹高相関表(伐採前)

38年生， 40林班をー17 小班. O. 10 ha, 1956年 8 月調査

4F115ol55160 7.5(8.01 8. 5 卜 0\9.5110判11.0[11. +2.01吋。13.51剖藷
6 l l l 3 11 7.8 

8 3 3 81 10 4 4 8 5 2 l 50 9.0 

10 1 l 4 2 5 8 3 2 3 l 31 10.2 

12 l 4 4 7 4 6 3 32 11. 4 

14 3 2 2 5 6 3 21 23 12.1 

16 2 4 2 l 10 12.5 

18 l l 3 1 12.5 

20 1 1 12.5 

計 51 111 141 101 71 141 201 121 131 15 41161 110.4 

第 289 表 (残存木) 1956年 8 月調査

ιr〉160 6.5[7.0[7.5\8 十 9.01 9. 5 1吋 5\11.0 11.5\12.01吋 +3.5\ て本引平T
6 l l 2 8.3 

8 1 l 4 4 2 3 3 2 1 23 9.4 

10 l 4 2 5 6 3 2 3 1 27 10.4 

12 I 4 3 7 4 6 3 30 11. 5 

14 f 3 2 2 4 6 3 2 22 12.1 

16 2 l 4 2 l 10 12.5 

18 l 3 12.5 

20 1 l 12.5 

言十 円 戸「五戸ト61 41 9い61 11い3い31 191 91 41 11可 11. 0 



野幌試験林における各種人工林の調査成績(後編) (松井ほか〉 -201 ー

1918年秋植，調査地 =0.12 ha, 40林班を-16 小班

本

計

数|直径 (cm~I_!!

|範囲|平均|範(本) 1- "-'"' 1 I ...., 1 

附|ト24 い3.0 1 

高 (m)

図寸平均
積

(m3) 

32.00 

1058 8~26 14. 1 7. 5~15. 5 13.0 17.503 114.42 

26.88 

4.48 

4.69 

150 日~12 9.7 7.5~12.0 9.6 1. 123 5.54 

0.97 

908 1O~26 14.8 9.0~15.5 13.5 16.380 108.88 

第 290-a表 (広葉樹) 1956年 8 月調査

ヰ??140|45 卜 0/5.51 6 。 6.517.0 1 7 . 5 18.0 卜 5/9.01 9. 5 卜0.01 す|平常高
6 3 8 4 3 18 5.4 

B 2 12 6 20 6.2 

10 5 4 5 14 7.0 

12 8 8 16 7.5 

14 4 3 2 9 7.8 

16 2 2 l 3 8 8.6 

18 l 8.0 

20 l 9.0 

22 10.0 

24 9.0 

26 l 9.0 

計 r;r 1 10 1 1 21 1 1 271 1 191 1 61 n
y
 

• ぷ
U

円
u

nツ
4

せ

第 290-b表樹種別本数配分表 1956年 8 月調査

ix! 
ア ヤ イ オ ヤ セ ア ノ、. カ ア キ ーマ シ ヤ

、、司. 、、、

メ日斗
'コr ズ ヅ タ ヤ

ヒ チ ン
コ カ カ ナ ーマ ーマ

サ ザ ター キ
ヤ

ツ コ
ザ

ズ
ヨ ダ ノ ダP

プ ン ノ グ 計ク ナ ナ ク
ダ フ ヤ ウ モ キ シ ギ フ モ シ ノ、. キ ワ フ キ

(本〉

6 l 9 3 2 18 
8 4 5 3 2 4 21 
10 2 3 1 2 2 1 13 
12 3 3 3 l 2 l l l 16 
14 2 l 2 2 9 
16 3 l l 1 l 8 
18 l 
20 l l 
22 l 
24 
26 l 

計 1 31 11 181 211 101 41 61 31 11 91 11 21 51 11 41 11 90 
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第 291-a表

~~~I 4.0 I 4.5 I 5.0_l_~.~ I 6.0 I 6.5 I 7.0 I 7.5 I 8.0 I 8.S_! 9.0 

B l (1) 3 2 (1) 3 
10 2 3 
12 l 4 
14 
16 
18 
20 
22 

計 2[ (1) 3 I 10 

( )は枯損木

第 291-b表

ぶ??|40|45150 卜 5 I 6.0 I 6.5 I 7.0 I ~5 I &0 8.5 I 9.0 I 9.5 

8 (1) 1 (1) l 1 1(1) 
10 3 2 2 2 
12 3 2 
14 l 
16 
18 
20 
22 
24 
26 
28 

計 lω11 41ω51 5 

( )は枯損木

第 292表総 括 表(きズナラ)

極細径木 (2~6 cm) 細径木 (8~14 cm) 小径木 (16~24cm)

項 目 林齢
本数 断面積 材積 本数 断面積 材積 本数 断面積 材積

(本〕 (m2) (m3) (本〉 (m2) (m3) (本〕 (m2) (m3) 

1956. 8 調査 (180) (0.509) (1. 69) (590) (5.3∞) (19.88) (120) (3.008) (13.07) 
110 0.311 1. 41 1360 12.108 65.01 140 3.008 18.34 

伐 採 木 (180) (0.509) (1. 69) (590) (5.300) (19.88) (120) (3.008) (13.07) 
38 90 0.254 1. 41 340 2.051 9.76 

伐採率(%) (1∞.00) (100.00) (100.00) (100.00) (100.00) (1∞.∞) 
81. 82 80.85 25.00 15.01 

残 存 木 20 0.057 0.27 1020 10.057 55.25 140 (3.088) 18.34 

結杭残196C損 存鋭1率0 調(%査本木) 
<9<3700>> (48.31 >> ~250~ ~5.87~ ~36.05) 

43 
~2. 17 

~860) ~8. 517) ~46. 14~ ~250) ~5.87) (36.05) 

定E枯残期196期間5長領平内均E存1率1成成調長長((296盆量本量2 ) 
740 8.260 46.22 360 9.406 62.79 

48 
60 0.497 2.46 

680 7.763 43.76 360 9.406 62.79 

( )はその他広葉樹
~ )は第 2 回目の照査による数値である。 1965年度の成長関係の計算は 10 年間で求めた。



野幌試験林における各種人工林の調査成績(後編) (松井ほか〉 -203-

43年生. O. 10 ha , 1960年10月調査

9.5 I 瓜 o I ほ 5 I 11.0 I 11.5 I は o I は 5 I は o I 13.5 I 14.0 I 比 5 I 本数|平均樹高
I I I I I I I (本) I (m) 

(1) 1 (1) 
(( ( l > 2 l (5>> 16 (8.9) 8.3 

6 ll ]] 4 3 6 (1) 26 ((10.5)] 10.2 
2 5 5 3 5 (1) 27 10.5 )11.2 

3 2 日 l 17 12.2 
1 2 6 2 15 12.9 

i 2 2 7 13.0 
l 12.5 
l 2 13.3 

(1) 91ω 可云可 91 61 叶 91 201 51 41 11(~示11 I (刈11 ・ 1

1. 0 111.5 卜2.0 卜2.51 13. 0 卜3.5 ト4.0 114.5115.0 115.5 卜6.0 1 本C:4>.)fJ.. 1 平常高
4 〈ふ 0〉〉 70 

4 ((l1 >)4l 
2 19 12.0) 9.9 

2 4 2 21 ( (( 12.O I l.5 
(1) 2 6 2 5 3 2 2 24 11.0)12.6 

2 3 3 4 l 15 13.8 
3 2 l 8 14.3 
l 2 l 4 10 14.4 

l 2 13.3 
l 16.0 

1 l 15.0 

21ω11 4 1051 (附12.2

1918年春植，調査地=0.10 ha , 40林班を-17 小班

中径木 (26~36 cm) 言十 メ口斗 計

本数 断面積 材積 本数
直径 (cm) 樹 高 (m)

断面積 材積 断面積 材 積

(本〕 (m2) (mS) (本〉 範 囲|平均 範 囲 |平均 (m2) (mS) (m2) (m3) 

(10) (0.531) (2.32) (9∞〉 (6~26) (10.7) (4. 0~ 1O. 0) (6.9) (9.348) (36.96) 
24.855 121. 72 

1610 6~20 10.7 5.0~13. 5 10.4 15.507 84. 76 
(10) (0.531) (2.32) (9∞〕 (6~26) (10.7) (4. O~ iO. 0) (6.9) (9.348) (36.96) 

11. 653 47.86 
430 6~14 8.0 5.0~12.0 8.7 2.305 10.90 

(100. ∞) (一(…) (1∞.∞〕
39.32 26.71 12.86 

1180 6~20 11. 6 6.0~13. 5 l し O 13.202 73.86 13.202 73.86 

~1180) <<8~22>> (12.1) j4 … 31009104 叫 《血 36>:~刻》X14831>>
~70> 8~12 (8.8 6 … [~9.4ω3 <<20.. 17 <0.443 <<20.. 17 

<82.71091 14・ 388) 70 
~1l1O) (8~22) ~12.4) ~4. 0~14. 5>;~11. 1>;~14. 388) ~82. 19 

10 0.616 4.31 1110 8~28 140 4.0~16.0 12.0 18.282 113.32 18.282 113.32 
39.46 39.46 
3.95 3.95 
4.27 4.27 

60 8~14 9.9 4.0~11.0 8.8 0.497 2.46 0.497 2.46 
0.27 む.27

10 0.616 4.31 1050 8~28 142 4.0~16.0 12.2 17.785 110.86 17.785 110.86 
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No. 66 ，ズナヲ人工林

4f!?[751801851901951100卜0.51 11 . 0 1 1 1. 5112. 0 112.5113.0113.51 *(出平ず
6 l 2 9.8 
8 l 2 3 12 9.9 
10 3 4 5 3 7 6 5 5 2 41 10.5 
12 2 4 4 9 6 5 2 3 37 10.1 
14 3 7 3 6 7 2 l 5 35 11. 5 
16 4 2 2 12 11. 3 
18 2 2 7 10.6 
20 1 3 12.3 
22 2 10.0 

計 1 1 1 21 6 1 7 1 12 1 121 26 1 26 1 20 i 19 I 7 1 7 1 6 I 151 I 

第 294-a表(残存木〕 1955年 8 月調査

ι??卜 51 8. 0 18.519.0 1 9 . 5 トイ 10. 5111. 0 111. 5 卜2.0112.5113.0113.51 弘子 lT高
6 
B l l l 3 10 9.8 
10 2 4 3 6 4 4 5 2 31 10. 7 
12 1 l 2 4 3 7 5 4 2 2 31 11.0 
14 l 2 7 3 6 6 2 5 33 11. 6 
16 l 4 2 2 12 11. 3 
18 l 2 2 7 10.6 
20 1 3 12.3 
22 l 2 10.0 

計 1 1 1 1 1 31 51 10 1 11 1 241 21 1 171 171 7 1 61 61 129 1 

第 296表総 括 表(ミズナラ)

極細径木 (2~6cm) 細径木 (8~14cm) 小径木山4叫|
項 目 林齢

本数断面積材積 本数断面積材積 本数断面積材積

(本〉 (m2) (m3) (本) (m2) (m3) (本〕 (m2) (m3) 

1955. 8 調査 20 0.057 0.31 1250 13.396 72.61 240 5.896 31. 32 

伐 採 木 20 0.057 0.31 2α3 1. 872 9.79 
37 

伐採率(%) 100.00 100.00 16.00 13.48 

残 存 木 1050 11. 524 62.82 240 5.896 31. 32 

1960. 8 調査 (910) (10.116) (55.24) (380) (9.296) (52.11) 

枯 損 木
42 

(110) (0.722) (3.72) 

枯損率(96)

残 存 木 (800) (9.394) (51. 52) (380) (9.296) (52.11) 

1966. 5 調査 560 I 6.687 37.23 ωo 116.502 101. 95 

期間内成長量

定期平均成長量 47 

成長率(%)

残 存 木 560 6.687 37.23 610 16.502 101. 95 

( )は第 2 回目の照査による数値である。 1966年度の成長関係の計算は 10 年間で求めた。



野幌試験林における各種人工林の調査成績(後編) C松井ほか〕 Fhd 
nu 

第 294-b表 42年生， 1960年 8 月調査

一??180185l90195| ベベ 1 1. 0 1 11叩ム|叫3.~5-! ~*~ I 平岩高
B (1) 

[(3l])5 ((ll) )l ((65))20 3 ((10.1 ]] 9.2 
10 1 1(1) 2:(1) 1 (1) 3 (1) 4 1 2 10.3)10.6 
12 l 2 6 7 l 6 l 2 27 11. 1 
14 2 2 4 8 6 3 l 3 30 11.6 
16 2 l 3 5 6 I 2 2 22 11. 7 
18 l 5 7 11. 9 
20 2 5 11.8 
22 2 l l 4 11. 6 

計 |ω1 3 1(1) *1) 71ω61(4)171(2)171(1 )191 251 81 71-6 \可可l叫11・ 3
( )は枯損木

第 295 表 47年生， O. 10 ha, 1966年 5 月調査

4fづ++.+.+十 5吋
8 2 l 4 7.9 
10 11 2 2 2 3 12 9.9 
12 2 2 5 l 2 3 15 11.4 
14 l 2 4 2 6 2 6 1 l 25 12.0 
16 1 3 21 10 3 2 22 12.8 
18 2 2 5 4 3 2 20 13.2 
20 4 3 9 12.9 
22 l 1 l 1 5 13.6 
24 1 2 1 5 12.9 
26 14.5 

計\ 11 2¥ 1¥ 31 1¥ 3¥ 4¥ 51 11¥ 81 131 111 291 131 51 61 11 11 118 1 12.1 

白 1917年秋纏，調査地 =0.10 ha, 41林班ほ←9 小班

中径木 (26"'-'36 cm) メ日L 計

本数
直 径 (cm) 樹 高 (m) 

断面積 材 積

(本〕 (m2) 1 (m') 1 (本〉 範 囲|平均 範 囲|平均 (m2) (m3) 

1510 6~22 12.4 7. 5~13. 5 10.9 19.349 104.24 

220 1. 929 10.10 

14.57 9.69 

1290 6~22 12.8 7. 5~13. 5 11. 0 17.420 94.14 

(1290) (8~22) (13.4) (8.0~13.5) (11. 2) (19.412) (107.35) 

(110) (8~ 1O) (9.0) (8.0~1 1. 5) (10.2) (0.722) (3.72) 

(0.75) 

(1180) (8~22) (13.9) (8. 5~13. 5) (11.3) (18.690) (103.63) 

10 0.531 3.60 1180 8~26 15.5 6.0~15.5 12. 1 23.720 142. 78 

48.64 

4.86 

4.11 

10 0.531 3.60 1180 8~26 15.5 6. 0~15. 5 12.1 23.720 142. 78 
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No. 67. ミズナラ人工林

第 297 表 直径対樹高相関表(伐採前〉

39年生， 41林班ほ 13 小班， O. 10 ha, 1955年 8 月調査

-F115516517村 519.019.5110. +0. +1. +1 十 ~112. +3.+3 判吋化~\平常高
6 2 2 5.5 
B 9 8.4 
10 21 2 l 4 2 2 2i 19 10.0 
12 2 4 3 3 19 11. 3 
14 4 4 6 3 20 12.4 
16 5 7 4 l 20 13.4 
18 2 2 3 5 13 13.5 
20 l 4 6 13.8 
24 l 14.5 

日TzI ~Il三-171 -~I 41 31 81 81 121 161 141 131 31 11 109 1 11. 8 

第 298 表 (残存木〉 1955年 8 月調査

4FT155i65185190195 件+1.+1. +2.+2. +3.+3. 5 14. +4. 5¥15. 01 本 数|平糊
(本) I (m) 

6 5.5 
8 9.5 
10 1 4 2 2 15 10.2 
12 3 2 3 2 14 11. 1 
14 4 4 6 3 20 12.4 
16 l 5 6 4 l 19 13.4 
18 2 2 3 5 l 13 13.5 
20 l 4 6 13.8 
24 l l 14.0 

計 1 11 11 31 11 61 41 31 31 41 81 111 151 131 141 21 11 n
J
h
 

内4l
 

nu 
n
y
 

第 300表総 括 表(ミズナラ〉

小径木山4川 l極細径木 (2~6 cm) 細径木 (8~14 cm) 

項 目 林齢
本数断面積材積 本数断面積材積

(本) I (m2) I (m3) (本) I (m2) I (m3) (本) I (m2) I (m3) 

1955. 8 調査 20 0.057 0.20 660 7.094 39.32 400 9.666 62.08 

伐 採 木 10 0.026 0.10 160 1. 204 6.15 10 0.201 1. 39 
39 

伐採率(%) 50.00 50.00 24.24 15.64 2.50 2.24 

残 存 木 10 0.028 0.10 500 5.890 33.17 390 9.465 60.69 

1960. 8 調査 (390) (4.489) (24.01) (500) (13.492) (86.24) 

枯 損 木 (20) (0.141) (0.63) 

枯損率(%)
44 

残 存 木 (370) (4.348) (23.38) (500) (13.492) (86.24) 

残期産19E官間5 内存学11成調長言査量木語
240 2.863 15.90 580 18.285 130.55 

49 

240 2.863 15.90 580 18.285 130.55 

( )は第 2 回目の照査による数値である。 1965年度の成長関係の計算は 10 年間で求めた。



野幌試験林における各種人工林の調査成績(後編) C松井ほか〕 -207 ー

ぶF15516村判9.5110判1 1. + 1. +2. +2. +3. +3. 5114. 01吋
6 (1) (1) (5.5) 
B 2 7.5 
10 11 2 2 2 7 9. 1 
12 l (1) 4 2 2 (1) 15 (9.5)11.2 
14 3 l l 4 4' 13 11. 6 
16 12 12.4 
18 2 20 13.6 
20 14 13.9 
22 3 14.2 
24 1 14.0 
26 1 l 14.5 

計 1(1)11 11 21 31 11(1)41 51 31 21 31 61 61 121 161 171 51 11 (2) 881σ.加 3
( )は枯損木

第 299-b表 49年生， 0.10 ha , 1965年11月調査

4fア16.+++5ド 0\10. +1.+1. +2.+2. +3.+3.判14.+5.+5川6.5\17.0\ ま|稽

1916年春植，調査地=0.10 ha, 41林班ほ-13 小班

中径木 (24~32cm) メ日L 言十

本 数 断面積 材 積 本 数 直 径 (cm) 樹 高 (m) 
断面積 材 積

(本〕 (m2) (m3) (本〕 範 図|平均 範 四|平均 (m2) (m3) 

1080 6~24 13.6 5. 5~15.0 11. 8 16.817 101. 60 

180 6~16 9.6 5. 5~13. 5 9.6 1. 434 7.64 

16.67 7.52 

9∞ 6~24 14.4 5. 5~15. 0 12.2 15.383 93.96 

(10) (0.531) (3.60) (9∞〕 (6~26) (15.7) (5.5~15.0) (12.2) (18.512) (113.85) 

(20) (6~12) (8.8) (5. 5~9. 5) (7.5) (0.141) (0.63) 

(0. 12) 

(10) (0.531) (3.60) (880) (8~26) I (15.9) (5. 5~15.0) (12.3) (18.371) (113.22) 

60 3.447 26.01 880 8~30 18.3 6. 5~17.0 14. 1 24.595 172.46 
78.50 
7.85 
5.89 

60 3.447 26.01 880 8~30 18.3 6.5~17.0 14.1 24.595 172.46 
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No. 68. シラカンパ人工林

第 301 表直径対樹高相関表

37年生， 40林班を 16 小班， O. 10 ha, 1956年 5 月調査

4fトトO. 0111. 0111. 5112. 0112. 5113. 0113. 5114い15.0115.5116.0116.51 本(*)ri1. 1 平常高

20 

l 13.0 

2 7 11. 8 

2 2 3 11 12.6 

2 3 2 2 12 13.8 

2 5 2 II 14.5 

2 2 2 2 3 l 13 14.8 

3 3 7 15.6 

2 2 3 2 9 15.8 

l 5 9 15.8 

2 3 3 10 15.5 

l l 2 15.0 

li 14.5 

計 1-;1-11 21 I1 51 4い-15い1 51 叶 81 111 叶 E
d
 

A
せl

 l
 

q
u
 

。
ノ

第 302-a表 (広葉樹) 1956年 5 月調査

ZT1 司: I 7.0 I 8~~ I 9.0 1 ~川\午不 o I 本(*)ri1. 1 平常高
6 6 2 8 6.3 

8 5 10 1 17 6.6 

10 l 2 6 l 11 7.9 

12 3 2 6 9.2 

14 3 1 5 11. 6 

16 l 3 10.3 

18 l l 3 6 11. 7 

20 

22 l 1 12.0 

言十 11 叶 14 1 8 1 5 1 5 1 4 1 6 1 2 1 R
U
 -

n
y
 

守
，a

k
u
 

第 304表総 括 表(シラカンパ〉

極細径木 (2~6 cm) 細径木 (8~14 cm) 小径木 (16~24cm)

項 目 林齢
本数 断面積 材積

(本) I (m2) I (m3) I (本) I (m2) I (m3) (本〕 (m2) (m3) 

加 5 調査 l 37 。0)1 (0.226)1 仰の| ωo)|(3 吋 0401〉| 吋 ωo)1M
310 I 3.691 I 23.25 490 I 15.212 I 109.35 

期定成枯枯残196期間2長損L附乎5損存均率本成成調長長(〈%必査量最木木) ) 

270 3.186 21. 57 440 14.127 114.38 

43 
J(ぬ 1. 191 7.07 

170 1.995 14.50 440 14.127 114.38 

1961年度はその他の広葉樹の測定を省略。
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第 302-b表樹種別本数配分表 1956年 5 月調査

JX1 
ア 、、‘ ホ イ オ コ シ ナ サ ヤ カ 本

カ オ ヒ ナ
ナ チ

ズ タ プ カ ク 1ツ
数!l. ノ ヨ ノ

-マ
ダ

-'E: キ キ ヤ ウ シ キ ド フ モ フ (本〉

6 3 2 l 1 8 

8 7 2 2 3 l 17 

10 6 1 l 2 l 11 

12 4 1 6 

14 4 l 5 

16 3 3 

18 5 6 

20 

22 1 1 

計 ;r下 1 61 61 11 21 21 1下 21 1 1 57 

第 303 表 43年生， 1962年 5 月調査

4f1851011lol12 。|125 川咋 1145115115511601165卜74175十刊i卜ドい川川1凶削吋吋8.0刊吋+8.+9.0\バま| 平岩高
8 l 13.0 
10 (1) (1) (1) 2 (3) 2 (11.3) 13.0 
12 (1) (1) 

((ll>> 3 11 2 2 l ([34>> 95 
11.3) 15. 1 

14 (1) (1) (1) l 2 1 l 13.3) 16.1 
16 I l l 2 7 15.8 
18 1 2 l 4 9 17.5 
20 1 2 l 2 2 1 2 12 17.2 
22 2 3 2 8 17.3 
24 2 l 2 3 8 18.4 
26 l 1 2 3 8 18.1 
28 2 l 3 7 18.1 
30 l 2 4 18.0 
32 l 3 17.2 

計 I(仰木1)1(1)1ω|ω糾(1)31 21 51--;1-61-61 131-121 61 131 91 11(10)ヰ (12.0) 17.0 

( )は枯損木

1918年秋植，調査地=0.10 ha, 40林班を-16 小班

計 計

本数

(本〕

材積

(mS) 

212.86 

220 13.797 114.20 930 8~32 19.7 8.5~19.5 16.4 31. 110 250.15 31. 110 250. 15 
58.72 
9.79 
4.58 

l∞ 1O~14 12.0 8.5~14.0 12.0 1. 191 7.07 1. 191 
0.55 

220 13.797 114.20 830 8~32 20.6 13.0~19.5 17.0 29.919 243.08 29.919 243.08 



第 205 号林業試験場研究報告-210ー

高

ヰ~I 6.~-1-6.5 1 7.0 1 7.5 1 8.0 1 8.5 I 9.0 1 9.5 110.0 110.5111.0 111.51 

Z1lil  

樹対f歪直第 305 表シラカンパ人工林No. 69. 

l:llil|18.~1~~19~~ 110. 0110. + 1. + 1.51 12. 0 1 て1

iZT「司ベーr7~~T8.0 1 ~.-~I~ol9.;不 01 1J;;戸卜l;可司三1 13. ~l_ ~.:~! 

百

(2) 
(1) (2) 2 

8 (1) (1) 10 (1) (1) (2 
((ll >>212 (1) 

14 16 18 20 22 24 26 28 30 
、B
ノl

 

f
t
、計
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ω 卜2.5 \13.0 卜3. 5 ¥14. 0 ¥14. 5 卜5.0 ¥15.5116.0 116.5¥17.0 九(平君高
3 9.7 

l 7 10.5 
5 3 4 l 17 12.7 

4 1 l 4 10 14. 1 
3 1 5 l 2 13 15.0 

l l 2 3 8 3 2 1 22 14.5 
4 l 7 l 5 l 3 23 15.2 

2 l 8 3 2 16 16.0 
l 2 l l 5 16. 1 
2 4 6 12 16.3 

l 15.0 

61 31 61 51 10 1 91 31 1 5 1 231 61 141 14. 1 

第 306-b表樹種別本数配分表 1956年 5 月調査

直\や径皿)\樹~種、 キニガ
ヤ 、・、. オ シ ホ ナ ア キ 、、、 イ ヤ

オ ナ カ
タ ズ

タ
チ'マ ヒ ナ ヤ

ズ カ コ
カ

計
グ ヨ ノ ノ グ プ ナ ダ

-マ ニ己

ワ キ ウ キ キ ド モ シ フ ア モ (本〉

6 1 l 2 3 4 2 l 1 16 

8 3 l 2 2 5 15 

10 l I 3 6 

12 5 I l 8 

14 2 2 

16 

18 

20 1 l 2 

計 21 1 1 131 61 61 31-8-1 可 11--1 1つ-11 1 49 

ベ 14. 5115. 0 115. 5¥16. 0 116. 5 ¥ 17. 0 卜7.5 ト o ¥18.5¥19.0 ¥19.5120.0 ¥ ~*~ \平 ;53 高

;;; 
9.4 

1 l 2 9(( ( 12.313.7 
1 1(1) (1) 1 l l 2 71 (14.8) 15.6 

(1) 1 l l l 41 (15.0) 16.4 
1 4 4 2 3 l l 18 17.8 

(2) 1 2 (1) 3 3 7 2 (3) 20 (15.6) 17.5 
1 2 1 5 2 3 15 18. 1 

(1) l 2 9 2 4 1(1) 18 (15.0) 19.0 
1 l 3 18.3 

3 5 9 18.8 
l l 3 5 19.5 

11(1) 1(5) 51 _41_ 11 81(1)10 1 10 1 20 I 51 231 61 91(21)1081 (12.5) 17.6 
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第 308 表 総 J百 表 (シラカンパ)

極細径木 (2~6 cm) |細径不 (8~!4叫 l 小径不 (16~24 

項 自 林齢
材

(m2) (m3) 

�2) (1. 62) (290) (2.438) (9.52) (20) (0.628) (3.58) 
38 

370 4.163 25.77 

1961. 6 調査 位。 1 3.620 1 23.67 1 B∞ 127.107 1225.87 
期間内成長量

定期平均成長量

成長率(%) 43 

枯 損 木 160 I 1. 524 I 9.02 I 50 I 1. 595 I 11. 50 

枯損率(%)

残 存 木! 160 I 2.096 I 14.65 I 750 I 25.512 I 214.37 

(注〉 このシラカパ林は 20x50m の長方形の面積にたっているが，シラカパは隣接林分より樹高校張りが

No. 70. ドロノキ人工林

第 309 表 直径対樹高相関表(伐採前〕

43年生， 31林班いー30， 32 小班. O. 329 ha, 1956年 5 月調査

~戸軍司14416. ム。117. ム。1 18 山 0119 ム。|205hld21 占乙 0122 ム 0123 ムJ 本数 i平均樹高
直径(cm)'" J't. vllO

. "11/. VI1/. "j'o, VjlO. "1"" vl'Of. "j"v. V(v. "I~" v
1 γ i~~' "1ο. VI~0. "I~'t. vl (本) 1 (m) 

16 1 19.5 

18 l 3 16.7 

20 l l 22.0 

22 l l 2 2 2 2 2 l 13 20.4 

24 2 l 2 2 1 2 2 2 16 20.4 

26 l 1 2 9 20. 7 

28 2 3 5 3 3 18 21. 9 

30 l l 4 5 14 22.4 

32 l l l 2 2 2 5 I 15 22.4 

34 2 l 5 21. 4 

36 l 1 3 I 3 10 22.2 

38 l l I 3 2 9 22.3 

40 2 5 7 23.3 

1 11 21 31 11 ~I 21 41 71 6¥ 51 81 81 91 151 201 251 11 叶山
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1917年秋植，調査地 =0.10 ha , 41林班ほ 9 小班

中径木 (26~36 cm) 言十 メロL 計

本数 断面積材積 高(叶面積|材積 断面積 材積

(本〕 (m2) I (m3) (本〉 範囲!平均範 回 1 平均 (m2) I (m3) (m2) (m3) 

(470) (3.518) (14.72) 
38.450 265.02 

130 6.987 52.63 1290 8~28 17.9 6. 0~17. 0 14. 1 34.932 250.30 

170 10.669 93.02 1290 8~30 19.5 6.0~17.0 16.7 41. 396 342.56 

71. 74 

14.35 

5.01 

210 8~24 12. 1 6. 0~17. 0 11. 9 3.119 20.52 

1. 43 

170 10.669 93.02 1080 8~30 20. 7 1O.0~20. 。 17.6 38.277 322.04 

大なので，この樹冠投影面積は大となっている。

第 310 表 (残存木〉 1956年 5 月調査

4f〉!144lull7417 十 0118 判9.5トo 十 512 1. 0トイ22.0ト2.5川3.5124. 01 ま 平均樹高

(m) 

16 1 l 19.5 

18 l 1 2 19.3 

20 

22 1 ! 2 2 6 20.8 

24 l l 1 l 2 2 9 21. 1 

26 l 1 2 1 8 20.9 

28 l 1 3 4 l 2 12 22.0 

30 I 4 5 12 22.5 

32 1 l 2 5 12 22.4 

34 2 5 21.4 

36 l 3 3 9 22.3 

38 l 3 2 l 9 22.3 

40 2 5 7 23.4 

計 勺
dl

 
qo 

4IJ 
1 4I 51 81 71 91 イ 24\ 11 

n
y
 

l
 

勺
Aつ

ム
n
y
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第 311 表 49年生. O. 329 ha, 1961年11月調査

~竺|一1 17.+ 8内仲村1.5ト2.0片付九~I 平常高
18 

20 l l 19.0 

22 2 21. 5 

24 l 1 5 20.2 

26 l l l 2 2 l 10 2し O

28 2 1 2 7 22.5 

30 2 2 1 6 21. 3 

32 l l 2 2 31(1) (1) 12 (24.0) 21.8 

34 2 2 3 8 15 22.5 

36 l 4 20.5 

38 3 6 22. 1 

40 2 l 2 l 7 22.3 

42 l 2 l 3 B 22.4 

44 2 4 6 23.3 

46 23.0 

48 

50 

52 l 23.0 

計 1 11 21 1 11 1 51 41 41 21 51 101 71 101 171 231(1) 1 (1) 91 1 (24.0) 21. 9 

( )は枯損木

第 312表総 括 表(ドロノキ)

小径木 (16~24 cm) 中径木 (26~36cm) 大径木 (38~50cm)

項 目 林齢
本数 断面積 材積 本数 断面積 材積 本数 断面積 材積

(本〉 (m2) (m') (本〕 (m2) (m') (木〉 (m2) (m') 

1956. 5 調査 116 4.582 42.53 242 17.887 178.86 54 6.469 66.49 

伐 採 木 55 2.177 19.56 45 3.088 30.21 
43 

伐採率(%) 47.41 45.99 18.60 16.89 

残 存 木 61 2.405 22.97 197 14.799 148.65 54 6.469 66.49 

1961. 11 調査 31 1. 222 11. 40 184 14.060 139.88 94 12.757 129.63 

期間内成長量

定期平均成長量

成長率(%) 49 

枯 損 木 3 0.274 2.97 

枯損率(%)

残 存 木 31 1. 222 11. 40 181 13.786 136.91 94 12. 757 129.63 
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No. 71. サワグルミ人工林

第 313表直径対樹高相関表

40林班をー15 小班. 1956年 5 月調査

l肚(c:;(m)1 6.'0 1 7. 0 17. 518.018. 519.019.5110.+0. +1.+1. +2朴3.+3.+4九~I 平T
4 l 3 4 6.9 
6 5 2 9 7.8 
8 3 3 2 2 l 11 9.1 
10 2 5 2 2 4 2 3 22 10.2 
12 l 4 2 6 4 19 11. 1 
14 3 4 8 4 4 24 12.0 
16 2 4 4 6 l 18 12.4 
18 3 3 7 13.0 
20 l 13.0 
22 l 3 13.0 

E
F
l
 

t
M
H
 

21 31 21 91 2! 51 81 8[ 61 141 91 20: 111 151 2[ 21 118 10.9 

第 314-a表 (広葉樹〉 1956年 5 月調査

よfi30 4.0 5.0 6.0 7.0 8.0 9.0 10.0 本数

(本〉

平均樹高

(m) 

6 9 29 6.1 
8 10 15 6 33 6.9 
10 21 6 15 33 8.0 
12 6 3 15 8.7 
14 5 5 16 8.9 
16 l 3 5 9.2 
18 2 3 9.7 
20 
22 
24 
26 l 9.0 

計 A
A
 

ーの
ο

<JA勺
4

。
dq

u
 

q
u
 

n
y
 

勺
L

勺
4 E

d
 

• 『iE
d
 

q
u
 

-

1913年春植，調査地 =0.329 ha , 31林班い 30, 32 小班

極大径木 (52 cm 以上〉 メ日為 言十

本 数 断面積 材 積 本 数
直 径 (cm) 樹 高 (m)

断面積 材 積

(本〕 (m2) (m3) (本) 範 囲|平均 範 囲|平均 (m2) (m3) 

412 16~40 29.3 14.0~24. 。 21. 6 28.938 287.88 

l∞ 16~36 25.5 14.0~23.5 20.3 5.265 49.77 

24.27 17.29 

312 16~40 30.5 14.0~24. 。 21. 9 23.673 238.11 

3 0.723 7.42 312 18~52 33.5 16.5~23.5 21. 9 28.762 288.33 

52.48 

8.75 

3.01 

3 32 32.0 24 24.0 0.274 297 

0.19 

3 0.723 7.42 309 18~52 33.5 16. 5~23. 5 21. 9 28.488 285.36 
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第 314-b表樹種別本数配分表 1956年 5 月調査

ぷ
ア ノ、@ 、ン ーマ イ カ ナ セ 、、、 、、、 オ ホ ヤ ト ア 、、‘ ア ヤ キ 本

‘> タ ナ ズ
ー可r ヤ タ

カ コ
ナ カ ヤ ン ヒ オ ド オ 'コを プ チ

ヤ カ
ツ カ ズ ナ

サ
コ

数ダ ノ てJ ノ ナ ヨ ノ 国マ ダF フ ダ
ナ ニ乙

ーマ フ ク ブ

モ ギ キ ノ、e ア」 フ ド キ フ キ ウ キ シ ツ モ フ コ モ シ (本〉

6 7 9 6 2 l 2 29 

8 4 l 15 4 2 2 l l l 33 

10 6 l 11 3 3 3 2 33 

12 2 2 2 l 3 2 l l 15 

14 3 l 5 2 2 2 16 

16 l 2 1 5 

18 1 2 3 

20 

22 

24 

26 l 1 

計 1151 41 421 11 191 21 101 61 131 21 11 11 11 41 11 81 21 21 11 135 

第 316表総 括 表(サワグノレリ

極細径木 (2~6 cm) 細径木 (8~14cm) 小径木 (16~24cm)

項 目 林齢
本数 断面積 材積 本数 断面積 材積 本数 断面積 材積

(本〕 (m2) (m3) (本〉 (m2) (m3) (本〕 (m2) (m3) 

(290) (0.820) (2.92) (970) (8.410) (35.01) (80) (1. 768) (8. 13) 
1956. 5 調査 35 

130 0.304 1. 39 760 8.125 44.41 290 6.854 41. 25 

1962. 5 調査 110 0.264 1. 24 610 6.296 38.34 460 11. 317 78.55 

期間内成長量

定期平均成長量

成長率(%) 41 

枯 損 木 50 0.110 0.47 30 0.151 0.73 

枯損率(%)

残 存 木 60 0.154 0.77 580 6. 145 37.61 460 11. 317 78.55 

( )はその他広葉樹

1962年 5 月調査はその他広葉樹の測定を省略
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4F±|ベ7.+ 仲村 5101m5ill1lull21バ130115l吋5151m1160llullT1 間平常高
4 (01(1) (2) 1 (6.5) 8.0 

6 (1) (2) 11 3 (3) 5 (7.3) 9.1 

8 11(1) 11(1) ti(I)2 l (3) 7 伊.3)10.0

10 21 7 31 1 1 l 17 11. 3 

12 11 5 21 3 21 5 1 19 13.0 

14 21 1 21 1 81 1 15 13.5 

16 11 2 21 5 111 3 25 14.2 

18 2 41 3 11 1 1 12 14.8 

20 l l 11 1 l 5 15.5 

22 2 14.5 

24 l l 2 16.3 

|ω1( 1) 1 11(3?1 11 41(1?1 31 (l~ 1 81 21101 51 91 81 川
( )は枯損木

1920年秋植，調査地=0.10 ha , 40林班を-15 小班

中径木 (26~36cm) 計 メ口L 言十

本数 断面積 材積 本数 直径 (cm) 樹 材積 断面積 材積

〈本〕 (m2) (m3) (本〉 範囲|平均 範 囲 1 平均 (mり (m3) (m2) (m3) 

(10) (0.531) (2.32) (1350) (6~26) (9.9) (3.0~10.0) (48.38) 
26.812 135.43 

1180 4~22 12.2 6.0~14. 0 10.9 1 15.283 87.05 

1180 4~24 13.2 5.0~17.0 12.7 17.877 118.13 17.877 118.13 

29.88 

4.98 

4.88 

80 4~8 6.3 6.0~ 1O. 5 7.9 0.261 1. 20 0.261 1. 20 

0.20 0.20 

llCお 4~24 13.6 5.0~17.0 13.1 17.616 116.93 17.616 
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No. 72. トチノキ人工林

4 

6 

8 

10 

12 

14 

16 

18 

20 

22 

24 

26 

28 

30 

32 

34 

36 

38 

40 

42 
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第 317表直径対樹高

計 1(2) I 21(1)11 1 1 1  1(1)4 I 4 I 4 1 31;-1 ~両三「 4kl〕 6i 5 

( )は他の広葉樹

第 318-a表 (他の広葉樹〕 1959年11月調査

LPT〉件下I~I印刷14. 5 íl~.-ol~ 1 1而118.~1--~*~--1 平均樹高

(m) 

4 1 l 5.5 

6 2 2 5.5 

8 1 2 8.5 

10 

12 l 10.0 

14 1 l 14.0 

16 2 10.8 

22 2 2 14.0 

24 1 3 15.3 

26 l 1 13.0 

28 l 1 2 14.8 

30 l 1 15.0 

32 l 15.5 

34 3 l 4 16.6 

42 l 3 16.7 

計 13  I 1 I --3 1 ; I 1 I 4 I 1 I 3! 2 1 4 I 2 I 1 I 13.2 
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相関表 46年生， 31林班に小班， O. 10 ha , 1959年11月調査

ベ 13. 0 113. 5114. 0 卜4. 5115. 0 115. 5116. 0 116. 5117. 0 117. 5118. 0 118. 51 す|平ケ
(1) (5.5) 

(2) 4 (4.0) 5.4 

(2) 14 (8.5) 8.2 

3 8.5 

l (1) 14 (10.0) 10.5 

2 (1) l (1) 9 (14.0) 11. 2 

l (2) 7 (10.8) 11.4 

l 2 1 8 13.4 

l 1 l 7 14.0 

(2) 2 l (2) 3 (14.0) 16.0 

(1) (1) (1) l l l (3) 3 (15.3) 18.0 

(1) 1 2 I (1) 5 (13.0) 16. 1 

1 1(1) (1) (2) 1 (14.8) 14.0 

(1) l l (1) 3 (15.0) 16.7 

(1) 1 2 (1) 3 (15.5) 16.5 

1 1(3) (1) 1 (4) 2 (16.6) 16.8 

l l 15.7 

(1) (2) (3) (16.7) 

3!(1) ! 1!ω3!(心両耳2)6! 5!(4)2:(1)61(2)4! 1! 1 雨戸可(13.6) 凶

第 318-b表 (樹種別本数配分表〉 1959年11月調査

ぷ
カ 、、、

ア ア 、、. シ 、、、 ヤ イ
百十ヤ タ

ズ カ ナ ーマ 'マ ヤツ サ ズ
ナ ダ ノ ザ p カ

11 ご巳

(本〕
フ フ ダF モ キ キ フ ワ ア

4 l 1 
6 l 2 
8 l 2 
12 

14 
16 2 2 
22 1 2 
24 l 3 

26 l 1 
28 2 2 
30 l 
32 1 

34 4 4 
42 2 1 3 

言十 l
 

l
 I

 

R
U
 

26 
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第 319表総括表

項

( )は他の広葉樹

No. 73. ウルシ人工林

第 320 表 直径対樹高相関表 43年生， 41林班ほー11小班， O. 048 ha , 1960年 8 月調査

一ι1ケJ 8.0 卜 o !… 11. 0 !11. 5!12. 0 !12. 5!13. 0 !13. 5! 本C-*)r!J.. !平宮高
6 l 8.0 

10 2 l 5 10.9 

12 2 1 3 11. 2 

14 l l 4 12.0 

16 l l 4 12. 1 

18 2 l 3 12.8 

20 l 12.5 

22 l 13.0 

計 ~11寸 2141212161311-1 11. 7 

第 321表(広葉

~!-;~1~14.0 14.5 卜 ~T 5. 5 1 6. 0 1 6. 5 1 7. 0 1 7. 5i 8.0 1 8.5 1 9.0 卜0.0
4 5 5 2 3 2 
6 2 2 5 3 2 1 
8 2 2 
10 2 
12 
14 
16 
18 
20 
22 
24 
26 
28 
30 
32 

言十 61 41 
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(トチノキ) 1913年春植，調査地 =0.10 ha , 31林班に小班

大径木 (38~50c竺| 計 l 合 計

野幌試験林における各種人工林の調査成績(後編) (松井ほか〕

積

258. 13 

(m) 

均|範囲 i 平

(副長土記

高樹数 1 直径 (cm)

生凶企む_Sm3) _1__(本) I 範囲|平
(irlmr|(げl(221(;こzf

本積本数

1960年 8 月調査

ホ シ ヤ
一 キ 、、、 ヤ ア 、‘ • 

オ ナ -マ
タ ズ チ カ

計

ガ「 コ ズ
ノ ノ グ プ ナ ダ !J' 

(本〕
キ キ ワ キ シ フ モ モ キ

l 18 
2 4 l 16 

l l 10 
l 9 

1 i 2 5 
l 2 3 

l l 2 1 8 
2 3 

l 
l l 3 

2 l 3 

l 

80 づ

樹種別本数配分表第 322 表

5
8
5
4
1
A
 
2 

計

4
6
8
0
2
4
6
8
0
2
4
6
8
0
2
 

1

・

1
A
T
-
-
T
ι

・

1
A

今
A
勺
&
つ
ム
勺
ム
ウA
q
u
内d

直径
(cm) 

1960年 8 月調査樹)

10.5 卜l. 011 l. 51 川バーo 11心不可15.0 ¥ 15.5 卜:-:r
18 3.9 
16 6.0 

2 10 9.2 
l 2 1 l 9 10.6 

2 l 5 1l. 8 
l 3 12.7 

2 3 l 8 13.4 
l 2 3 13.2 

l 16.0 
l 2 3 12.8 

l 2 3 14.3 

l 1 15.0 

平均樹高

(m) 

本数

(本〉

8.9 



-222 ー 林業試験場研究報告第 205 号

第 323 表 48年生， O. 048 ha , 1965年11月調査

よ-T空FI~I~I~I可~~~~I司王-;1 本JF13高
8 7.0 
10 2 2 9.5 
12 l l 4 11. 1 
14 3 11. 7 
16 l 4 11. 9 
18 l 3 12.2 
20 2 l 3 12.8 
22 l 1 2 12.8 

百十 ~1---;-;-1 1~31 21 21--6-1 31 1 1 11. 5 

第 324表(広葉樹〕 1956年11月調査

F1lhl10 阿川市↑司lkl寸ギヤi寸了「J同村可1415I 7よi-BJ

4151正十+十十件十 jMl1Mlll11トト判村朴u川イ4→1日イ十11212咋 1lull4 十11本? 平均樹高

(m) 

l 4.5 
1 1 3 612 31 1 16 4. 7 

313 212 213 l 16 5.8 
1 1 2 l l 3 8 7.3 

112 212 10 8.0 
l l l 3 13.7 

10.5 
1 1 1 13 l 8 13.0 

2 l 4 12.3 
2 3 13.0 

l 2 13.5 
l 2 3 14.7 

2 1 1 3 14.7 
l l 15.0 

高
。

樹
ο
\

\
径
吋

\
直

ω

第 326表総括表

小径木…~I極細径木 (2~6 cm) 細径木 (8~14cm)

項 目
本数断面積材積

(本) I (m2) I (m3) I (本) I (m2) I (m3) (本) I (m2) I (m3) 

出O. 8 調査 l 43 叫l什 (481〉| (吋…|叶 (仰)1 (~卯3〉16006〉
21 1 O. 058 1 O. 27 248 1 2.785 1 15.62 186 1 4.672 1 27.05 

1965. 1 1.調査
(682) (1. 355) (4.75) (455) (3.471) (16.26) (413) (11. 746) (74.01) 

207 2.316 10.89 248 6.754 35.23 

期間内成長量

定期平均成長量

成長率(%) 48 

枯 損 木

枯損率(%)

残存木(%)
(682) (1. 355) (4.75) (455) (3.471) (16.26) (413) (11. 746) (74.01) 

207 2.316 10.89 248 6.754 35.23 

( )はその他の広葉樹

その他の広葉樹に枯損木が生じているが，期首における調査木との関係がつかめないため枯損木の計算を省略
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第 325表樹種別本数配分 48年生， O. 048 ha, 1965年11月調査

直\径\km\掛緬 ー コ イ シ 、、、 ホ タ ク ナ ヤ
本 数

ナ オ ワ フ チ
ガ プ タ

ノ
ズ

ノ
ノレ

ノ ノ ダ
キ シ レ ヤ キ キ キ 、、、 キ キ モ

(本〕

2 I 

4 4 2 6 2 l 16 

6 3 8 2 16 

8 4 1 3 B 

10 4 1 4 10 

12 2 3 

14 1 

16 2 l l l 8 

18 l l 4 

20 2 3 

22 l 2 

24 l 3 

30 2 3 

34 l l 

計 叶 6 I 5 I 28 I 4 I 2 I 6 I 1 I 5 I 6 I 3 I 
79 

(ウルシ〉

中径木 (26~36 cm) 

本数

(83)1 (6.258) (43.04) 

(83) (6.258) (43.04) 

した。

(1633) (2~34)~(11. 1) 
455 8~22 I 15.5 

(1633) ((2~34]] l|(11.l>
455 8~22)1 15.5 

1916年秋植，調査地=0.048 ha, 41林班ほー11小班

(3. 0~15.0) (8.7) 
7. 0~13. 5 11.5 

(3.0~15.0) (8.7) 
7.0~13. 5 11. 5 

(22.830)[038.06) 
31. 900 

9.070 I 46.12 
(20.77) 
3.18 

(4. 15) 
0.64 
(3.25) 
1.43 

(22.830) (138.06> 319∞ 
9.070 46.12 

計

材積

(m3) 

160.23 

184. 18 

23.95 

4. 79 

2.78 

184.18 



-224 ー 林業試験場研究報告第 206 号

No. 74. ミズナラ，カシワ，クヌギ混交林

第 327 表 直径対樹高相関表〈ミズナラ〉

43年生， 41林班り小班， o. 10 ha , 1960年10月調査

一主:}村
6 212 B 6.3 
8 1 2 2 1 1 3 1 1 2 1 12 1 1 17 9.2 
10 1 1 3 3 7 9.9 
12 1 1 3 312 12 10.5 
14 l 212 2 3 2 12 12.1 
16 1 1 2 1 1 2 2 2 1 12 14 12.5 
18 2 12.8 
20 1 l 4 12.8 
22 l l 2 13.5 
24 2 14.3 

言十 13121 111313/2/314161517/614151719/4/4/2/ 1
 

• 1
 

1
 

第 328表(カシワ〉 1960年10月調査

誌f1う5.0ヤ|ド5.5十iドい川6ωベ吋Oイ十|ト6.5イ+判|卜ト川7川ベ01十|卜7.5十|卜8.0十|卜8.51 9州|卜い川9.0ベ01判|
6 l 5.0 
8 1 l 8.0 
10 l 5 9.1 
12 l l 11. 5 
14 
16 13.0 
18 11. 5 

計 111 /-1112111111111121111[[ つ川 9.5

第 329表(クヌギ) 1960年10月調査

五fT1105111 0111 判吋 01中イ吋十5. 5116.~ 吋川8.01 本 数|平均樹高
(本) I (m) 

10 l 1 11. 0 
12 l l 10.5 
14 1 I 13.5 
16 2 14.0 
18 l 2 l 6 15.5 
20 l 2 3 14.5 
22 
24 2 2 16.0 
26 
28 l 2 16.8 
30 
32 l 3 16.5 

言十 F い| [112[[1[4[3[4[2[111 可 口
フ-

A
“E l

 

-
-
勺L



野幌試験林における各種人工林の調査成績(後編) C松井ほか〉 -225 ー

第 330 表 (その他広葉樹) 1960年10月調査

4f司545 村 57.+ 朴 +.+.5 ~. 0:10. 5[11. 0:11. 5112. o[吋 0:13.51 14 川。l15112 平均樹高
(m) 

4 l 5.0 
6 1 I 2 l 1 I 4 2 l 14 7.1 
8 l l l l l 6 8.8 
10 l l 4 11. 3 
12 2 I 1 2 5 12.5 
14 2 2 4 12.0 
16 1 l 3 12.2 
18 l 1 I 2 4 13.3 
20 
22 

24 
26 
28 
30 I l 15.5 

計 |斗 1 2 1 2 1 4 1 2 1 卜卜刊 111214131414111211 円 421 10.0 

第 331表樹種別本数配分表 1960年10月調査

J11 
セ シ 、、、 ホ ア ヒ -'、守 、、、 カ ナ イ イ ア シ

フ ヤ ロ ツ タ ヌ
ン オ カ ノ、

ナ ズ
ナ 計

カ
ーマ コ ヤ こ工二

カ' ノ ズ ツ カ キ
ノ ザ ノ ダ キ ヤ カ ン ノン

ク
事マ ナ (本〕ノ、 ナ ニL ジ

キ ノ、。 フ キ キ モ !fl. ギ キ フ ド T ユシ キ

4 l l 

6 I 2 2 3 1 2 l 14 
8 3 6 
10 l 4 
12 2 1 l 5 
14 3 4 
16 2 l 3 
18 I 2 1 4 

30 

計 1 1 61 2/ f5/1 1 ~ / 1 / 2/ 2/ 3/ 21 311 / 42 



-226 ー 林業試験場研究報告第 205 号

よ??|545村
6 2 2 I l 7 6.4 
8 l l l l 6 6.8 
10 3 1 I 3 3 I 1 l 15 9.5 
12 l 1 I 2 2 9 10. 7 
14 1 3 1 12 2 I 1 1 I 3 14 11. 9 
16 l l 5 12.3 
18 l 1 12 1 I 2 2 4 13 13.0 
20 1 l 1 3 14.2 
22 2 2 4 14.0 
24 l 2 14.8 
26 l 2 15.0 

計 13121211121412141512131414171415141414 ドド 121 801 11.0 

第 333表(カシワ〉 1966年 5 月調査

ヰfT|545示朴十竹村 5101101111中112. 5113. 0113. 5114. 0114ι〕数|平宮高
6 5.0 
8 l 7.5 
10 1 3 8.3 
12 (1) (1) 2 (11.0) 8.8 
14 
16 14.5 
18 
20 l 12.5 

計 11 1 1 11 1 121 11 11 1 1 1 1(1)11 1 11 1 1 1 11 1ω91 (11.0) 9.1 

( )は枯損木

第 334表(クヌギ〉 1966年 5 月調査

4TT1105111 0|115 l叫2川ベ2.0112い1 1ドいlロ山巾2口ベ4巾5113い川|トトトl臼削3.0

k川10 (1) (11.0) 
12 
14 l 10.5 
16 l 14.5 
18 2 16.3 
20 2 4 15.9 
22 4 16. 1 
24 17.0 
26 
28 2 18.3 
30 
32 17.0 
34 2 17.3 
36 l 18.0 
38 19.0 

計 1 1 1(-;)-1 1 1 1 1 1 1 1 1 21 
-1 

1 41 2 1 31 1 1 31 1 1 1 1ω 判(11 的 16.4
( )は枯損木
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4f!? 。|5仲村竹村 +.0:ベ11. 0:11. 5¥12. 0¥12. 5:13. 0113. 5¥14. 0¥14. +州rfr
4 l 5.5 

6 2 1 1(2)1 1 l (2) 7 (7.5) 6.6 

B l 1 I 2 l l 8 8.1 

10 l (1) l (1) 4 (9.0) 9.4 

12 1 I 3 4 11. 9 

14 1 I 3 l 5 12.7 

16 l l l 4 13.5 

18 1 l l 3 14.3 

20 l 2 13.3 

34 1 l 15.0 

|3\2\1\1\2\ω1\2\31(1)1 ¥2¥1 ¥3¥1 ¥4¥4¥ ¥2¥4¥ ¥1 \2\ 川悦0)10.3

第 336表樹種別本数配分表

-t: シ 、、、 ホ
一 ア ヒ イ 、、、 カ ナ イ シ ア

;メ:
フ ヤ ロ

ナ ヌ ズ 言十
ン オ カ /、 ナ

カ
酬マ

ガ「 ノ タ ズ ツ カ
.::<. 

キ
ノ ザ ノ ダ キ ン ノ

(本〉二/
グ

ーマ
ジ ナ

ノ、

キ ノ、 フ キ キ モ 17' ヤ キ フ ド ユ キ シ

4 l l 

6 l 2 l l 1 7 

B l l 2 l l B 

10 2 4 

12 l 2 l 4 

14 2 2 5 

16 3 l 4 

18 l 2 3 

20 2 

34 l 

¥ 1 ¥ 1 トト\ 1 \ムト\ 3ドト川九日 39 
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第 337表総括表

極細径木C2~6cm) 細径木 (8~14 cm) 小径木 (16~24cm) 中径

項 目 林齢 樹 種
本数 断面積 材積 材積

(本〕 (m2) I (m3) I (本〕 (m2) (m3) (本) I (m2) (m3) 

きズナラ 80 480 4.609 24.45 240 6.246 34.29 

( )カシワ (10) (0.028);(0.09) (70) (0.556) (2.65) (20) (0.455) (2.64) 
1960. 10. 調査 43 

~ ~クヌギ ~30~ ~0.346~ ~2. ∞》 ~130~ ~3.776~ 

…|ω ( J その他 (150J (0.409) (1. 68J (190) (1. 797) (10. 14) (70) (1.621) (9.89)1(10) 

ミズナラ 7010.198 o. 76 440 4.653 24.49 270 7.681 48.82 20 

( )カシワ (10) (0.028) (0.09) (70) (0.625) (2.82) (20) (0.515) (3.24) 
1966. 5. 調査

~ ~クヌギ ~20~ ~0.233~ ~1. 22H120~1 ~3. 940~ ~29.59~ ~60~ 

( J その他 (1∞〕 (0.268) (1. 10) (220) (2.017) (10.86) (90) (2.195) (14.24) (10) 

ミズナラ

( )カシワ
期間内成長量

~ ~クヌギ

( J その他

ミズナラ

( )カシワ
定期平均成長量

~ ~クヌギ

( )その他

ミズナラ

( )カシワ
成長率(%) 48 

~ ~クヌギ

( )その他

ミズナラ

( )カシワ (10) (0.113) (0.61) 
枯 損 木

~ ~クヌギ ~IO~ ~0.079~ ~0.43~ 

( J その他 (20J (0.057] (0.26) (10) (0.079) (0.36) 

ミズナラ

( )カシワ
枯損率(%)

~ ~クヌギ

( J その他

ミズナラ 70 0.198 0.76 440 4.653 24.49 270 7.681 48.82 20 

( )カシワ (10) (0.028) (0.09) (60) (0.512) (2.21) (20) (0.515) (3.24) 

残 存 木
~3.940~ 《2959Hi[曲101>~ ~クヌギ ~1O~ ~O. 154~ 

( )その他 (80) (0.21IJ (0.84) (21OJ (1. 938J (1O.50JI (90) (2.195J (14.24J 



野幌試験林に主主ける各種人工林の調査成績〔後編) (松井ほか〉 -229 ー

(クヌギ， ミズナラ，カシワ〉 1916年秋植，調査地 =0.10 ha , 41林班り小班

木 (26~36 cm) 大径木(3…cm)1 計 メ日斗 計

断面積 材積 本数 断面積 材積 本数
直径 (cm) 樹 高 (m)

(m2) (m3) (本〉 (m2) (m3) (本〕 範囲|平均 範 囲|平均 (m2) I (m3) (m2) I (m3) 

8αコ 6~24 12.5 5. 0~14. 5 10.6 1. 081 59.60 

(1∞) (6~18) (12.0) (5.0~13.0) (9.5) (1. 039) (5.38) 

~3.645~ ~27.98~ G山 ~56.91~ 

(0.707] (5.09) 〔叫 (26.80]'24.421 148.69 

1. 062 7.44 800 6~26 13.8 5.0~15. 5 11. 0 13.594 81. 51 

(100) (6~26) (11.6) (5. 0~14. 5) (9.3) (1. 168) (6.15) 

~4. 870~ ~39. 53~:~ 1O~ ~1. 134~:~9. 84~:(2 1O~:~1O~38~:~23. 7~:~ 1O. 5~19. 0~:~16. 1~:~IO. 177~ ~80. 18~ 

(0.908) (6.33) (420) (4~34) (11. 5) (5. 0~15. 5) (10.2) (5.388) (32. 53) 30.327 200.37 

21. 91 

(0. 16) 

~22.84~ 

(5. 11) 50.02 

4.38 

(0.03) 

~4.57~ 

(1. 02) 10.00 

6.21 

(0.59) 

~6.69~ 

(3.48) 5.76 

(10) (12.0) (11.0) (0.113) (0.61) 

~1O~ ~9.7~ ~1 1. O~ ~0.079~ ~0.43~ 

(30) (5~9) (7. 1) .(7. 5~9.0) (8.0) (0. 136) (0.62) 0.328 1. 66 

(2.23) 

~O. 13~ 

(0.42) 0.19 

1. 062 7.44 800 6~26 13.8 5. 0~15. 5 11.0 13.594 81. 51 

(90) (6~20) (11. 6) (5. 0~14. 5) (9.1) (1. 055) (5.54) 

~4.870~ 

…l《叫 側104寸4410as~19 。川 U9.75~ 

(0.908) (6.33) (390)1 (4~34)1(1 1. 8)1 (5. 0~15. 5)1(10. 3)1 (5.252) (31. 91) 29.999 198. 71 
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No. 75. トネリコ，ヤチハ γノキ，イタヤカエデ，ナナカマド混交林

第 338表直径対樹高相関表

i立与o 14.515.0 15. 517.0 18. 51 9.0 I 9. 5 110.0 111. 0 卜1. 51…113.0 113.5 

|ll i ll ll:( 

6 

8 

10 

12 3 

14 
16 
18 
20 
2

4

6

8

0

2

4

6

 

2

2

2

2

3

3

3

3
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第 339 表 (ヤチハ γノキ) 1962年 7 月調査

4FT 咋+4.+4 判15.516.0 16.5 吋イ18.0118. 5 190l195h0512lhzl平岩高
10 1 2 13.8 
12 2 I 4 15.3 
14 l l l 6 15.8 
16 l l 2 4 10 17.3 
18 l 2 5 2 I 13 17.4 
20 l 3 2 9 18.3 
22 1 2 18.8 
24 19.0 
26 20.0 
28 1 19.0 

ll円 31 11 11 11 51 11 11 1 川 31 イト1 21 11 49117.5 
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(トネリコ〉 43.5年生， 40林班を-17 小班， O. 1 ha, 1962年 7 月調査

は 0川 15.0 115.5 ト6.0 卜6.5 卜7.0 117.5 ト o 118.5 ト9.0119.5120.01 本(*)~l 平岩高
2 7.5 

6 8.4 

3 9.3 

7 11. 9 

l 5 12.4 

2 2 7 16.0 

l 2 2 l 10 15.6 

l 2 l 5 14.6 

l 2 3 I l 12 16.8 

l l l l 7 16.3 

l 1 l 4 17.0 

l 1 3 8 17.4 

1 18.0 

15.0 

1 1 20.0 

l[ 3[ 5 [ 4 I 10 i 5[ 3 I 7 I 6 I 2下-;-[-- 1 r 1[ 79 14.6 

第 340 表 (イタヤカエデ〕 1962年 7 月調査

4F13013440145卜 o卜十川7.01 7. 5 ト 01斗十5\11.0\12.0\ ~*~ \平ケ
2 1 ~ 2 3.8 

4 2| 6 2 34 5.3 

6 21 3 2 l 11 7.8 

8 2 1 2 6 8.1 

10 l 11. 0 

12 12.0 

計 21 81 12[ 6川 31 5[ 11 4: 4[ 1[ 2[-1 [ -~ 6.2 

第 342 表 〈ナナカマド〕 1962年 7 月調査

ιFT165|75 卜 o 18. 519.0 19. 5 卜0.0 卜1. 0 ト1. 5 卜2.0 トベ 14.0 \す|平岩高
4 l 6.5 

6 l 2 2 5 8.1 

8 l 2 4 11. 9 

10 l l 2 9.8 

12 l 2 3 12.3 

計 1 1 1 1 2[ 2[ 1 1-1 1 
-

1 [ 1 [-2  [ lr 21 15 10.0 
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第 341表樹種別本数配分表

iヌ
シ シ 、、、 、、、 ア メ キ ナ ーマ ア ア ヤ ノ、 シ

フ ズ
イ タ ナ

カ カ オ
'マ ツ

ゲP コ
ナ

カ ウ ズ サ コ カ ザ 計
ナ ツカ

プ
ン〆 ダ タ ヤ ノン ::r.. ーマ ク ナ

ノ、@ リ キ フ
タ. T シ ド ，、. モ モ フ ギ キ (本〕

4 4 2 l 4 17 

6 2 2 2 l 10 

B 2 l 4 

10 2 l 4 

12 

14 

16 

18 2 

20 

22 l 2 

計 i21 21 51 61 51 41 11 21 11 61 11 21 21 11 40 

第 344 表 総 括 表 (トネリコ，ヤチノ、ンノキ，

極細径木 (2~6cm) 細径木 (8~14 cm) 小径木 (16~24cm)

項 日 林齢 樹 種
本数 断面積 材積 本数 断面積 材積 本数 断面積 材積

(本〕 (m2) (m3) (本〉 (m2) (m3) (本〉 (m2) (m3) 

1962. 7 調査 トネリコ 20 0.057 0.25 210 2.100 11. 66 410 13.252 99.49 

ヤチノ、ンノキ 120 1. 533 11. 27 350 9.358 77.67 

イ タ ヤ 470 0.744 3.09 80 0.494 2.38 
43. 1/2 

ナナカマド 60 O. 154 0.72 90 0.697 4.α〉

そ の 他 270 0.497 1.641 9010 仰 33540 12698 「

18201 1.4521 5. 70 1 590 1 5. 452 1 32. 66 1 8∞ 123.8791185.69 

研究報告第 202 号

「野幌試験林における各種人工林の調査成績(前編)J

訂正

訂正個所 l 誤 正

p. 137 下から14行| 標高 30m

p. 141 下から 8行| 周縁は同齢の植栽林に固まれている。

標高 50m

周縁は同齢の植栽林に固まれているが，

西方は戦後の農地解放のため約 20m で

林縁となっている。
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4FT130140150160170180 卜0.0 ドo 卜4.0 卜5.0 ト o I ~出平常高
4 1 9 6 4.4 

6 2 3 2 3 5.6 

8 l 7.8 

10 l l 11. 3 

12 l l 14.0 

14 

16 

18 14.0 

20 

22 1 14.5 

計 l1 II 1 91 41 51 1 1 21 31 1 1 21 1 1 7.0 

イタヤ，ナナカマド混交林〉 1918年春植，調査地=0.1 ha , 40林班を 17 小班

中径木 (26~36 cm) メ口与 言十

本数 直 高 (m) 
断面積 材 積

(本〕 (m2) I (m3) I (本〕 範 囲|平均範 囲|平均 (m2) (m3) 

150 9. 780 78.75 790 6~36 19.0 4.0~20.0 14.6 25. 189 190.15 

20 1. 147 10.26 490 1O~28 17.3 10. 5~21.。 17.5 12.038 99.20 

550 2~12 5.0 3.0~12.0 6.2 1. 238 5.47 

150 4~12 8.1 6. 5~14. 0 10.0 0.851 4.72 

4∞ 4~22 7.3 3.0~16.0 7.0 2.394 13.52 

m
 

弓d勺，al
 

nu 
• n

y
 

au 
『J今

A
nツnu 

l
 

nu 

句
，al

 

訂正個所| 誤 | 正

P 凶上から18行| 周縁は同一植栽林であるが，西方は戦後!周縁は同一植栽林である。

林地の農地解放のため約 20m で林縁と

本
本
本

q
o
q
o
q
o
 

q
o
q
o
η

。

η
o
q
o
q
a
 

唱
E
A

噌
E

ム

4
Eム

h
リ

h
リ

h
リ

R

』

-
-
R
-

争
J

争
I

当
当
当

o
 

'

b

a

a

a

 

J

J

h

h

h

 

チ
ん
旬

4

胃
よ

T
ム

行
行
行

凶

3
5

ら
ら
ら

カ
力
，

D

下
上
下

n

E

A

V

A

M

U

 

A

品z
d
佳
d

告

t
i
1

ム
唱

A

Dap

‘

pa 

1 ha 当たり 1370 本

1 ha 当たり 1370 本

1 ha 当たり 1370 本



野幌試験林における各種人工林の調査成績(後編) (松井ほか) -Plate 1-

写真1. トドマツ人工林

昭和 5 年樋栽， 42 林班ぬ小班

写真 2. トドマツ人工林 写真 3. エゾマツ人工林
昭和 5 年植栽， 42 林班ぬ小班， No. 8 大正 6 年秋植， 40 林班を-23 小班
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写真 4 エゾマツ林中に混ずるアカエゾマツ

大正 2 年植， 31 林班い 12 小班

写真 7. スギ人工林

明治 42 年値， 41 林班ほ-42 小班

写真 5. トドマツ人工林中に残存するアカ

マツ，大正 8 年植， 41 林班ほ-38 小班

写真 6. カラマツ人工林

明治 43 年植， 41 林班ほー29 小班



野幌試験林における各種人工林の調査成績(後編) (松井ほか) -Plate 3 ー

写真 8. ヨーロッパトウヒ林

明治 42 年植. 41 林班ほ 39 小班

写真 10. ヨーロッパアカマツ林

大正 5 年植. 41 林班ほー14 小班

写真 9. ヨーロッパトウヒ，パンクシアナ

マツ混交林大正 6 年植. 41 林班ほー7 小班

写真 1 1. ヨーロッパカラマツ

大正 4 年植. 41 林班ほー26 小班



-Plate 4- 林業試験場研究報告第 205 号

写真 12. ストロープマツ林

明治 42 年植. 41 林班ほー36 小班

写真 14. ダグラスファー杯

大正 9 年秋植. 40 林班をー12 小班

写真 13. パンクシアナマツ林
大正 8 年秋植. 40 林班をー10 小班

写真 15. グラウカトウヒ林
大正 7 年秋植. 40 林班を 21 小班



野幌試験林における各種人工林の調査成績(後編) (松井ほか) -Plate 5-

写真 17. グイマツ，ポプラ林
大正 5 年秋植， 41 林班ほー12 小班

写真 18. ヤチダモ人工林
大正 3 年植， 40 林班を 34 小班

写真 19. ミズナラ人工林
大正 7 年秋植， 40 林班を 16 小班



-Plate 6- 林業試験場研究報告第 205 号

写真 20 ドロノキ人工林
大正 2 年秋植. 31 林班い-31， 32 小班

写真 22. クヌギ， ミズナラ，カシワ混交林
大正 5 年植. 41 林班り小班

写真 23. ザワグノレミ人工林
大正 9 年秋植. 40 林班を一15 小班


